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Ⅰ．研究組織、研究経費、研究経過、附記

【研究組織】

【研究経費】

【研究経過】

研究代表者　市川浩（鵬大学総合科学部讐蓋霊位：千。，
　　　 ⊥・斗

直 接 経 費 ！‾’二・ 間 接 経 費 合 計

平成 １１年度 ｌ；帥 Ｐ ０ ＝ ００

平成 Ｉ之年度 ｑｏ針 ０ ？ク０

．平成 ほ年度 ‘００ ・ ・０ ‘¢○

平成 仲 年度 Ｔｏ∂ ●ｂ て００

・平戎－ ‾年度 一－ － ■■●■

総 ‾＿計 ３：（００ Ｐ ち．‘ク○

量塾

報告者は長期にわたり、旧ソ連邦における産業技術の展開過程を環境問題、資源・エネ

ルギー問題や経済成長との関連で追究してきた。その過程で、申請者の研究は平成５年度

と平成６年度、連続して文部省科学研究費補助金の交付対象に採用されている１）。それら

の研究は、数本の論文、解説等２）に結実し、のち申請者の学位論文となった著書『科学技

術大国ソ連の興亡一環境破壊・経済停滞と技術展開－（勤草書房１９９６年）』に加筆・整

理のうえ、収録された。

同書については学会誌等で書評欄にとりあげられた３）が、書評子はいずれも旧ソ連邦に

ぉける軍事技術開発過程の実像の解明の不充分さを指摘した。また、報告者自身も軍事技

術開発史研究の必要性を痛感し、旧ソ連邦における核開発を中心とする軍事技術開発過程

に関する研究に着手した。当初、旧ソ連時代に刊行された『ソヴィエト軍事百科事典

（Ｃ。ＢｅＴＣＲａ兄Ｂ。ｅＨＨａ兄３Ⅱ叩Ⅸ几ＯＩＩｅｎｍ）』や『自然科学史・技術史の諸問題（ＢｏＩｑ３０ＣもＩＨＣＴＯＰＩⅢ

ｅｃＴｅＣＴＢ。３ⅡａＨ朋ＨＴｅＸＨＨＲⅡ）』誌上に逐次掲載される新事実を解明した論稿を利用したほか、

大量の文献が登場した１９９５年以降、焦点を最初の原子爆弾の開発過程に絞って検討し、資

料解説のかたちでその概要を発表した４）。また、同時期に、戦後旧ソ連邦の核開発・核兵

器製造の進め方について概説した論稿５）も発表した。さらに、これらのテーマについては、

１９９８年３月に開催された「科学技術と社会に関する国際会議」でも発表した６）。

このような経過で、新たに公開されたかつての機密資料を現地で探索することも含めて、

このような研究方向を本格的に発展させることの必要性を痛感するに至り、日本学術振興

会科学研究費補助金を申請することとした。

平成１１年度

本研究に関連するテーマでの図書資料はロシア連邦内外で一種の出版ブームにあり、当

該年度は積極的にそれらの購入を行った。とりわけ、近年になってようやく公開され、新

たにマイクロ・フイルム化された旧ソ連軍事科学アカデミーの機関誌、月ｂ〃〃〟　傭傭〃ｂ（『軍

事思想』）の１９５０年代発行分を入手できたことは貴重であった。

また、平成１１年９月１９日より１０月２日まで、ロシア連邦モスクワ市を訪問し、現地の

科学アカデミー自然科学史・技術史研究所の密接な協力のもとに、６日間通った「ロシア

科学アカデミー文書館（郎ⅩⅡＢＰｏｃｃ虚ｃＲＯ歳ＡＲａ刀ｅＭⅢＨａ沖）」では旧ソ連邦の科学行政に

４



エムヴェー　　　　　　　アー・イー　　　エス・へー　　　　ェム

大きな影響を与えた人物（軋Ｂ・ケルドゥイツシュ、Ａ・＝・ベルク、Ｃ．Ｈ．コロリョフ、Ｍ．
アー

Ａ・ラヴレンティエフら）のファイルを、２日間通った「ロシア国立経済文書館（Ｐ。ＣＣＩ痕ｃ㌫痕

ｒｏｃｙ只叩ｍｅＨ払戒叩ⅩＨＢ３収ＯＨ仙ｍ）」では１９４０年代後半の装備人民委員部（装備省）関連

資料を閲覧し、それぞれ適宜複写してきたほか、現地の研究者との交流を通じて我が国で

は入手しにくい書籍を手に入れることができた。

平成１２年度

前年度に引き続き、平成１２年５月２日より１３日まで、ロシア連邦モスクワ市を訪問し、

ロシア科学アカデミー自然科学史・技術史研究所の密接な協力のもとに、昨年同様「ロシ

ア科学アカデミー文書館」に通ったほか、新たに日本人としては初めて「ロシア国立経済

文書館別館（¢ｍａＪＩＰｏｃｃＨ益ｃＲＯｒＯｒＯＣｙｎａＰＣＴＢｅＩⅢＯｒＯａＰＸⅢａ３ＲＯＨＯＭ皿壬）」に入館し、１９４０年

代後半の装備人民委員部（装備省、のちの国防工業省）関連の秘密文書類を閲覧し、それ

ぞれ適宜複写してきた。また、現地の研究者との交流を通じて我が国では入手しにくい書

籍を手に入れることができた。

これらの膨大な資料については、昨年度入手したマイクロ・フイルム資料や書籍類とも

ども帰国後時間をかけて整理と読解をおこなった結果、一部に通説を塗り替えるような貴

重な発見もあった。これについては、学術論文のかたちにまとめ、学会誌の編集委員会に

投稿することができた［【附記】欄の（３）］。

平成１３年度

前年度に引き続き、平成１３年９月１７日より２８日まで、ロシア連邦モスクワ市を訪問

し、ロシア科学アカデミー自然科学史・技術史研究所の密接な協力のもとに、「ロシア国立

経済文書館」、および同「別館」に入館し、１９４０年代後半の航空機工業省、機械・計測制

御機器製造関連の秘密文書類を閲覧し、それぞれ適宜複写してきた。また、現地の研究者

との交流を通じて、わが国では入手しにくい書籍を手に入れることができた。

こうして収集した資料は、本科研費で購入した図書資料や別途収集した資料とあわせ、

旧ソ連邦における核開発への物理学者動員政策とその手段に関する考察［【附記】欄の（１）］、

および、ジェット機開発の事情に関する論文［【附記】欄の（２）］をまとめるうえで、その

基礎資料となった。また、これらのうちには、旧ソ連邦における初期の計算機、電子計算

機開発に関連する膨大な資料も含まれていた。

なお、当該年度には、ほかに「（財）学術振興野村基金」より「海外派遣助成」３００千円

が与えられたことを付言しておく。

宰成１４年琴

平成１１年度から収集してきた資料、図書類を活かし、旧ソ連邦における初期の計算機、

電子計算機開発［【附記】欄の（５）］、および、原子力潜水艦推進機関用の軽水炉の開発過程

［【附記】欄の（４）］の解明を相対的な重点としつつ、４年間の研究成果の総括をすすめた。

なお、福武学術文化振興財団からの研究助成金（平成１４年４月１日～平成１５年３月

３１日。代表者＝市川　浩）により４月と９月に実施した資料調査旅行では新たに「ロシア
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国立社会政治史文書館（ＰｏｃｃＩＩ丘ｃＩＣＨ最ｒｏｃｙＪＴａＰＣＴＢｅＨＨもⅠ五ａｐｘＨＢＣＯＩＩＨａＪＩＬ＝０・＝ＯＪＩＨＴＩ王ｑｅＣＲＯ政

ＨＣＴＯｐ劃‖迂）」に入館し、新たな資料発掘と、これまでの資料収集にたいする補足的な資料調

査を実施した。また、日本学術振興会科学研究費補助金「基盤研究（Ｃ）（１）：企画調査」

により、５月と平成１５年１月にも資料調査や国際会議での情報収集等を実施したことを付

言しておく。

【附記】

本研究に関連して報告者が今までに公表した研究成果は以下のとおりである。

（１）市川　浩「開催されなかった『物理学会議』（１９４９年）－冷戦期旧ソ連邦における科学者にたいする

思想動員－」、同人誌『〃助ｇｇＪ∂ねｒｅ』恥．３０（２００１年）、９－１９ページ。

（２）市川　浩「旧ソ連邦におけるジェット機開発とドイツの技術」、広島大学大学院社会科学研究科（国

際社会論専攻）『社会文化論集』第７号（２００２年３月）、２卜５７ページ。

（３）市川　浩「旧ソ連邦におけるロケット開発と装備省」、日本科学史学会『科学史研究』第４１巻（Ｎｏ・２２３）

（２００２年）、１３８－１４９ページ。

（４）市川　浩「旧ソ連邦における舶用原子力機関開発の最初期とその問題点」、『広島大学総合科学部紀要

Ⅱ　社会文化研究』第２８巻（２００２年）、卜３３ページ。

＊また、旧ソ連邦における初期の電子計算機開発については、、下記のタイトルですでに論稿をまとめあ

げ、本報告書執筆時現在（２００３年３月）、国際学会誌で査読をうけている段階にあることを報告してお

く。

（５）Ｉｃｈｉｋａｗａ，Ｈｉｒｏｓｈｉ，“ＷｈｏＮｅｅｄｅｄ血ｅＣｏｍｐｕｔｅｒ？：ＯｎｔｈｅＩｎｉｔｉａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅ血ＳＯｆｔｈｅＣｏｍｐｕｔｅｒｓｉｎｔｈｅ

Ｆｏｒｍｅｒ－Ｓｏｖｉｅｔｔ血ｉｏｎ”

本報告書のⅢ章にはここで挙げた研究成果（１）が、Ⅳ章には（４）が、Ⅴ章には（３）が、Ⅵ章

には（２）が、そして、Ⅷ章には（５）がほぼそのまま活用されている。なお、本報告書Ⅶ章は書

き下ろしである。

【謝辞】

研究の過程で、藤井晴雄氏（元「海外電力調査会」）、徳永盛一氏（ロシア・ソ連社会思

想史研究家）、および、梶雅範氏（東京工業大学大学院助教授）にたいへんお世話になった。

記して感謝したい。また、数度実施したロシアへの資料調査旅行にあたっては、現地の科

学アカデミー・自然科学史＝技術史研究所のオクサーナ・ダニログナ・シモネンコ女史に

はたいへんお世話になった。ほかに、ヴラディーミル・ミハイログィチ・オリョール、ア

レクセイ・ヴラディーミロヴィチ・ポストニコフ、ヴラディーミル・レオニドヴィチ・グ

ヴオジェツキー、ヴラディーミル・パーグロヴィチ・ヴイズギン（同研究所）、ゲンナジー・

ヴラディーミロヴィチ・キセリョフ（理論・実験物理学研究所）、ヴァディム・イーゴリェ

ヴィチ・ボブィレフ（元重水炉関係技術者）、エレーナ・アレクサンドローヴナ・チューリ
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ナ、アンドレイ・ヴィクトロヴィチ・クラーキン（国立経済文書館別館）、ミハイル・ヴラ

ディーミグィチ・ストラーホフ（国立社会＝政治史文書館）、タマーラ・ニコラエヴナ・マ

ルトイノヴァ（科学アカデミー・シベリア支部学術文書館）、Ｈ．Ｍ．オーシポヴァ（科学

アカデミー文書館）、ヴラディーミル・セミョーノヴィチ・ソコロフ（科学アカデミー文書

館サンクト＝ペテルブルク支部）その他、多くの方々にお世話になった。記して感謝して

おきたい（ＡＢＴＯＰ６皿ａｒＯ岬ＨＴ３ａＨａｙｑＨｙＸ）ｍＯＭａⅡｌＬＯＲＣａＩ払ＩｎａＨⅢＯＢｆｎＩＣ虹ＭＯＨｅＨ静，ＢｍａＥｎ４叩ａ

Ｍ拡ａ如ｏＢ椚ａＯｐｍａ，ＡｎｅＲＣｅ兄ＢＪＩａｎ伽叩ＯＢ椚ａｆＩｏｃＴＩＩＨ甜Ｂａ，ＢＪＩａＥｍ４叩ａＪＩｅｏ旺町ＯＢ胴ａｒＢＯ３ＥｅＩ脚ｒＯ，

ＢＪＩａＲ靴叩ａＩｌａＢＪＩＯＢ椚ａＢＨ３ｒＨＨａ，ｒｂⅢａ脚ＢＪＩａｎ伽叩ＯＢ椚ａＲＨＣｅＪＩｅＢａ，Ｂａ且班ＭａＨｒｏｐｅＢ椚ａＥｏ６もＩＪＩｅＢら

ＥＪＩｅＨ以ＡｐｅＲＣａ耶ｐＯＢｆＢＩＴｋ）Ｐ抑０丘ＡｎＲＰｅ兄ＢＨＲＴＯＰＯＢＨ電ａ ＦｙｐａＲⅢａ，ＭＨＸａ耶ａ ＢｍａＥ伽ＨＰＯＢ椚ａ

ＣＴＰａＸＯＢａ，ＴａＭａＰもＩＨＨｍＪＩａｅＢ髄ＭａｐＴもＩＨＯＢＯ蛍，Ｈ・Ｍ・ＯｃＨ７０ＢＯ蕗，ＢＪＩａＲ加叩ａＣｅＭｅＨＯＢＷＩａＣｏＥＯＪＩＯＢａＨ

即ｒＨＸ．）。

注

１）５年度は「旧ソ連邦における鉄鋼技術、および化学技術の展開過程に関する実証的研究」のテーマで

９０万円（課題番号０５７８００３９）、６年度は「旧ソ連邦における工業地帯形成過程と工業技術発展との関

連に関する歴史的研究」のテーマで１００万円（課題番号０６７８００４１）。いずれも種目は奨励研究（Ａ）。

２）市川　浩「旧ソ連邦における鉄鋼技術の展開過程とその特徴について」（広島大学総合科学部紀要Ⅱ『社

会文化研究』第１９巻、１９９３、１１１・１３２ページ）、同「旧ソ連邦における化学技術の展開過程について」

（広島大学大学院社会科学研究科国際社会論専攻『社会文化論集』第３巻、１９９４．３、１－３０ページ）、同

「戦後の旧ソ連邦における燃料問題と電力技術の展開一火力発電を中心に－」（広島大学総合科学部紀

要Ⅱ『社会文化研究』第２０巻、１９９４・１２、１５・４５ページ）、同「旧ソ連邦における原子力発電技術の形

成と展開」（広島大学大学院国際協力研究科紀要『国際協力研究誌』第１巻、１９９５．３、１１７・１３３ページ）、

および著書（共著）の分担部分、市川　浩「第Ⅱ部第７章　ロシアにおける環境と開発」（小野堅・岡

本武・溝端佐登史編『ロシア・東欧経済』世界思想社１９９４年、ｐｐ．１５０－１６１）、以上である。

３）梶雅範「紹介：市川　浩『科学技術大国ソ連の興亡一環境破壊・経済停滞と技術展開－』」（日本科

学史学会『科学史研究』第＝期第３６巻・Ｎｏ・２０２－１９９７年夏、１２０ｔ１２２ページ）。兵藤友博「書評：市

川　浩著『科学技術大国ソ連の興亡一環境破壊・経済停滞と技術展開－』（新日本出版社『経済』１９９７

年４月号一第１９号－、１３６・１３７ページ）。

４）市川　浩「《資料》旧ソ連初の原子爆弾開発計画の全体像－ロシア連邦原子力省他編『ソ連初の原子爆

弾の製造』（ェネルゴアトムイズダート１９９５、露文）を中心に　－」広島大学総合科学部紀要Ⅱ『社

会文化研究』第２２巻（ｐｐ．１２１・１８３）

５）市川　浩「第Ⅱ部第４章　経済軍事化と技術革新」、小野堅・岡本武・溝端佐登史編『ロシア経済』世

界思想社１９９８年、ｐｐ．８８・９８．

６）Ｉｃｈｉｋａｗａ，ｎｒＯＳｈｉ，＝ＡｎＯｖｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅＰｒｑｊｅｃｔｆｏｒｔｈｅＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｏｆｔｈｅＦｉｒｓｔＡｔｍｉｃＢｏ血ｂｓｉｎｔｈｅ

ＦｏｍｅトＳｏｖｉｅｔＵ血ｎ－－，血血加Ｃね〆血ｅｒ乃庇わ乃αＪＣｏ痢柁乃ＣｅＯ乃助ね乃Ｃｇ，花ｃゐ㈲′昭′＆ぶｏｃ叫ろ肋ⅣゐＪ∂－２２，

ブタタ＆Ｊ卸α乃．ｐ．１４０．
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Ⅱ．研究の意義、課題、および方法

【研究の意義】

核弾頭・核爆弾を中核とする現代兵器体系の研究開発は、移しい量の資金、研究資源（研

究者と研究手段）、および生産資源がついやされた、科学史・技術史上の卓絶した経験であ

り、その実態の解明は２０世紀における技術の展開全般の理解にかかわる意義を有している。

にもかかわらず、その真相についてはほんのときおり現れる関係者の回想などを通じて断

片的にしか知りえなかったが、近年、資料公開が進み、その実像に迫る研究が各地で営ま

れている。旧ソ連邦に関しては、ロシア連邦大統領令で核兵器開発関係書類の漸次公開が

指示された時点がその起点と考えられる。

本研究はこうした資料的条件の改善を契機とした一連の研究の流れのなかに位置づけ

られるべきものであるが、それと同時に現代核兵器体系の構築過程全体を視野にいれたと

きに当然研究対象となる、核爆弾・核弾頭製造をささえる関連諸領域（その運搬手段とし

てのミサイル、ジェット機、原子力潜水艦、および、管制手段としての軍用コンピュータ

など）における研究開発の実像と問題点、さらにはそれらのその後への正負の影響を問題

の有機的な一環として扱う点に独創性があり、今日の資料的条件を検討した場合にファク

ト・ファインディグの点でも、また、「冷戦型の」技術展開の問題点とその後への影響の評

価といった点でも意義を有するものである。

【研究の課題】

本研究にあたっては、旧ソ連邦解体後の旧秘密資料公開の波に乗って、従来明らかにさ

れることのなかった戦後における軍事技術開発の実態をまず事実そのものに即して明らか

にすること、すなわち、英米からの技術情報の吸収、ドイツ、日本の「敵性」企業からの

設備“移管”の強行、ロケット、ジェット機、レーダー、そして何よりも核兵器という冷

戦に対応した新しい防衛力構築を目的とする一連の技術開発のための大がかりな組織態勢

とその内実はどのようなものであったか、がまず問われなければならない。

っぎに、こうした「大がかりな組織態勢」を構成する政策主体、研究開発主体としての

諸組織，諸集団間に働く利害の対立と協調を分析することを通じて、大規模な一連の技術

開発がなぜ可能であったのか、その政治的・経済的・社会的要因を明らかにしなければな

らない。すなわち、シーモノフ（Ｈ．Ｃ．ＣⅡＭＯＨＯＢ）が提起した「誰が、どのような規模で、

どのような品目にわたって、軍需用晶を生産するのか、誰によって、どのように工業的・

技術的プロセスは計画され、コントロールされているのか、それに際して、どのような経

済的・社会的利害が生じ、どのように調整されているか」１）が明らかにされなければなら

ない。

第３に、こうして展開された種々の研究開発が、研究過程論の立場から見たときに、ど

のような特徴と問題点を有していたのか、それらのその後への影響が問われなければなら

ない。
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同時に、各種の研究開発計画に動員された科学者の動向を調べ、このような大規模な動

員態勢がなぜ可能となったのかを明らかにしつつ、その事実が提起する倫理的・社会学的

問題についても考究してゆかなければならないであろう。

以下、このような課題意識のもとで、具体的な個々の分野、すなわち、核開発（原子力

潜水艦を含む）、ミサイル、ジェット機、レーダー、コンピュータの諸分野それぞれに即し

て明らかにすべき課題を検討してみよう。

・核開発過程研究の課題

旧ソ連邦における核開発過程については、いまだに多くの資料的制約が存在する。関連

資料の大多数はロシア連邦原子力省（ＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢＯ ＰｏｃｃⅡ丘ｃＲＯ丘◎ｅｚＴｅＰａｑＨⅡｒＩＯ

ａＴＯＭＨＯ負∂ＨｅｐｒＨⅡ：ＭＩⅢａＴＯＭ）の文書館に所蔵されており、特別の許可がない限り、そこ

に直接アクセスすることは不可能である。多くの経済官庁資料を保存する国立経済文書館

（Ｐｏｃｃ壬戒ｃＲＨ丘ｒｏｃｙＲａＰＣＴＢｅＨＨもⅠ丘ａｐｘＨＢ∂ＲＯＨＯＭＨ‥ＲＨ）でも、核開発に携わった省庁の資

料は公開対象から省かれている（“第１総管理部”は言うにおよばず、たとえば、原子力潜

水艦建造を主担した造船工業省関係秘密資料については、肝心の戦後に属するものの閲覧

を禁じられている）など、今日でも厳しい制約が敷かれている。しかし、現在まで、開発

当事者の回想２）や開発当事者にたいする顕彰目的の回顧談３）、および、原子力省自身、あ

るいは関係官庁や団体によるなかば「公式の」通史４）が数多く刊行され、われわれはそれ

を通じて核開発の実態について、従来とは比較にならないほど大量の情報をえることがで

きる。ロシアの研究者のなかには、ヴィズギン（Ｂ皿Ⅲ．Ｂ王Ⅰ３ｒＩＨ）氏のように、ソ連邦解体後

の新しい資料的条件のもとで、政治権力との緊張した関係などの特異な歴史的環境のなか

で、科学者たちがとった行動と思考を、さまざまな文書館資料などを駆使して詳細に、か

つ客観的に検討しようとしている５）もいるが、多くは旧ソ連邦における核開発を、さまざ

まな問題を抱えながらも、やむを得ざる選択であったとして、全体としては肯定的に評価

し、それらの“偉業”に携わった科学者、技術者、行政家などを顕彰しようとする傾向を

有している。

また、ロシア国内のみならず、英米やわが国においても、この領域における研究は著し

い進捗を見せている。まず、旧ソ連邦における核開発の最初期に関する先駆的な業績とし

て、Ｄ・ホロウェイの著作６）が挙げられるべきであろう。Ｔ．Ｂ．コックラン、Ｒ．Ｓ．ノリスらの

仕事６）は、旧ソ連邦の核兵器開発・製造拠点の概要を、はじめて包括的にしめした労作で

ある。ジャーナリストのＲ．ローズが著した労作８）は新しい事実資料の提示も含めて、旧

ソ連邦における初期の原水爆開発について多くのページを割いている。しかし、資料公開

の早い時期に、おもにインタビューに依拠して進められたホロウェイの研究は、今日的視

点から見れば、いくつかの点で制約を免れないものとなっている。また、ホロウェイやロ

ーズは、ものごとの政治的側面をとくに重視し、複雑化する米ソ関係の緊張や冷戦の起源

と核開発の関連、旧ソ連邦の権力の姿勢やその構造内部の変動と科学者グループの関係、
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対外諜報機関の活躍などの諸側面に関心を集中させようとする傾向がある。

わが国では、木下道雄氏と大田憲司氏の両氏が、おもに『原子力工業』誌を舞台に精力

的に論稿９）を発表されている。また、報告者自身も資料紹介のかたちで、旧ソ連邦最初期

の核兵器開発過程の概要をしめした１０）。日本における研究は、率直に言って、ロシア、お

よび英米における研究の、日本語による紹介とそれを通じた旧ソ連邦最初期の核開発に関

する歴史的事実の探求を超えるものではない。

このような研究動向に着目するとき、われわれが今後、旧ソ連邦最初期の核兵器開発過

程研究に関して、深めなければならない課題は、①さらなる歴史的事実の探求（たとえば、

ウラン鉱探鉱・開発の実際、ウラン濃縮における電磁分離法開発の過程や初期に試みられ

た遠心分離法研究の行方、初のプルトニウム生産用実用炉＝Ａ炉の実態、軽水炉開発計画

＝“マリュートカ”計画の詳細など細部にまだまだ解明が待たれる点がある）、②核兵器開

発過程の研究過程論的特徴付けと評価、科学・技術面でのその後への影響の解明、③核兵

器開発の旧ソ連邦国内への社会的・政治的・経済的影響の分析、④核兵器開発とそれに従

事する科学者への権力の対応、かくも大勢の科学者の動員に成功した要因、科学者のエー

トスと行動、その倫理的責任の問題の解明、などであろう。

本研究においては、残念ながら、上記①から③の諸課題に関する研究を本格的に展開す

ることができなかった。ただし、これらの課題をすすめるための図書資料の収集は活発に

行っており、本報告書の作製後、すみやかに取り組みたいと考えている。

《核兵器開発への科学者の思想的動員》＿＿＿＿＿

課題④については、本研究において、１９４９年に開催が予定されながらも、ついに招集さ

れることのなかった「全連邦物理学会議」の顛末に注目し、核開発をはじめとする冷戦初

期の軍事技術研究への科学者の動員を可能ならしめた政治的・イデオロギー的背景につい

て考察した。

１９４７年に取り組まれた“哲学討論”を皮切りに、１９４０年代後半、冷戦に突入したばか

りのソ連邦では、学術研究の主要な分野であい続いて、大がかりで、多分にイデオロギー

的な“討論”や大規模な全国会議の開催が進められた。これらのうち、おそらく、もっと

も有名なのは旧ソ連邦における遺伝学、生物学の発展を２０年近くにわたって阻害し、エ

セ科学たる「ルイセンコ学説」への万人の拝脆を強制することになる「レーニン名称全連
ヴァ　スフニル

邦農業科学アカデミー（ＢＡＣＸＨＨＪＴ）」８月総会であろう。物理学の分野でも、後述す

るごとく、「全連邦物理学会議」の開催が準備されており、その過程で相対性理論や量子力

学を哲学的観念論に基づくものとする論難が加えられていた。一部に物理学の「第２のヴ

ァスフニル」化を懸念する向きもあったにもかかわらず、しかし、本会議はついに開催さ

れないまま終わった。

「物理学会議」はなぜ開催されなかったのであろうか。従来、その理由とされてきたの

が原子爆弾開発計画の責任者クルチャートフ（Ｈ．Ｂ．ＲｙｐⅦａＴＯＢ）が「核の楯」を使いなが
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ら、時の権力者に掛け合って物理学を救出したとする「伝説」である。この「伝説」には

複数の証言があり１１）、クルチャートフがこの時期、物理学の救出に向けて何らかの行動を

起こしたことに間違いはないであろう。しかし、重要なのは彼の働きかけが本当に事態の

転換をもたらしたか、否かである。実際、経済学分野など、核兵器開発のような国家の死

活に関わるとされる事業を抱えていたわけではない分野でも、明瞭な結論なしに終結した

“討論”もあったことを想起する必要がある。

自然科学史・技術史研究所のヴィズギン民らのグループは、この過程を詳細に検討しよ

うとしている１２）。本報告書Ⅲ章ではおもに彼らの研究成果を活用しつつ、それらに筆者自

身が上記の科学アカデミー文書館、および同サンクト＝ペテルブルク支部

（Ｃａ＝ＲＴ－ⅢｅＴｅＰ６ｙｐｒｃＲ＝茄　如ＪＩＨａＪＩＡｐｘＨＢａＰｏｃｃＨ蕗ｃＥＯ歳ＡＲａ４ｅＭＨＨＨａｙＲ）で閲覧した文

書資料を加えて、「物理学会議」不開催の経緯と背景を検討してみる。

その際、まず重要なのは、１９４０年代後半の一連の分野別“討論”が、全体として持っ

意味の解明であろう。とりわけ、最初に開催された“哲学討論”の奇妙な顛末に眼を配る

必要がある。それは、これが一連の“討論”の噂矢であり、権力の側の意図を窺い知る好

例であるばかりではなく、権力による「全連邦物理学会議」召集に直結していたからであ

る。本報告書では、まずこの問題を検討し、つづいて、「物理学会議」の準備過程とその中

断の様子について述べ、科学アカデミー総裁ヴァヴィロフ（Ｃ．Ｈ．ＢａＢＨ皿Ｂ）の行動を鍵と

してその背景を探ることにする。

《原子力潜水艦用原子力機関開発の実態》

上記課題①、および②に関連して、核爆弾・核弾頭そのものの開発ではないものの、従

来よくわからなかった旧ソ連邦における最初期の原子力潜水艦開発にともなう原子力機関

開発の実態の解明とその問題点の整理も本研究の重要な課題であった。また、われわれは

この課題の探求を通じて、数多くの事故１３）につながる歴史的要因を探ることができよう。

舶用原子炉の中心は、言うまでもなく、軽水炉（軽水減速・軽水冷却炉）である。旧ソ

連邦の軽水炉開発の展開については、木下道雄、大田憲司両氏の先行研究がある１４）。これ

は、資料が限られていたなかで、よくまとめられたものではあるが、軽水炉一般の性格か

ら見て、もっとも重要な原子力潜水艦開発との関連を探ることは執筆当時の資料的制約か

らできてはいない。筆者自身、以前、旧ソ連邦における軽水炉開発の弱さを指摘したこと

があり１５）、本報告書Ⅳ章の課題はこの問題の解明にも重要な示唆を与えるものとなろう。

本報告書Ⅳ章では、まず旧ソ連邦における舶用原子炉開発が始動する過程と当初の舶用

原子炉の構想について述べる。また、行論中に示されるように、旧ソ連邦における舶用原

子炉開発は軽水炉の開発とともに、液体金属冷却炉の開発も追求されたのであり、この両

者について、研究開発過程とその帰結を検討することで課題に迫りたい。

・ミサイル、ジェット機、レーダー、コンピュータの開発過程
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核兵器、ミサイル、ジェット機、レーダー、やや遅れて原子力潜水艦、コンピュータな

ど、１９４０年代後半から５０年代前半にかけて、旧ソ連邦ではすさまじいまでの軍事技術開

発ラッシュが続いた。これらの研究開発過程については、やはり当事者の回想や資料集１６）

や通史的概説書１７）の出版が盛んであるほか、核兵器の場合と違い、レーダーを除いて、諸

文書館での資料公開がすすんでおり、１次史料からの事実の再構成が、多くの場合、可能

である。これらについては、その分野ごとに、以下のような研究課題が考えられよう。

《ミサイル開発》

ミサイル、ジェット機、レーダーなどの登場に伴い、旧ソ連邦は軍需工業の技術的再編

を急速、かつ大規模にすすめた。この転換の最大の要因は、言うまでもなく、冷戦の開始

であり、その意味で、こうした再編は政治的には「絶対防衛」構築の努力の結果であると

見ることができる。

しかし、国土が直接戦場となり、人的・物的な被害が大きかった旧ソ連邦の経済実態を

考慮に入れると、こうした再編は相当に無理な強行策とも言いうるものであり、それが曲

がりなりにも、破綻せず、政治的課題に応えることができたことに着目するとき、旧ソ連

邦戦時経済の構造と戦後の動態を踏まえた分析が必要となるであろう。

本報告書Ⅴ章では装備省（１９４６年２月までは装備人民委員部）の経営動態とこの省に

よるミサイル開発との関連を検討する。ここで主に取り上げる装備省は、しばしば「兵器

省」と訳されている１８）官庁であるが、ウスチーノフ（刀．◎．ｙｃＴⅡＨＯＢ）が長く大臣をつと

め、１９４６年５月１３日付ソ連邦閣僚会議の特別布告以降は戦術、戦略ミサイルの開発に責

任をもつこととなった。

しかし、すでに戦前一定の蓄積を有していた旧ソ連邦の反動エンジン開発は、その多く
ツアーギ

が装備人民委員部とは関係のない「中央流体力学研究所（ｕＡｒＨ）」、「反動科学１９）研究
エ／レ・エヌ・イー・イ一

所（Ｐ Ｈ Ｈ Ｈ）」を拠点にすすめられていたのであり、コロリョフ（Ｃ．Ⅲ．Ｋ．ｏｐｏＪＩｅＢ）、

グルシコ（Ｂ．Ⅲ．ｒＪＩｙⅢＲＯ）らこれらの研究所出身の技術者が戦後のミサイル開発にも引き

続き動員されていることも考えあわせると、装備省による管轄はそれ自身奇妙なこととな

る。

また、彼らはミサイル開発の作業をドイツのＡ－４ロケット（わが国ではＶ・２の名が呼

ばれることが多い。ここでもこの慣用的な呼び方に従う）のコピーから着手している。し

かし、このロケットは後世に与えた影響の大きさとは別に、それ自身は「あまりに不正確

で、不安定で、航続距離に限界があり、高価すぎて、単なる通常弾頭では連合国の都市を

大量に焼き尽くすには値しなかった」２０）と評価されているものである。Ｍ・ハリソンは多

くの疑問を附しながらも、一応、旧ソ連邦がこのロケットのコピーからはじめた理由を彼

らの側の絶望的な「立ち後れ」にあると見ている２１）が、コロリョフやチェルトック

（Ｂ．Ｅ．ⅥｅｐＴＯＩＣ）ら中心的な技術者たちは皆、この方針に反対していたのであり、このミサ

イル開発事業の「出発点」のもつ意味の吟味も重要な課題となってくる。
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装備省による管轄のきっかけとなった閣僚会議特別布告は、ウスチーノフが、航空機工

業人民委員シヤフーリン（Ａ．Ｈ．ＩＩＩａｘｙｐＨＨ）の無関心に助けられるかたちで、ベリヤ

（ＪＩ・Ｂ・ＢｅｐＨ５Ｉ）、マレンコフ（ｒ．Ｍ．ＭａＪＩｅＨＲＯＢ）ら当時第一級の政治的指導者層を見方に

つけて、独裁者スターリン（Ｈ．Ｂ．ＣＴａＪＩⅡＨ）に当該省に下命を求めた結果であると考えら

れている２２）。では，このウスチーノフの行動の背景は何であったのであろうか。

この研究によって、われわれは、戦争直後の時期の著しい経済的疲弊にもかかわらず、

旧ソ連邦が軍需工業の急速な技術的再編＝核戦争時代の軍事技術への対応をなしとげた要

因のひとつ、その経済的側面に触れることができよう。

《ジェット機開発とドイツの技術》

戦争直後の旧ソ連邦における軍事技術開発には、彼らが“無償で”入手したドイツの技

術が多く活用されている。従って、ドイツ技術の獲得方法とその活用の過程は、旧ソ連邦

軍事技術開発過程の本質的な１要素であり、その事実の解明と分析、評価なしに本研究は

成立しえないと言って過言でない。本報告書Ⅵ章の目的は、最近秘密解除措置がとられた

官庁文書を基礎に、第２次世界大戦末期にはじまる旧ソ連邦におけるジェット機開発とこ

の分野におけるドイツの技術とのかかわりを事実にそって解明することにある。

旧ソ連邦政府が対独占領の開始時点からドイツ領内に研究開発拠点を設け、多数のドイ

ツ人専門家を動員してドイツのジェット・テンジン技術を修得しようとしたことはこれま

でも明らかにされている。たとえば、アルビレヒト（Ｕ．Ａｌｂｒｅｃｈｔ）２３）はかなり早い時期か

ら、これらの研究開発に動員されたドイツ人の証言などから、この過程をソ連邦によるド

イツ技術のコピーと見なしている。また、ロシアの科学史家クーヴシノフ（Ｃ．Ｂ．ＲｙＢⅢⅡＨＯＢ）

とソボレフ（ｎ・Ａ・Ｃｏ６０ＪＩｅＢ）２４）はバーデ（Ｂ．ＷＢａａｄｅ）をはじめとするドイツ人専門家の

ソ連邦への連行前後の活動を詳細に追い、彼らの旧ソ連邦のジェット機技術にたいする貢

献の大きさを確認している。

最近では、ストローエフ（Ｈ．Ｃ．ＣＴＰＯｅＢ）による回想的通史２５）のなかでもドイツから獲

得した“戦利品”の活用過程が正確に記述されているし、ソ連邦史研究者シーモノフ

（Ｈ・Ｃ・ＣＨＭＯＨＯＢ）２６）は旧ソ連邦軍需産業発達史に関する研究のなかで、大量の文書館資

料を駆使してジェット機研究開発の過程を組織論的な側面から明らかにしている。

報告者は、シーモノフが課題外としたジェット機開発研究の内容にも踏み込み、旧ソ連

邦初期のジェット機が単純なドイツ機のコピーとはならなかった背景をも探りたいと考え

る。

Ⅵ章では、まず旧ソ連邦で戦争終結の時点まで進められていた自主的な研究開発の過程

と問題点を、つづいてドイツにおける研究開発拠点の展開とそこでの研究内容とその限界

を、さらにドイツ領内からの撤退＝ソ連邦領内への移転の過程を検討し、旧ソ連邦最初期

のジェット機開発の過程を概観する。こうした検討を経て、上記の課題に迫りたいと考え

る。
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《レーダー開発》

先述のように、レーダー開発は、核兵器開発以外の分野では、例外的に資料の公開度が

低い分野である。そのため、本研究において、この研究を本格的に進展させることはでき

なかった。本報告書Ⅶ章では、ザロガ（Ｓ．Ｊ．Ｚａｌｏｇａ）の論稿２７）など、ロシア内外ですで

に公刊されている著作などをベースに、現在知られている開発過程のアウトラインをしめ

すに止めざるをえなかった。

《コンピュータ》

５０年間近い冷戦の間、米ソ両国では軍事技術、もしくは軍事関連技術の開発プロジェク

トに多額の研究資金、人材が集中されていた。コンピュータ（デジタル電子計算機）もそ

の例外ではない。最初のコンピュータと言われるＥＮＩＡＣ（１９４６年）はそもそも陸軍弾道

学研究所の依頼で開発され、核兵器の研究開発拠点＝ロスアラモス研究所における核爆発

過程の研究用に活用された。さらに、１９５０年代に進められたＳＡＧＥ（Ｓｅｍｉ・Ａｕｔｏｍａｔｉｃ

ＧｒｏｕｎｄＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ：半自動防空システム）建設プロジェクトは、生産契約にもとづいて

コンピュータ開発を担当したＩＢＭ社に、電話回線を通じてのデジタル通信技術、ディス

プレイ、ライトガン、キーボード・インプットの利用、およびタイム・シェアリングなど

の重要な新技術を開発する資金と機会を与えた。また、ＮＳＡ（ＮａｔｉｏｎａｌＳｅｃｕｒｉｔｙＡｇｅｎｃｙ：

国家安全保障局）とＡＥＣ（原子力委員会）ロスアラモス研究所のサポートでＩＢＭ社が展開

した”ＳＴＲＥＴＣＨ”プロジェクトでは、のちにＩＢＭ７０３０機に結実する新技術、すなわち、

論理素子としてのトランジスターの利用、８ビット・バイト応用による大量のキャラクタ

リー・データを処理する能力、ＳＭＳ（ＳｔａｎｄａｒｄＭｏｄｕｌａｒＳｙｓｔｅｍ）回路製造組立技術が開発

されている２８）。

それでは、冷戦のもう一方の当事国、旧ソ連邦における事情はどのようであったのであ

ろうか。かつて、いくつかの研究２９）が指摘したよぅに、コンピュータ・テクノロジーは旧

ソ連邦のなかでアメリカに比べてもっとも遅れが目立った分野である。当然、コンピュー

タ間発最初期の事情に関心が集まることになる。この問題については、旧ソ連邦解体後の

旧秘密資料公開をうけて、行中に示されるような新しい研究が続々と登場してきており、

急速に深められつつある分野である。

本報告書Ⅷ章では、冷戦を背景とした軍事主導の科学・技術研究体制にもかかわらず、

旧ソ連邦が電子計算機分野で経験した著しい立ち後れの１要因を探ることを問題関心とし

て、旧ソ連邦におけるコンピュータ開発最初期におけるふたっの開発主体、すなわち、機

械・計測制御機器製造省（ＭＭＨⅢ‥ＭＩＩＨⅡＣＴｅＰＣＴＢＯＭａＨＩＨＨＯＣＴＰＯｅＨⅡ兄Ⅰ王ⅡｐＨ６０ＰＯＣＴＰＯｅＨＨ５Ｉ）

の「第２４５特別設計ビューロー（ＣＲＢ・２４５：ＣｒＩｅＩＩＨａＪＩｂＨＯｅＲＯＨＣＴＰｙＩＣＴＯＰＣＫＯｅ６ＩＯＰＯＮ９２４５）」

と科学アカデミー（ＡｎａＲｅＭＨ５ＩＨａｙＲＣｏＢｅＴＣＲＯｒＯＣｏＩＯ３ａ）、とくにその精密機械＝計算機

器研究所（ＨＴＭＩ王ＢＴ：ＨＨＣＴＨ＝ＴｙＴＴＯｑＨＯ丘ＭｅＸａＨⅡＲⅡⅡＢＬｍＨＣＪＩＨＴｅＪＩもＨＯ丘ＴｅＸＨＨＲＨ）おのお

１４



のの意図と活動、および両者の関係を探ることを通じて、上記の問題関心に迫りたい。

【研究の方法】

本研究は、文献（書籍、論文、その他の図書資料）、および文書記録類（公文書、ドキ

ュメント、データ等）を資料として、それらを読むことを通じて史実を再構成する、いわ

ゆる文献実証の方法を採用する。その内容は、おもに、文献の収集と文書記録類の閲読で

ある。

１９９４年頃から、ロシアでは、旧ソ連邦における核開発の証言や文書記録類をベースにし

た出版があいっいだ。ロシア科学アカデミーＳ．Ⅰ．ヴァヴィロフ名称自然科学史・技術史研

究所（Ｈ＝ＣＴＨＴｙＴＨＣＴＯＰＩＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨⅢⅡＴｅＸ丑Ⅱ則雄柾Ｍ・Ｃ．Ｈ．ＢａＢⅢＯＢａＰｏｃｃ虚ｃＲＯＢＡＫａＲｅＭ勘

ＨａｙＲ）の季刊誌『自然科学史・技術史の諸問題（ＢｏＩＶＯＣもＩＨＣＴＯＰＨＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨＥＨＴｅＸｆｍ：

ＢＨＥＴ）』誌や「クルチャートフ研究所（ＫｙｐｔＩａＴＯＢＣＲ虚ＨＨＣＴＨＴｙＴ）」の所報などでも、核開

発や兵器開発の実態を解明する論稿が盛んに掲載された。こうした出版ラッシュは最近も

止まらず、初期の原爆開発関連資料集の発刊、種々の科学者の日記・伝記類、政府関係者

の記録＝「個人ファイル」の出版などがあいっいでいる。本研究では、それらをできるだ

け多く収集した（煩墳となるため、その詳細は本報告書各章の注記に委ねることにしたい）。

また、ロシア国立公共科学技術図書館（ＩｂｃｙｎａｐｃＴＢｅＨＨａ兄＝ｙ６ＪＩ椚＝ａ兄ＨａｙｔＩＨＯ－ＴｅＸⅢｔＩｅＣＲａ兄

６Ｈ６ＪＩＨＯＴｅＲａ）や上記の自然科学史・技術史研究所図書室（ＢＨＯ６ＪｒＫＯＴｅＲａＩＶＨ馳ｃＴＨＴｙＴｅ

ＨＣＴＯＰＩⅢｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨ比牙ＨＴｅＸｍ）では、現在となっては入手困難な１９５０年代の刊行物を

閲覧・複写した。

ロシア本国では、核開発関係資料の漸次公開を命じた１９９２年のロシア連邦大統領令以

来、種々の文書館でかつての機密扱い文書記録類が閲覧可能となっている。報告者はしば

しばモスクワを訪ね、当地のロシア科学アカデミー文書館（Ａｐｘ皿Ｐｏｃｃ虚ｃＲＯｉｉＡＲａ月ｅＭⅡ班

Ｈ耶：ＡｐｘⅧＢ ＰＡＨ：著名科学者の個人ファイル等を保管）、ロシア国立経済文書館

（Ｐｏｃｃ壬血Ｒ虚ｒｏｃｙ７ＩａＰＣＴＢｅⅢ血痕ａｐｘ皿３ＲＯＨＯＭ孤Ⅱ‥ＰｒＡ３：旧ソ連の経済官庁文書を保管），

同別館（¢ⅢⅡａ∬ＰｒＡ３：旧ソ連の経済官庁文書のうち、極秘扱いのものを保管）、およびロ

シア国立社会・政治史文書館（Ｐｏｃｃ虚ｃＲ感ｒｏ堺叩ＣＴＢｅＨ払戚叩Ⅹ孤ＣＯ岬ａ皿ＨＯ－Ⅱ０∬ⅡｍｅＣＸＯ益

ＨＣＴＯＰⅡ拓：ＰｒＡＣＩＴＨ：旧ソ連共産党の文書を保管）でこのような文書記録の閲覧と抄録、複写

に従事した。

また、（財）学術振興野村基金の援助で実施した資料調査旅行では、科学アカデミー文書

館サンクト＝ペテルブルク支部（ＣａＨＲＴ－ⅢｅＴｑ，６ｙｐｒｃＲ虚¢ⅢⅡａＪＩＡｐｘＨＢａｆＷ）や科学アカデ

ミー・シベリア支部学術文書館（ＨａｙｔＩⅡ戒ｑｐｘＨＢ ＣＥ６ｐｃＲＯｒＯ ＯＴｎｅＪＩｅＨⅢＰｏｃｃ感ｃＲ。最

ＡＲａ只ｅＭ孤Ⅱａ沖）、（財）福武学術文化振興財団の研究助成で実施した資料調査旅行では、上

記のロシア国立社会・政治史文書館、ロシア国立経済文書館別館、ロシア国立公共科学技

術図書館を訪問し、同種の作業を実施した。その成果は本報告書にも活かされている。
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注

１）月加∂滋Ｃ払方（旭，く（ＢｏｅＨＨＯ・ＨＰＯＭＨＩＨＪＩｅＨ恥Ⅰ魚ｌ（ＯＭⅢＪＩｅＩ（Ｃ ＣＣＣＰ Ｂ１９２０・１９５０・ｅ ｒＯＡｈＩ：ＴｅＭＨＨ

∂ＥＯＨＯＭＩ門ｅＣＲＯｒＯ ＰＯＣＴａ，ＣＴＰｙＩくＴｙＰａ，Ｏｐｒａｆ‖旺３ａＩｌＩ相Ｉｑ）０ⅠⅠ３ＢＯＪＴＣＴＢａＩ王　ｙＩＴＰａＢＪＩｅＨ重工ｅ》　ＭｏｃＩくＢａ

ＰＯＣＣＩｌ（）Ｈ１９９６（３３３ｃｃ．）．ｃＴＰ．７．

２）原子力潜水艦開発の学術指導者アレクサンドロフの子息が父からの聞き書きをまとめた著作、

Ｄ：Ａ．ＡｎｅＫＣａＬｔＺＰＭ．《ＡＲａ茜ｅＭⅡＲ ＡＩ｛ａＴＯＪＴＨ最　ⅢｅＴＰＯＢ椚　ＡＪＩｅＩくＣａＨ耳ｐＯＢ．－Ⅲｐ５ＩＭａ５Ｉ Ｐｅｔ王ｂ》．ＭｏｃＩＣＢａ，

ＨａｙＩくａ，２００１ｒ．、および、原子炉開発のパイオニア＝ドレジャーリの自伝の最終改訂版、月二

Ａ．∠わ皿Ⅳｅ３ｉＣａ．％．《ｙＩＩＣＴＯＩＣＯＢＰｙＩくＯＴＢＯＰＨＯｒＯＭＨＰａ（３ａＩｌＩＩＣＩ引旺：ＲＯＨＣＴＰｙＲＴＯＰａ）〉〉．２・ｅＩ糊ａＨＨｅ，ＭｏｃＲＢａ，

Ｈ３月こａＴｅＪＩもＣＴＢＯｒｙⅢＨＨＲＨ３Ｔ，１９９９ｒ．などが挙げられる。

３）こうしたものに分類されるものとしては、まず、ＣｏｃＴ．Ｐ且蜘α疎くくⅨｙｐⅦａＴＯＢ Ｂ

３ｆＣＨ３ⅡＨ：ⅢⅡＣもＭａ，井０王ＣｙＭｅＩ‡ＴＬＩ，ＢＯＣＩＩＯＭ．ＨＩＩａＨⅡ５Ｄ〉，ＭｏｃＲＢａ Ｈ３茜ａＴｅＪＴもＣＴＢＯ Ｏ６もｅ薫ⅡＨｅⅡⅡ５Ｉ

－ＭｏｃｒｏａｐｘＥＢ一，２００２，Ⅲｏｎ．ｐｅｎ．ＥＫＪな∂ＣｅβガｑａＨ月ｐ．，くくＣｏ３月ａⅡＯＩＩＯＪＩＰｙＲＯＢＯ７ｔＣＴＢＯＭＨ．Ａ．

ｎｏＪＩＪＩｅ３ＲａＪＩ５Ｉ．．．５Ｉ只ｅＰＨｈＩＸＰｅａＲＴＯＰａＸⅡⅡⅩＴＢＯＰＩｌａＸ（ＲｌＯＯ・ＪＩｅＴＩＩめＨ．Ａ．ｎｏＪＩＪＩｅ３ＲａＪＩ５Ｉ）〉〉，ＭｏｃＲＢａ，

Ｈ３月ａＴｅＪＩｂＣＴＢＯＩ．ｙⅢＨＨＲＨ３Ｔ，１９９９ｒ．、ⅢｏＦＥ．ＯＴＢｅＴ．ｐｅＲ．Ａ．Ｅ　こね毎）ｑ鞘｛（Ｍ．Ｂ．ＲｅＪｔＺＴＨⅢ：

ＴＢＯＰｔＩｅＣＩくⅡ丘ＩＩＯＰＴＰｅＴⅢＯＢＯＣⅢＯＭＨＨａＨＨ５１ＭＣＯＢＰｅＭｅＨＨＨＩＣＯＢ〉〉，ＭｏｃＩＣＢａ，ＨａｙＲａ，２００２，などが挙げられ

よう。その他のものについては、行中に注記しておいた。

４）とりわけ、重要なものは、Ｍ五重ＨＩ王ＣＴｅＰＣＴＢＯ ＰｏｃｃＩ王丑ｃＩＣ０丘◎ｅｚＩｅＰａＩｌＩＩ丘ｒＩＯ ａＴＯＭＨＯ丘ａＨｅＰｒＨＨ Ｈ茜Ｐ．，

（（Ｃｏ３ＥａＨＩＩｅⅡｅＰＢＯ最ｃｏＢｅＴＣＲＯ五和ｅＰＨ二０丘６０Ｍ６Ｈ｝〉（Ｍｏｃ壬ＣＢａ，９ＨｅＰｒＯａＴＯＭＩ王３月ａＴ，１９９５）であろう。ま

た、ⅢｏＲＰｅＪＴ．Ａ．Ｍｌｈ７ＰＯＣｂ朋甲Ｈ′ＺＰ．，くく５Ｉ月ｅＰＨａ５ＩＨＨ属ｙＣＴＰＨ５ＩＰｏｃｃＩＩ抄〉（ＭｏｃＩＣＢａ，９ＨｅＰｒＯａＴＯＭ：Ｈ叩．ａＴ，

２０００ｒ．）は１，０００ページを越す、大部、浩潮な著書で、分野別、組織別に詳細に旧ソ連邦における核開

発過程が記述されている、たいへん有用な情報源である。資料集Ⅲ０礼０６．ｐｅ礼．且．才肋∂，

くくＡＴＯＭ：ＨｂＩ最ⅡＰＯｅＩＣＴＣＣＣＰ：ｎｏＩＣｙＭｅＨＴＨＨＭａＴｅＰＨａＪＩＨＤＴｏＭＩｔＩａｃＴｂｌ（ＭｏｃＲＢａ，ＨａｙＲａ・◎Ⅱ３ＭａＴＪＩⅡＴ，

１９９８）はＴｏＭＩ可ａｃＴｂ２（１９９８）、ＴｏＭⅡ　ＲＨＨｒａｌ（１９９９），ＲＨＩ汀ａ２（２０００）と続刊の刊行が続

き、浩潮で、包括的な核開発計画資料集となっている。また、Ⅲ０月．ｐｅ耳．且Ａ．伽呼ｅ月即ガ月ｐ．，《Ⅸ

ＨＣＴＯＰＩ‡ⅡⅡＣＩＩＯＪＺｂ３０ＢａＨＨ５Ｉ ａＴＯＭＨＯ丑∂ＨｅＰｒＩＩＨ Ｂ ＣＣＣＰ，１９４４・１９５１（ｎｏｌ（ｙＭｅＨＴもＩ Ｈ ＭａＴｅＰＨａＪＩＬＩ）》

（０６ＨＨＨＣＩＣ，ＩＩＨＩｌ◎Ｈ３Ⅰ王ＲＯ－ａＨｅＰｒｅＴ許可ｅＣＲⅡ負ⅡＨＣＴＨＴｙＴ，１９９４ｒ．）は原子力の潜水艦用原子炉も含んだ

“平和”利用に関する政策文書の集成であり、たいへん貴重なものである。

５）たとえば、ＢＨＩＤ：肋間“５ＩｎｅｐＨＬＩ丘Ⅱ叩ＴＢ‘ＴＰｑＩＩａＴＩＩＪＩｅＴＨｅ丘ＢＯ丘Ｈｅ’如３ⅠＩＲＯＢＣＨｅＢｅＸｅＣＴＢｅＨＨＯ最

ＲＰＨＴＨⅨ０丘ｃｏＢＰｅＭｅＨＨＨＸｄ）Ｈ３ＩｍｅＣＩＣ旺ⅩＴｅＯＰＨ丘”，（くｙＣⅡｅＸＨ４）Ｈ３ⅠⅠⅦｅＣＩＣＨＸＨａｙＲ＞〉ＴｏＭ１６９Ｎ９１２，茜ｅＲ．

１９９９ｒ．ｃｃ．１３６３・１３８９．を参照のこと。

６）Ｄ．Ｈｏｌｌｏｗａｙ，虎ａｌｂ２ａｎｄｉｈｅ　月♭Ⅲｂ，ＹａｌｅＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＰｒｅｓｓ１９９４．（邦訳もされている。川上恍・松本

幸重訳『スターリンと原爆　（上）、（下）』大月書店１９９７年）。

７）Ｔ．Ｂ．Ｃｏｃｈｒａｎ，Ｒ．Ｓ．ＮｏｒｒｉｓａｎｄＯ．Ａ．Ｂｕｋｈａｌｉｎ，脇ｋｉｎｇｔｈｅＲｕｓｓｉｂｎ風）ｍｂ，ＷｅｓｔｖｉｅｗＰｒｅｓｓ１９９４．

８）Ｒ．Ｒｈｏｄｅｓ，肋ｚｉＳｕｎ：ｍｅ脇ｈｎｇｏｆｔｈｅ物Ｂｏｍｂ，Ｓｉｍｏｎ＆ＳｃｈｕｓｔｅｒＩｎｃ．１９９５（邦訳もされ

ている。小沢千重子・神沼二真訳『原爆から水爆へ一束西冷戦の知られざる内幕－（上）、（下）』紀伊

国屋書店　２００１年）。
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９）木下道雄・大田憲司「連載‥ソ連・ロシアの原子力産業発達史（１）～（９）」、『原子力工業』第４３巻第４～

１２号など。

１０）市川　浩「《資料）旧ソ連初の原子爆弾開発計画の全体像一口シア連邦原子力省他編『ソ連初の原子

爆弾の製造』（ェネルゴアトムイズダート１９９５、露文）を中心に　－」広島大学総合科学部紀要Ⅱ『社

会文化研究』第２２巻（ｐｐ．１２１・１８３）

１１）科学史家ヴィズギン氏は以下の５つの証言を挙げている（．助３′男卑軸ｅｐＨもⅠ最叩Ｔ．．．ｙＥａ３．ＣＴＣＴｂ兄…

ＣＣ．１３７６－１３７７）。

①ゴローヴィン（Ｈ・Ｈ・ｒＯ皿０丑ⅡＨ）の記憶‥マフネフ（Ｂ・Ａ・ＭａｘＨｅ３）将軍から　聞いた話しとして、内相

ベリヤ（几Ⅲ・ＢｅｐＨ兄）とクルチャートフとの会話を伝えている。それによると、ペリヤの「相対性理論

と量子力学は観念論か」という質問にクルチャートフは「原爆はこの両者に依拠している」と回答

したとのことである。

②アレクサンドロフ（Ａ・Ⅲ・Ａ皿ｅＲＣａⅡ只ｐＯＢ）の回想：クルチャートフは党中央委員会に召喚され、モスク

ワ大学の科学者２人のまえで証言をもとめられたことがあった。彼は、原爆こそ質量がエネルギー

にかわることの例証と答えた０帰ってきた彼は、アレクサンドロフに「安心しろ」と言った。

③フリッシュ（Ｃ・３・◎ｐＨⅢ）の回想：クルチャートフは「申し立て書」を政府に提出した。

＊これについては、オルロフ（ＩＯ．Ｃ．ＯｐＪＩＯＢ）、ブードケル（Ｉｌ．Ｈ．Ｂｙ卿ｅＰ）もほぼ同様の回想を残してい

るということである。

④ザヴォイスキー（Ｅ・Ｅ・３ａＢＯ丘ｃｘⅡ丘）の回想‥クルチャートフとあともう一人（おそらくヴァヴィロフ）

がベリヤ、スターリンとかけあったようだ。

⑤カリーニン（Ｂ・◎・Ⅸａ皿ＨⅡＨＨ）の回想‥エフレーモフ（凡Ｂ・Ｅ軸ｅＭＯＢ：原爆開発担当官庁であった「第

一総管理部」のある課の課長代理）から聞いた話として、クルチャートフがスターリンに「集中し

なければならない仕事がある」とかけあったようだ。

１２）こうした研究成果の一部はおもに自然科学史・技術史研究所の季刊誌『自然科学史・技術史の諸問題

（ＢｏＩＩＰＯＣもＩ ＨＣＴＯＰⅡＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ５ＩⅡＴｅＸＨＨＲⅡ）』誌を舞台に発表されている。そのいくつかにつ

いては本報告書Ⅲ章に掲げておく。なお、ヴィズギン氏の長大な論文「現代物理理論への門外漢からの

批判にたいする物理学者たちの『３０年戦争』における核の楯」（助〟物見卵ｐＨもⅠ負町ＨＴ‥・

ｙＲａ３・ＣＴａＴＭ，ＣＣ・１３６３・１３８９）は旧ソ連邦における権力と物理学との関係を包括的にしめしたもので、

この分野におけるたいへん貴重な成果である。

１３）ｃＭ・ｎα辺況放吟ｎ肋即βＨＨ伽，《ＡＴＯＭ＝ａ５ＩＨＯＡＢＯＡ＝ａ兄∂ＨＯⅢｅ兄－Ｉｌｏ卵ＨｒⅡ，ＨｅｙＰ［ａｔＩＨ，

ＲａＴａＣＴＰＯ毎期，Ｈ３ＪＴＢＯＢＯＰｒＥＣ，ＭｏｃＲＢａ，１９９４ｒ．日本語で読めるものとしては、さしあたり、ジョ

シュア．ハンドラー／徳永盛一訳「ソ連／ロシア原子力潜水艦の大事故」（『軍事研究』１９９９年３月号、

１９９－２０７ページ）参照のこと。

１４）大田憲司、木下道雄「ソ連の原子力開発：ⅤＶＥＲ型原子炉の開発」、『原子力工業』第３６巻第５号

（１９９０年５月）、７０－７４ページ０同第３６巻第６号（１９９０年６月）、７７－７９ページ。なお、日本語

で読める旧ソ連邦の原子力潜水艦の歴史については、エウグーニイ・ミヤースニコフ／徳永盛一駅「ソ

連原子力潜水艦の歴史」（『軍事研究』１９９９年３月号、１８９－１９８ページ）、および、徳永盛一「解説・

１７



ソ連原子力潜水艦の歴史」（同誌同号、１８４－１８８ページ）が簡潔なまとめとなっている。

１５），市川浩『科学技術大国ソ連の興亡一環境破壊・経済停滞と技術展開－』、勤草書房、１９９６年、１１８－
、ヾ、

１２１ペーン。

１６）たとえば、最初期のミサイル開発に従事したチェルトックの回想＝且且鞄７ｎちくくＰａⅨｅＴ抜刀町叩〉〉Ｂ３

ＴＯＭａＸ（ＭｏｃＲＢａ，一ＭａⅢＨＨＯＣＴＰＯｅＨＨｅ▼，１９９９）、有名なコリョロフ関連の浩瀬な資料集＝Ⅲ０月こ．０６ＩＩＩ．ＰｅＪｔ．，

ＥＥｈＪｕｅＨ６ｂｘａ，祀ＪＩ・ＲｏｐｏＪＩｅＢＨｅｒＯＺＴｅＪＩＯ：ｃＢｅＴ壬生ＴｅＨＨ］Ｂ】旺ＣＴＯＰＩ王ＨⅨＯＣＭＯＨａＢＴⅡＲⅢＤ（．ＨａｙＲａ－１９９８）、

航空機設計家トウボレフの伝記＝ｎｎ御卸，＜（ＴｙⅡＯＪＩｅＢ〉〉（Ｃ．Ｉｌ．：ⅢｏＪＴＨＴｅＸＨＨＥａ．１９９９ｒ．）などが挙

げられよう。その他のものは行中に示しておく。

１７）ＩｌｏＲ・ＯＴＢｅＴ．ＰｅＲ．Ａ．ＥＭｋＨａｅＢａ，くくＣｏ１３ｅＴＣＲａ兄ＢＯｅＨＨａ５ＩＭＯＩＩｌｂＯＴＣＴａＪＩＨＨａＪｌＯＩ，ｏｐ６ａｑｅＢａ》（・ＢｏｅＨＨＬＩ丘

Ⅱａｐａオ１９９９．）は浩潮，大部な包括的概説であり、何よりも参照されなければならない。その他のもの

は行中に示しておく。

１８）クルト・マグヌス、津守滋訳『ロケット開発収容所－ドイツ人科学者のソ連抑留記録－』（サイマル出

版会１９９３年）、および、的川泰宣『月をめざした二人の科学者一アポロとスプートニクの軌跡－』（岩

波新書　２０００年）では「兵器省」と訳されている。しかし、他省庁の職掌事項との関連やロシア語の

本来的な用法から見て、この省の基本任務は砲兵装備の供給にほぼ限定されていたと考えるべきであり、

その意味からここでは装備省と訳すことにする。

１９）ロシア語では、通常、ジェット・エンジンもロケット・エンジンも、いずれも気体の熱膨張の反動力

を利用するものという意味で、「反動機関（ｐｅａＲＴＨＢＨａ５ＩｎＢＨｒａＴｅＪＩＬ）Ｊと総称されることが多い。この

両者を含む場合、あるいはこの両者のどちらを指すのかが判然としない場合は、本報告書では直訳の「反

動…」というふうに表記することとしたい。

２０）Ｍ．Ｈａｒｒｉｓｏｎ，Ｎｅｗｐｏｓｔｗａｒｂｒａｎｃｈｅｓ（１）‥ｒｏｃｋｅｔｒｙ，ｉｎＥｄ．ＢｙＪ．ＢａｒｂｅｒａｎｄＭ．Ｈａｒｒｉｓｏｎ，乃ｅｊわ房ｂｔ

ＤｅｂｃｅＴｈｄｕｓ由γａＤＷｌｅ方血ｍ蝕１ｉｎｔｏＫｈｒｕｓｈｃｈｅＴＩＭａｃｍｉ１１ａｎＰｒｅｓｓ，２０００．ｐ．１２６．

２１）乃ゴｄ，ｐｐ．１２７－１３０．

２２）ｃＭ．且麒几〟（遁∂月喝《ＲｏｐｏＪＩｅＢ‥缶ａＥＴも川ＭＨ㊥抄〉，Ｍ．‥１９９４．ｃｃ．３６２－粥４．

２３）ｕ・Ａｌｄｒｅｃｈｔ，Ｔｈｅ助ｖｉｅｔＡｍａｍｅｎｔｈｄｕｓ毎ＨａｒⅣ００ｄＡｃａｄｅｍｉｃ Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ１９９３．（０ｒｉｇｉｎａｌｌｙ

Ｐｕｂｌｉｓｈｅｄｉｎ Ｇｅｒｍａｎｉｎ１９８９ａｓ刀ねｓｏ癖ｔｉｋｃｈｅＲｕｓｔｕｎｇｓｉｎｄｕｓｔｚｉｅｂｙＷｅｓｔｄｕｅｔｓｃｈｅｒＶらｒｌａｇ，

Ｏｐｌａｄｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）．

２４）ＣＥ伽ⅡＰＡ．ａＢａｑｅＢｂ“０６ｙｑａｃＴＨＨ ＨｅＭｅＩ岬ⅡⅩａＢＨａＲＯⅡＣＴＰｙＲＴＯＰＯＢ Ｂ ＣＯ３井ａＨＨⅡ

ＰｅａＲＴＨ１３＝もⅠⅩＣａＭＯＪＩｅＴＯＢ ＣＣＣＰ”，（（ＢｏⅡｐＯＣ五重ＣＴＯＰＩ王ⅡｅＣＴｅＣＴＢＯ３Ｈａｌ｛ⅠⅠ５Ｉ Ｈ ＴｅＸＨＩＩＸ　】馳１１９９５ｒ．

Ｃ．Ｃ．１０３－１１４．

２５）ｃｂｏｅ８ＨＣ，“６．ＢｏｅＨⅡａ５ＩａＢＨａ叩５Ｉ”．ＢコＫＨ．《ＣｏＢｅＴＣＲａ５ＩＢＯｅＨ二Ｈａ５ＩＭＯⅡ恥．．．ｙＲａ３‥．．》，Ｃ．Ｃ．２７１－３１５．

２６）凸甜以苛αβ且Ｃ，ｙＲａ３．ＣＯ－Ⅰ．，ＣＣ．２２７・２４０．

２７）ｓ・よＺａｌｏｇａ，“ＤｅｆｅｎｄｉｎｇｔｈｅＫｒｅｍｌｉｎ：ＴｈｅＦｉｒｓｔＧｅｎｅｒａｔｉｏｎｏｆＳｏｖｉｅｔＳｔｒａｔｅｇｉ　ｃＡｉｒＤｅｆｅｒｎＣｅ

Ｓｙｓｔｅｍｓ１９５０・６０”，　ｈｔｔｐ：／／ｈｏｍｅｐａｇｅｓ／ｎウノｍ／ｎｙｍａｓｌ／ｄｅｆｅｎｄｉｎｇｔｈｅｋｒｅｍｌｉｎ丑ｔｔｍ／（ａｐｐｅａｒｅｄ

ＯｒｉｇｉｎａｌｌｙｉｎｔｈｅｅｈＬＺｍａｌｏｆぷ由ｖｉｂＡｍｉｔａｚｙＳｔｕｄｉｅｉ）．

２８）高橋信一「ＩＢＭ社の研究開発と軍事プロジェクト」、大阪市立大学経営研究会『経営研究』第４０巻第
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３号、１９８９年９月、８５～９４ページ。

２９）Ｍ・Ｂｏｒｅｔｓｋｙ，一ＣｏｍｐａｒａｔｉｖｅＰｒｏｇｒｅｓｓｉｎＴｂｃｈｎｏｌｏｇｙ，ＰｒｏｄｕｃｔｉｖｉｔｙａｎｄＥｃｏｎｏｍｉｃＥｆｆｉｃｉｅｎｃｙ；Ｕ．Ｓ．Ｓ．Ｒ．

ＶｅｒＳｕＳＵ・Ｓ・Ａ・’Ｕ・Ｓ・ＣｏｎｇｒｅｓｓＪｏｉｎｔＣｏｍｍｉｔｔｅｅ，Ｎｂｗ肋ｃｔｉｃｍｓ血ｔＡｅｔｈｅ励浸ｅｔＥｂｏｎｏ卿１９６６，

ＰＰ・１７２．１７５・Ｍ・Ｃａｖｅ，‘ＣｏｍｐｕｔｅｒＴｂｃｈｎｏｌｏｇｙ’，ｉｎ Ｒ．Ａｍａｎｎ，Ｊ．Ｍ．Ｃｏｏｐｅ】ちＲ．ＷＤａｖｉｅｓ（Ｅｄ．），ｍｅ

ｌｂｃｈＤα毎元ａｌＬｅ一房ｏｆ励正ｅｔｈｄｕｓ毎協１ｅ ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＰｒｅｓｓ，１９７７，ＰＰ．３７７－３９０．Ａ．Ｃ．Ｓｕｔｔｏｎ，

ＷｅｓｔｅｒｎＴｂｃｈｎｏｌｏｇｙａｎｄＳｏｖｉｅｔＥｃｏｎｏｍｉｃＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ１９４５ｔｏ１９６５，ＨｏｏｖｅｒＩｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎＰｒｅｓｓ，

１９７３，ＰＰ・３１９・３２３・Ｓｕｔｔｏｎは旧ソ連邦のこの分野における立ち後れの一因を、旧ソ連邦がその一部を

占領し、そこから大規模に無償の技術取得をおこなったドイツがこの分野で立ち後れていたことをあげ

ている（ｉｂｉｄ．ｐｐ．３２６，３２７）。しかし、旧ソ連邦は原子爆弾などドイツ技術に必ずしも依拠できなかった

場合にも、その開発に成功しており、このことを考えるとこの要因を過大視することはできないであろ

う。

Ⅲ・開催されなかった「物理学会議」（１９４９年）一冷戦期旧ソ連邦における科学者にたい

する思想動員－

［１］．“哲学討論”の奇妙な顛末

いわゆる“哲学討論”の過程で２回にわたって開催された会議の正式名称は、「ゲー・

エフ・アレクサンドロフ同志著『西ヨーロッパ哲学史』に関する討議のための科学・哲学

戦線活動家会議」というもので、その名が端的にしめすように、この討論は党のエリート・

イデオローグであったアレクサンドロフ（ｒ．◎．Ａ皿ｅＲＣａ耶ｐＯＢ）の標記著書の評価をめぐっ

て闘わされたものである１）。発端はモスクワ大学のべレツキー（３．兄．Ｂｅ刀ｅ叩Ｈ釦がスタ

ーリン宛に送った書簡でアレクサンドロフ批判の必要性を喚起したことである。ベレツキ

ーによれば、同書はミーチン（Ｍ．Ｂ．Ｍ耶ＨＨ）、ユージン（Ⅲ．◎．Ｄ月ＨＨ）らによる『哲学史』

第３巻の誤りを払拭しきれていない、ということであった２）。スターリンはベレツキーの

見解に賛同したわけではなかったが、それでも集団的な検討の必要を感じたらしく、その

意向は１９４６年１２月２６日付の党中央委員会決定の名でオーソライズされた３）。

党中央では中央委員会書記グズネッオーフ仏．Ａ．Ｒｙ３ＨｅｑＯＢ：のち、いわゆる「レニング

ラード医師団事件」で粛正される）が担当し、実際のスケジュール管理などは『ポリシェヴ

イク』誌編集長フェドセーエフ（Ⅲ．Ｈ．◎ｅ卿ＣｅｅＢ）が、会議の運営は党マルクス＝エンゲル

ス＝レーニン主義研究所所長クルーシコフ（Ｂ．Ｃ．ＲｐｙｘＲＯＢ）が担当した。第１回の会議は

１９４７年１月１４日から１７日にかけて科学アカデミー哲学研究所を会場に開催された。参

加者はモスクワ大学、社会科学アカデミー、モスクワにある３つの教育大学の関係研究室

主任、高等党学校、軍事アカデミーの哲学教師、『プラウダ』、『ポリシェヴィク』、『党生活』

ら中央社会政治紙誌の編集者、軍政治部指導員、高等教育省、教育省、党中央諸機関の職
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員などである。冒頭、「発言の自由」は完全に擁護される旨、主催者から注意があった。激

しい非難や弁護の応酬もあったが、アレクサンドロフの著書が長所を持ち、『哲学史』第３

巻にあった欠点をかなりの程度克服しようとしているが、このままでは不充分である、と

する意見が大勢をしめたようである。最終日、クルーシコフのまとめのあと、著者アレク

サンドロフが手直しを約束して、第１回の会議は閉幕している４）。

しかし、担当のクズネッオーフは、スターリンの真意を測りかねて、報告に遽巡してい

たようである。文書館に残された資料には彼が何度も報告資料を作り直している様子がう

かがえるという５）。ほぼ２ヶ月後の３月１４日にようやく書記局で討議されたものの、ス

ターリンはこれに満足することはなかった。党政治局は４月２４日にアレクサンドロフの

著書に関する検討会を再度開催することを決定した。その際、スターリンの意向を受けて、

①モスクワ以外からも参加者を組織すること、②要旨のみならずすべての発言の速記録を

完全公開することとされたが、スターリンからは討論の内容や方向性については何の示唆

もなかった。そのため、党の文化・イデオロギー担当者で、今回この会議の運営を新たに

任された政治局員アンドレイ・ジダーノフ（Ａ．Ａ．試只ａＨＯＢ）も、討論の方向性を往々にし

て規定する「基調報告」は避け、ようやく７日目に討論の終息を導く発言をしたにとどま

った６）。

１９４７年６月１８日、第２回目の「検討会」が「ホールに満ちる喧嘆」のなかで開催され

た。５００人規模に膨らんだ討論参加者は、前回とはその質的構成を大きく変化させていた。

おそらく、哲学の専門書など読んだこともないような地方党活動家が大量に出席したので

ある。その勢いに飲まれるかのように、哲学者、専門家があいついで“自己批判”を表明

した。そして、それらは、多少の曲折はあったものの、ほぼそのまま科学アカデミー哲学

研究所の季刊誌『哲学の諸問題』誌創刊号に掲載されたのである７）。

しかし、「ホールに満ちる喧嘆」はアレクサンドロフ打倒キャンペーンの一環ではなか

った。彼はこの“哲学討論”のあともしばらくそのポストに居座りつづけ、ようやく９月

１７日になって党中央委員会宣伝・扇動部長の職からは離れるものの、ただちに科学アカデ

ミー哲学研究所所長のポストをえて、ひきつづき党の文化・イデオロギー活動に大きな影

響を与え続け、のちスターリン死後の１９５４年にはソ連邦文化大臣として表舞台に返り咲

くのである（その翌年、フルシチョフの覇権確立にともない失脚）８）。

文書館資料もスターリンや党指導部の「内心」まで明らかにしてくれているわけではな

い。現代の科学史家、コジェフニコフ（Ａ．Ｂ．Ｒｏｘｅ丑ＨＩ‡ＲＯＢ）氏は、この過程の政治的意味

を探ろうとする試みはすべて失敗したとして、過程全体を党の“文化”と他の文化体系と

の衝突と見る、エスノグラフイー的解釈を試みている９）。また、クリヴォノーソフ（Ｄ．Ｈ．

ＲｐⅡ丑ＯＨＯｅＯＢ）氏も、過程の政治的目的は二義的なもので、過程そのものが①学術専門家の

持つ、党からは独立した自律的権威の破壊、および②「どのようにしてイデオロギー活動

の展開すべきか」、その方法を示すことの自己目的化であったと考えている。また、彼は、

この時期、党による学術諸分野の直接掌握が進行していた事実にも着目している１０）。
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党中央委員会科学課は、すでに戦争中の１９４２年５月２２日、書記局決定で宣伝・扇動部

内に科学技術課の名で設置されていたが、１９４７年になると、課内に①「マルクス主義の諸

問題の科学的検討」、②「マルクス・レーニン主義の基礎教育と党史の科学的検討」、③「哲

学・歴史学・論理学・心理学の諸問題の科学的検討と教育」、④「ソ連史・一般史教育と問

題検討」、⑤「経済学諸原理の教育と科学的検討」、⑥「自然科学と技術」の各セクション

が設置され、機構として著しく強化される１１）とともに、課長には政治局員ジダーノフの息

子にしてスターリンの女婿（当時）、ユーリー・ジダーノフ（Ⅲ．Ａ．双書ａＨＯＢ）が就任する。

アレクサンドロフ離任後の宣伝・扇動部長はスースロフ（Ｍ．Ａ．ＣｙｃＪＴＯＢ）であったが、彼は

ジダーノフ発病後、国際部の仕事を引き継ぎ、それに忙殺されることになる。この時期、

実質的に宣伝・扇動部を率いていたのは第一副部長、部長代理のシェピーロフ切．Ｔ．

Ⅲｅ＝Ｈ刀ＯＢ）であり、彼とユーリー・ジダーノフ、それに若い哲学者ケドロフ（Ｂ．Ｍ．Ⅸ印ｐＯＢ：

新たに創刊された『哲学の諸問題』誌編集長。のち、自然科学史・技術研究所の所長を長

く勤めることになる科学哲学研究者）、イオヴチューク（Ｍ．Ｔ．ＨｏＢⅦｙⅨ）らが中心となって、

党による学術諸分野の直接掌握にともなう意識改革として「科学における批判と自己批判」

キャンペーンが繰り広げられることになる１２）。

彼らは系統的にキャンペーンの計画を練り上げていた。経済学分野における“論争”の

必要が喚起されたのは、実際にそれが始まる３年近く前の１９４８年、『ソ連邦科学アカデミ

ー通報』３月号の無署名巻頭論文（その趣旨は前号のケドロフ論文をほとんど引き写した

もの）においてであった１３）。また、物理学分野における“物理学者会議”開催の必要性は、

１９４８年春、『哲学の諸問題』第２号に掲載された物理学者マルコフ（Ｍ．Ａ．Ｍａｐ∝ＯＢ）の論

文を読んだ剃那、シェピーロフその人が感じ取ったものであった１４）。その論文「物理学的

知識の本質について（０ⅡＰ壬ＩＰＯＺｔｅ如３Ｈ：ｔＩｅＣＩＣＯｒＯ３ＨａＨＨ５Ｉ）」（のち、著書『ミクロの世界に

ついて（丑久Ａ．伽，く（ＯＭ壬ＲＲ ＭＭ ｐｅ〉〉）』の第１章となる。同書には科学アカデミー総裁

ヴァヴィロフ自身が序文を寄せている）は“哲学的保守派”マクシーモフ（Ａ．Ａ．Ｍ弧ＣＩ‡Ｍ。Ｂ）

がアカデミー幹部会で量子力学を「観念論的歪曲」とした演説に反論したもので、１９４８
フ　ィ　ア　ン

年１月、科学アカデミー物理学研究所（¢ＨＡＨ）における討議での評価では「量子力学

をマルクス主義と和解させた」として、多くの現代物理学者に歓迎されたものであった１５）。

ここで、留意しなければならないのは、党宣伝・扇動部の活動家自身は学術諸分野での

研究内容、その方向性そのものには比較的（スターリンの意向と矛盾しない限り）慎重な

姿勢を見せていたことである。このことは、１９４７年７月１４日付政治局員ジダーノフ宛書

簡で当時の党宣伝・扇動部副部長スヴォーロフ（Ｃ．ｒ．ＣｙＢＯｐＯＢ）がブルジョア原子核物理学者

のカント派的物質観に対する批判の必要性を進言したときでさえ、「物理学そのものに有害

な結果をもたらさない慎重さ」を要求していた１６）ことでも示されえるし、また、有名な遺

伝学・生物学への権力の介入も、当初はその結果とはまったく逆の意図をもって開始され

たという事実にも示されている。

この経緯について、ここで少し見ておくことにしよう。すでに、１９４６年５月３０日、科
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学アカデミーはその幹部会で遺伝学研究所（所長はルイセンコーＴ月．刀以ＣｅＨＲＯ－）とは別

に、「細胞遺伝学研究所」を新たに設立する案を策定していた。「ルイセンコ学説」は一部

に実践的成果をもたらしつつも、その内容において科学的検討に耐えられるものでないこ

とが次第に明らかになってくるにつれ、科学者たちはすでに権威となっていたルイセンコ

を“敬遠”しつつ、別途に研究のセンターをつくることで遺伝学発展の正常化を目論んで

いた。１９４７年１１月にはモスクワ大学で、１９４８年２月には科学アカデミー生物学部で（お

そらく、宣伝・扇動部の暗黙の支持のもと）、「ルイセンコ学説」に関する批判的検討会が

開催され、４月１０日になると、シェピーロフの支持のもと党科学課長ユーリー・ジダーノ

フ自身もルイセンコ批判に参加した１７）。こうした流れは、ルイセンコがスターリンを味方

に引き入れることに成功するやいなや、まったく逆転してしまう１８）のではあるが、シェピ

ーロフらが科学者たちをイデオロギー面で締め付けつつも、個々の学説の評価にあたって

は彼らの意向を尊重しようとする姿勢をとっていたと考えることができよう。

［２］．開催されなかった「物理学会議」準備の経緯

党中央委員会書記局の指示に従って、高等教育相カフターノフ（Ｃ．Ｂ．ＲａかａＨＯＢ）、およ

び科学アカデミー総裁ヴァヴィロフは１９４８年１２月３日付連名書簡をもって全土の物理学

者、物理学研究機関、物理学教育機関にヴァスフニル８月総会に続いて、「物理学におけ

る観念論との闘い」、「コスモポリタニズム、対外拝脆主義との闘い」を課題とする大規模

な物理学分野での会議招集をもとめた。シェピーロフの計画が実践に移されようとしてい

た。それは、３ヶ月の準備（１９４８年１２月２０日～１９４９年３月１６日）で物理学者、哲学

者を招いて会議を開催（３月２１日本会議）するというものであった。早速、シェピーロフ

に近い高等教育省次官トプチェフ仏．Ⅲ．Ｔｏ汀ｑⅡｅＢ）を長とする組織委員会が結成され、カフ

ターノフが綱領的報告を行った。それはレーニンの『唯物論と経験批判論』の立場を再確

認し、観念論とコスモポリタニズム（＝ユダヤ人牽制の意図を含む表現）を批判しつつ、

相対性理論や量子力学など現代物理学「理論の名声を、弁証法的唯物論の立場から失墜さ

せる」可能性に明瞭に触れるとともに、その場合の後継者・要員養成方法の根本的見直し

（つまり、現代物理学者全員の追放）まで提起するという、脅迫に満ちたものであった１９）。

批判的検討の対象とされたのは、フレンケリ（５Ｉ．Ｈ．◎ｐｅＨＩＣｅＪＴＬ）、フォツク（Ｂ．Ａ．◎ｏＲ）、

タム（Ｈ・Ｅ．ＴａＭＭ）、ランダウ（ＪＩ．ｎ．ＪＩａ即こａｙ）、ハイキン（Ｍ．Ａ．Ｘａ丘ＲＨＨ）、キンズブルク

（Ｂ・几ｒＩⅢ３６ｙｐｒ）、マルコフ、レオントーヴィチ（Ｍ．Ａ．刀ｅｏＨＴＯＢＨⅦ）ら、当時最先端の物

理学理論を身につけていた物理学者のうち、比較的古い世代に属する人々であった。当時、

原爆開発計画が急ピッチで進められていたせいか、多くがこれに直接従事していた比較的

若い世代の物理学者は直接の対象とはなっていない。これに対して、彼らを批判した側の

中心には、件の“哲学的保守派”マクシーモフ、１９２０年代から活躍していた、かつての機

械論派哲学者＝ティミリヤーゼフ仏．Ｒ．ＴＨＭＨｐ兄３ｅＢ）がいた。ユーリー・ジダーノフなど宣
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伝・扇動部関係者は事態が急変したヴァスフニル８月総会の後始末などに忙殺されていた

模様で、他の分野に見られる彼らの直接介入はここでは見られない２０）。さらに特徴的なの

は、批判者の側に、ケッセニフ（Ｂ．Ｍ．ＫｅｃｃｅＨＩＩＸ）、ソコロフ（Ａ．Ａ．ＣｏＲＯＪＩＯＢ）、セミョン

チエンコ（Ｂ・Ｋ・ＣｅＭｅＨｔＩｅＨＩＣＯ）、ノズドレフ（Ｂ．◎．Ｈｏ３即ｅＢ）らモスクワ大学物理学部
フィスファック

（ゐＨ３¢ａＫ）を基盤とする、相対性理論や量子力学を受け入れない「愛国的・唯物論

的」物理学者たちがいたことであろう。当時の物理学界における“フィズファック”派と

“アカデミー系”物理学者（彼らの多くが科学アカデミーの諸研究機関を基盤としていた

現代物理学者なのでこの名がある）たちの対立は根深く、かつ俄烈であったのであり、「物

理学会議」の準備過程はこの対立を背景としているのである２１）。

組織委員会が召集する準備会議は頻繁に開催された。１９４９年２月末までは、組織委員

会は“アカデミー系”に不利に推移した。すなわち、「愛国的・唯物論的」物理学者や哲学

者たちは、相対性理論と量子力学批判に「モルガン主義・ワイスマン主義」という、生物

学批判からのアナロジーをも動員しつつ、現代物理学者たちの「コスモポリタニズム」を

批判した。また、“フィズファック”派のコボゼフ（Ｍ．Ｈ．Ⅸ０６０３ｅＢ）、ヴァシリエフ（Ｃ．Ｃ．

ＢａｃＩ王ＪＩＬｅＢ）にいたっては、“アカデミー系”のフルームキン（Ａ．Ｈ．◎ｐｙＭＲＨＨ）、セミョー

ノフ（Ｈ．Ｈ．ＣｅＭｅＨＯＢ）を「原子力エネルギー利用の不可能性を予言していた汚点」によ

り告発する準備をしている、とまで述べた。タムやギンズブルクらはこれに対して、量子

力学、相対性理論が「客観世界を反映」したものであることを力説し、反論に努めたが成

功しなかった。ヴァヴィロフの、物理学の基本的意義は技術進歩にある、という功利主義

的で、この討論のなかでは明らかに妥協的な発言にさえも、計８名の“フィズファック”

派物理学者や哲学者が繰り返し批判を加えている。準備会議は“吊し上げ”の様相を呈し

ていた２２）。

しかし、２月末から３月初めにかけて、“アカデミー系”物理学者の反論（マルコフ、フ

ォツク、ランズベルクーＩｌ．Ｃ．ＪＩａＨＺＩＣ６ｅｐｒ－、アンドローノフーＡ．Ａ．ＡＨ茜ｐＯＨＯＢ－、タム）

が続き、「是認」されなかったものの、全体の状況は好転してゆく。３月７日の準備会議で

の、ノズドレフの発言が「愛国的・唯物論的」物理学者グループの最後の演説となり、彼

らの発言は打ち切りとなった。その後、登壇したカフターノフの発言は、「愛国的・唯物論

的」物理学者グループの期待を裏切るものであった。彼はマクシーモフ、ティミリャーゼ

フの「誤り」を指摘し、全員「ソヴィェト物理学の発展のために努力せよ」という一般的

な結論を唐突に押しつけたのである２３）。

１９４９年３月１６日の組織委員会で、カフターノフは２１日に本会議開催との予定を繰り

返したが、その２１日、彼は副首相マレンコフ（ｒ．Ｍ．Ｍａ皿ｅＨＲＯＢ：ジダーノフ急死後、文

化・科学を担当）に５月１０日までの延期を申請した。しかし、その５月１０日になっても

本会議は開催されなかった。４月９日付、党中央委員会宣伝・扇動局部長代理シェピーロ

フのマレンコフ宛覚書では「会議の準備が充分ではなく、物理科学の分野で諸問題のより

深い検討と具体的な提案が緊急に必要であるため‥・」とされていた。しかし、実際は科学

２３



アカデミー総裁ヴァヴィロフの必死の働きかけに応じて、シェピーロフ自身が事実上の不

開催措置を決心していたのである２４）。

［３］．キー・パーソンとしてのヴァヴィロフ

すぐれた業績で夙に名声が高かった物理学者、セルゲイ・ヴァヴィロフは、その見で遺

伝学者のニコライの“誤殺”２５）とほぼ同時に臨時の最高戦争指導機関＝「国家防衛委員会」

の「全権委員（ｙⅡＯＪＩＨＯＭＯⅦｅＨＨもⅠ最：日本語の専門委員、諮問委員に近い意味をもつ）」と

なり２６）、早速スターリン宛に原子核研究、宇宙線研究の意義とアメリカ、イギリス、フラ

ンス、ドイツにおける状況（の推測）を上申するなどの活動をしている２７）。この段階から

彼は権力との間に良好な関係を築き上げることに腐心する。戦後、スターリン自身の発意

で、１９４５年７月１７日に病気辞任を表明した科学アカデミー総裁コマロフ（Ｂ刀．ⅨｏＭａｐＯＢ）

の後任になる２８）と、彼は一連の科学アカデミー改革に取り組む。１９３４年にいたるまで旧

都サンクト＝ペテルブルク（当時はレニングラード）にあって、しばしば権力に対して超

然とした態度をしめしていた科学アカデミーは、彼の指導のもと、そのときどきの国家的

プロジェクトを専門的な立場から援助する実践型組織をめざすことになる。各共和国には

独自の科学アカデミーが設立され、ロシア共和国内にも７つの支部が設置されて、全体と

して科学アカデミーの組織は飛躍的に拡大した。それとともに、連邦科学アカデミー内部

にはアド・ホックな機構、たとえば、「特別学術会議」（核物理学の発展のための機構。原

子炉開発をリードすることになる。）、「宇宙問題特別委員会」、サマラ（当時はクイブィシ

ェフ）とヴオルゴグラード（スターリングラード）の水力発電所建設、トルクメン運河開

削などのための委員会などが次々と設置された。そして最も重要な出来事は、１９４９年３

月１７日、各分野での研究計画の実践を点検する常設機関として学術書記局が設置された

ことであろう２９）。

こうした国家目標に沿うかたちでの科学アカデミーの実践型組織への転換をすすめる反

面、彼は、先ほど述べたアカデミー生物学部における「細胞遺伝学研究所」設立計画の策

定に積極的に関与したり（のちに自己批判する）、この時期に開催されようとしていた「全

連邦大学・高等教育機関物理学研究室主任会議」を“アカデミー系”を含めた「全連邦物

理学者会議（本報告書に言う物理学会議とは別）」に拡大しようとしたり、“レニングラー

ド大学派”のフォツクやフリッシュ（Ｃ．Ａ．◎ｐＩＩⅢ）らに現代物理学の擁護を勧めたり、１９４９

年１月レニングラードで開催された科学アカデミー「祖国の科学史」記念総会での２時間

に及ぶ報告で量子力学、相対性理論を擁護してみせるなど、権力に抗して現代科学と科学

者たちの利害を守ろうとする行動も摂っていた３０）。連名とはいえ、「全連邦物理学会議」

の開催を呼びかけておきながら、他方でシェピーロフにその不開催を訴えるという二面的

な行動は彼のこうした姿勢のあらわれと考えられよう。

そして、結果的にヴァヴィロフの訴願は受け入れられた。残念ながら、それに承諾を与

えたシェピーロフの判断の根拠は今もってわかってはいないが、ここで重要なのは、従来
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ヴァヴィロフの“功績”と考えられていた科学アカデミー学術書記局の設置が、実は党の

秘密決定に基づくものであったことである。１９４９年２月２６日、党中央委員会名で、科学

アカデミー幹部会に書記局を設置することが、（主任）学術書記にトプチェフ（「全連邦物

理学会議」組織委員会委員長その人）、書記局のメンバーのひとりに党中央の科学課長ユー

リー・ジダーノフを配置するという人事構想を含めて決定されていたのである（３３）。歴史家

イェサーコフ（Ｂ月．ＥＣ弧ＯＢ）はここに党とヴァヴィロフとの間の“交換協定”の存在を推

測している３２）が、先述の準備会議における形勢の逆転とこの秘密決定の時期がほぼ同じで

あることを見ても、この推測は充分に根拠のあるものと考えられよう。

［４］．党による科学者のイデオロギー的掌握の成否－

“レニングラード大学派”の巨魁フォツクは１９３７～３８年という“大粛正”の嵐が吹き

荒れた時期にも党中央委員会や科学アカデミー幹部会にたいして現代物理学擁護の書簡を

送りつけるなど、局面の打開に努めた勇気ある人物として知られている３３）。彼がおそらく

１９３６年頃、とある新聞に寄せた「原子核物理学の諸問題」３４）と題する解説記事にはまった

く政治的、あるいは哲学的なコメントは附されていない。しかし、そのような彼も、「物理

学会議」が準備されていた１９４９年には『レニングラード大学紀要』１９４９年第９号に「弁

証法的唯物論に照らして見た場合の物理学の基本法則」なる論文を発表した３５）。科学アカ

デミー文書館サンクト＝ペテルブルク支部に残された資料３６）にはこの論文のための手書

きの草稿、タイプ打ちの草稿が残されており、彼は少なくとも成稿をえるまでに４回の書

き直しを試みている。このような苦闘の末に完成した論文で、彼は、現代物理学に観念論

的解釈を与えようとする人々に反対して、「物理学理論が自然の中に確固として存在する法

則性に基づく運動を反映していると自分たちは見なす、実験的検証にそれは耐えうる、実

験的検証の誤差は原理的に受け入れられる（許容度）のものであると見なす」３７）、と主張

し、「物質は消滅した」とするマッハ主義者に対するレーニン『唯物論と経験批判論』の批

判を援用しつつ、物質の運動の客観的現実性をもっとも重視する立場にたっことを宣言し

ている。同時に、自分たちの哲学的観念論批判も不充分だったと反省もしているのである
３８）

○

また、ソ連物理学界の重鎮ヨッフェ（Ａ．◎．Ｈｏ¢¢ｅ）は、「物理学会議」が“延期”され

た直後の１９４９年３月２５日に予定されていたレニングラード物理工学研究所学術会議での

演説の草稿３９）を、アメリカの対ソ侵略準備としてのイデオロギー闘争が繰り広げられてい

る現状では、唯物論哲学、ソヴィェト科学への信用失墜とアメリカ流のコスモポリタンニ

ズムの流布という策略に警戒しなければならないとの呼びかけで始めている。フォツクや

ヨッフェは、今やみずからの科学と政治の立脚点をマルクス主義の用語で語り始めた。

注

１）Ｒ１Ｈ鞄ＢＢα即ＣＯＡＣｐａ３Ｒｅ＝ＨｅＨａ如ＪＩＯＣＯｄ）ＣＲＯＭ＊ｐｏ＝Ｔｅ：如ＪＴ０ＣＯＯｃＲａ５Ｉ属ⅡＣＲｙＣＣⅡ５Ｉ１９４７ｒｏＪＴａ

２５



ーＨＰＯＪＴＯｒＩＩＡｅＯＪ工Ｏｒ胴ｅＣＩＣＯｒＹ）ⅡＯＩＰＯＭａＨａｙＩくＨ，《ＢｏⅢＰＯＣもＩ ＨＣＴＯＰＩＩＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ５ＩＨＴｅＸＨＩＩＲＨ》Ｎｇ３

１９９７，ＣＴｐ．６３．

２）ＥＨＥｂａＫＯＢ，Ｉ（ⅡＣＴＯＰＨＨ如ＪＩＯＣＯ㊥ｃＲＯ最．叩ＣＲｙＣＣｅ相１９４７ｒｏＲａ，（（ＢｏⅡＰＯＣもⅠ如ＪＺＯＣＯ如Ｈ｝〉Ｎ９２１９９３．

ｃｃ．８５－８６．なお、「『哲学史』第３巻問題」とは、１９４２年にスターリン賞まで受賞した同書に対する批

判論文が１９４４年５月になって『ポリシェヴイク』誌に登場し、ミーチンとユージンが激しく批判され

たことを指す。批判の論点はヘーゲル哲学の性格付け等の問題をめぐるものであったが、ジダーノフに

よるミーチンら“ポリシェヴィキ化グループ’の排除という意図も隠されていた。この結果、理論誌『マ
．一一・■‾－・二．

ルクス主義の旗のもとに（ⅢｏＡ３ＨａＭｅＭＭａＰＲＣＩＩ３Ｍａ：ｒ１５Ｍ）』が廃刊となり、新たにケドロフらの台

頭を観ることになる（ルネ・ザパタ、原田佳彦訳『ロシア・ソヴイエト哲学史』白水社１９９７年、１３１、

１３２ページ）。

３）Ａ．ＥＥｂＨｅ且乱肛喝ＨｒｐＨＣＴａＪＩⅡＨＣＸＯ魚用ｅＭＯＲＰａＴⅡＨＨ耶ｅＯＪＩＯｒ椚ｅＣＲＨｅ只ＨＣＲｙＣＣ王ＨＢＣＯＢｅＴＣｌ（０負ＨａｙＲｅ：

１９４７ｒ１９５２ＩＴ．，　く（ＢｏⅢＰＯＣもＩ ＥＣＴＯＰＩＩⅢｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ月１迂ＴｅＸＨＨⅨ抄〉Ｎ９４１９９７，ＣＴＰ．３１．

４）伽α飢フＣ喝ｙＲａ３．ＣＴａＴも兄，．ＣＣ．６６・６７．

５）Ｔａ鳳Ⅰ３Ｒｅ．ＣＴｐ．６９．

６）ＴａＭＸｅ．Ｃｅ．７０・７３．

７）ＴａＭＸｅ．ＣＣ．７４，７８．

８）ＴａＭＸｅ．ＣＴＰ．８２．Ｅｂガｎ姐だこだ二打αβ，ｙＲａ３．ＣＴａＴｂ５Ｉ，．ＣＴＰ．３３．

９）肋ｅ且だ：露だ喝ｙＩＣａ３．ＣＴａＴも５Ｉ，．ＣＴＰ．２９．

１０）物α即ＣＯＢ）ｙＥａ３．ＣＴａＴも５Ｉ，．ＣＣ．６３，７１，８３．

１１）ＴａＭ‖艦ｅ．ＣＴｐ．６３．

１２）肋鎚，ｙＩａ３．ＣＴａＴも恥ＣＴｐ．３９．

１３）ＴａＭＸｅ．

１４）励∂皿ｇ，ｙＲａ３．ＣＴａＴｂ兄βＴｐ．１０６．ちなみに、マルコフ論文のほかに、反ルイセンコ派生物学者の論文

をも掲載した『哲学の諸問題』第２号は、ルイセンコ問題をめぐる事態の急変後、“党派性の欠如”、“哲

学討議の意義の過小評価”のかどでアンドレイ・ジダーノフらが批判するところとなり、編集長ケドロ

フはそのため解任されてしまう（伽脚ＣαちｙＩは３．ＣＴａＴも兄バＴｐ．８３．ザパタ、前掲邦訳、１３３・１３５ペ

ージ）。

１５）ＢＨ・Ｄ：及甜鱒５ＩｎｅｐＨｂＩ最ⅡｌＨＴＢ“ＴＰ耶ｑａＴＩＩＪＴｅＴⅡｅ丘ＢＯ丘Ｈｅ”如３ⅡＲＯＢＣＨｅＺｉｅ３ＲｅＣＴＢｅＨＨＯ最ＲＰⅡＴＨＲＯ歳

ＣＯＢＰｅＭｅＨＨもⅠⅩｄ）Ｈ３Ｈ可ｅＣＲⅡⅩＴｅＯｐＩ重点，《ｙＣⅡｅＸＨ４）鱒３ＨｔＩｅＣｌ（ＨＸ Ｈａｙ紗ＴｏＭ１６９　ＮＱ１２，井ｅＲ．１９９９ｒ．

ＣＣ．１３７１－１３７２．

１６）励ａ郡β，ｙＩＣａ３．ＣＴａＴｂ兄バＣ．９５，９６．

１７）ＢｂｍｅＢＥＨｑｙｌ（ａ３．ＣＴａＴも５Ｉ，．ＣＴｐ．４３．

１８）ＴａＭＸｅ．ルイセンコはスターリン宛に書簡を送り、「ユーリー・ジダーノフの見解が党の見解である

ならば、ヴァスフニル総裁の職からの解任を提起してほしい」と訴えた。この書簡はスターリンに“あ

る印象”を与えた。５月の政治局会議でスターリンは“不快”を表明する。７月１５日、政治局で党中

央に新たに農学課が設置され（この問題が科学課の手を離れたことを意味する）、ユーリー・ジダーノ

２６



フが批判された。ルイセンコは科学アカデミーの干渉を危倶し、この機に事態の収拾を急ぎ、多くの

生物学者が知らない間に結論を出すことに成功した（ＴａＭ嵩ｅ，ＣＣ．４３・４７）。

また、ここで１９５０年の「言語学論争」についても触れておきたい。『プラウダ』紙上での公開論

争のかたちで進められたこの論争は、スターリン自身が大論文を執筆して介入したという点で異色

のものであった。この論文「言語学におけるマルクス主義について」（〝且伽．喝ＯＴＨＯＣｍｌｅ刀もＨＯ

ＭａＰＩＣＣＨ３ＭａＢ５Ｉ３もⅠⅨ０３ＨａＨＨＨ（くⅢｐａ耶ａ〉〉２０Ⅱ船Ｈ５Ｉ１９５０）では、“言語学のルイセンコ”＝ニコライ・

マール（Ｈ．５Ｉ．Ｍａｐｐ：「言語は上部構造」と規定し、西欧言語学＝印欧祖語派を激しく批判したマル

クス主義者。１９３４年にすでに死去）のドグマティズムが批判されていた。スターリンが介入を決意

したのは、グルジア人言語学者で、『大グルジア語辞典』編纂者のチコバーヴァ（Ａ．Ｃ．ＴＩＨＩ（０６ａＢａ）

のスターリンへの働きかけによるものであることが今日明らかになっている。１９５０年４月１０日、

グルジア共和国指導者たちのスターリン訪問に同行したチコバーヴァは『大グルジア語辞典』を彼

に献呈し、種々話し合った。スターリンはチコバーヴァに自分宛の手紙を書くことを許し、５月　９

日には２回目の面談を許している（励冴ｅβ月力甘αちｙＩは３．ＣＴａＴｂ兄，ＣＣ．５０・５２）。おそらく、グルジア人

同士ですっかり意気投合したのであろう。このように、スターリン個人との人間関係の親疎が、発

動者の意図を越えて、討論の方向性を左右することもあったのであり、ヴァスフニルの例と言語学

論争の例はそのようなものとして理解されるべきであると考えることもできよう。

１９）物，ｙＩＣａ３．ＣＴａＴも月：，ＣＴｐ．１３７３．

２０）ＴａＭ日収ｅ，ＣＣ．１３７３・１３７５．

２１）過程に先立っ１９４７年秋（１１月１３日）、すでにモスクワ大学物理学部学術会議では「コスモポリ

タニズム」批判が大規模に展開されていた（ＴａＭ＝蹴ｅ，ＣＴｐ．１３７２）。

その少し前、１０月２６日付で、モスクワ大学に残る数少ない現代物理学者で当時学部長であった

コノべェーエフスキー（Ｃ・Ｔ・ＲｏＨＯ６ｅｅＢＣＲＨ丘）はスターリン宛に書簡を送り、マンデリシュタム（ｎ．Ｈ．

ＭａＨ郎β刀ｂⅢＴａＭ：：相対性理論、量子力学の旧ソ連邦への導入に積極的だった物理学者で、モスクワ

大学教授。１９４４年死去）とその教え子たちの功績を強調し、彼らが大学からおもに“アカデミー系”

研究機関へ転出してゆく（させられてゆく）ことによるモスクワ大学の人材不足の深刻化を訴えた。

しかし、この直後、彼自身「第９科学研究所（のちの全連邦無機材料研究所。当時は原爆開発計画

に従事）」へ転出を余儀なくされた（ＴａＭＸｅ，）。

また、権力の側にも“フィズファック”派と“アカデミー系”の対立は知られていたようで、彼
ニス

らはこの対立を利用した形跡もある。１９４５年１１月、内務省Ｃ課は、“フィズファック”派のテルレ

ツキー（兄．Ⅲ．ＴｅｐＪ工ｅＩ畔Ｈ丘）をコペンハーゲンのニールス・ボーアのもとへ派遣している。この派遣

の意味は当のテルレツキー自身も理解できなかったようであるが、原爆開発スタッフとは対立して

いるグループの一員に従来のものとは別の“情報源”を開拓させるかのようなポーズをとらせるこ

とで、あたかも政府上層部が原爆開発計画メンバーの‘総入れ替え’を考えているかのような印象

をもたせ、科学者を駆り立てる目的があったと推測されている（Ａ．且Ａ耶ｐｅｅβＥ Ａ．ぷ

肋ｅ都債茸ＯＢ，ＲｏⅡｅＨ二ｒａｒｅ＝ＣＩＣａ兄　０ⅡｅＰａＩＩＨ５Ｉ ＣＯＢｅＴＣＩく０丑　ｐａ３Ｂｅ卿Ⅱ，《Ｂｏ＝ｐＯＣもＩ ＨＣＴＯＰＩＩＨ

ｅｃＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ５Ｉ Ｈ ＴｅＸＨⅡＲＨ》Ｎ９２１９９４，ＣＴＰ．１９：　なお、テルレツキー自身の回想は、ＥＩＬ

２７



Ｔｂ叩箆“０＝ｅＰａ叩兄‘ＲＯｒＩＰＯＣＨ罰ＵＴｂＣａＢｏｐａ＝，・《ＢｏｒＩＰＯＣもＩ ＨＣＴＯＰセ＝旺ｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ兄Ｈ

ＴｅＸＨＩＩⅨ抄〉恥２１９９４，ＣＣ．２１・４４）。

２２）勉打開，ｙＲａ３・ＣＴａＴも兄，Ｃｄ３７３－１３７４・なお、セミョーノフらに対する告発は根拠がない。セミョーノ

フは、石油工業人民委員部に原子力利用を勧告し、部下には核分裂に関する研究を指示している。彼

らは、１９４４年、ソ連原爆開発計画が足踏み状態にあったときに困難性に言及したことがあり、これ

が口実となったようである（ＴａＭ鑑ｅ，叩．１３７４）。

２３）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．１３７５．

２４）ＴａＭ３Ｒｅ，ＣＣ・１３７５－１３７９・励∂ＥＯＢ；ｙＲａ３・ＣＴａＴもＥ，ＣＴＰ．１０６．

２５）ｃＭ・ＥＴ地Ⅱ即・《Ｃｙ属Ⅱａｍａｑａ‥ＨＨＲＯｍａ丘ＢａＢｍＯＢ＝Ｂ３ａＣＴｅ＝ＲａＸＨｆＣＢｎ．

ＢⅡＯｒＰａ如可ｅＣＲＨ丘ｏｑｅｐＲ・ｎＯＲｙＭｅＨＴＨ－》・Ｍ・Ａｃａｄｅｍね１９９９・同書によれば、ニコライは１９４０

年に逮捕され、２０年の刑を宣告されてサラトフ監獄に収監中、１９４３年１月２６日に病死したことに

なっていたが、戦争中の混乱のなかで根拠なく銃殺されたというのが真実であるらしい。

２６）Ｒ）・ＨＣｈｑｔｗｂｅＡ“ＡＲａ４ｅＭＨＥＣ・Ｈ・ＢａＢＨ刀ＯＢ：ＲＰａＭａＰｙＣＣＲＯｎ）Ｈ＝Ｔｅ刀Ｈｒｅ＝Ｔａ”，《ＢｏＨＰＯＣＬＩ耶ＴＯＰＨⅡ

ｅＣＴｅＣＴＢＯ３１｛ａＨⅢ兄Ⅰ壬ＴｅＸＨⅡＩＣ＝）〉Ｎ９１１９９９，ＣＴＰ・１３６・ニコライの弟セルゲイのスターリンによる重用

が彼らなりの購罪意識のあらわれであるのか、それとも身内を殺されたものが持っであろう恐怖心ゆ

えの“従順さ”を期待したものであるのかは不明であるが、連座法的処罰が当たり前であったこの時

代にはたいへんめずらしい事例であろう。

２７）ｃ・Ｈ・ＢａＢⅡｍＯＢ，ＩｌⅡＣもＭＯＨ・Ｂ・ＣＴａｍＨＨｙＣＨ３００批ＨⅡｅＭ［ⅢＰＯｅｍＨＰａＲＴ椚ｅＣＲⅡⅩＭｅＰⅡＯＢＯｒＩＰＯＣｙＯ

ＣＴｅⅡｅＨＨ ＣｅＲＰｅＴＨ。ＣＴＨ Ｐａ６０Ｔ，ＲａＣａＸ）ｑⅡⅩ∽ａＴＯＭｌ＝ＯｒＯ耶Ｐａ封＝二ＫＯＣＭ椚ｅＣＲＨＸＪＴｙｌｅ最，ＡｐｘＨＢ

Ｐｏｃｃ感ｃＲＯ丘Ａｍ月ｅＭＨＨＨａｙＲ（ＡＰＡＨ），ｄ）０耶・５９６・０ⅢⅡＣも２・脚ＯＮｇ２５・［日付を欠いているが、資料

の並び方から見て、おそらく１９４３年中のものであろう。］

２８）α加鮎喝ｙⅨａ３・ＣＴａＴｂ耶笹１３８・なお、コマロフはレニングラードで開かれた科学アカデミー創設

２２０周年記念行事において、スターリンの“功績”への言及を避けたため、当局の忌諸に触れ、事実

上解任されたものとも考えられている（ＴａＭＸｅ，∽ｐ．１３８．）。

２９）Ｔａ鳳Ⅰ芸∝ｅ，ＣＣ１４２－１４３．

３０）月払喝，ｙⅨａ３．ＣＴａＴ叫ＣＣ．１３７８・１３７９．

３１）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．１３７６．

３２旭ガ肋∬喝Ｍ鴫以ＨＸＨ３恥，《ＨａｙＲａⅡⅩＨ３Ｈも》油１１１９９１，ＣＴｐ．１１０．

３３）ぬ喝，ｙＲａ３・ＣＴａＴも耶笹１３６９．

３４）ＥＡ・晦“ＩＩｐｏ６ｍｅＭＨａＴＯＡ４Ⅱ０拍Ⅱ３批Ｈ”，（Ｂｒａ３ｅＴｅ），ＣａＨＲＴ－ＩｌｅＴｅＰ６ｙｐｒｃＲⅡ拍Ｈ皿ⅡａｍＡｐｘＨＢａ

Ｐｏｃｃ戒ｃＲＯ歳ＡＲａ４ｅＭＨｍａｙＲ（Ⅲ◎ＡＰＡＨ），如＝ｎｌＯ３４・０＝ＨＣｂｌ・ＲｅｍＯ３５６・［新聞の切り抜きである

が、紙名と日付を欠いている０しかし、文書館の資料一覧の日付欄には１９３６年と書かれている。］

３５）ＥＡ・動喝“ＯｃＨＯＢＨＬＩｅ３ａＲＯＨｈＩ如３ＨＲＨＢＣＢｅＴｅ脚刀＝ＲＴ椚ｅＣＲＯｒＯＭａＴｅＰＨａＪｒＫ３Ｍａ，，，《ＢｅｃＴＯＨ批

ＪＩｅ＝Ⅰ王ＨＩＰａＪＴＣＸＯｒＯｙＨＩ相ｅＰＣＨＴｅＴａ》Ｎ９４１９４９ｃｃ．３４・４７．

３６）ＩＩ◎ＡＰＡＨ，００＝ＲｌＯ３４・ＯＩｌⅡＣｂｌ．ＡｅＪＩＯ３７０

３７）ＢＡ・動喝ＯｃＨＯＢＨＬＩｅ・・・ｙＩＣａ３．ＣＴａＴＬ５Ｉ，ＣＣ．４６・４７．
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３８）ＴａＭ∵蹴ｅ，ＣＴｐ．４７．

３９）Ａ・◎・Ｈｏ的ｅ，Ｂｏｐｂ６ａｃ叩ｅａＪＩＨ３ＭＯＭＢ如３ＨＲｅ‥Ｔｅ３ＨＣもＩＲＯＲＪＩａＲａＨａｙⅦｅＨＯＭＣＯＢｅＴｅ◎ＴＨ

ＡＨＣＣＣＰ・Ｊ１１．Ｉｌ◎ＡＰＡＨ，¢ｏＨＲ．９１０．ｏＨＨＣｔ，１．属ｅＪＩＯ２０２．

Ⅳ・旧ソ連邦における舶用原子力機関開発の最初期とその問題点

［１］．舶用原子炉開発の始動と最初の構想

旧ソ連邦において、はじめて核反応によって生じる熱を動力装置に利用することについ

て語られたのは、１９４７年３月２４日に開催されたソ連邦閣僚会議付属第１総管理部（ⅢｅｐＢＯｅ
ペー・ゲー・ウー

ｒＪＩａＢＨＯｅｙｒＩＰａＢＪＩｅＨＨｅ：ｎ ｒ ｙ）科学技術協議会（ＨａｙｔＩＨＯ・ＴｅＸＨＨⅦｅＣＲ正負ｃｏＢｅＴ）の会議

７）においてであった。同協議会学術書記のボズドニヤーコフ（Ｂ．Ｃ．Ⅲ０３月Ｈ兄ＲＯＢ）はここで、

「核反応による動力装置」１）と題する大きな報告を読み上げた。同報告の第４の部分では

輸送機関への利用の可能性が検討されていた。彼によれば、①２０ｋｇの核燃料があれば、４

万馬力の原動機を６０昼夜にわたって動かすことができる、これが舶用原動機であれば航

行距離９万ｋｍにあたる、②舶用機関の場合、周囲の水を遮蔽物とすることで放射線防護

は充分可能である、③防護壁等の重量を除くと、全体で５～５０トン、④濃縮ウランを利用

し、⑤核反応の熱によって蒸気、または高温高圧のガスを発生させ、それにより蒸気ター

ビン、またはガス・タービンを動かす、とのことであった。また、報告の第７部では、必

要なタービン出力を３，０００馬力としている。まだ、核開発最初の目標であった原子爆弾が

完成していないこの段階では、この報告はただちには新しい行動を生まなかった。だが、
エル・デー・エス

最初の原子爆弾＝Ｐ月Ｃ・１実験の成功後、原子力による動力装置の開発はただちに新た

な実践課題となる。

１９４９年１０月３日、上記の協議会で、クルチャートフ（Ｈ．Ｂ．ＲｙｐⅦａＴＯＢ）とフェインベ

ルク（Ｃ・Ｍ・◎ｅ蕗Ｈ６ｅｐｒ）が実験炉“マリュートカ（ＭａＪＩＸ）ＴＲａ：「赤ん坊」の意）”開発計画

について報告している。同実験炉は燃料に濃縮ウランと減速材兼冷却材に純水を用いるも

のとされていた。その開発目的について、フェインベルクの「工業目的の原子力」２）と題

する報告では、「われわれにとって最優先の課題は、原子力機関を積んだ潜水艦隊の創設で

ある」として明確に原子力潜水艦の原動機への応用を想定していた。具体的提案として、

科学アカデミー“測定機器研究所（ＪＩａ６０ＰａＴＯＰ＝５Ｉ】旺３ＭｅＰ耶ｅＪＩもＨもⅠⅩＨＰＨ６０ＰＯＢＡｍＪＴｅＭＥⅡ
リ　ー　バ　ン

ＨａｙＲ：ｎＨｎＡＨ‥最初期の核開発研究センターであった“第２研究所”－ＪＩａ６０ＰａＴＯＰＨ５Ｉ
イー・エフ・ペー

恥２－の後身）“と物理問題研究所（ＨＨＣＴＨＴｙＴ如３ＨⅦｅＣＲⅡⅩ叩０６皿ｅＭ：Ｈ¢Ｈ）が協同

で、１９５１年前半に“マリュートカ”の概略設計を終え、１９５１年後半から１９５２年中に設

計・建造・進水式を行う計画を示した。同時に彼は、具体的に使用する冷却材に軽水のほ

か、ガスや液体金属も考えられることも補足していた。
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しかし、“マリュートカ”計画はただちに実践に移されたわけではない。アレクサンドロ

フ（Ａ・Ⅲ・ＡｎｅＲＣａ＝ＲＰＯＢ）の回想３）によれば、“第２研究所”における原子炉開発をめざす

一連のセミナーのなかで、彼とグルヴィチ（ｒｙｐＢＨⅦ）４）はかなり早い時期から潜水艦用原

子炉を構想していた。アレクサンドロフは第２次世界大戦中、海軍に協力して船舶の効果

的な除磁気法開発に従事しており、この経験を通じて原子力潜水艦の構想を早い時期にも

つようになった。彼らはグルヴィチ（？）の設計になる実験炉をモスクワ市内ヴァラヴィ

ヨーヴィ・ゴールイ近くのモスクワ川河岸に建設する計画を作成したが、原子爆弾開発の

学術指導者、クルチャートフ（Ｈ．Ｂ．Ｒｙｐ可ａＴＯＢ）は危険すぎるとしてこれに承認を与えな

かった。アレクサンドロフはこれを“マリュートカ”計画とは呼んでいない。仮に別の計

画であったとしても重要なのは、この段階における政治的意思決定機関の消極的な姿勢で

あろう。政府の「特別委員会（軍事目的の核開発に関する政策決定を行う）」は「まったく

時宜に適していない」として潜水艦用原子炉開発計画の中止を申し渡している。アレクサ

ンドロフによれば５）、政府はプルトニウム生産を優先し、動力装置の開発を当初は抑制す

る傾向にあった。
ヘー・ゲー・ウー

その後、口「ｙの政府「特別委員会」への報告メモ６）（署名者はクルチャートフとポ

ズトニヤーコフ）では、「いま現在ある科学・技術データから核反応プロセスの熱の利用と

いう分野の仕事を次の方向ですすめることが合理的である」として、発電への応用等様々

な課題とともに、「潜水艦、および海上船舶、航空機、およびロケット用の原子力による特

殊動力装置の開発」があげられていた。しかし、動力装置用の原子炉のありうべきヴアリ

アントとしてここで挙げられていたのは、①１０％濃縮ウランを利用する１０，０００ｋＷ出力の
リ　ーバ　ン　　　　　　　　　　　　　ェム．エ／レ

黒鉛減速・水冷却炉（クルチャートフら刀目口ＡＨが担当し、のち実験炉ＭＰとして実
イー・エフ・へー

現する）、②３％濃縮ウランを用い、圧縮ヘリウム・ガスで冷却する黒鉛減速炉（Ｈ¢口で
シヤー・ゲー

アレクサンドロフらが担当し、のち実験炉ｕ「として実現する）、および③小出力の補助
ヴェ一

装置用にべツリウム減速・ガス冷却炉（１９４７年に設立された“Ｂ”研究所でレイプンス

キーーＡ・Ｈ・刀ｅ丘＝ｙＨＣＲＨ最－らが担当したが、実現していない様子。軽いので航空機用を想

定していた）であった。

ここには、上記の会議からそれほど経っていないにもかかわらず、軽水炉“マリュート

カ”に関する言及はない。しかし、研究は継続され、やがてその成果として、中性子減速
エ／レ・エフ・テー

の７０％を黒鉛で、残り３０％を軽水で実現する中間的な実験炉＝Ｐ¢Ｔが生まれている７）。
ペー・ゲー・ウー

１９５０年１月７日付けでクルチャートフ、ザヴェニヤーギン（Ａ．Ⅲ．３ａＢｅＨ即ⅡＨ‥Ｈ ｒ ｙ

次官）、ペルヴーヒン（Ｍ．ｒ．ⅢｅｐＢｙＸＨＨ：副首相）、ドレジャーリ（Ｈ．Ａ．ｎｏＪＩＪＩｅＸａ，Ｉも‥炉工
ペー・ゲー・ウー

学専門家）とェメリヤーノフ（Ｂ．Ｃ．ＥＭｅ皿兄ＨＯＢ‥ｎ ｒ ｙ次官）は連名で政府「特別委員

会」にメモ８）を送付した。そのなかで、彼らは「①．天然ウラン利用のウランー黒鉛原子

炉で、冷却水の温度の上昇により、プルトニウム生産とともにその熱を電力生産に利用で

きるものの設計・開発、②．濃縮ウランを利用する、海洋船舶、なかんずく潜水艦用の原

子力熱発生装置の設計・開発」のふたっの課題を設定した。
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ヘー・ゲー・ウー

このメモにもとづいて、１９５０年２月１１日、ｎ ｒ ｙ長官ヴァンニコフ（Ｂ．几ＢａＨＨ壬Ⅰ∝。Ｂ）

は会議を召集した。席上、上記第２の課題については、ドレジャーリが報告した。「同志ク
ヘー・ゲー・ウー

ルチャートフの“第２研究所”による物理的測定と解釈を基礎して、ｎ「ｙの課題に関
－　ヒ　ム　マ　シ

して、化学機械製作科学研究所（正目ＨＸレ川ＭＡＭ）では濃縮ウランによる蒸気タービ

ン出力２５，０００ｋＷの舶用機関に応用するための高出力炉の概略設計をおこなった」として、

彼は、黒鉛ブロックの中に水冷却式の冷却管が通り、その管のさらに中に濃縮ウランが包

まれている構造をもつ炉型を提案した。その際、彼は熱出力を１５０，０００ｋＷ、動力出力を

２５，０００ｋＷ、濃縮ウランの量を７００～８００ｋｇ、炉心の黒鉛重量３トン、炉心直径１．５ｍ、炉

心高１・５ｍ、蒸気生産量７５０ｍ３伯、冷却水圧１００気圧と想定していた。討議ののち、この

指標のいくつか、具体的には熱出力を３０，０００ｋＷに、タービン出力を５，０００ｋＷに、ウラ
アー・エム

ンの濃縮度を３～５％に、その量を３００ｋｇに、それぞれやや下方修正したのち、“ＡＭ装置”
へ－・ゲー・ウー

と命名し、ｎ「シとしてその開発をすすめることとした９）。

また、１９５０年３月２８目付、国民経済への原子力利用に関する活動計画にたいする、ザ

ヴェニヤーギン、ポズドニヤーコフ連名の提案１０）では、「ウラン２３５、プルトニウム１ｋｇ

で２，０００トンの石油に匹敵する」として、原子力の利点を強調しつつ、蒸気タービン出力

５，０００～１０，０００ｋＷの「もっとも単純な」加圧水冷却炉だと、３％濃縮ウランが３００～６００ｋｇ

必要で、そのような炉の総重量は４０～６０トンになるとの具体的な計算をしめし、このよ
ヴュー

うな炉（とりあえず５，０００ｋＷタービンを装備する予定）の研究目的での建設がすでに“Ｂ”
リ　ーバン　イー・エフ・へ山　一　－　ヒ　ム　マ　シ

研究所で予定されていることに言及している。月日ｎＡＨ、Ｈ¢ｎ、正目ＨＸＨＭＭＡＭ
ヴュー

などとならぶ舶用原子炉研究拠点＝“Ｂ”研究所もこうして名乗りを上げたのである。

１９５０年５月１６日付ソ連邦閣僚会議布告Ｎｏ．２０３０－７８８「平和目的原子力研究に関する

科学研究・設計・実験活動について」１１）でこれらの計画は最終的にオーソライズされ、さ

らに７月２９日付閣僚会議布告Ｎｏ．３３３－１３９９１２）で具体的な国家的支援とそのための組織的
へ－・ゲー・クー

措置が決められた。ｎ「ｙに定員２０人の第５課が新たにポズドニヤーコフを課長として

設置された。新しいタイプの原子力による動力装置の開発に関する活動の指導者にドレジ

ャーリ、その物理問題担当次席にプロヒンツェフ（凡Ｈ．ＢＪＩＯＸⅡＨＩｌｅＢ）、エンジニアリング
ー　ヒ　ム　マ　シ

担当次席にショルコヴィチ（Ｂ．Ｍ．Ⅲ０皿ＯＢⅡⅦ）が任命された。注目ＨＸＨＭＭＡＭを所管

する機械・計測制御機器製作省に命じて、同研究所の第９課、第１０課を基礎に、新たに
エス・カー・ベー

ドレジャーリを責任者とする“第５特別設計ビューロー（Ｃ Ｋ６－５）”を設置させた。

ここで重要なのは、潜水艦用原子炉にも当初ウランー黒鉛炉が想定されていたことであ

る。たえず計画の中心にいたドレジャーリは、アメリカにおける原子力潜水艦“ノーチラ

ス（Ｎａｕｔｉｌｕｓ）”号建造計画がたいへん厳しい秘密保持態勢のなかですすめられていて、

その構造的特性や動力装置のタイプなどについてほとんど情報がなかった、と述べている。

また、彼自身、「“液状の”炉に由来するかもしれない諸現象を排除しようとすれば」、固形

の減速材を使わざるをえないと頭から信じていたと告白している１３）。１９５１年４月２７日付
ペー・ゲー・ウー

のザヴェニヤーギン、クルチャートフ連名の閣僚会議宛のＨ ｒｉ′の報告では１４）、濃縮ウ
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ランを利用した動力装置開発にむけた科学研究・設計＝実験活動の一環として、ヘリウム・

ガス冷却炉、液体金属冷却炉、あるいは試験用ウランーベリリウム炉の設計・開発の推進
へー・ゲー・ウー

もあげられていたし、１９４９年１０月３日の口ｒ ｙ科学技術協議会に提出された資料１５）

では軽水炉も実験炉として検討されてはいたが、舶用原子炉開発が国家計画として始動す

る段階で主たる想定が黒鉛炉であったことはたいへん重要である。しかし、まもなく、ク

ルチャートフとアレクサンドロフはウランー黒鉛炉を、その重さ・大きさゆえに、潜水艦

の推進機関に利用することの不合理性を結論することになる。この段階で開発途上であっ
アー・エム

た“ＡＭ装置”は目的を発電設備用に切り替えたうえで、１９５４年世界発の原子力発電所

＝オブニンスク発電所に装備されることになる１６）。
ヘー・ゲー・ウー　　ヴュー

もうひとつ重要なのは、この段階で、Ｈ「ｙが“Ｂ”研究所の液体金属冷却に関する
ベー・ゲー・ウー　　　ヴュー

研究結果を高く評価したことである。その報告１７）のなかで、ｎ ｒ ｙは「“Ｂ”研究所で

の冷却材としての液体金属利用の実験結果ではその利点が判明している。これに関して、

炉内の圧力が低くてすみ、より高温がえられること、増殖炉（高速中性子による）へのこ

の冷却剤の利用の可能性が挙げられる」として、ヘリウム冷却炉ではなく、液体金属冷却
ヴュー・テー

炉を想定して、もうひとつの潜水艦用原子炉＝“Ｂ Ｔ装置”を設計・開発することを合

理的であるとしたのである。

［２］・旧ソ連邦初の軽水炉を利用した原子力潜水艦＝プロジェクトＮｏ．６２７用原子動力装

置の開発

１．プロジェクトの始動と体制
ア‾●エム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーバン

“ＡＭ装置”の挫折後、アレクサンドロフの指導のもとで刀Ｈ口ＡＨにおいてもうひ

とつのヴアリアントが作成された。これが、一旦は事実上放棄されていた軽水炉の計画で、

彼らがこのような炉が物理学的に見てフィージヴルであることを確信し、案としてまとめ

るのは１９５１年末のことである。密封した鋼製容器のなかに炉心を置く構造と冷却材に加
リ　ー　バ　ン

圧した純水を利用するこの炉の計画上の熱出力は７６ＭＷとされた。Ｊ丁目ＨＡＨから提出

された資料に基づいて、１９５２年６月１２日付でヴァンニコフ、ザヴェニヤーギン、マルイ

シェフ（Ｂ・Ａ・ＭａＪＩ以ⅢｅＢ）、パグロフ（Ｈ．Ｈ．ⅢａＢＪＴＯＢ）、およびポズドニヤーコフが連名で

政府に閣僚会議布告草案を送り、舶用軽水炉開発とそれを装備した原子力潜水艦建造計画

の承認をもとめた。これらは政府によって採用され、新たに１９５２年９月１２日付で布告「祖

国の原子力潜水艦建造に関する活動の展開について」に首相スターリンが署名した。この

プロジェクトにはＮｏ．６２７の番号が附された１８）。
ペ－－・・・ゲー・ウー

この布告では、①Ｈ ｒ ｙを原子力潜水艦の設計と研究・試験設計活動の組織者、国の

初の原子力潜水艦建造に関するすべての活動のコーディネーターに任命すること、②
ペー・グー・ウ一

口：ｒ ｙ科学技術協議会に原子力潜水艦建造に関する科学・技術問題検討のために特別の
－　ヒ　ム　マ　シ

セクション（“第８セクション”）を設置すること、③第１総管理部に正目ＨＸＨＭＭＡＭの
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設計関連部門のいくつかを基礎に動力炉開発に関する特別の設計事務所（“第８化学研究

所‥正目元一８”）を設置すること、④計画全体の学術指導者にアレクサンドロフ、蒸気発生

装置の主任設計技師にドレジャーリ、潜水艦の主任設計技師にペレグウドフ（Ｂ．Ｈ．

ⅢｅｐｅｒｙＪＩＯＢ：造船工業省第１４３設計ビューロー所属）を任命することを定めた１９）。アレク

サンドロフの任命は、ウランー黒鉛炉開発の経験を買われてのことであるが、同時に、戦

時中彼の海軍へ協力した経歴が大きく作用していた。ドレジャーリはこの段階で、ソ連邦
ア‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アー・イー

初の軍用実用炉Ａ炉、ウラン・アイソトープを利用した実験黒鉛炉ＡＨ、および先述のＡＭ

炉と、すでに３基の原子炉設計の経験を有していた。ペレグウドフ率いる第１４３設計ビュ

ーローは潜水艦設計に習熟していた２０）。しかし、この人事的措置には奇妙な点がある。以

前から軽水炉研究に従事していたフェインベルクやグウレヴィチは少なくとも責任ある立

場に登用されておらず、自分が任命されたことを病床で聞いたアレクサンドロフ２１）や休暇

から帰還してはじめて知ったドレジャーリ２２）が選ばれたことである。何らかの政治的背

景があるのかもしれないが、現在までのところこのご過程の合理的説明は筆者にも不可能

である。

１９５２年１１月２５日付でさらに補足的な布告が出され、次のような諸組織もプロジェク

トに動員されることになった２３）。すなわち、①「第９科学研究所（正目扇・９‥所長はポチ

ヴァルーＡ．Ａ．Ｂ粥Ｂａｐ－）」：燃料要素の構成とその製造を担当、②レニングラード・キーロ
エス・カー・ベー／／ェリ・カー・ゼー

フ工場の「特別設計ビューロー（Ｃ Ｋ６／刀Ｋ３：主任設計技師はカザークーＭ．Ａ．Ｒａ３弧
オー・カー・べ－ノ

ー）‥蒸気タービン設備の開発を担当、③同工場の「特殊設計ビューロー（Ｏ Ｋ６／
エリ・カー・ゼ一

刀Ｋ３‥主任設計技師はシーニェフーＨ．Ｍ．ＣＩＩＨｅＢ－）」：１次冷却水回路の循環ポンプ等

の開発を担当、④セルゴ・オルジョニキーゼ名称バルト造船工場の「ボイラー製作特別設
エス・カー・ベー・カー

計ビューロー（Ｃ Ｋ６Ｋ：所長兼主任設計技師はガサーノフーｒ．Ａ．ｒａｃａＨＯＢ－）」‥蒸気

発生装置の開発を担当、⑤「第４８科学研究所（正目元一４８、別名『冶金・溶接中央研究所』‥

所長はカプィリンーｒ．Ｍ．ＲａⅡ以ｐＨＨ－）：潜水艦船体用銅材の研究を担当、⑥国立応用化学
ゲー・イー・ペー・ハ一

研究所（ｒ目口Ｘ：所長はシュパークーＢ．Ｃ．ⅢⅢａＲ－）：生命維持装置関連の研究を担

当、⑦“ェレクトロシーラ（３刀ｅ∝ＴｐＯｅ五重皿ａ＝「電力」の意味）”工場（工場長はモザリェ

フスキーーＡ・Ｂ・Ｍｏ３ａ皿ｅＢＣＥⅡ丘－）：電力設備の製作を担当、⑧「第１機械科学研究所
エム・エヌ・イー・イー

（ＭＨ日工Ｈ・１‥主任設計技師はエルレールー３．Ｈ．９几刀ｅｐ－）」‥レーダー装置の開発を担

当、⑨「第３科学研究所両日ムー３‥所長はアラドゥシュキンーＥ．Ｈ．血ａⅣⅢＲⅡＨ－）」‥

水中音響装置の開発を担当、⑩造船工業省第４０２工場（工場長はイェゴーロフー

Ｅ・口・ＥｒｏｐｏＢ－で、モロトフスク市、現在のセヴェロドヴィンスク市に立地）：潜水艦の建
オー・カー・ベー・エム

造を担当、⑪「機械製作特殊設計ビューロー（Ｏ Ｋ６Ｍ：主任設計技師はアフリカント

フ‾Ｈ・Ｈ・Ａ¢ｐＨＲａ＝ＴＯＢ－）」‥蒸気発生装置群（ｎａｐｏｒＩＰＯＨ３ＢＯＪＴＣＴＢｅＨＨａ５ＩｙＣＴａＨＯＢＲａ：
へ－・へー・ウー　　　　ヴェー・エム

Ｈ Ｈ ｙ）と２７／Ｂ Ｍ試験台の作業詳細設計図づくりを担当、⑫ゴーリキー機械製作工場
ペー・ペー・クー

（工場長はマクシーメンコーＢ月．Ｍ弧ＣＩＩＭｅＨＲＯ－）：ｎ ｎ ｙの製作を担当、以上である。

プロジェクト６２７には、最終的に１３６の組織が動員された。そのうち、設計ビューローが
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２０カ所、研究所が３５カ所、工場が約８０カ所であった。
へ－・ゲー・ウ一

基本的な開発路線の策定はｎ ｒ ｙ科学技術協議会（１９５３年７月１日以降は中型機械製
ペー・へ一・ウ一

作省に編成される）“第８セクション”で検討された。１９５２年９月、ここで口ｎｙ開発
テー・ゼー

上の「技術課題（Ｔ３）」と開発される潜水艦にたいする基本的な技術的要求が確認され

た。これをうけて、１９５２年１１月までに“第８セクション”は第１４３特別設計ビューロー
へ－・へー．「ウ＿

と協同でｎｒｌシ設計上の「基本命題」を検討し、これは１１月２７日の“第８セクション”

の会議で承認した２４）。

２．設計上の構造と技術開発の諸課題

これらによると、６２７号艦は、それぞれ別の格納容器をもつふたっの炉（それぞれ１７，５００
ノく－・／＼－・ウ一

馬力、熱出力７０ＭＷ）からなるｎロー　ｒとふたっの主力タービン（それぞれ１９，５００馬力）

から構成される動力装置群を有する構造になっていた。その際、どちらの主力タービンに

もふたっの炉から蒸気が送られるようになっていた。蒸気発生能力は毎時９０ｔと見積もら

れた。直流式発電機２基をもち、電気出力は２，０００ｋＷとされた。設備全体の最大作業時

間は（原子炉がフル稼働している状態で）１，５００時間以上でなければならないとされた２５）。
へ－・へ－・ウ≠

Ｈｒｌｙは２基の原子炉、それぞれの制御装置類、蒸気発生器、１次冷却水回路の循環

ポンプ、加圧器、それらをつなぐパイプ群、一連の計測制御機器類などからなり、６．８ｍＸ

１２ｍの区画に配置されることになっていた。この区画には生物学的防護手段と放射能を帯

びた冷却水を扱う手段も備え付けられていた２６）。

技術開発上の焦点は、ありうる振動・衝撃にたいしても、１次冷却水回路の気密性が守
ベー・ペー・ウー

られ、すべてのメカニズムが良好に作動する条件づくりであった。設計によると、ｎｎ ｙ

を設置する区画の総容積は４３５ｍ３となるはずであった。これはオブニンスク原発の炉
アー・・・・エム

《′ＡＭ炉》（出力３０ＭＷ）が１，５６８ｍ３を要したのに比べると１ｍ３あたりのエネルギー効

率は１７倍となるものであった２７）。・

同時に解決を迫られた課題として、①高熱に耐える燃料要素、②鍛造高硬度炭素鋼製で、

薄い耐食性被膜をもつ炉の容器、③ユニフロー式蒸気発生器の構造、④無塩素素材による

ポンプとアーマチュア、⑤生物学的防護壁を組み込んだ蒸気発生装置群の設計、⑥一次冷

却水回路の水管の熱膨張からの自動復元メカニズム、⑦防錆銅、⑧動力区画を作業空間と

人が立ち入らない空間に厳密に区分すること、などがあげられる２８）。

燃料要素については、ポチヴァルの指導下、特別に開設された研究室でサモイロフ

（Ａ・ｒ・ＣａＭＯｈｏＢ）らがこれを担当し、直径５～６ｍｍのシリンダー状の容器に２酸化ウラ

ンを装填する構造が選ばれた０　２酸化ウランは高熱に耐え、中性子照射にも強く、水に対

して耐食性をもつ。燃料の装填方法については、ふたっのヴアリアントが考えられていた。

すなわち、①燃料を粉末にして防錆管に充填し、溶融鉛－ビスマス合金との共晶現象を利

用して管内に浸透させる方法と、②２酸化ウランをタブレットにして管に充填する方法、
リ　ーバ　ン　　　　　　ェム．エ／レ

であった。実験は、刀＝ｎＡ＝の実験炉《ＭＰ》炉を使って、９本の燃料要素を縦につ
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ないだ２００ｍｍの燃料管にして行われた。最終的には由示卜９で、ウランー珪素－アル

ミニウム合金を中心軸を包むような環状の形態にした燃料要素が利用されることとなった
２９）

Ｃ〉

生物学的防護手段については、鉛、鉄、水、ホウ素カーバイド、カーボライト（黒鉛と

ホウ素カーバイドからつくられたもの）を利用した遮蔽物による方法が開発された３０）。

１次冷却水回路を動かす気密・無塩素素材製ポンプの開発は、最もむずかしい課題のひ

とつであった。なかでももっとも重要な課題は、放射線によく耐え、注油の不要なべアリ
カー

ング素材の選定であった０８０種以上の実験素材から《プレス素材Ｋ－４》が選ばれた。これ

は、雲母を混合した黒鉛を基礎に、ベークライト・ラッカーとひまし油からなるもので、

２５０度、２００気圧の加圧水を扱っても極めて耐久性が高い素材であった。ポンプとそれを

動かす２５０ｋＷ３相交流同期式電動機をひとつのブロックにまとめた設計図はアレクサン

ドロフとドレジャーリの承認をうけ、その設計図に基づく試作品は１９５４年に完成した３１）。

ガサーノフらが設計した蒸気発生器は数多く蛇行を重ねた蛇管でユニフロー式の蒸気

発生原理を実現したコンパクトなものであった。ひとつの原子炉ごとに８つの蒸気発生室
べ－●／＼－●ウー

をマニホールドでひとつにまとめるかたちで、ｎロン区画の鉛で板張りした側板上に設

置された。素材は防錆鋼であった。新しく、２００気圧、３５０度の高温・高圧・高放射能の

条件下でも正確性を失わない計測機器の開発が必要とされた３２）。
ベー・〈こ－・クー　　　　　　　　ヴュー．エム

ｎ ｎ ｙと地上試験台２７／Ｂ Ｍの技術設計は１９５５年に完了し、地上試験台はオブニン
ヴュー

スクにあった“Ｂ”研究所に組み上げられることとされた（図Ⅳ・１）３３）。

潜水艦の船体設計については、素材となる高硬度鋼の開発を正目盲１－４８が、一連の流体
ツェー・エヌ．イー・イー　　　　　　　　　　　　　ツァーギ

力学計算は第４５中央科学研究所（ｕ Ｈ日日・４５）や中央空気流体力学研究所（ｕＡｒＨ‥

フエディヤーエフーⅨ・Ｒ・◎ｅ脚ｅＢＣＲＨ故一らのグループ）が担当した。気密性の維持とヴェ

ンチレ一夕ーや復熱・凝縮システムの原寸大実験は、装備を解かれたディーゼル潜水艦

《丑２（称号、“人民戦士－Ｈａｐｏ月ＰＢＯＪＩｅＩｒ”》のうえで実施された。設計上の最大の問題
テー

は大型核弾頭積載魚雷Ｔ・１５の発射装置をどう船体内に組み入れるか、であった。そのよ

うな装置は数十トンになることが予想されたからである。発射装置の推力に頼らず、自力

で魚雷が始動するシンプルな発射管を想定すると、その口径は２ｍとなるが、構造は単純

で重量もそれほどではないことがわかり、設計にはこれが取り入れられることとなった３４）。

こうして、船体の技術設計（製造段階の基本設計）は１９５４年末に完了し、上層での検

討に附された。しかし、海軍の専門家委員会（オリョールーＡ．Ｅ．Ｏｐ６皿一海軍少将が委員長）
テー

は６２７号艦に大型核弾頭魚雷Ｔ－１５を装備することに疑問を呈示した。このクレームによ

って、６２７号艦の装備は変更され、当初の構想であった、Ｔ・１５発射装置１門、５３３ｍｍ魚

雷発射装置２門を装備するかわりに、船首部に５３３ｍｍ魚雷発射装置を８門装備すること

とした。その結果、プロジェクトＮｏ．６２７の目的は海岸施設の大規模破壊から対戦艦・対

輸送艦攻撃に切り替えられた３５）。このときまでに、核弾頭の小型化研究がすすみ、５３３ｍｍ

魚雷にも搭載できる展望が生まれてきたからである３６）。
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図Ⅳ・１　プロジェクト恥．６２７用石．音．㌃区画の縦断面

出所）１７Ａ・ＺｈｉＷＯＢＨ月ｐ・，“Ｒｏｐａ６ｅＪＩｈ＝もＩｅＰｅａⅨＴＯＰ＝ｈＩｅｙＣＴａＨＯＢＲＨｌ｛０＝ＣＴＰｙ叩ⅢＨＨＨＫＨ３Ｔ”，

ＨａｙＴＩＨＯ・ＨＣＣＪＩｅｎＯＢａＴｅＪＴもＣＲＨ最Ｈ ＲＯＨＣＴＰｙＲＴＯＰＣＲＨ最Ⅱ＝ＣＴＩＩＴｙＴ３＝ｅＰｒＯＴｅＸＨＨ墨朋【ＨＭｅＨＩ王Ｈ．Ａ．

ｎｏＪＩＪＩｅＸａＪＩ５Ｉ，＜くＣ６０ＰＨＨＲ月ＰⅨＪＩａＪＴＯＢＩＯ６Ⅱ刀ｅ丑ＨＯ最Ｍｅ耶ｙＨａＰＯＪＴＨＯ丘ＨａｙｑＨＯ，ＴｅＸＨＨⅦｅＣＲＯ丘

ＲＰＨ４）ｅＰｅＨＩ岬Ｈ（（０ⅢもＩＴＲＯＨＣＴＰｙＨＰＯＢａＨＩは耶ｅＰＨもⅠⅩＰｅａＲＴＯＰＯＢ〉〉ＭｏｃＲＢａ，２７・２８Ｍａ５Ｉ２００２ｒ．

ＣＴｐ．２１．

アー・カー

特別に開発されたＡＫ－２５鋼でつくられた円筒形船体は９つの防水区画に分かれていた。

第１区画は船首・魚雷部、第２区画はバッテリーと居住区、第３区画は中央監視所、第４

区画は補助装置群、第５区画に原子炉、第６区画にタービン、第７区画に電気設備、第８

区画が居住区、第９区画が舵とその補助装置からなる船尾部、であった。このうち、乗組

員が出入りする区画は第１，第３，第８～９区画で、隔壁は１５気圧に耐えるように出来

て来た。３０人の士官は個室、２人部屋、４人部屋に配置され、第２区画に士官集会室、

第４区画に上級兵員用集会室が設けられていた。２ヶ月の連続潜航が可能であるとされた。

原子炉は艦の中央部に隣り合って前後に配置され、蒸気発生器とパイプ群は炉から見てシ

ンメトリカルに配置されていた。基本的な設備は防振、消音カバーにより緩衝され、さら

に船体はレーダー波防護カバーに包まれていた（図Ⅳ－２）３７）。

同艦は、①水深１００ｍでも発射できる魚雷発射装置とその制御システム“レニングラー
エム・テ「

ド”、②アンテナをもつレーダー、③周囲を監視するテレヴジョン設備ＭＴ・５０×３基、④

水中音響コントロール、⑤操舵装置群、⑥凝縮器とヴェンチレ一夕ー、などを装備するこ

ととなっていた。排水量は３，０５０トン、潜航深度３００ｍ、速度２４～２５ノット、潜航日数

３６



図Ⅳ・２．原子力潜水艦プロジェクト‰６２７型　縦断面図と水平断面図

１・垂直舵、２・垂直舵の伝動機構、３・水平舵の伝動機構、４・信号ブイ、５・入り口ハッチ、６・圧搾空気ボンベ、７・キャビン、８．主電動機ロトｌ１６制御機
．ｌ・ｌ

器の防護カバー、９・発電機制御機器の防護カバー、１０・主電力設備の計器・制御盤、１１・主蒸気パイプ、１２・循環ポンプ、１３・空気冷却機、１４．コンプレッサー、
ヴ・ｒい・コムー．アー．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご】＝

ル‥－７－　　　　　ヤー・アー－．＿】ス

１５・原子炉Ｂ Ｍ・Ａ、１６・気水噴出装置冷却機３－２５０、１７・防護隔壁、１８・司令塔のカバー、１９・強化された司令塔部、２０．水中レーダー（（ＪｌｙｔＩ〉〉の発見用ｒ ＡＣ
７ノ　ル　ク　チ　カ

アンテナ、２１・水中レーダー・対潜測音機ステーション《ＡｐＫＴＨＫａ〉〉のアンテナ、２２・居住空間、２３・食糧室、２４・上部蓄電器室、２５．予備の魚雷、２６．船首部

水平舵の梁の伝動機構、２７・魚雷発射装置、２８・環状空隙におかれたタンク、２９・船首部トリムにおかれたタンク、３０・蓄電器室、３１．平衡用タンクＮｏ，１、３２．ジャ
コム

イロ・ポスト、３３・急速潜水用タンク、３４・ディーゼル・エンジン肌－８２０、３５・１次冷却水回路の主循環ポンプ、３６・主コンデンサー、３７．主タービン、３８．減圧装
ゲー．・六ト‥・＿】ム　　　　　　　　　　　　　　　＿Ⅰ．

置、３９・発電機「ｎ」Ｍ・２１、４０・気水噴出装置冷却機∋・３２０、４１・船尾部トリムにおかれたタンク、４２・船尾部水平舵、４３・スクリュー、４４．スタビライザー、４５．

調理室、４６・水中音響機器室、４７．無線通信室、４８・レーダー室、４９・航海士室、５０・中央監視所、５１・魚雷交換室、５２・船首部先端、５３魚雷区画（第１区画）、５４．

蓄電器区画（第２区画）、５５・中央監視区画（第３区画）、５６・ディーゼル・エンジン区画（第４区画）、５７・エネルギー設備区画（第５区画）、５８．タービン区画（第

６区画）、５９・電動機区画（第７区画）、６０．居住区（第８区画）、６１．船尾部（第９区画）、６２．船尾部先端

出所）Ａ・ＭＡＨＴＶＨＯＢ；“ＡＴＯＭ＝ＬＩｅⅢ０卵０脚ＬＩｅＪｌＯＦＰＨＨＰ・６２７Ｈ６２７Ａ”，《ＣｙｚｔｏｃＴｐＯｅ＝Ｈｅ〉〉Ｎ９７１９９５ｒ．（Ｎ９６９２），ＣＴＰ．７７．



５０～６０昼夜、乗組員数８５名で、魚雷発射装置８門にたいして５３３ｍｍ魚雷２０発を搭載

することになる。１９５５年に完成したアメリカ初の原子力潜水艦ＳＳＮ－５７１“ノーチラス”

は長さ９８・７ｍ、幅８・５ｍ、平均吃水６・７０ｍ、排水量（通常）３，１６０トン（完全潜航時４，７５０

トン）、予備浮力１６．０％、深度（作戦時）２１０ｍ、速度（浮上航行時）２０ノット（潜航時

２０～２３ノット）、主動力設備は７，５００馬力×２基、乗組員１０１人（うち士官１２名）、５３３ｍｍ

魚雷発射装置６門（搭載魚雷数２４基）であり、浮上航行時速度を除いて、‰．６２７艦の諸

指標はこれにほぼ匹敵するものであった３８）。ドレジャーリは１９５９年秋の訪米時に、シッ

ビングポート炉や原子力船“サヴァンナ”号の組み立て過程を見学し、自分たちの軽水炉

がアメリカのそれに比べて、あまり後れをとっていないことを確認し、自信を深めている
３９）

３・原子炉の試験と原子力潜水艦プロジェクトＮｏ．６２７の完成
－　ヒ　ム　マ　シ

豆＝＝Ｘ＝ＭＭＡＭでは潜水艦区画の木製模型を原寸大でつくり、設備の据え付け、取

り外し、再据え付けの可能性を調査していた。また、バルト造船工場では蒸気発生室の設

備と据え付けの条件を点検するために、やはり木製模型を利用していた。しかし、もっと
ベー・へー・ウー

も重要なのは、原子炉を含む、きわめて複雑でデリケートなＨ ｎ ｙを地上試験に付すた

めの試験台を準備することであった。この試験台は２７試験台と命名され、オブニンスク
ヴェー

の“Ｂ”研究所に設置されることとなった。２７試験台は独立したふたっの試験台の総称
ヴェー・エム　　　　　　　　　　　　　　　　　ゥェー・テー

で、２７／Ｂ肌試験台は軽水炉に関する実験施設で、２７／Ｂ Ｔ試験台は後述する液体金属冷
ヴェー・エム

却炉用の施設であった。２７／Ｂ Ｍはゴーリキー機械製作工場が準備し、据え付けは第４０２

造船工場の専門家が機械・計測制御機器製造省の特殊化学設備の専門家とともにこれを担

当して、１９５６年３月までに完了した。この試験台上で計画出力の０．３％の出力ではじめて

原子炉を稼働させたのが１９５６年３月８日、４月初旬、はじめて蒸気の生産に成功し、４

月２１日はじめてその蒸気でタービンを回転させることに成功した。６月までに炉の出力は

計画出力の２５％に達し、９月には６８％に達した４０）。

他方、船体の建造については、それに先立っ１９５５年９月２４日に起工式を迎えていた
べー・ペー・クー

４１）が、原子炉実験の一定の成功を待って、１９５６年１０月、ｎ口ｙの据え付けがはじまり、

翌５７年８月９日、進水式が敢行された。９月１３、１４両日、最小の出力ながら洋上ではじ

めて原子炉を稼働させた。１９５７年９～１０月、外部の蒸気発生源の力を借りて、全システ

ムの調整が完了した。１９５８年５月１９～６月５日、計画出力の６０％の出力で繋留実験がお

こなわれたが、６０％以上に出力を上げることは様々な理由から回避された。この繋留実験

は中型機械製作省のニコラエフ（Ｈ．Ａ．Ｈ壬ⅠⅨＯＪＩｅＢ）を長とする官庁間委員会によって実施さ

れたものであった。ひきつづき、１９５８年７月１３日から１２月１日まで白海で洋上実験が

行われた。途中、１４日には１０時間３分にわたり原子力のみで航海をおこなうことに成功

した。蒸気発生装置群の出力はやはり６０％止まりではあったが、潜航時速度２３．３ノット

を実現した。この洋上実験は海軍中将イワーノフ（Ｂ．Ｈ．Ｈ丑ａＨＯＢ）を長とする国家委員会

３８



が実施した。委員にはアレクサンドロフ、ドレジャーリ、ペレグウドフ、グラドコフ

（Ｉｌ．Ａ．ｒＪＩａ脚ＯＢ）、デレンス（Ⅲ．Ａ．ｎｅＪＩｅＨＣ）、コーシュキン（ＩＯ．Ｈ．ＲｏＩＩＩＲＨＨ）らが加わっ

ていた４２）。

しかし、この実験は、潜水艦に乗組員を送り、その生命を託す立場の海軍当事者にとっ

て、けっして満足のゆくものではなかった。彼らは原子力潜水艦の技術的未完成性の危倶

し、その採用に反対した。それにもかかわらず、実験の成功を確認したとする上記国家委

員会の決議は党中央委員会と閣僚会議で１９５９年１月１７日承認され４３）、ただちに原子力
カー

潜水艦プロジェクト恥．６２７はＫ・３という戦術名を与えられて、試験航海のために海軍に引

き渡された。そして、打３は１９５９年内に３回、それぞれ９昼夜、２２昼夜、１４昼夜の長期

潜航実験に成功し（この段階で原子炉の出力は計画出力の８０％に達した）、１９６２年７月に

は北極点までの北極海潜航航海に成功した。同じ年、同艦は“レーニンスキー・コムソモ

ール（刀ｅＨＩⅢＣＥＨ丘ＲｏＭＣＯＭＯＪ工）”という栄誉ある名称を与えられた４４）。
カー

１９５５年１０月２２日付の閣僚会議布告により、Ｋ・３の試験結果をまたず、第４０２工場で

は１２隻のプロジェクト‰．６２７Ａ型原子力潜水艦の建造が展開されることとなった。このシ
カー

リーズの１号艦、Ｋ－５は出力８０％で２８ノットを出せるもので、１９５９年１２月２７日、北
カー　　　　　　　　　　　　　カー　　カー　　カ“

洋艦隊に配備された。つづいて、Ｋ・８は１９６０年８月３１日、Ｋ－１１、Ｋ・２１、Ｋ－５２は１９６１
カー　　カー　　　　　　　　　　　　　　カー　　　刀一

年１２月２７日、Ｋ・４２、Ｋ・１５２は１９６１年１１月４日、Ｋ－１３３、Ｋ－１５２は１９６２年１０月１６
カー　　　　　　　　　　　　　　　カー

日、Ｋ－１１５は１９６２年１２月３０日、Ｋ－５０は１９６３年１２月２０日、それぞれ海軍に配備さ

れた４５）。

つづく、第２世代原子力潜水艦用原子炉の開発も始まっていた。１９５５年半ば、正目盲ヶ８

のデレンスをリーダーにプロジェクトＮｏ．６３９が始動する。これは原子力潜水艦の重装備化

と高速化を目標にソ連邦ではじめてのモノ・ブロック式の高出力の原子炉をめざしたもの

であったが、１９５８年初め、突然計画は中止となった４６）。中止の理由は知らされなかった

が、１９９６年になって海軍中将ウスイスキン（Ａ．Ⅸ．ｙｅもＩＣＲＨＨ）が、当時、海軍造船総管理

部ではアメリカに最短の日時で追いっくために過大ともいえる原子力潜水艦の建造計画を

作成しつつあり、プロジェクト‰．６３９が目標とする諸指標はこの計画に照らしてあまりに

も低いものとして大幅見直しを迫られた経緯を紹介している。プロジェクト‰６３９にかわ

って、１９５９年１２月、出力をはじめとする目標数値を大幅に引き上げたプロジェクト‰．６６１

が発動されたが、完成までに長い年月を要し、‰．６６１艦の試験が完了したのは１９６９年１２

月のことであった４７）。
カ‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペー・ペー・クー

Ｋ－１６２という戦術名を与えられた同艦は２基の高出力ローｌ ｙを搭載し、船体に軽いチ

タン合金を利用することで、国家試験において４２ノット（出力９０－９２％時。ちな卒に計画

出力は３７・３８ノットであった）という画期的なスピードを実現した。しかし、一連の国家

試験、およびその後の就航の過程において次のような欠陥が明らかとなってきた。すなわ

ち、船体が水を切ってすすむときに生じる乱流に起因する流体力学上の原因による外部か

らの雑音、および、敵に集中攻撃をかけるためにミサイルを全搭載数発射しようすると、

３９



２基ずっの発射にインターヴァルが３分もかかるという戦術的欠陥である。前者の欠陥は

明らかに設計時における研究不足によるものであった。同艦は１９８８年に退役させられて

いる４８）。

プロジェクト恥・６３９の突然の中止と目標数値の大幅上乗せ＝プロジェクト‰．６６１発動の

経緯は、かつてプロジェクト‰・６２７に慎重な姿勢をしめしていた海軍もここにいたって原

子力潜水艦建造に過大な期待をもつようになったことの現れであろう。

４・最初の原子力潜水艦用軽水炉の技術的未完成性
ヴェー・エム　　　　　　カー

海軍関係者の憂慮には相当の根拠があった。２７／Ｂ Ｍ試験台では、Ｋ－３に引き続き建造
カー　　カー　　カー　　　　　　　カー

される、ほぼ同型の原子力潜水艦Ｋ－５、Ｋ・８、Ｋ－１４（それぞれＫ－３の動力装置を若干は改

良している）のために地上試験が続行されていた４９）。閣僚会議は実験結果の出るはるか以

前の１９５５年１０月２２日には‰．６２７型、同改良型原潜のシリーズ化をすでに決めていたの

である５０）。この連続して行われた実験の過程で、さまざまな故障が出来していたのである。

１９５６年末、１次冷却水回路のパイプ群の溶接部から冷却水が漏出し、これがために循環ポ

ンプが止まり、試験台での実験は一時中止のやむなきにいたった。多くの燃料要素が破損

し、炉心の取り替えが必要となったからである。１９５７年５月、２７侶Ｍ試験台は復旧し、

実験が再開され、６１年１月まで継続され、その後休止期間を挟んで、１９６１年５月からま

た次の原子炉について実験がすすめられた。この過程で１９６２年８月３日、ついに念願の

原子炉のフル稼働＝計画出力７０ＭＷを達成した。しかし、第４期実験の過程で、１９６５年

１２月、小規模の冷却水の漏出が発見され、炉を停止して、冷却したあと、核燃料を取り出

して炉内を点検したところ、耐食性遮蔽板が疲労した結果、裂け目を生じていたことが判

明した。その修復を目的とした研究活動は多くの日時を要し、ようやく１９６６年９月～１０

月、豆＝＝・８が開発した方法によって修理が施された５１）。
カー

この間、１９６０年１０月１３日、旧ソ連邦初の原潜事故が発生する。Ｋ・３の同型艦で若干
カー

改良されているものの同じ型の炉をもつＫ・８で、航海中、蒸気発生器から冷却水が漏出し

たのである。幸い、この場合、乗組員たちが修理し、艦は自力で帰港することができた。
カー

しかし、翌年７月４日、同じＫ－８で、北大西洋上航海中、移しい放射能が漏れ、司令官、
カー

上級士官、水兵などが後日死亡している。１９６３年４月１０日には、北大西洋上のＫ－１９の

事故で８名が死亡、艦は航行不能となり、基地に曳航されている。さらに、１９６５年２月
カー

１０日、モロトフスクで、繋留中のＫ－１１の炉が過熱し、コントロール不能となり、８名が

被曝した５２）。

旧ソ連邦の原潜事故については、今日数多くの事例がすでに明らかにされている。ここ

に掲げたものは、言うまでもなく、最初の原潜用原子炉とほぼ同型のものをもつ艦に関す

るもののみである。軽水炉について充分な自信も展望を持ちきれていない段階からスター

トし、短期間にあまりに多くの技術的課題を解決し、そのうえ政策決定の先行にせき立て

られてきた、拙速の帰結がうかがえよう。

４０



［３］・旧ソ連邦初の液体金属冷却炉を利用した原子力潜水艦＝プロジェクト‰．６４５用原

子動力装置の開発

１．プロジェクトの始動と体制
ヴェー

“Ｂ”研究所（途中で物理エネルギー研究所－◎Ｈ３ＨＲＯ－３ＨｅＰｒｅＴⅡｔＩｅＣＲＨ最ⅡＨＣＴⅡＴｙＴ：
エフ・エ・イー

¢３日－と名前がかわる）では液体金属冷却材利用の可能性について一連の実験研究が実

施されていた。この研究所は、１９４６年、ドイツ人専門家の“協力”もえて、一連の原子核

物理学の実験的研究のために設立されたもので、当初はベリリウム、ないしその酸化物か

らなる減速材をもつ原子炉の開発、リング陽子加速器の製作、熱核爆発と大気中での核爆

発の光学的現象にかかわる研究など、当時の旧ソ連邦が抱えていた核開発上の課題を複数

担当していた。なかでも、レイプンスキーが一貫して指導した液体金属冷却炉の研究開発

は同研究所の中心的課題であったが、その過程で１９５４年、１９６２年、１９６６年、そして１９７７

年と事故を起こしている。最初の事故の被害者のなかにはレイプンスキー自身も含まれて

いた５３）。

液体金属冷却の利点は、冷却材の１次回路における気圧が２０～４０気圧と低くて済むこ

とにあった。また、炉心単位容積あたりの冷却能が加圧水と比べ物にならないぐらい高く、

そのため炉をかなり小さくできることにあった。ナトリウム、ナトリウムーカリウム合金、

鉛－ビスマス合金などさまざまな冷却材素材の比較研究がおこなわれたのち、鉛－ビスマ
ウエー

スを“Ｂ”研究所は選んだ。鉛－ビスマスの共融混合物を選んだのは、蒸気発生器に冷却

材漏れ、あるいは水漏れが万一生じた場合も、それが水と反応しない点にあった。ナトリ

ウムやナトリウムーカリウム合金は水と急激に反応し、しばしば火災を起こすという欠陥

があった５４）。
ゲー・エス・ペー・イー

１９５０年１０月、レイプンスキーは第１１国立特別設計研究所（ｒ ｃ ｎ Ｈ－１１）が提出し
ヴェー・テー　　　　　　　　　　　　　　テー・テー．ゼー

た熱中性子炉＝Ｂ Ｔ炉設計のための「技術的諸課題（Ｔ Ｔ３）」を承認した。液体金属

冷却方式蒸気発生装置群の設計はボドリスクにある油圧プレス特殊設計ビューロー
オー・カー・べ－　ギ　ド　ロ　プ　レ　ス

（ＯＩ（６　ｒＨＥ ｐ ＯⅢｐ ｅ Ｃ Ｃ）で、その所長ショルコヴィチの指導下、２段階ですす
オー・か－・ベト　ギ　ド　ロ　プ　レ　ス　　　ヴュー

められた。第１段階は、Ｏ Ｋ６　ｒＨ．且ｐＯｎｐ ｅ Ｃ Ｃ－と“Ｂ”研究所で研究・実験

をすすめながら、原寸大の地上試験用の液体金属冷却原子炉（地上の発電装置を予定）と

原子力潜水艦プロジェクト‰６２７におけるものと同じサイズの蒸気発生装置群用の原子炉

の設計を並行してすすめた。両炉の構造は同じであったが、細部に若干の相違点があった。
ヴュー・テー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェー・テー

前者は２７／Ｂ Ｔ試験台用原子炉と呼ばれ、後者は試作原子力潜水艦６２７／Ｂ Ｔ用の６２７／
ヴュー・テー

Ｂ Ｔ炉と呼ばれた。設計は１９５２年から１９５５年なかばの時期にかけて行われる予定であ
ぺ－・ゲー・ウー　　ヴコニーー・テ一

った。１９５２年１２月、ｎ ｒ ｙで両Ｂ Ｔ炉の設計上のコンセプトが検討され、そこでは
ヴュー・テー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェー・テー

Ｂ Ｔ炉をとくに輸送機関の動力装置用、つまり原子力潜水艦用の６２７／Ｂ Ｔ炉として設

計してゆくことが確認された５５）。

４１



原子力潜水艦用原子炉開発に目的がほぼ一本化され、概略設計がほぼ完了した段階の
ヴュー・テー

１９５５年１０月２２日、閣僚会議布告によって‰．６２７／Ｂ Ｔを基礎に新たな型の蒸気発生装置

群を設計・開発するプロジェクトが発動された。このプロジェクトは新たにプロジェクト

‰・６４５というインデックスを与えられた５６）。こうして、より高い集中力を要する第２段階

が始まった。上記の閣僚会議布告をうけた、１９５５年１０月３１日付の重機械・運輸機械製

作工業省の指令によって、技術設計の完了は１９５５年１２月までとされた。この期限は
オー・カー・べ－　ギ　ド　ロ　フ　レ　ス

ＯＩ（６　ｒＨＥ ｐ Ｏｎ ｐ ｅ Ｃ Ｃが抱えていた仕事との関連で決められたものではあった

が、日程に余裕がなかったことに違いはない。潜水艦本体の設計（図Ⅳ一３）は第１４３特

別設計ビューローで、当初はペレグウドフが担当していたが、のちナザロフ

（Ａ・Ｋ・Ｈａ３ａＰＯＢ）がプロジェクトＮｏ．６４５の主任設計技師となった。プロジェクトＮ。．６４５に

は、オルジョニキーゼ名称ポドリスク工場（液体金属冷却蒸気発生装置群の製作を担当）、

豆＝ム・９（燃料要素の構成とその製作法の開発を担当）、第１２工場（燃料要素の製造）、
オー・カー・／ヾ－　キ　ト　ロ　マ　シ

油圧機械中央設計ビューロー（Ｏ Ｋ６「Ｈ且ｐＯＭａＩＭ：１次冷却材回路用ポンプの設

計）、カリーニン名称モスクワ・ポンプ工場（ポンプの製作）、航空機工業省第１２特殊設

計ビューロー（制御システムの設計）、アーマチュアー中央設計ビューロー（１０ｍｍ～

２２０ｍｍ径の特殊ペロー・アーマチュアーの設計）、“エコノマイザー”工場（管状減圧器、
ツェー・エヌ・イー・イー

ポンプ用パイプの設計と製作）、造船工業省第４８中央科学研究所（Ｈ ＨＨＨ－４８：鋼材、
ツェー・エヌ・イー・イー

溶接法と溶接度のコントロール法開発）、同第４５中央科学研究所（ｕ Ｈ日工Ｈ■４５：自動

熱管理システムの開発）、第１２計測制御機器設計ビューロー（自動管理チャートの開発）
オー・カー・べ－ギド　ロ　プ　レ　ス　　　　　　　ツァーギ

などが参加した。また、ほかにＯ Ｋ６　ｒＨｎｐＯ口ｐｅＣＣの課題に関して、ｕＡｒＨ、

重機械中央科学研究所などが協力した５７）。

２．技術開発の諸課題と地上実験

当初予定より約１年遅れの１９５７年１月、中型機械製作省はプロジェクト‰．６４５の技術

設計を承認した。これによれば、やはり原子炉をふたっ並べたかたちで、それぞれの出力

は７３ＭＷであった。炉型は１次冷却材に鉛－ビスマスの共融混合物を使う、中エネルギ
ヴェー・テー

ー域中性子炉で、Ｂ Ｔ－１炉と称された。燃料は９０％濃縮ウランで、減速材にはベリリウ

ムを利用していた。２次冷却回路の冷却材は水であり、蒸気発生器は両側舷に配置されて

いた。１時間９０トン、４０気圧、３５０～３８０度の蒸気生産能力を有していた。重要な特徴

のひとつは、融点１２５度の液体金属冷却材をたえず１４０度以上に保つ加熱器とそれにとも

なう特別の諸設備が必要であったことであろう。このため、蒸気発生装置群の表面の熱を

利用した、きわめて複雑な形状の管状蒸気加熱器が開発された。共融混合物の量は７．３ｍ３

であった５８）。
二こム・ノく－

もっとも難しい仕事は蒸気発生器Ｍロー１の設計であった。艦の両舷に３カ所の渦巻管部

が装備された０それぞれの渦巻管部はエコノマイザー、蒸気分離器、過熱部をＵ字型管に
ヴェー・テー　ベー・へー・ウー

配置したものからなっていた０２７′Ｂ Ｔ用Ｈ口ｙの技術設計はおおむね、１９５５年２月

４２



図Ⅳ・３　　原子力潜水艦プロジェクト‰６４５型　　縦断面図と水平断面図
へー．・シー

１・垂直舵、２・垂直舵の伝動機構、３．水平舵の伝動機構、４．信号ブイ、５．入り口ハッチ、６．圧搾空気ボンベ、７．キャビン、８．主電動機ｎ ｒ－１１６制御機
／＼　レ　ス　　ケ

器の防護カバー、９・主電力設備の計器・制御盤、１０．主蒸気パイプ、１１．発電機の防護カバー、１２．水中音響速度測定装置（（Ｂｅｐｅ ｃ Ｔａ〉〉、１３．気水噴出装置冷
－】・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ム・ゲー・

却機３－３２０、１４・電気設備、１５．司令塔のカバー、１６．強化された司令塔部、１７．中央監視所、１８．食糧室、１９．居住区、２０．魚雷積載ハッチ、２１．水中レーダーＭ ｒ
ゲー・▼ｒい・ニｒス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーー・　　　　　　　　　　　　　　　　１′′レクナカ

，１３の発見用「Ａ Ｃアンテナ、２２・予備の魚雷、２３・船首部水平舵の梁の伝動機構、２４．魚雷発射装置Ｔｐ２、２５．水中レーダー・対潜測音機ステーション軋ＡｐＫＴＨＫａ
〕・ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ‾・ム・ゲー、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】ル．．１．ム

ーＭ》のアンテナ、２６・対潜測音機ステーション肌ｒ－１０のアンテナ、２７．環状空隙のタンク、２８．蓄電器室、２９．急速潜水用タンク、３０．原子炉Ｐ Ｍ－１、３１．緩衝
／、－・・万一一

部、３２・飲料水給水タンク、３３・主コンデンサー、３４．主タービン、３５．主減圧装置、３６．スクリュー用電動機ｎ ｒ・１１６３７．船尾部トリムにおかれたタンク、３８．
〕ム‥＼－

船尾部水平舵、３９・スクリュー、４０・水平小舵、４１．スタビライザー、４２．調理室、４３．タービン発電機、４４，蒸気発生器州ｎ－２、４５．主循環ポンプ、４６．水中音
ブ／レ　ト　　　　　　ゲー‥アー．・コ＿ス

響機器室、４７・航海士室、４８．魚雷探知《ｎｎｙＴＯ蒜Ｈ蹟媚Ｆ Ａ Ｃアンテナ、４９．船首部先端、５０．魚雷区画（第１区画）、５１．蓄電器区画（第２区画）、５２．中

央監視区画（第３区画）、５３・エネルギー設備区画（第４区画）、５４．タービン発電機区画（第５区画）、５５．タービン区画（第６区画）、５６．電動機区画（第７区画）、

５７．居住区（第８区画）、５８．船尾区画（第９区画）、５９．船尾部先端

出所）Ａ・ＭＡＨＴＹＷＯＢ，“ＡＴＯＭ＝Ｈａ兄＝ＯＲＢＯＰ［Ｈａ５”０即くａｒＩＰ．６４５”，｛（Ｃｙ刀：ＯＣＴＰＯｅＨＨｅ＞〉Ｎ９１０１９９５ｒ．（Ｎ９６９５），ＣＴＰ．５９．



までに終了し、１９５８年１１月試験台に炉心部が装備され、年末までには試験台上への設備

の据え付けが完了した。１９５９年３月、１次回路に鉛－ビスマスの共融混合物が充填され、

まず計画出力の１０％で原子炉を動かしてみた。１９６０年４月８日には早くも計画出力を達

成した５９）。１９６０年１２月に最初の燃料が尽き、１９６１年２月～３月、燃料の取り外しと設

備の点検を実施した結果、スラグ、マグネシウム酸化物、鉄と鉛が炉容器の内部で大量に

発見された６０）。

しかし、この事態の徹底した解明がはたされるまえに、地上試験関係者は新しい課題に

忙殺されることになる。１９６１年８月、中型機械製作省の決定で、次期原子力潜水艦プロ
／く－・ノ＼－・ウー　オー・カー

ジェクト‰．７０５用の新しい液体金属冷却式日：Ｈ ｙ＝Ｏ Ｋ－５５０の実験が開始されたので
オー・カー・ベー・エム

ある。その設計はアフリカントフの指導のもと、Ｏ Ｋ６Ｍが担当し、蒸気発生器の設計
オー・カー・べ－　ギ　ト　ロ　プ　レ　ス

はＯ Ｋ Ｂ ｒ Ｈ且ｐ ＯⅢｐ ｅ Ｃ Ｃが担当した。このため、２７試験台は改修され、１９６５年
ヴュー・テー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オー．カー

末には２７／Ｂ Ｔ・５として再びそこで実験が行われるようになった。１９６６年１１月末、Ｏ Ｋ

・５５０はまず３０～７５％の出力で実験に付された。この装置の地上実験は１９７５年まで継続さ

れている。しかし、その間、冷却材のスラグ化、合金の酸化、蒸気発生器からの冷却材漏

れなどが続出し、どのようにしても事態が改善されないので、ついに実験継続を断念した

６１）
○

もうひとつ重要な課題であったのは、液体金属の液状に保つ装置群の開発とその実験で

あった。１９５３年、１０，０００ｋＷの重油ボイラーを装備した液体金属加熱装置のモデルが設計

されたが、検討の結果、重油ボイラーは容積が大きく、金属を多用して重く、水力学的に

複雑であること等がわかり、１９５４年初には管状電炉（出力１，５００ｋＷ）に切り換えた。こ

の地上試験用設備群は「試験台１５００」と名付けられた。公式には１９５６年８月に完成した

ことになってはいるが、実際の据え付けが完了したのは１９５７年になってからである。そ

こで、液体金属用２００ｍｍバルブの実験、さらに液体金属の酸化を防止するためのフィル
ベー・へ－・ウ一

夕ーの熱・水力学的特性とその作業特性の研究、酸化防止技術の改良、ｎ Ｈ ｙ冷却のた

めに平行して連結された５本の冷却水管の実験、蒸気や電力による液体金属加熱装置の試

作、さまざまな構造材の実験などが実施された６２）。
ヴュー・テー　ペー・ペー・ウー　　　アー

しかし、こうした装置を装備することで、Ｂ Ｔ用ｎ Ｈ ｙは６２７Ａのそれより１３．５％

も重たくなった。また、主タービン、動力伝達装置群の大きさは同じでも、高出力化に伴

いタービン発電設備全体は４倍も重たくなり、結果として動力装置全体の重量は‰．６２７艦

に比べて２０％も重たくなった。このため、予備のディーゼル発電機の設置を断念するなど、

軽量化が大きな課題となった６３）。

３．原子力潜水艦プロジェクト‰．６４５の建造とその問題点

造船工業省は恥．６４５の第４０２工場における起工式を１９５８年７月１５日に挙行した。同艦
ベー・ペー・ウー

は１９６２年４月１日に進水式を迎え、８月１１日にはＨ ｎ ｙの原子炉部分が据えつけられ、

一応の完成を見た。１２月５日、工場のボイラーからの蒸気の力を借りて、液体金属加熱器
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ヘー・へー・ウー

が稼働し、ｎ口ｙが始動した６４）。

それと並行して、潜水艦が建造されていた職区に隣接した沿岸に特別な建屋‰．３７１が建

てられ、そこでは鉛－ビスマスの共融混合物が準備されていた。１次回路に冷却材を充填
ツェー・二こヌ

する作業はレイプンスキーの直接の指導で、１２月７日に実施された。循環ポンプｕ Ｈ－１４

の装備も完了し、１２月２７日、ふたっの原子炉は計画出力の２０％の出力ではじめて稼働し

た０この段階から、繋留実験がはじまり、それは１９６３年７月まで続いた。実験は中型機

械製作省エネルギー設備管理部長ニコラエフ（Ｈ．Ａ．ＨＨＥＯＪＩａｅＢ）の監督のもとすすめられ

た。つづく洋上航行実験はホロスティヤーコフ（ｒ．Ｈ．Ｘｏ刀ＯＣＴ兄ＥＯＢ）海軍中将を長とする国

家委員会の手で実施された。国家委員会は完成＝原子炉フル稼働の時点において同艦がし
テー・テー・ヤー

めすべき性能（速度や操縦性等）にたいする「技術的・戦略的要求（Ｔ Ｔ３）」を確定し

た０当時のソ連邦どころか、世界にもない高い指標であった。１９６３年１０月３０日、同艦
カー

は海軍に引き渡され、Ｋ－２７という戦術名を与えられた６５）。長さ１０９．８ｍ、幅８．３ｍ、平均

吃水５・９ｍ、排水量（通常）３，４２０ｍ３（最大時４，３８０ｍ３）、予備浮力２８％、潜航深度３００ｍ

（ただし、航行深度は２７０ｍ）、浮上航行時最高速度３０．２ノット、潜航中最大速度１４．７ノ

ット、連続潜航期間５０昼夜、乗組員１０５名、というのがその指標であった６６）。
カー

１９６４年４月～５月、Ｋ・２７ははじめて自力航海実験によって、５１昼夜連続潜航の記録を

つくった。１９６４年７月～９月、打２７は造船工場で設備の点検、乗組員の交替と予防的な

、修理が施された。翌１９６５年７月～９月、再び自力航海に出て地中海に入り、帰還後２年

間にわたり改修、設備近代化が施され、その後、みたび、洋上航海に出発した。１９６８年５

月２４日、左舷の原子炉で液体金属のスラグの付着とそれによる炉心における冷却材の通

路の閉塞を原因とする事故が発生した。過熱した燃料が１次冷却回路の一部などのうえに

落ちてしまった。炉心は破壊された。乗組員の多くが被曝し、両炉は停止の止むなきにい

たった。このため、冷却材は固まった。艦は曳航され帰還、そのまま退役処分となった。

１９８１年９月にも、同型艦が深度５０ｍの地点で冷却材が固まる事故を起こしている６７）。

軽水炉の場合と同じく、試験の成功をまつことなく、１９６０年６月、党中央委員会と閣
オー・カー　　　へー・ペー・クー

僚会議の名による特別布告により、ＯＫ－５５０型ｎＨｙを２基搭載した原子力潜水艦プロ

ジェクト‰・７０５が発動された６８）。これは、液体金属冷却材を利用することによる炉の軽量

化を見込んだものであった。その後プロジェクト‰・７０５は、‰．６４５艦の事故をうけて、１９７１

年、７２年、７５年と３回にわたって設計の見直しがおこなわれたものの、その建造は継続

され、１９７０年の９月には一応完成し、１０月から一連の試験に付されることになった。し

かし、海軍に配備された直後の１９７２年２月、事故により現役を退いている。この客観的

な失敗にもかかわらず、このプロジェクト‰．７０５型原子力潜水艦は１９８１年までにさらに

３隻が建造された６９）。
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Ⅴ．旧ソ連邦におけるロケット開発と装備省

［１］．装備省の戦時増強と戦後における転換

１．軍需工業の戦時増強と装備省

１９４０年国防人民委員部の軍備発注総額は３０９億ルーブリ、その内訳は、弾薬人民委員

部に３２・１％、航空機工業人民委員部に２３．５％、中型機械製作工業人民委員部に７．６％、重

機械工業人民委員部に３．７％、化学工業人民委員部に２．７％、一般機械人民委員部に２．３％、

造船工業人民委員部に１．５％、国防人民委員部内部に２．９％、その他に７．３％であり、本稿

の検討対象の装備人民委員部には全体の１６．２％が割り当てられた１）。

戦争を意識した軍需工業増強策の囁矢とされるのは１９３９年８月２９日付の人民委員会議

布告「高品質銅・鉄合金の配給バランスと計画について」であるが、本格的な工業生産力

の戦時動員のはじまりは同年９月党政治局決定「既存航空機工場の再装備と新工場の建設

について」で９工場の新設と９既存工場の軍用転換が決定されるとともに、航空機工業人

民委員部に計６０の民需企業を移管する決定がなされたことである。こうした民需工場の

軍需工業省庁への移管とともに、民需企業への軍備品等の発注も増えていった。１９４０年６

月、党政治局はＴ－３４戦車の生産にチェリヤビンスクとスターリングラードのトラクター

工場を動員する決定を下し、ほぼ同時に民間のウラル重機械工場、ウラル貨車工場、ノヴ

オ＝チェルカスク、ノヴオ＝クラマートル、およびヴオトキンスクの各機械工場に砲身や

大砲のきせ金を製造することを請け負わせている。また、軍備品等の製品管理のため、諸

企業に派遣されていた軍の代表の数は１９３８年から２年間で、１．５倍加し、２０，２８１人とな

った２）。

開戦を迎える頃からこうした工業生産力の軍需転換のうごきは著しく加速する。１９４１

年６月２３日、党政治局はすでに政府が決定していた弾薬人民委員部への民需工業企業の

移管を承認する。同人民委員部は本来の６５企業に加え、一挙に約６００の企業を管理する

ことになった３）。さらに、同年９月１１日、最高会議幹部会令により、さまざまな省庁の

部局を基礎に、新たに戦車工業人民委員部が誕生した。同人民委員部は、チェリヤビンス

クのトラクター工場＝「キーロフ工場」、造船の第１１２工場「クラスノエ・ソルモヴオ」、

ウラル重機械工場、スターリングラード・トラクター工場など当時ソ連邦最大級の工業施
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設６ケ所を含む２７企業、２１万８，３００人の職員を擁し、戦車のほか、ディーゼル・エンジ

ン、砲弾、潜水艦の船体や戦闘機・爆撃機に搭載する砲類の生産にあたった４）。続いて、

同年１１月２１日には→般機械人民委員部をそのまま迫撃砲・ロケット砲人民委員部に再編
する措置がとられた５）。

装備人民委員部は開戦前夜、すでに１４の大砲工場、９カ所の銃火器工場、８カ所の薬英・

弾薬筒工場、および１２の光学機器工場の計４３工場（職員総数２８万６千人、工作機械７

万８００台）を擁していたが、１９４４年には計６４工場（３１万６千人、工作機械９万９，５００
台）にまで増強された６）。

１９４１年８月１６日、人民委員会議・党中央委員会の合同決議をもって、工業生産力の確

保を目的に、その多くが前線に近いヨーロッパ・ロシア部に立地していた工場を安全な地

帯に移す「東方疎開」がはじまった。同年夏期中に総数１，３６０企業の移転が決定した（ウ

ラル地方に４５５、西シベリアに２１０、カザフスタン・中央アジアに２５０）７）。この「東方疎

開」は、当時臨時に設けられていた最高戦争指導機関＝国家防衛委員会（ｒｏｃｙ揮岬ＢｅＨＨもⅠ負

ＲＯ鳳”旺ＴｅＴＯ６０ｐＯＨもⅠ：相０）内の「作業ビューロー」（モロトフ－Ｂ・Ｍ・Ｍ。刀ＯＴＯＢ－を長に、

ほかにマレンコフートＭ・Ｍａ刀ｅＨＸＯＢ－、ミコヤンＡＨ・ＭォⅩ０兄Ⅱ－、１９４４年１２月８日か

らはペリヤニ→ｔⅢ・Ｂｅ叩－を長として、マレンコフ、ミコヤン、ヴォズネセンスキー

－Ｈ・Ａ・Ｂｏ３ＨｅＣｅＨＣＲ斑点－、および、ヴォ。シー。フ」｛・Ｅ・ＢｏｐｏＩ＝Ｈ刀ＯＢｑ）の指導のもと、強

力に推進された８）。航空機工業、戦車、装備、弾薬、迫撃砲・ロケット砲、造船の各人民

委員部でも、同年１０月の時点で、管轄企業合計数５０１のうち３２４企業が疎開作業中で、

現実に操業中のものはたった１７７企業となった９）。

装備人民委員部では当時すでに５８あった企業のうち、３２企業が疎開作業中であった。

「東方疎開」は、鉄道や船舶を動員した大がかりな輸送作業を経て、疎開対象地城中の工

場設備を疎開先の地方工場に移送し、そこで据え付け、操業をおこなうもので、しばしば

疎開先の事情によって困難を強いられることもあった。たとえば、装備人民委員部第６０

工場の設備はイルクづクの第５４０工場、カザンの第５４３工場、チェリャビンスクの第

５４１工場、チカロフの第５４５工場、キーロフの第５３７工場（以上の諸工場は疎開に際して

改称されたものと考えられる）、およびキルギス共和国地方工業人民委員部付属修理工場へ
分散移送されざるをえなかった１０）

２・戦後の民需転換と装備省の“危機”

１９４１年から１９４５年にかけての年平均国防支出は予算支出の５０・８％にあたる５８２億ル

づりにのぼり、国民所得中にしめるその割合も１９４３年には３３％に及んだが、戦争終結

の年、１９４５年になると国防支出は一挙に１２８億ル→りに減り、翌１９４６年には７３億ル

ーブリ、１９４７～４８年には６６億ルーブリの水準にまで低下した１１）。

民需工業企業の軍需工業への編成替えにあたっては、従来そこで生産されていた民生品

の供給継続も課題とはされていたが、戦争の激化とともに軍需生産は民生品生産を圧迫し、
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１９４２年、その割合は航空機工業人民委員部所属企業計で７．１％、同弾薬人民委員部で６．４％、

同戦車工業人民委員部で７．１％にまで低下した１２）。こうした民生品の不足は、多くの場合、

アメリカ等からの対ソ支援物資供与、いわゆる　《レンド＝リース（Ｌｅｎｄ＝Ｌｅａｓｅ）》によ

って届けられた現物で補完されていた。それはのべ２，６６０隻の輸送船を要した１６００万ト

ンもの物資の輸送作戦であった。それによる英米の対ソ兵器供与のソ連軍装備全体にしめ

る割合は通常歩兵装備（自動小銃など）の場合７．４％、戦車・自走砲１３．４％、軍用機の２０．５％

にのぼった１３）。《レンド＝リース》の総額は１，０６０億ドル、１９４４年のソ連邦国民所得の

１８．９％におよんだが、これにより供給されていた民生用工業製品や原料の多さも注目に値

する。すなわち、貨物自動車・軽自動車の場合はソ連邦全体の生産台数の５５％、トラクタ

ーは２０．６％、金属切削工作機械は２３．１％、蒸気機関車は４２．１％、アルミは４０．８％、鉛は

１９．３％、水銀は３７％、錫は９９．３％、コバルトは５６．９％、モリブデンは６７．１％、防錆鋼は

２４．３％、航空ベンゼンは１８．１％、天然ゴムは１００％、エチル・アルコールは２２．３％、グリ

セリンは３８．２％が《レンド＝リース）により提供され、代替されたものであった１４）。

戦争の終結はただちに《レンド＝リース》の打ち切りを意味した。民生品にたいする膨

大な超過需要を埋めるために、まず占領地（ドイツ東部、ポーランド、オーストリアの一

部、ハンガリー、中国東方部、朝鮮）に展開していた　〈敵性〉　企業の工場約５，５００カ所か

ら旧ソ連邦領内に工場設備の大規模な移送が組織された１５）。この作業は閣僚会議に、内務

人民委員部次官ザヴェニヤーギン（Ａ．Ⅲ．３ａＢｅＨ５Ｉｒ王ＩＨ）を長として付置された日本・ドイツ

企業設備移管委員会によって監督されていたが１６）、のち、１９４７年１２月、これら設備類の

分配を専管させるために、ゴスプランを再編して新たに国家供給委員会（ゴススナブ、）が

組織された。それと同時に誕生した「国民経済への新技術導入国家委員会（ゴステフニカ、）」

はアメリカから戦時中に提供されたものや、ドイツから接収したものなど、多数の外国特

許を管理し、さまざまな工業への導入促進につとめた。１９４９年２月１３日付閣僚会議布告

第６００－２４０号によれば、ゴステフニカが準備した特許は総数約２２万５千件、うち１９３９

年～４０年のドイツ特許が約４万５千件、それ以降のドイツ特許（申請中のものを含む）が

約５万件、アメリカからの特許が約１３万件であった１７）。

こうした　〈戦利品〉　の利用とならんで、当然、肥大化した軍需工業の整理・縮小も図ら

れた。１９４５年５月２０日付国家防衛委員会は弾薬人民委員部、迫撃砲・ロケット砲人民委

員部、および戦車工業人民委員部をただちに廃止する決定を下した。この措置にともない、

たとえば、戦車・ディーゼル工場は運輸機械人民委員部へ、薬英・弾薬筒工場、手棺弾工

場は農業機械人民委員部へ移管されるなど、省庁再編がすすめられた。同月　２６日、国家

防衛委員会は「兵器生産の縮減にともなう工業の再編措置について」を布告、存続する３

つの軍需工業関連人民委員部にも大幅な民需転換を指示した。その際、航空機工業人民委

員部の生産能力の一部はエネルギー設備、電力設備、バス、オートバイなどにも振り向け

られることとされた。また、装備人民委員部の生産能力の一部は光学機器、巻き上げ機、

輸送機（テリハーなど）、石油や石炭の採掘設備などの製作に振り向けられることとされた。
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これら２省庁のほか、戦時中の軍需工業関連の人民委員部を引き継いだ農業機械、運輸機

械の両省と通信手段工業省（１９４６年３月１５日、人民委員部は省と改称）の５省合計の生

産高にしめる軍需生産の割合は、春の独ソ戦終結によりすでに著しく比重が低下していた

１９４５年の３４・５％から４７年には１０・８％へさらに著しい低下を記録した。他方これら５省

による民生品生産の割合は４７年第２・四半期には４９・１％にまで上昇した（残りは軍民両

用、もしくは中間財）１８）。

装備省１９４６年の生産高（１００万ルーブリ、１９２６－２７年平価換算）

　　　＼　　 ｌ前年実績 ｌ 計画 ｌ実績　　　 ＼ 育可年 実 績 計 画 実 績 対 前 年 比 （％ ） 対 計 画 比 （％ ）

１．商 用

２．うち

９３５０．０

４つ の 四 半 期 合 計 ｌ年　　５１６１．８　 ５３２８．５

４７７０．６ ５１．０

４つ の 四 半 期 合 計 年

９２．４ ８９．５

軍 需 ８０６６．６ ２８９２．１　　 ２８５５．０ ２５２７．１ ３１．３ ８７．４ ８８．７
民 需 １２８３．４ ２２６９．７　　　 ２４７３．０ ２２４３．５ １７４．８ ９８．８ ９０．７

．総 計 ９３９５．８ ５４２２．９　　　 ５５９６．５ ４９６２．４ ５２．８ ９１．５ ８８．７

刀ｏＥＪＩａＴＥａＥ３ａＩⅢＣＲａＯＰａ６０ＴｅＭｍｃＴｅＰＣＴＢａＢｏｏｐｘｅＨ朋ＣＣＣＰ３ａ１９４６ｒ

（ｍｏ刀詳江田虻Ｍ６ｙ灯ｍ印もＨＯｒＯｒｑ茜ＯＢＯｒＯＯ門ｅＴａ），叩．３

〃ｒＡ３・◎．８１５７，０Ⅱ．爬１，恥∬０２５４２／兄．３６

装備省においても、民需転換は省全体の基本路線となった。１９４６年４月２２日に開催さ
コルレギア

れた省参事会（省の最高幹部会）で、大臣ウスチーノフ一刀．◎．ｙｃＴＨＨＯＢ－は「基幹建設

の問題は、工業の新しい軌道、すなわち、平和な生活の軌道への転換に関連して、われわ

れ、省にとって甚だしく重要な問題である」１９）と発言している。１９４３年には１３．７％にす

ぎなかった民生品生産高の省総生産高に占める割合は、すでに１９４６年には４７．０％にまで

上昇した（表Ⅴ・１参照）２０）。ピーク時、６４カ所にまで増えていた管轄工場は、諸企業の

原省復帰などの影響で４７工場にまで減っていたが、それら諸工場では、のべ２２３品目に

およぶ多種多様な工業製品が生産されていた（表Ⅴ・２）。そこ示しておいたように、そこ

にはかなりの数の新製品が含まれていた。１９４６年、装備省に所属する研究諸機関による開

発研究、および諸工場に付置されていた設計事務所等による開発設計業務のアクティヴィ

ティーは、これら新製品開発のため、戦争の終結にもかかわらず大きな落ち込みを見せる

ことなく、同省が事細かな規定を設けて両業務の仕事量にあえて貨幣表現を与えた結果で

ある「総生産高（１９４０年平価換算）」の対前年比はそれぞれ８８．９％、８４．２％の水準に踏み

とどまっていた２１）。

同省所属の研究機関としては、それ以前ドイツからの輸入に依存していた光学ガラスの

第１次世界大戦期における不足に対処するため、帝政政府の手で準備され、１９１８年に設立

された国立光学研究所２２）が、′科学史上、現代物理学の導入・発展に果たした役割や原子

爆弾開発との関わりなどの点で有名であるが、この研究所は１９４６年中に民生用、軍用の

新しい光学機器を３５品目、計２０６サンプル、カメラ・レンズを１４種、計１３３サンプル
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表Ｖ－２ 装備省所属工場別製品一覧（１９４６年）

工 場 名 主 な製 品

第 ７工 場 ・１００ｍｍ大 砲

第 ８工 場 ・３ｃ／ｍ大砲 Ｋ Ｃ－１　 ・砲 兵 火 砲 ９０－Ｋ　　 ・自走 砲 月－１０

・ター ビン掘 削 機　　　 ・南 京 錠　 ・はめ 込 み 錠

第 ９工 場 Ｌ１２２ｍｍ曲 射 砲 Ｍ－３０　 Ｔ１５２ｍｍ曲 射 砲 ｎ－ｌ　 ・１５２ｍｍ曲 射 砲 ｎ－４４

・１２２ｍｍ戦 車 砲 凸－２５　 ・軸 受 ポンプ２種 ＊

第 １３工場 ・８５ｍｍ戦 車 砲 Ｃ－５８　 ・砲 架 台 ３ｙ－１３　　　 ・狭 軌 用 架 台 （制 動 器 付 ）

・狭 軌 用 架 台 （制 動 器 なし）

・機 械 ハ ンマー　　　 ・圧 延 機 （転 子 付 ）　 ・圧 延 機 （転 子 なし）

第 ９２工 場 ・３ＨＣ－２砲 装 備 一 式　 ・３ＨＣ－５８砲 装 備 一 式

・泥 淳 用ポ ンプ　　　 ・深 掘 用 ポ ンプ ＊　　 ・掘 削 機 の ビット

・屋 根 材 と鉄 骨 （１列 ） ・屋 根 材 と鉄 骨 （２列 ） ・加 重 材 ６×１２ｍ＊

・車 軸 錘 １トン　　　　　 ・斧

第 １０６工 場 ・石 油 エンジン

第 １７２工 場 ・Ｍ Ｊｌ－２０１５２ｍｍ装 備　　　　　 ・Ａ－１９１２２ｍｍ装 備

・ター ビン掘 削 機　　　　 ヰ ヤプス タン ・ウィンチ ＊

り＼ツマー ・ドリル ＊　　 －■水 力ター ビン ＊　　　 ・雷 管 の 発 火 金 具

・鍵 （右弧０－５型 ）　　 ・斧　　　 ・蹄 鉄

第 ２３５工 場 ・３ＨＣ－２５７ｍｍ砲　　　 ・機 関 車 ＊　　　　　　 ・コンベアー

・３ＨＣ－３の 照 準 器　　 ・二 重 ポンプ　　　　 ・６８型 寝 台

・９４型 寝 台　　　　　 ・９６型 寝 台　　　　　 ・斧 ＊

第 ３工 場 ・７・６２Ｔ Ｔ薬 英　　　 ・ね じ旋 盤Ｋｅｐｒｅｐ　　 ・２トン懸 架 式 電動 運 搬 車

づ ライン ド０．２５ポ　　 ・ブ ライン ド０．５２ポ　　 ・ブラインド０．８ｎて

・ブライン ド１・３ポ　　 ・万 能 割 り出 しヘ ッド　 ・滑車 ・軸 受 付 鎖

第 １７工 場 ・施 条 砲 用 薬 英 １３７．６２ｍｍＴ Ｔ　　　 ■０．５トン懸 架 式 電 動 運 搬 車

・３８・１ｍｍ滑 車 ・軸 受 付 鎖 ｒ　　　　 ・１２．７ｍｍル ノー 式 鎖 ｉ

・１５．８７ｍｍル ノー 式 鎖 ＊

第 ６０工 場 ，薬 英 ７．６２ｍｍ β／０ ６．　　　　　 ・薬 英 ７．６２ｍｍ ６／０ ６

・ⅩｅＨ耶最型 ね じ切 り旋 盤　　　　　 ・２５．４ｍｍ滑 車 ・軸 受 付 鎖

ヰ 毛 刈 用 鉄　　　　 ・加 ｅＲＯＴ型 薬 英

第 １８８工 場 ・薬 英 ７．６２ｍｍ Ｂ／０ ６．　　　　　 ・薬 英 ７．６２ｍｍ６／０ ６

・３８．１ｍｍ滑 車 ・軸 受 付 鎖

第 ２７０工 場 ・７・６２ｍｍＴ Ｔ薬 英　　　　　　　 ・ね じ切 り旋 盤 Ｔ Ｂ－０２

・回転 研 磨 盤 ∩山 一０１　　　　　 ・１トン懸 架 式電 動 運 搬 機

・旋 盤 工 具 パ レット

第 ５３７工 場 ・環 状 テー プ”Ｃ 「”　 ・オ ー トバ イ用 鎖 １２．７ｍｍ ＊

第 ５３９工 場 ・薬 英 ｍ ＪＩ　　　 ・雷 管 Ｍ Ｋ ＊　　　　　 ■自転 車 用 チェーン ＊

・シャー プ ・ペンシル ＊

第 ５４３工 場 ・施 条 砲 用 薬 きょう７．６２ｒＢ６／０６　　　 ■湿 式 紡 錘

■鞄 の アクセサ リー ＊　 ・金 属 の 取 っ手

第 ７１０工 場 ・拳銃 用 薬 英 ７．６２Ｔ Ｔ　　　　　　 ・電 気 アイロン

・電 気 ヒューズ

第 ７１１工 場 ・７・６２ｍｍＴ Ｔ薬 英　　　　　　　 ・重機 関銃 用 薬 英

・シガ レット ケー ス　　　　　　　 ・Ｍ Ｋ薬 英

第 ４６工 場 ・製 材 機 Ｐ－２　　　　 ・プ レス Ｋ Ｔ－４０　　　　 づ レス ＫＴ－７５

第 ７９工 場 ・溶 接 機　　　　　　 ・発 振 器　　　　　 ・ラジ羊－ ター

・ＣＯＨ－２（砲 兵 用 レー ダー ）の水 中 部 分 とキャビン （？）

第 ３０４工 場 ・ＣＯＨ－２（砲 兵 用 レーダ ー ・扉 ＲＴ．皿汀．薬 英

・補 助 材 料 （内 容 不 詳 ）

第４６５工 場 ・ＣＯＨ－２（砲 兵 用＿レ「 ダー ）

第５２６工 場 ・破砕 用 ハ ンマー　　 ・伐 採 用 ハ ンマー ＊　　 りｊ、口 径ライフル

第 ２工場 ・７・６２ｍｍ機 関銃　 ｎ Ｍ－２　　　　　 ・２０ｍｍｌＩ血ａＲ砲

■航 空機 用 ２０ｍｍＩｂ ａＲ砲　　　　 ・２３ｍｍＨ Ｃ砲
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・万能フライス盤　 Ｋ¢＊　　　　　　 ・オートバイ　 Ｋ－１２５＊

・伐採機　　　　　　　 ・電話用コイル ＊

第６６工場 ・Ｂ只砲　　　　　　 ・ゴリューノフ型機関銃　 ∩／ＣＴ

・ゴリューノフ型機関銃　 ６／ＣＴ＊　 ・ＨＸ－５小銃

・高速研磨盤　　　　 ・Ⅹｅ蕗∝ＯＨ型鎖 ＊

第７４工場 ・１９４４年型 ？？（判読不能）　　　 ・１２．７ｍｍ機関銃　 ｙＢＣ

・１２．７ｍｍ機関銃　 ｙＢＴ　　　　　　 ・機関銃　 ｙＢＫ

・２０ｍｍサイクロン砲　　　　　　　　 ■２０ｍｍ回転架台式砲

・２０ｍｍモーター駆動砲　　　　　　 ・羊毛用刈鉄

・絶縁ナイフ

第３６７工場 ・ｎｎ山 ６／弾倉　　　 ・Ｃｎ山一２弾倉　 ５６－Ｍ－１３４一月

・携帯用蓄音機

第５２４工場 ・機関銃の銃身　　　　 ■電動のこぎり６／３ＩＨａ

一猟銃

第５２５工場 ・戦車用機関銃月山 Ｋ　 ・同　 改良型 豪

■翼状機関銃 Ⅲ血ａｃ　　 ・工作機械 Ｃ光一１　　 ・セパレーター

第５３５工場 ・水中穿孔銃 ＊　　　　 ・迫撃砲　 ＭＴ－１３０

・自動ストッキング製造器 ＊　　　　 ・ジェルジン工場型工作機械 ＊

第５３６工場 ・・猟銃ＴＯ３－３２－ｒＣ　　　 ・２身式猟銃”Ｂ”型＊

り小口径ライフル銃ＴＯ３－１１＊

第６２２工場 ・ＴＴ拳銃　　　　　 ・罠　　　 ・ＢａｐＲｅＪＩｈ型計量器

第４工場 ・３７ｍｍ高射砲 １７０－Ｋ　　　　　　 ・１００ｍｍ大砲　 Ｂ－２４

・１００ｍｍ大砲　 Ｂ－３４　 ・３７ｍｍ副砲 ６ｌ－Ｋ　　 ・３７ｍｍ自走砲用副砲

・ｍ 地雷　　　　　 ・旋回軸　　　　　　　 ・はめ込み式ポンプ＊

第７５工場 ■２連装式砲兵装備　 ５－２一刀Ｍ　　　　　　　 ・１２２ｍｍ戦車砲　 月－２５

・カバー付連結パイプ　 Ｅ－２４　　　　 りペイプとカバー　 Ｂ－３４＊

・１３３ｍｍきせ金 ＊　　　　 ｑ１３０／５０装備用 Ｊｌ／ＣＭ順応型きせ金 ＊

ｔｌＯＯｍｍ自在／くイブＢ－３４＊　　　　 ・電動機締め付け用ボルト＊

・減速装置　 ６一日－２１６＊　　　　　 ・分配器 ＊

第２２１工場 ・１２２ｍｍ機関砲　 凸－２５　　　　　　 ・Ｂ－４機関砲の修理

１６－㌢刀Ｍ用きせ金 ＊ ・５Ｃ－３用砲身　　　　 －５Ｃ－３用火薬室

・月－１０用牽引具　　　 ・凸－１０用火薬室　　　 ・ＫＣ－げ ロック（内容不明）＊

・Ｂ２１－ＫＭブロック（内容不明）＊　 ・炭素鋼インゴット

第２３２工場 ■Ｂ－１３装備一式（内容不詳）　　　 ・Ｍｙ－１３装備一式（内容不詳）＊

第６１４工場 ・４５ｍｍ砲　 ２－ＫＭ　　 ・４５ｍｍ定置型曲射砲 ３Ｈ文一１３

・ＢＣ－８，５Ｃ－９用順応型指針式計器　　　　　 ・ＢＣＡ型軽機関銃“成功”

・ＢＣＥ型軽機関銃“成功”　　　 ・取３Ｈｅ如甲型製靴機

・窓ガラス

第６９工場 土日Ｔ型顕微鏡一式　 ・Ｍ山型双眼顕微鏡　 １ＣＪｌ型固定式万年筆鏡

・Ｍ－２４型双眼顕微鏡＊　 ・ｙ山 Ｔ型学校用望遠鏡

第２１７工場 ・山 Ｔ型熱感知式経緯儀　　　　　 ・ＴＴ．－２タコメーター

・金属の取っ手　　　　 ｔエジソン型電燈ソケット

第２３７工場 ｒＥ－６型プリズム双眼鏡　　　　　 ・時計用ゲージ＊

・測定器用ゲージ＊　　　　　　　 ・無収差レンズ用ゲージ＊

第２９７工場 ・８ミリ（１６ミリ）フイルム用トーキー映写機 １６－３¢－６＊

・？？（判読不能）ねじ込み式写真機材 １３Ｘ１８＊

・？？（判読不能）８ミリ（１６ミリ）フイルム用映写機 １６－Ｈｎ－６＊

第亭４９工場 ・縦型光学カリパス　 ＨＫＢ　　　　 ・横型光学カリパス　 ＨＫ「

・固定式撮影機　 Ｃト〈Ｈ－２６

第３５５工場 ・ＥｐＩⅡ堰皿型顕微鏡　 Ｍ５－２　　　　　　　　　　 ｔオペラ・グラス＊

▲８倍率双眼鏡　 ５－８　　　　　　 ・単純検眼鏡　 ０¢－∩＊

第３５７工場 ・生物学用顕微鏡 Ｍ－９　　　　　 ・携行用顕微鏡　 Ｍレ＝ト３

・旋毛虫サイズ用顕微鏡　 ＭＨＣ－７　 ・金属組成研究用顕微鏡　 Ｍレ１Ｍ－５

第３９３工場 ・透過式撮影装置　 ＫＣ－５０　　　　 ・野外用ルミノスコープ　 ∩刀＊

■ロール・フイルム式写真機“モスクワ”＊　　　　 ・写真拡大機　 ｙ－４＊
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・ドロバ レフ式 計 算 尺

第 ５８９工 場 ■携 帯 映 写 機　 Ｋ－１０１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

第 ７８４工 場 ・？ ？ （判 読 不 能 ）水 準 器　 Ｈ 「　　 ・大 型 測 角 器　 Ｋ Ｅ

第 ８８工 場 ■ ｔ工作 機 械 Ｍ －５００　　　　　　 ■工 作 機 械 ⅩＡ加卜３００

・ポ ンプ １００／３０

＊印は１９４５年には生産されていなかった新製品、もしくは生産再開製品を意味する。

なお・言うまでもなく「？？（判読不能）」、「内容不詳」は筆者による記載である。

ｎｏⅡＯＪＷｅＪＩＬＩｎＩｅＭａＴｅＰＨａＪＩｈＩＲｒＯＲＯＢＯＭｙＯＴｔＩｅＴｙ

ｒＩＯＯＣＨＯＢＨＯ軸ｅ＆ＴｅＪＩＬＩＩＯＣＴＨＭ皿ＩＣＴｅＰＣＴＢａＢＯＯＰＸｅＨⅢ

ＣＣＣＰ３ａ１９４６．

ＨａｔＩａＪｍｑｅＩ叩ａＪＩＬＨＯ歳６ｙｘｒａＪｒｒｅＰＨＨ

ＭＢＣＣＣＰ，Ｂ．ＸｏｘＪＩＯＢ

仲ｒＡ３◎・８１５７，０Ⅲ．地１，加∬０２５４２／．皿．３９－５３．より作成。

を試作し、関連諸工場や研究機関に７２冊（３０６例）の報告書、２４３種の設計図・見積書を

作成・送付し、研究書を５冊、論文を１７１本出版するとともに、技術面での指導・助言の

ために５４工場にのべ３１９名の研究員を派遣している２３）。

先ほど述べたドイツなどからの〈戦利品〉の利用実態について、筆者はこれを数量的に

明示する資料を見いだすことはできなかったが、ある報告書には「（開発設計一引用者）業

務はモスクワと諸工場の作業集団、およびドイツ（設計の加速と設計、建設そのものの過

程において生起する諸問題の実践的な解決の目的で）でおこなわれた」２４）とあり、活発な

新製品開発の背景でドイツの技術の利用が広範になされていたことがうかがえる。

こうした装備省の民需転換は、比較的長期にわたる措置でもあった。なぜなら、１９５０

年の同省報告には光学機器類をはじめ、多種多様な民生用工業製品が生産され続けている

ことが示されているからである（表Ⅴ－３参照）。

しかし、少なくともこの転換の初期において、装備省は危機とも言うべき、著しく困難

な状況に陥ったのである０１９４６年６月１７日の省参事会決議には、ｒ１９４６年５月１日現在

の装備省管轄下工業の財政状態はきわめて深刻である。装備省の納入業者、およびゴスバ

ンク（国立銀行）にたいする負債は装備省に現在ある資金、および、装備省の諸工場から

出荷される製品にたいして発注者が支払うべき未払い額の総額を５億２５３０万ルーブリも

超過してしまっている」２５）とある。表Ⅴ・４からも、同省が多額の欠損をかかえていたこ

とがわかる。一般に新製品の開発・製造には、新設備の導入、その据え付け・調整作業、

試作品の完成までの一連のエンジニアリング業務等、追加的な資金支出、労働力支出と経

済的成果が現れるまでの〈懐妊期間〉が必要である。このため、先述のような転換期には

一時的に大きな欠損が計上されることも充分に考えられうることである。事実、表Ｖｔ４の

但し書きにもあるように、計画の時点で一定額の欠損も見通されていたのであるが、問題
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表∨－３　　　１９５０年、装備省によって供給された民生品の一覧

・平炉鋼、電炉鋼、あわせて２７品目、

・精密旋盤　　　　　・ターレット盤

暮平削盤　　　　　　　・研磨盤

・プレス等金属塑性加工機

・金属切削機

・フライス盤

・金属用切断機

・水力タービン

・石油エンジンと部品　・２馬力定置エンジン　・５０馬力舶用機関

・電動クレーン　　　　　り＼ンマー．ドリル　　　・コーア・ドリル

・？？（判読不能）エレベーター　　　り＼ンマー・ドリル用部品

暮掘削機

・石油設備の調整機器

・Ｃト〈Ｈ－６くみ出しポンプ

・延長器（内容不詳）

・型抜き製造の鎖

・数種類の滑車・軸受函鎖

・深掘用ポンプ　　　　・泥淳用ポンプ

・ポンプ用ドリルリペイプ

・ねじ切り旋盤

・歯車加工機

・特殊金属切削機

・７５馬力蒸気機関

・電動機５種類

・鉱石積載機

・ボーリング・マシン

．掘削機の調整機器

・ＣＫＨ－３くみ出しポンプ

・タービン掘削機　　　　ウライス．カッター付？？（判読不能）

・「ａＴＩＪｌｂ型鎖　　・Ｋｅ内ｃ Ｔ Ｏ Ｈ型鎖　・旋回軸

・電動のこぎりとその部品　　　　　・のこぎり用チェーン

・紡績機等繊維工業用設備・部品

・メリヤス工場用設備・部品

・圧延機など冶金・鉱工業用設備・部品

・狭軌用蒸気機関車

．４種の電動運搬機

．発電所用部品

・ハンド・ドリルのチャック

．地震観測器

・顕微鏡

・ミネラル分析用顕微鏡

・生物学的顕微鏡

・？？（判読不能）硬度計

・プロジェクター

・感光計

・５種の製靴機など革靴工場用設備・部品

・市電の車体

・２種のクレーン用トロッコ

・鋼製アーマチュアー　・３種のエスカベーター

・すべり弁付排水管　　・運輸機械の修理用部品

・コンプレッサー

・取り付け具、締め付け具

・旋盤用チャック

・カーバイド・カルシウム

・万能測定器付顕微鏡

・スペクトログラム顕微鏡

・？？（判読不能）顕微鏡

．スペクトログラフ

・やすり

・万能割り出しヘッド

・映写機など光学器械・機器

・金属組成研究用顕微鏡

・複目的用顕微鏡

１電子顕微鏡

・万能タコメーター

・３種の水準器　　　　・６種の経緯儀 ・光学測角器

・単色光分光器　　　　　　　　　・縦型比較測定器Ａ６６ｅ

．測量板付大型ＫＬＩＨ Ｐｅ Ｔ ｅｎ（内容不明）　・ミクロフォトメーター　．スペクトログラフＨＣⅢ－５１

・マイクロ波干渉計　　・水平型比較測定器Ａ６６ｅ　　　　　　　　・偏光測定器

・ドロバレフ型計算尺　・ジェネフスキー型計算尺　　　　　　　　　　・光学的割り出しヘッド

・双眼用拡大鏡　　　・Ｔｅ ｎＪｌｅ Ｐ型パイプ（内容不詳）．無収差レンズのカバー

・測定機器（内容不詳）・２重スペクトロ・プロジェクター　　・球面計　・スペクトル光度計

・月旧６０Ｃ Ｏ Ｋ型色度計　　　　．３月ｂ Ｋ Ｏ型色度計　・プロジェクター視野計

・Ｃａ刀ｂ型へモクロビン計　　　　ウオトメーターの鏡胴　・円形偏光測定器

・硬度計用ランプ　　　・単眼ルーペ　　　　・双眼ルーペ　　　　．毛管スコープ

・Ｊｌｏ ｐＨ ｅＴ型立体鏡　　　　・明暗順応計　　　　・Ｊｌｅ ＢＬＩＨ型？？（判読不能）

■？？（判読不能）　　・？？（判読不能）　　■？？（判読不能）　　・？？（判読不能）

・歯車ブロック凸３Ｅ　・ガス濃度計測装置　・小型？？（判読不能）　ゼユー．ファインダー

・映写機　　　　　　　．光変調器

．Ｃ Ｔ ｅｄ）ａ Ｈ型測量用コンパス

・７種の写真機

・電気スウィッチ

りトロ径銃ＴＯ３－８、ＴＯ３－１１

・オートバイＫ－１２５、同日〉Ｋ－３３０

・？？（判読不能）蓄音機

・ガラス製高級食器

・電気アイロン２種類

・２種の拡大鏡

■？？（判読不能）

・？？（判読不能）

・？？（判読不能）型ルーペ

・猟銃用薬英２種

・オートバイＫ－１２５用エンジン

・蓄音機用ゼンマイ

・眼鏡用レンズ

・エジソン型電気ソケット

・狩猟用ルーペ

・刀ｏ Ｈ ｒ型弾薬筒

．オートバイ部品２種

・斧と薪斧３種類

・金属製寝台　　　　　・食堂・喫茶用ナイフ

・農業用トラクター用機械部品（車軸やシリンダーなど）２０品目

・ｙＨ Ｈ Ｂｅ ＰＣ ａＪｌｂ型トラクターの部品（クラッチ部品、ハブ、操縦樟のギア）３種

．ＣＴ３－ＨＡＴＨ（内容不詳）用部品１４種　　　・Ｃ－８０（内容不詳）用部品３種

・農業用機材（内容不詳）　　　・３ＢｅＰｒａ型鎖　　　　　　・ｎＸｅＫＯＢＨ型鎖

・ドラム用無頭リベット

ＣＢＯ且Ｈも戒ｏＴｔＩｅＴｒＩＯＯＣＨＯＢＨＯｉｉＥｅ且ＴｅＪＩＬＨＯＣＴＩＩ

ＭＨＨＨＣＴｅｐｅＴＢａＢＯＯＰＸｅＨⅡ兄ＣＣＣＰ３ａ１９５０ｒ．

仲ｒＡ３◎．８１５７，ＯＩＩ．地１，只ｅＪＩＯ２５７８／．ＪＩＪＩ．３１－４７．より作成。
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は、しかし、この予見された欠損額を越える欠損の要因である。同省の１９４６年会計年次

報告に附された報告メモから、とくに欠損額の大きい、表中のａ項「製品・資材の実現・

未実現から」についてみると、戦後の混乱期における石炭等燃料の不足や電力供給の不安

定性、軍用品目にたいする大幅な受注減、労働力の農業や土木事業への供出２６）、他の省と

の資材・部品供給の連関におけるコーディネーションのまずさ、など、当時のソ連邦工業

に共通しているという意味で一般的、あるいは他律的な要因があげられている一方、民需

転換にともなう以下のような要因もあげられている。すなわち、従来、大量生産、ないし

シリーズ生産されていた品目（主に軍用）が減り、ただちに量産化の態勢をとることがで

きない品目が増えたこと、計画にのぼっていなかった小口の発注が多く、工場がこれらへ

の対応に追われたこと２７）、そして、何よりも注目すべき点であるが、新たに製造された民

生用工業製品の生産過程に多くのロスがあり、完成した製品にも不良品が多かったことで

ある。最後の点に関して言えば、もとから民生用工業製品を生産していた他省の諸工場の

経験、あるいは相対的に充実していた量産化用設備群に、同省諸工場は効率性の点で太刀

打ちできなかったのである２８）。

表Ｖ－４　　　　　 装 備 省 １９４６年 次 利 益 ・損 失 一 覧表 （１００万 ルー プリ単位 ）

利 益 ・損 失の 要 因 利 益 損 失

ａ．製 品 ・資材 の実 現 ・未 実現 か ら
－ ３６３．３

６．発 注 の撤 回 から
ー １４２．８

Ｂ．電 力 や燃 料の 供 給 停止 による１５日以 上の 工 場 の休 止 か ら
一 ４３．９‘

「．生 活 ＝共 同施 設 の 利用 による
－ ３９．４

且．不 可抗 力 的な災 害 による
－ ９．８

ｅ．公訴 時 効 、ないし返済 を期待 され ずに 満 了を迎えた債 務 の放 棄 による ２３．５
－

Ｘ．以前 の 操 業による
－■－ １６．３

３．その他 の 損 失
－ ‖．５

計 ２３．５ ６３１．７

＊計画に計上された損失は３４１，６０万ルーブリ

ｎｏｍＴＥａ＆３ａⅡ法ＣＲａＯＰａ６０ＴｅＭＩⅢⅠＩＣＴｑ）ＣＴＢａＢｏｏｐｘｅⅢ兄ＣＣＣＰ３ａ１９４６ｒ

（ＨＯ刀ａＨ払加６ｙ汀ｍ印もＥＯｒＯｒ咽０８０ｒＯＯＴｑｅＴａ）．ｃＴｐ．２４

仲ｒＡ３◎．８１５７，０ⅠⅠ．地１，恥刀０２５４２／皿７７．

弾薬、戦車工業、迫撃砲・ロケット砲の３つの人民委員部が廃止されたあと、装備省は、

その名称に軍需工業管轄官庁であることを掲げた唯一の官庁となった。しかし、その内実

は急速に失われつつあった。活路を切り開くため、大胆にすすめられた民需転換はそもそ

もが、省としてのアイデンティティーの喪失を意味したうえに、経営的にはまったくの失

敗であった。戦時の臨時官庁としての性格をもっていた戦車工業、迫撃砲・ロケット砲の

両人民委員部はともかく、弾薬人民委員部は１９３６年に重工業人民委員部から分離・独立

した国防工業人民委員部（１９３９年、装備人民委員部と弾薬人民委員部に分割される。）以

来の歴史をもつ官庁であり、その官庁まで廃止された現在、装備省も早晩同様の運命を辿

るのではないか、と思われても不思議ではない状況が存在していたのである。
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［２］・ドイツＶ・２ロケットと装備省によるその再現

１・旧ソ連邦のロケット技術とドイツ派遣諸調査団
オソアヴィアーヒム

モスクワにあった《防衛援助＝航空・化学振興協会（ＯＣＯＡＢＨＡＸＨＭ）》内の「反
ギ／レ　ド

動エンジン研究グループ（ｒ＝ＰＲ）」はツァンデル（◎．Ａ．ＩｌａＨｎｅＰ）を初代の長に、コロ

リョフ（Ｃ・Ⅲ・ＲｏｐｏＪＩｅ丑）ら有能な研究者をあつめ、ロケット・エンジンの開発研究をす

すめていた。すでに、１９３３年８月、１１月にはあいっいで液体燃料と液体酸化剤を利用し
ギルド　　　　　　　　　　　　ギルド

たロケット、「ＨＰ針０９（液体酸素とベンジン）、ｒＨＰ月－１０（液体酸素とアルコール）
ゲー・デー・エリ

を開発していた。同研究グループは「気体力学研究所（「月刀）」と合同し、重工業人民
エ／レ・エヌ・イー・イー

委員部所管の「反動科学研究所（Ｐ ＨＩ二日）」となった。所長クレイメノフ

（Ｈ・Ｔ・Ｒ皿ｅ蕗ＭｅＨＯＢ）の指導のもと、ランゲマーク（ｒ．９．刀ａＨｒｅＭ弧）やコロリョフらの活
コニム　　　ェム

躍によって、同研究所はロケット砲弾Ｍ－８、Ｍ－１３などを開発、それらは１９３７年のハル

ヒン＝ゴルの戦闘でも飛行機から発射されて大きな戦果をあげた。さらに、地対地ロケッ

ト弾２１２型、２１６型、２１７型、空対空ロケット弾２０１型をあいっいで開発したものの、１９３７

～３８年に突然の停滞を迎える。同研究所のパトロンともいうべきトハチェフスキー

（Ｍ・Ｈ・Ｔｙｘ肌ｅ丑ＣＲⅡ歳）元帥の粛正に連座するかたちでクレイメノフ、ランゲマークは銃殺

され、コロリョフ、グルシコらは収容所に送られたのである２９）。

その後も１９４１年まで、弾薬人民委員部第３科学研究所でロケット弾の開発研究がおこ

なわれたが、独ソ戦の進展とともにその重要性は高まり、１９４２年７月人民委員会議直属

の研究機関として設立された国立反動技術研究所（１９４４年２月に同研究所は航空機工業

人民委員部に移管された）に開発の中心は移り、各種ロケット弾兵器が生み出されていっ

たのである。このほか、農業機械工業人民委員部の第１国立中央科学研究所が火薬ロケッ

ト弾を、航空機工業人民委員部の第１科学研究所が液体燃料ロケット・エンジンを、装備

人民委員部第８８工場の設計ビューローが高射ロケット砲の研究をすすめていた３０）。

戦争の激化とともにコロリョフ、グルシコ（Ｂ・Ⅲ．ｒ町ⅢＲＯ）らは収容所から釈放され、

航空機工業人民委員部の第１６工場の合同設計事務所で反動エンジンの研究に従事するこ

とになった。グルシコはここで第２設計事務所を率い、ロケット・エンジンの開発に取り

組み、一方コロリョフは「第５グループ」のリーダーとして、航空機用ジェット・エンジ

ンの研究にあたった３１）。

旧ソ連邦の技術者たちはこのようにロケット技術の分野で一定の経験を蓄積してはいた

が、やはりドイツのⅤ・１，Ⅴ・２の技術、とりわけ効率の良い液体燃料エンジンはその多

くの関心を惹かざるをえなかった。１９４５年５月、駐ベルリン軍政部内に「反動技術装備

に関する技術委員会」が設置された３２）。ガイドクーコフ（几Ｍ．ｒａ歳月ｙＥＯＢ）将軍を長とし

て、セミョーノフ（Ａ・Ｈ・ＣｅＭｅＨＯＢ）、ムルイキン（Ａ．Ｉｌ．ＭｐもＩＲⅡＨ）が副委員長、技術者と

してポペトノースツェフ（Ｘ）・Ａ・Ⅲ０６印０＝ＯＣＩｌｅＢ）、ブゥドニク（Ｂ．Ｃ．Ｂｙ茜ＨⅡＥ）らが参加し
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ていた。彼らは五月二四日にべルリンに到着、とりあえず、残された資材、部品から、ド

イツ人技術者の　〈協力〉　をえて、Ａ－４を１０基再現することを計画した。８月にはコリョ

ロフ、グルシコ、ビリューギン（Ｍ．Ａ．ⅢＨＪＩＸ）ｒＨＨ）、バルミン（Ｂ．Ⅲ．ＢａｐＭＨＨ）、ミーシン

（Ｂ．Ⅲ．ＭＩＩⅢＨＨ）、リヤザンスキー（Ｈ．Ｃ．Ｐ５Ｉ３ａＨＣＲⅡ政）、ヴェ・イー・クズネッオーフ

（Ｂ・Ｈ．Ｒｙ３＝ｅＩｌＯＢ）、チェルトック（Ｂ．Ｅ．ｔＩｅｐＴＯＩＣ）、それに軍人のエヌ・エヌ・クズネッ

オーフ（Ｈ．Ｈ．Ⅸｙ３ＨｅＩｌＯＢ）らが新たに派遣され、当該委員会に合流した。失われた文書の

再現にはおもにブゥドニクらが担当した３３）。

この間、航空機工業人民委員部も、ペトロフ（Ｈ．Ｈ．ⅢｅＴｐＯＢ）将軍を長とするミッショ

ンに同行させるかたちで、第１科学研究所副所長、アブラモヴィチ（ｒ．Ｈ．Ａ６ｐａＭＯＢＨｔＩ）教

授をドイツに派遣し、ロケット製作の実態について報告させている。それによると、８０ｋｍ２

に約１５０の建物、１１基の発射台施設が展開していたべーネミュンデも、赤軍が近づくと設

備と人員の移送がすすみ、ソ連軍進駐時には２カ所の酸素工場、発電所、若干の燃料タン

ク、酸化剤タンクとバラバラな資材・部品が残っているだけであった。また、職員も有能

な研究者、技術者はすべてチューリンゲン地方に疎開し、フォン・ブラウンら中心的なメ

ンバーはアメリカ軍に投降したあとで、現地には　〈２級の労働者〉　が残っているのみであ

った３４）。

とはいえ、旧ソ連邦が確保したドイツ人研究者、技術者のなかには、ジャイロスコープ

の第一人者で、のち詳細な回想録を執筆するクルト・マグヌス、レーダーのフランツ・ラ

ング、空力学のヴエルナー・アルプリング、自動管理システムの専門家、ハンス・ホッホ

らがいた。しかし、リーダー格のヘルムート・グレトルップを除いて、彼らはフォン・ブ

ラウンとともに働いたこともなく、多くが《ノルドハウゼン》ではじめてロケット技術に

接したのである３５）。

１９４５年８月、帰国したガイドウーコフを長に軍需工業関連の諸人民委員部と国防人民

委員部砲兵総管理部の代表からなる官庁間委員会が開催され、①ドイツのロケット技術に

関する資料の収集と翻訳、②ノルドハウゼン地区での特別な研究所の設立、Ⅴ－２の実験工

場などの再建、③５つの技術ビューロー、設計ビューローをノルドハウゼンの諸工場に設

置すること、④残存している部材から７基のＶ・２を再現し、テストすること（すでに４基

は実験済みで、別に３基はモスクワに送られている）、といった当面のドイツでの活動方針

が確認された。ちなみに、ドイツ人〈協力者〉　の数はおよそ１，２００名であった３６）。

１９４５年７～８月、ドイツ東部ノルドハウゼンのミッテルベルク工場にコロリョフ、グル

シコらが派遣された。彼らは、現地でドイツＡ・４ロケットの再現に取り組んだ。すなわち、

クライン＝ボドゥンゲンに「第３工場」を組織するとともに、プライへロデにチェルトッ

クを責任者とする《ラーベ（Ｒａｂｅ：Ｒａｋｅｔｅｎｂａｕの略）》研究所を設置し、南チューリン

ゲンのレーステンにあった液体酸素地下工場とエンジン試験場を接収し、グルシコの指導

のもと、その再利用をはかった。これらの諸施設は１９４６年５月までには《ノルドハウゼ

ン》研究所に統合された。あらたにガイドクーコフ将軍が所長となり、コロリョフが主任
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技師となった。同研究所にはロケット本体の再現にあたる「第１工場」、エンジンを担当す

る第２工場「モンターニヤ」、および制御システムの開発を担当する「第４工場」が新たに

付設され、ソ連邦の技術者によるドイツⅤ－２ロケットの本格的な再現がすすめられた３７）。

２・ドイツⅤ・２ロケットの評価

科学的、技術的関心からⅤ－１，Ⅴ－２ロケットを研究することと、有望な兵器としてこ

れらに期待することは別のことがらである。戦術ミサイル、戦略ミサイルの基礎としてロ

ケット・エンジンを開発するという行為が、今日広く認められているような高い意義をも

つのは、それが何よりも核弾頭の運搬手段として広範に活用され、核兵器体系のなかに組

み入れられている現状を前提に考えられているからである。きわめて高価な工業製品であ

るミサイルが通常弾頭だけを装備していた場合、その破壊力にたいするコスト・パフォー

マンスは極めて低いと言わざるをえない。

旧ソ連邦において、ロケット開発が核戦略と結合されるのは、１９５０年代の半ばのことで

ある。１，２００ｋｍの射程を持ち、重量２８トン（弾頭は１・５トン）の戦略ミサイルＰ－５を開
エ／レ

ア一

発する計画は、Ｐ・３Ａの設計が完了した１９５１年から検討され、１９５３年３月から５５年２

月にかけて実施された３段階の試験研究ののち完成した。この最後の試験段階で、核弾頭

を積載させることが提案され、当時核兵器開発に指導的役割を果たしていた物理学者、ハ

リトン（Ｂ）・Ｂ・ⅩａｐⅡＴＯ＝）、ブリッシュ（Ａ・Ａ・Ｂｐｍ＝）、そしてサハロフ（Ａ・ｎ．ＣａｘａｐｏＢ）ら

がそのための核弾頭を設計した０こうして開発された戦略核ミサイルＰ・５Ａは１９５５年１

月から５６年２月にかけて試験研究がおこなわれ、３月に実戦配備された（これが１９５０年
エヌ　　　エヌ　　　　　　ェヌ

代初頭における「８８研」の３つのテーマ、＝－１～＝・３のうち、＝－１である。ちなみに、
エヌ

エヌ

Ｈ－２はよりコンパクトな弾道ミサイルの開発であり、＝－３は２段ロケット式大陸間弾道
弾の開発である）３８）。

核戦略上の重要性がまだ明らかでなかった時点においては、Ｍ・ハリソンが指摘するよ

うに３９）、Ⅴ・２の不正確性や高価さは、この兵器にたいする注目が一過性のものであるこ

とを信じさせるのに充分な根拠でもあった。

１９４７年になっても、コロリョフは「Ａ・４型ロケット（Ⅴ・２ロケットのこと一引用者）

の実現を、部材を国産に入れ替えただけの、ドイツの技術の単なるコピーという課題にし

てしまうなら、それは間違いだ」４０）と主張していた。また、彼がⅤ・２の再現という方針

に反対していたことは、今日、広く知られているところである４０）。

チェルトックもⅤ・２ロケットは１９４５年の段階ですでに「時代遅れ」になっていた、と

感じていた４２）。

先述の航空機工業人民委員部によるドイツ視察報告書４３）が、直裁な表現を避けながら

も、ドイツではアルコールと液体酸素を利用したエンジンがすでに１９４２年に完成してい

たにもかかわらず、弾頭部爆発のタイミングのズレや無線コントロールの不正確性のため

に、Ｖ．２ロケットはようやく１９４４年末になって実戦に利用可能となったこと、および航
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続距離も最長で５５０～６００ｋｍであることを指摘する一方で、同じくドイツで開発されたよ

り小さな高射ロケット弾を評価している。このことは、同人民委員部がⅤ・２ロケットにあ

まり大きな期待を抱いてはいなかったことを示唆するものではないであろうか。その証左

として、同報告書は「これらの仕事（ドイツのロケット技術の修得一引用者）は砲兵術と

してのアスペクトを有しており、それゆえ、ペーネミュンデの設備の保管は弾薬人民委員

部に任せるべきである」と締めくくっている４４）。

装備省はどのようにⅤ一２を評価していたのであろうか。１９４６年３月２３日付省参事会決

議にはロケット弾関連の技術的課題が９項目挙げられている４５）が、そのなかにⅤ－２ロ

ケットに関連する項目は見あたらない。後述のように、ウスチーノフが装備省によるⅤ－

２ロケット再現の許可をもとめて要路に働きかけるのはその直後の４月後半である。この

段階でウスチーノフ、あるいは装備省の幹部たちはＶ－２ロケットの将来性に確信をいだ

くようになったのであろうか。ウスチーノフらがスターリンに宛てた１９４６年６月２４日付

の報告メモ４６）には、以下のように５項目にわたって、Ⅴ－２ロケットの技術を修得する意

義が述べられている。

「①　Ⅴ－２をソ連邦が修得する可能性はある。

②ｖ－２をものにできれば、現代の基本的な反動技術とより強力な反動装置をつくる能

力を手に入れる可能性が与えられる。

③高射ロケット弾はドイツでも着手されたばかりで、ソ連邦でも科学研究、設計がお

こなわれなければならない。

④反動装備の戦闘への応用は予言的で、その性格は明らかではない。軍事力省に研究

させていただきたい。

⑤ソヴィェト国家には新しい強力な科学研究機関をつくる必要がある。」

さらに、この④項で装備省側から期待を寄せられた軍部はⅤ・１やⅤ－２ロケットをどの

ようにとらえていたのであろうか。参謀アカデミーが編集・発行していた軍機閑話『軍事

思想（ｊわｅｍｇ肌あ）』にはじめてⅤ－１，Ⅴ－２の表現が登場したのは１９４５年１～２月

号においてであるが、それは旧ソ連邦におけるロケット弾などの発展を述べたなかで、こ

れらの大型長距離ロケットを考察の対象外と宣する文脈においてであった４７）。ドイツのロ

ケット、とりわけＶ－２について、本格的に考察した論文は１９４６年１２月号にはじめて登

場する４８）。そこでは、大砲など単なる火薬の爆発による推力に比較した場合の反動による

推力の効率の良さを原理的に解説するとともに、米英の雑誌記事から西側におけるロケッ

ト開発の状況を紹介している。しかし、同時に、著者のクレショフ（Ｈ．Ｒｙ刀ｅⅢＯＢ）将軍は

「ロケットは第２次世界大戦中に大きく発展したが、しかし端緒にすぎない」とも評価し

ている。クレショフの立場はこの面で西側に遅れをとることへの危倶から開発の推進を訴

えるもので、技術そのものの将来性に対する確固とした展望からではない４９）。
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総じて、開発をすすめる側の装備省、開発を期待するはずの軍部ともども、ロケット技

術の戦略的、戦術的重要性に充分な確信、展望があったとは言えないであろう。

３・装備省によるロケット開発の始動

それにもかかわらず、装備省がコロリョフやチェルトックなど主要な研究者、技術者の

反対を押し切ってⅤ－２の完全なコピーづくりからはじめた理由は何であろうか。

確かに彼我の技術力の格差は重大であった。１９４７年におけるコロリョフの報告５０）によ

れば、①プレス加工、鋳造、圧延などの塑性加工部品１，２７１点のうち１，０１２点はできたも

のの、２５６部品は原寸大型紙を使った手作業の方法でようやく完成し、②鋼材はⅤ－２に利

用されている８６級種にたいして国産で入手できるものはわずかに３２級種、非鉄合金は

５９品目にたいして２１品目など不足が目立ち、③「８８研」の工場設備もプレス機や鋳型を

中心にかなり不足していたのである。

しかし、より重要なのは、チェルトックが繰り返し装備省側から受けた説明であろう。

彼は回想録のなかでこれを以下の４点にまとめている５１）。

「①技術者、労働者の巨大な集団に需要を与え、養い、働くことを学ばせるために、

具体的で明確な課題を与える必要。

②さまざまな部門の工場を休ませておくわけには行かない。

③戦争の過程で、事実上、国立中央ポリゴン（発射試験場と関連施設のこと－引用

者）ができあがってしまった。

④祖国の工業がロケット技術をできるだけ早くものにする必要。」

つまり、装備省の民需転換にともない出現した巨大な遊休工業生産力の有効活用こそ、

このプロジェクトの狙いであることを率直に明らかにしたのである。

残念ながら、その間の事情を語る資料に恵まれてはいないが、先述のように、装備省が

Ⅴ－２の再現を同省の重要課題とするに至る方針転換は、おそらく、１９４６年３月末から４

月前半に行われたようである。ウスチーノフの働きかけによって書かれた、１９４６年４月

１７日付、ベリヤ、マレンコフ、ブルガーニン（Ｈ・Ａ・Ｂｙ刀ｒａＨＨＨ：のちの首相）、ヴァンニ

コフ（Ｂ皿ＢａＨＨＨⅨＯＢ：原爆開発担当官庁＝「第１総管理部」長官）大将、ヤコグレフ

（Ｈ几鮎ｏＢ刀ｅＢ）元帥、そしてウスチーノフ連名のスターリン宛報告メモは、誘導型、非

誘導型の液体燃料ロケットに関する科学研究、設計、試験研究は装備省に、火薬型ロケッ

ト弾については、弾薬人民委員部を引き継いだ農業機械工業省に集中するように勧告して

いる５２）。早速、４月２９日付副議長名のべリヤ宛書簡で、ゴスプランは装備省の意向に賛

同し、装備省へのⅤ－２等再現の下命を要請している５３）。

スターリンはこの勧告を受け入れた５４）。１９４６年５月１３日の閣僚会議布告により、閣僚

会議付属反動技術特別委員会がマレンコフを長に組織され、実行官庁としておもに装備省
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が責任をもつこととなった。この委員会はのちに「第２（特別）委員会」などとも通称さ

れることになる。そのメンバーは議長マレンコフ、副議長ズーボヴィチ（Ｈ．３ｙ６０ＢＨ可）、

委員ウスチーノフ、ヤコヴレフ、キルピチニコフ（Ⅲ．Ｈ．ｆＣＨＰⅡ椚ＨⅡＲＯＢ）、ベルク（Ａ．Ｈ．Ｂｅｐｒ）、

ゴレムイキン（Ｉｌ：．Ｈ．ＩｌｏｐｅＭもＩＲＨＨ）、セロフ（Ｈ．Ａ．ＣｅｐｏＢ）、およびノソフスキー

（Ｈ．３．ＨｏｃｏＢＣＩＣⅡ射　であった。装備省を中心に副次的な諸課題がさまざまな省庁に割り振

られ、それら課題の遂行のため農業機械工業、電気機械工業、航空機工業各省に総管理部

（グラフク）、化学工業、造船工業、機械・機器製作工業の各省に管理部（ウプラフレーニ

エ）が設置された。６月になると、軍事力省にネステレンコ（Ａ．ＨｅｃＴｅＰｅＩＩＲＯ）将軍を長と

する「第４（反動装備）科学研究所」が設置された５５）。さらに軍事力省の砲兵総管理部反

動兵器管理部、ロケット技術国立中央ポリゴンが設置され、ゴスプラン内にもロケット技

術課が設置された５６）。

８月には現地のドイツに「ロケット開発経験研究総括国家委員会」が設置され、《ノルド

ハウゼン）研究所の基本課題がさだめられた。ドイツでの活動は急速に進展し、まもなく

研究拠点の国内への移転・集中化が日程にのぼることとなった。１９４６年８月初め、ドイ

ツのプライへロデでヤコグレフ元帥を長とする政府委員会が開催された。ウスチーノフ、

ゴノール（ＪＩ．Ｐ．ｒｏＨＯＰ）将軍、装備省の総管理部長ヴェトウシュキン（Ｃ．Ｈ．ＢｅＴｙⅢＲＨＨ）、

ゴスプラン国防工業部長パシコフ（ｒ．Ｈ．ⅢａⅢＲＯＢ）らが参加し、ここで装備省「第８８科学

研究所」の骨格が定められた５７）。

１９４６年末、《ノルドハウゼン》研究所を引き払い、総員旧ソ連に帰国することとなっ
エス・ペー

た。協力されられていたドイツ人技術者、労働者も２組の特別列車（Ｃロー１，ＣＩｌ－２）に乗

せられ連行された５８）。この列車はおのおの６８両の車両からなり、Ⅴ－２　４０基分の完成品、

資材・部品、および３０８人のドイツ人科学者、技術者を乗せていた。ソ連国内でロケット

開発をすすめるために、「８８研」をはじめとして、おびただしい数の研究機関、設計機関

に課題を割り当て、この計画に動員する計画が作成された。動員の対象となった研究、設

計機関は１２省１総管理部にまたがり、総数４０カ所にもおよんだ５９）。

装備省はモスクワ州カリーニングラードの第８８工場を基礎に「第８８科学研究所」を設

立。初代所長はゴノール、主任技師は有名な「カチューシャ」の開発にもあたったポペド

ノースツェフであった。８８研は「科学部」、「第８８特別設計ビューロー」、「第８８実験工

場」、および「試験用発射場」の４つの部門からなり、そのうち、「８８設計ビューロー」は

さらにいくつかの設計課が置かれたが、その「第３設計課」はコロリョフが指導し、Ⅴ・
二こ／レ　　　　エル

２の再現、Ｐ・１、Ｐ－２の設計を担当した。また、「第４設計課」ではシニリシチコフ

（Ｅ．Ｂ．ＣⅡＨＨ∬ｂⅡ叩ＲＯＢ）らが長距離誘導高射ロケット弾《ヴァッサーフオール》型の再現

を、「第５設計課」ではラシュコフ（Ｃ．Ｅ．ＰａⅢＲＯＢ）らが《シュメッターリンク》、《ライン

トホター》型中距離誘導高射ロケット弾の再現を、そして「第６設計課」ではコースチン

（Ⅲ．Ｈ．ＲｏｃＴＨＨ）らが《タイフーン》型非誘導高射ロケット弾（固体燃料、液体燃料の双

方）の開発をすすめていた。あわせて、「第８設計課」ではウマンスキー（Ｈ．刀．ｙＭａＨＣＲⅡ政）
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らが酸化剤開発を中心に液体燃料エンジンの開発研究を展開していたが、航空機工業省第

１科学研究所のイサーエフ（Ａ．Ｍ．ＨｃａｅＢ）らが先に成功したため、１９４８年に廃止せられ、

イサーエフを所長とする「第２合同設計事務所」（＝第９設計課）に業務が移管された６０）。

科学部は「８８研」主任技師ポベドノースツェフに従属し、いくつかの課に分かれていた。
－■Ｊ

扁課（課長はイオルダンスキーーＢ．Ｈ．Ｈｏｐ茜ａＨＣＲＨ最－）は材料研究を、日課（同、パンフ
ノ▲＼‘－－■■■・■■・‘

アー

エロフーＢ・Ｍ・ⅢａＨ¢ｅｐｏＢ－）はかたさ試験を、Ａ課（同、ラフマトウーリン・ＰａｘＭａＴｙＪＩⅡＨ－、
イ一

名と父称不詳）は空力学、気体力学を、日課（同、ツイビンーⅢ．Ｂ．恥Ⅰ６ＨＨ－）は一連の試
ウー

験法を、ｙ課（課長はチェルトック）は管制システムを担当した。チェルトックらは〈戦

利品〉として捕獲された光学機器工場用の精密工作機械を駆使して一連の研究をおこない、

のちには科学アカデミー自動機械・遠隔操作機器研究所の協力をえて課題に取り組んだ６１）。
エノレ

こうしてＶ・２の再現作業はほどなく完了し、１９４８年Ｐ－１（Ⅴ－２のコピー）の発射実験

が実施され、１０基中８基が成功した。射程２７０ｋｍ、照準誤差８×４ｋｍの同機は１９５０年

正式に配備された６２）。
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学分野で大きな業績を残したデー・エス・ロジェストヴエンスキー（月．Ｃ．Ｐｏ罰Ｋ属ｅＣＴＢｅＩ壬ＨｅＲⅡ釦、

のち科学アカデミー総裁となり、旧ソ連邦の科学技術政策に大きな影響力を持ったェス・イー・ヴ

アヴィロフ（Ｃ・Ｈ・ＢａＢ警皿Ｂ）が長く在籍し、新しい物理学研究のセンターのひとつとなっていた。

１９３２年、いわゆる「物理学の奇跡の年」に同研究所のセミナーではいちはやく中性子発見のニュ

ースが報じられている。しかしながら、１９３０年代後半の複雑なイデオロギー的状況のなかで当該

研究所は実践から遊離していると批判された（ＢＨ．１Ｌ鹿沼Ｊ喝“５Ｉ茜ｅＰＩＩＬＩ丘ＩｑＨＴＢくくＴＰ壬Ⅰ７ＴＩｌａＴＨＪｌｅＴＨｅｉｉ

ＢＯ丘Ｈｅ〉〉　㊥鱒３Ⅰ王ＲＯＢＣＨｅＢｅ３ＲｅＣＴＢｅⅡＨＯ最ＲＰＨＴＩＩＲＯ最ｃｏＢＰｅＭｅ＝＝もⅠⅩ¢Ⅱ３Ⅰ円ｅＣＩＣＨＸＴｅＯＰＩ王立”，《ｙＣＩＩｅＸⅡ

如３ＨｔＩｅＣＩくＨＸＨａｙ抄〉，ＴｏＭ１６９Ｎ旦１２，ＪＴｅＲ．１９９９ｒ．ｃｃ．１３６６，１３７１．）。このため、理論研究に取り組ん

でいたロジェストヴエンスキー率いる科学部門（一般分光器研究室など）は、ロジェストヴエンス

キー本人や科学アカデミー会員内の物理学者グループの広範でねばり強い反対にも関わらず、レニ

ングラード大学物理学研究所に移籍されられてしまう（［ｎｏＲｙＭｅＨＴもⅠ］ⅡＯＢＯⅡｐＯＣｙＯＣＯＣＴＯＳＩＨＩＩＨ

Ｐａ６０Ｔ Ｈａｙ可ＨＯｒＯ ＣｅＲＴＯＰａ ｒＯＣｙＪｔ．ＯｒＩＴＨ可ｅＣｌ（ＯｒＯ　ⅢＣＴＨＴｙＴａ Ｂ ＣＢＳＩ３ⅠＩ Ｃ ｅｒＯＪＩＨＲＢ耶ａＩ叩ｅ丘Ｈ Ｏ

ⅢＩｔｅＰｅＢＯ刀こｅＪＩａ６０ＰａＴＯＰＩＩⅡ０６ｑｅ惑ｃＩｔｅＲＴＰＯＣＲＯⅡＨ朋：Ｈ３ＩｌＯＨ Ｂ ｄ）Ⅱ３ＨⅦｅＣＲⅡ負∵ⅢＨＣＴＩＩＴｙＴＪＩｅ＝Ｈ＝ＩＰ・

ＩｌｏｃｙＲ．ｙＨＩ相ｅｐＣＩＩＴｅＴａ．３ａ５ＩＢＪＩｅＨⅡｅ ａＩは礼．ｎ．Ｃ．Ｐｏ３ＲＡｅＣＴＢｅＨＨＣＲＯｒＹ）ＨａｐＩくＯＭｙ Ｏ６０ＰＯ＝＝０丘

ⅡＰＯＭ：ｂＩＩＩＩＪＩｅＨＨＯＣＴ壬Ｉ Ｍ．Ｍ．ＲａｒａＨＯＢⅡｔＩｙ Ｈ ＨａｑａＪｔＨＨＩ王Ｒｙ　９　ｙＩＴＰａＢＪＩｅ＝Ⅰは　０６０ＰＯ＝＝０丘

６５



ＩＴＰＯＭもⅠⅢ・ｎｅＨＨＯＣＴＨ Ｅ・Ｂ・ＲｐＨＢＨ耶ＯＭｙ，　ⅦｅＰＨＯＢⅡＲＨ ＩＩＨＣｅＭ Ｂ・ＪＩ・Ｉ｛ｏＭａＰＯＢｙ，ｒ．Ｍ．

Ｒｐ３ＲＨ３ＲａＨＯＢＣＲＯＭｙ，３ａ兄ＢＪＩｅＨＨｅ Ｂ】ｐｙⅢ＝ｙ如３ⅡＲＨ ＡＲａ外ＨａｙＲⅡ３ａＲＪＩＢ３ｑｅＨⅡｅＩＰｙⅢⅢＨ，

ｒＩｅＰｅⅡＨＣＲａ／ＣａＨＲＴ－ⅢｅＴｅＰ６ｙｐｒｃＥＨ丘如ＪＩⅡａＪ＝ＡｐｘＨＢａＰｏｃｃ感ｃＥＯ丘ａＲａＲｅＭⅡⅡＨａｙＲ．◎．３４１，

０Ⅲ・２，加刀０２２／，皿・１，１７，１９・２０，８３・８４，９９・１００，１１９・）。このことが旧ソ連邦の物理学に残した負の

影響は大きいと言わざるをえない０それでも、戦後の原子爆弾開発計画には、その初期からェム・

アー・エリヤシェヴィチ（Ｍ・Ａ・Ｅ皿兄エｅＢ椚）など、同研究所の所員が参加し、大きな役割を果た
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ＰｒＡ〔）・◎・８１５７，ＯＨ．恥１，月ｅ．汀０２５４６／．皿６．

２４）ＩＩｏ兄ＣＨｅＨＥｅ式ｒＯＲＯＢＯＭｙＯ門ｅＴｙＨＯ＝ＰＯｅｍＨＭＯＰｒａＨＨ３ａｑＨ兄ＭＭＨ＝ＨＣＴｅＰＣＴＢａＢ。ＯＰｙ３ＲｅＨⅡ兄

ＣＣＣＰ３ａ１９４６ｒ・Ｂ・耳ａ＝ＨＬＩＸ，ＣＢＯＥＩ王Ｈ歳ｏＴｔＩｅＴＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢａＢＯＯＰｙ鑑ｅⅡＨ５ＩＣＣＣＰ３ａ１９４６ｒ．Ｂ

茜ａｌ＝ＨもⅠⅩ，ＣＢＯ卵油戒ｏＴⅦｅＴＩｌＯＨＰＯｅＲＴ＝ｂＩＭＯＰｒａ玉＝オ３ａＩｌⅡ兄ＭＭＨ＝ＨＣＴｅＰＣＴＢＯＢＯＯＰｙ３ＲｅＨＨ５ＩＣＣＣＰ３ａ

１９４６ｒ・／ＰｒＡ〔）・◎・８１５７，０Ⅱ．恥１，月ｅ皿０２５４５／．皿６．

２５）ｐｅⅢｅ＝ＨｅＩＣｏＪ＝ＪＩｅｒＨＨ ＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢａ ＢＯＯＰｙ３ＲｅＨＨ兄ＣＣＣＰ“０如ＨａＨＣＯＢＯ丘ⅡＯＪｔＯ３ＥｅＨＨⅡ

ＭⅡＨＨＣＴｅＰＣＴＢａＢ。ＯＰｙ嵩ｅＨＨ兄”ｏＴ１７ＨＸ）＝兄１９４６ｒｏＪＩａ・Ｂ《ⅢｅｐｅⅡⅡＣⅨａ…・ｙＲａ３…・２２－２９ａ＝ＰｅＪＩＥ

１９４６》伊ＩＩＡ（）・◎・８１５７，ＯｒＩ・Ｎ９１，Ⅲｏｐ５ｑＯｔＩＨＨ丘＝ＯＭｅＰｌＯ４７６／２ｃｃ．／．ＪＩ．１４７．

２６）１９４６年に省全体で３，６５３名。全体の１・４％。１９４６年における新規採用は４万９，３０１名、一方、「家

庭の事情」、「病気」、「進学・兵役」、「自分の意志」による退職、「その他（死亡・他省への転出）」に

よる減員は７万１３８名にのぼり、労働力、とくに熟練労働力は不足気味であった（加Ｒ嘲Ｈａ兄３ａⅢＨＣⅨａ

ＯＰａ６０ＴｅＭｍⅢＣＴｅＰＣＴＢａＢＯＯＰ３ＥｅＨＨ５Ｉ３ａ１９４６ｒ…・ｙＲａ３．，ＪＩＪＩ．５９，６９－ＣＣ．６，１６／）。

２７）たとえば、第５３６工場は生産計画を１０７・８％達成したが、軍用品目に関しては３９．８％、民生品につ

いても８９％の達成率であった。しかし、多くが計画に計上されていなかった発注からなる「その他」

項目の達成率は５５５％にもおよんだのである（ＴａＭ３Ｋｅ，ＪＩ．５９・ＣＴＰ．６／）。

２８）ＴａＭＸｅ．

２９）Ｅ¢・地方ＨＲ１Ａ・Ｍｂ御“ＰａＲｅＴ＝Ｏｅ刀工ⅨＯＣＭ胴ｅＣＲＯｅＢＯＯＰｙＸｅＨＨｅ”，ＢＲ＝・ⅢｏＲ・ＯＴＢｅＴ．Ｐｅ４．

勉招鮎∂，ｙＩは３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．２０８・２１０．

トウハチェフスキー元帥は１９３３年９月の「反動科学研究所」設立にたいへん尽力した。同じ頃、

彼は防空管理部にたいして飛行機監視のための電磁波利用方法の研究にはどのような研究所や設計

事務所がふさわしいか選択するように求めている。ロケットやレーダーなど、彼が兵器開発に関して

先見の明に満ちた人物であったことが明らかになるにつれて、その粛正の科学・技術面への影響（負

の）についても検討されなければならないであろう（五月伽∽。昂《ＭＨＸａ即ＩＴｙｘ胴ｅ丑ＣＲⅡ最：嵩Ｈ３鮎

ＨＣＭ＝ｅＰＴｂ“Ｉ（ｐａｃＨＯｒＯＭａＰⅢａＪｌａ”》，ＣＭＯＪ＝ｅ＝ＣＩＣ：ＰｙｃＩ円１９９９．ｃＴＰ．３１８）。

３０）ＪＩ・ＢｅｐＨ兄，ｒ・Ｍａ皿ｅ＝ＲＯＢ，Ｈ・Ｂｙ∬ａ＝Ｈ＝，Ｂ・ＢａＨＨⅡＲＯＢ，ｎ・ｙＣＴＨＨＯＢ二任＝・５ＩＲＯＢ刀ｅＢ，ｎＯＲ嘲Ｈａ兄

６６



３ａ＝ＥＣＲａＨ・Ｂ・ＣＴａＪＩＨ＝ｙ ＯＴ１７ａＩＩＰｅＪＩ５Ｉ１９４６ｒ・０６０Ｐｒａ＝Ⅱ３ａＩＩＨⅡＨａｙｌＨＯ－ＨＣＣＪＩｅＺｔＯＢａＴｅＪＩもＣＲＨＸＰａ６０Ｔ

Ｂ Ｏ６ＪＴａＣＴＨＰａＲｅＴＨ＝ＯｒＯ ＢＯＯＰｙ３ＥｅＨＨ月＝Ｂ ＣＣＣＰ，／ＡⅢＰ◎，◎．３，０Ⅲ．４７，ｎｅＪＴ０１７９／，（Ｈｙ６ＪＩＨＲａＩＩＨ，Ｉ

ＢＭ放縦招），《ＢｏｅＨＨＯ・ＨＣＴＯＰ胴ｅＣＥⅡ丘３ＩＣｙＰⅡａＪＩｙ，Ｎ９３，１９９７，ＣＴｐ．３３．

３１）ｃ・Ⅲ・Ｉ（ｏｐｏＪＩｅＢ，ｎＯＥＪＩａ卿ａ５Ｉ３ａ＝ＨＣＲａ《ＲＢＯ＝ＰＯＣｙＯＰａ６０ＴａＸＢＩＯｐＯ ＣａＭＯＪＴｅＴＨＨＸＰｅａＲＴＨＢＨＨＸ

ｙｃａＨＯＢＯＩ（ⅡｐＨ ＯＩくＢ Ｐｎ　＝ａ　３ａＢＯＪＴｅ Ｎｇ１６〉〉　３０　ｃｅ＝Ｔ・１９４４，／ＡＭＭＩく／，Ｂ ＲＨ．Ⅲ０外０６Ⅱｌ．Ｐｅ礼

ＥＥ物由ｘａ，《ＣＪＩ・ＲｏｐｏＪＩｅＢＨｅｒＯ月ｅＪＩＯ：ｃＢｅＴ壬‡ＴｅＨＩ王ＢＨＣＴＯＰＨＨＲＯＣＭＯＨａＢＴＨＩＣＨ〉〉，ＨａｙⅨａ１９９８，

ＣＴｐ．８３．

３２）肋犯だ０ちｙＲａ３．ＣＯⅦリＣＴｐ．２３１．

３３）ＣＡＢＣＰＫＯＰ，“ＰａＲｅＴもＩＴＰｅＴもｅｒＯＰｅ敵ａ（ＨＨＴｅＰＢも抑ＣＢ・Ｃ・Ｂｙ只＝Ｈ∝ＯＭ）”，《Ｐａ６０ｔＩａ５ＩＴＰＨ６ｙＨａ》，４

Ｈ旧刀刃１９９１ｒ．ｃＴｐ．３．

３４）ｎｏＲＪＩａ脚ａ５１３ａⅡＨＣｌ｛ａＡ・Ｈ・ⅢａｘｙｐⅡＨａｒ．Ｍ．ＭａＪＩｅＨＲＯＢｙＯＴ８ＨＫ）Ｈ５Ｉ１９４５ｒ．仏ＨＰ◎，◎．３，０Ⅱ．４７，

ｎｅＪＩＯ１８２／，（ＩＷ６ＪＩⅡＲａＩＩＨ５ＩＢ・Ｈ．ＨＢＩＣＨＨａ），《ＢｏｅＨＨＯ・ＨＣＴＯＰＨＴＩｅＣＲＨ最３ＫｙＰＨａＪＤ〉，Ｎ９３，１９９７，ＣＣ．３２・３３．

３５）ＥＥｑｅｐｍち（｛ＰａⅨｅＴもＩＨＪＩＸ）ＥＨ（２・ｅＨ３月ａＨＨｅ）》，一ＭａⅢＨＨＯＣＴＯｅＨＨｅ・１９９９．，ＣＣ．１９５，１９６．

３６）ＢｅｐＨ５ＩＨＩＥＰ・，ｎＯＲＪＴａ茜Ｈａ５Ｉ３ａⅡＥＣｌ（ａＨ．Ｂ．ＣＴａＪＩＨＨｙ．．．ｙＲａ３．ＣＴＰ．３３．

３７）地方Ⅱ肋鞘‥．Ｊ毎∂リＣＴｐ．２１０．

３８）ＴａＭ＝獣ｅ，ＣＴｐ．２１６．

３９）Ｍ・Ｈａｒｒｉｓｏｎ，Ｎｅｗｐｏｓｔｗａｒｂｒａｎｃｈｅｓ（１）‥ｒｏｃｋｅｔｒｙ，ｉｎＥ＆ＢｙＪ．ＢａｒｂｅｒａｎｄＭ．Ｈａｒｒｉｓｏｎ，ｍｅ

励ＴｄｅｔＤｅゐ刀Ｃｅ血ｄｕｓ由γＣｂＤＩＰｌｅｘｈｖｍ鋤１ｉｎｔｏ励ｍｓｈｃｂｅＴＩＭａｃｍｉｌｌａｎＰｒｅｓｓ，２０００．ｐ．１２６．

４０）Ｃ・Ⅲ・Ｉ（ｏｐｏＪＩｅＢ，３ａＭｅＴＲＨ＝Ｉ１０ＰａＥｅＴＨＯ最ＴｅＸＨＨＲｅ（１９４７ｒ・）′ＡＰＲＲｎｅＪＩＯｌＯｌ′，Ｂ‥ＫＨ．ＩｌｏＦ［．０６Ⅱｌ．ＰｅＪｔ．

紬ぬズβ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩリＣＴｐ．１１４．

４１）的川泰宣『月をめざした二人の科学者－アポロとスプートニクの軌跡－』（岩波新書　２０００年）。な

お、同書、および、クルト・マグヌス、津守滋訳『ロケット開発収容所－ドイツ人科学者のソ連抑留

記録－』（サイマル出版会１９９３年）では本報告書の「装備省」を「兵器省」と訳している。しかし、

他省庁の職掌事項との関連やロシア語の本来的な用法から見て、この省の基本任務は砲兵装備の供給

にほぼ限定されていたと考えるべきであり、その意味からここでは装備省と訳すことにした。

４２）鞄ＴＶＲ；ｙＲａ３．ＣＯＴＩ．，ＣＴＰ．２６６．

４３）ｎｏＲＪＴａ只Ｈａ５Ｉ３ａⅢＨＣＲａＡ．Ｈ．ⅢａｘｙｐⅡＨａ．．．ｙＩＣａ３．ＣＣ．３２・３３．

４４）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．３３．

なお、もうひとつの反動機関、すなわち、ジェット・エンジン技術の修得は航空機工業省の課題と

され、同省は１９４６年５月までにドイツ占領域内に４カ所の「特別設計事務所」を設置する（ⅡＨｅもＭ。

Ｍ・ＪＴｙＲＨ＝ａ ｙＩＩＯＪＩ＝ＯＭＯⅦｅ＝＝ＯＭｙ Ｍ重工ＨＩ王ＣＴｅｐＣＴＢａ ａＢＨａＩｌＩＩＯＩＩＨＯ負　Ｉ７ＰＯＭＨⅢＪＩｅｌ｛ＨＯＣＴＨ，

ｒｅ＝ｅＰａＪＩ－ＪＩｅ如ｅＨａＨＴｙＢ・Ⅲ・Ｒｙ３＝ｅＩｌＯＢｙ，（（ＲｏＴｔＩｅＴｙ ＯｃｏＢＯＭｙＲＯＭＨＴｅＴｙＯ６０ⅠＩＬＩＴＨもⅠⅩＰａ６０ＴａＸＨ

ＯＣＢＯｅ＝ⅠＩＸ）＝ＯＢＯ丘ＴｅＸＩＩ＝ＩＣⅡ（２５・０７・４６）》．／ＰＩＩＡ９．◎．８０４４，０Ⅱ．ＮＱｌ，ＥＲ．ＸＰ．６６８３／．ＪＩＪＩ．１３－３７．）。１９４６年

７月には、ジェット・エンジン研究開発の拠点を旧ソ連邦領内に移転させる計画が策定されるが、こ

の段階で〈協力〉していたドイツ人専門家・労働者は約８，０００名におよんでいた（ⅢＨＣｂＭＯＭ．刀ｙｘＨＨａ

ＭＨＨＩ王ＣＴＰｙ ａ１３Ｈａ叫ＨＯ＝ｌ＝０丘ＨＰＯＭＬＩエＪＩｅⅡ＝ＯＣＴＩＩ ＣＣＣＰ，Ｔ・Ⅹｐｙ＝ＨｑｅＢｙ Ｍ．Ｂ．２５．０７．４６，／ＰＩＩＡ３．
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◎・８０４４，ＯＨ・鈍１，恥Ⅹｐ・６６８９′皿６）。このようにジェットエンジンの研究開発はそれ自身がきわめ

て巨大なプロジェクトであったのであり、大臣シヤフーリン（４６年５月１日にフルニチエフー

Ｍ・Ｂ・ⅩｐｙＨ椚ｅ丑一に交替した。）らのロケット開発にたいする淡泊な姿勢は同省がジェット・エンジ

ン開発に集中していたことのあらわれであったとも考えられるのである。

４５）ｐｅⅢｅｆ＝狂ｅＲｏ刀ｍｅｒＨＨＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢａＢＯＯＰｙ嵩ｅＨⅡ兄ＣｏⅢ３ａＣＣＰｏＴ２３ＭａＰＴａ１９４６・“ⅢｏＢＯＰＯＣｙＯ６

ＨＴＯｒａＸＯｒＩＨＴＨ。－ＲＯＨＣＴＰｙＸＴ。ＰＣＸⅡⅩＨ＝ａｙｑＨＯ・ＨＣＣＪＩｅＥＯＢａＴｅＪＩｂＣＲＨＸＰａ６０Ｔ３ａ１９４５ｒｏＡⅡ０ⅡＪＩａＨｅ

Ｐａ６０ＴＨａ１９４６ｒｏＲ”，Ｂ《ｒＩｅｐｅⅡⅡＣＲａＣｑｅ＝ＴＰａ皿ＨＨＭ＝ＲＯＭⅡＴｅＴＯＭＢｆＣｒＩ（６），ＣｏＢｅＴＯＭＨａＰＯ脚ⅠⅩ

ＲＯＭＨＣＣａＰＯＢ ＣＣＣＰ，＝ａＰｍＭａＴａＡ４…ＲＰｙｒＨＭＨＯＰｒａＨＨ３ａ叫Ｈ兄ＭＨ＝ＯＢＯｒＩＰＯＣａＡ”ｅＥＴｅ皿ＨＯＣＴＨ

ＨａｐＲＯＭａＴａＢＯＯＰｙ孤ｅＨＨ兄ＣＣＣＰＨｅＩ℃。ⅡＣＴｅＭｈＩ・２３ＭａＰＴａ・１８・ａⅢＰｅ刀兄１９４６．（２４７ｎ．）》ｍＦＡ３．◎．

８１５７，０Ⅲ・地１，Ⅲｏｐ明０ⅦＨもⅠ丘ＨＯＭｅｐｌＯ４６６／１ｃｃ．／．几７．

ここで挙げられているロケット技術の習得に関する課題とは、①誘導対空ロケット弾、②非誘導対

空ロケット弾、③自動追尾式対空ロケット弾（長距離、近距離）、④対戦車砲への反動技術の応用、

⑤対空弾用のロケット・エンジンの開発と改良、⑥ロケット弾の安定装置、無線誘導装置、自動誘導

装置、および、目標探査装置（フォト・エレメントその他を利用した）、⑦発射装置、⑧ロケット弾

の実験方法の開発、および、⑨最高の高度におけるロケット弾航行に関する流体力学上の諸問題［の
研究］、であった。

４６）ｎ・ｙＣＴⅡＨＯＢ，Ｈ・Ｒａ６ａＨＯＢ，Ｈ・鮎ｏＢｍｅＢ，Ｈ・ＣｅｐｏＢ，Ｉｌ・ｒＯＰｅＭＨ相ＨＨＨ・ＨｏｃｏＢＣＲ戯，恥岬ａ兄

３ａⅢＨＣⅨａＨ・Ｂ・ＣＴａｍＨ＝ｙ ＯＴ２４ｍ兄１９４６ｒ・伯刀Ｐ◎，◎・３，Ｏｍ４７，ｎｅｍＯ１８２′，（ｒｒｙ６ｎＨＲａ卿

ＢＨ彪由視方∂），《Ｂｏｅ＝Ⅱ０・耶ＴＯＰＨｑｅＣＲⅡ五町ｐ＝ａＪＤ〉，Ｎ９３，１９９７，ＣＴＰ．３７．

４７）且‰肋ち“Ｐａ３ＢＨＴＨｅａＰＴＨｍｍｅＰＨＨＢＯＢＴＯＰＯ丘ＭＨＰＯＢＯ丘ＢＯ最Ｈｅ”，《ＢｏｅＨＨａ月＝ＭＨＣ皿〉〉，ＥＨ．－Ｏｅ６．

１９４５ｒ・ＣＴｐ．２８．

４８）１Ｌ侮喝“ＰｅａＲＴＨＢ＝ａＥａＰＴⅡ刀ｍｅＰＨ兄ｍｅＰＣⅢｅＲＴⅡＢ以ｅｅＰａ３ＢＨＴＨ兄”，《ＢｏｅＨＨａ兄ＭＨＣ皿》，ＲｅＫ

１９４６ｒ．ｃｃ．４５・５０．

４９）ＴａＭ＝獣ｅ，ＣＴｐ．５０．

５０）ＲｏｐｏＪＩｅＢ，３ａＭｅＴ㍑・・・（１９４７ｒ．）ｙＲａ３．，ＣＣ．１１２・１１４．

５１）鞄ｍちｙＲａ３・ＣＯⅦ．，叩．３０６．

５２）ＢｅｐＨ兄Ｈ４Ｐ・，ｎＯＫ瑚Ｈａ兄３ａⅡＨＣＲａＨ・Ｂ・ＣＴａｍ＝＝ｙ・・・ｙＥａ３．ＣＴＰ．３４．

５３）３ａＭｅＣＴＨＴｅ皿ｒＩｐｅｃｅ４ａＴｅ皿‡ｒＯＣ＝刀ａＨａ，Ⅲ・恥ｐⅡ椚Ｈ批ＯＢ，ⅢＨＣもＭＯＯＴ２９ａｒＩｐｅ朋１９４６ｒ．

ＩＩｐｅｃｅＲａＴｅ刀Ｘ）Ｂｘ）ＰＯＣｏＢｅＴａＭⅡＨＨＣＴＰＯＢＣＣＣＰ，ＴＯＢａＰⅡ町Ｂｅｐ＝兄ＪＩＪＩ・“０６Ⅱ。Ⅲ０皿３０ＢａⅡＨⅡ

３ａＢｅ３ｅＨＨＨＸＨ３ＩｌｅｐＭａ＝ＨＨＯ６ｐａ３巧ＯＢ二Ｈ＝ＴｅＸ＝椚ｅＣＲＯ丘ＲＯＲｙＭｅＨＴａ岬ＨⅡＯＰｅａｍＢＨＯ丘ＴｅＸＨＨＲｅＢ

ＭｍｃＴｅＰＣＴＢｅＢｏｏｐ”ＥｅＨⅡ兄”，Ｂ《ⅢｅｐｅⅡＥＣⅨａＣＬＩｅＨＴＰａⅢ瓜ＩＭ＝ＲＯＭＨＴｅＴ。ＭＢＲⅢ（６），ＣｏＢｅＴＯＭ

ＨａＰ。ＡＨＨＸⅨＯＭＨＣＣａＰＯＢ ＣＣＣＰ，ＨａＰＸＯＭａＴａＭⅡⅡＲＰｙｒＨＭⅡＯＰｒａ＝Ⅱ３ａｑ絃兄Ｍ老＝Ｏ ＢＯⅢｐＯＣａＭ

卿Ｔｅ皿ⅡＯＣＴⅡＨａｐＲＯＭａＴａＢ。Ｏｐｙ３ＲｅＨⅡ兄ＣＣＣＰＨｅｒＯＣⅡＣＴｅＭＨ・１３ＭａＰＴａ・１７ＨＸ｝Ｈ兄１９４６．（２１８刀）”．／

ＰＦＡ３・◎・８１５７，０＝・Ｎ９１，Ⅲｏｐ兄椚＝Ｌ工員ＨＯＭｅＰｌＯ４８６／３ｃｃ．／．Ｊｌ．１４．

５４）ｃ馴此好喝ｙＲａ３・ＣＯ電．，ＣＴｐ．２３３．

５５）ＥＨ助伯方（Ｈｙ６ｍｍ卿ＣＸ４ｐ朋朋∂，“ｑｅＰｅ３ＴｅＰＨＨ朋＝ＢＲＯＣＭＯＣ”，＜（ＡｐＭｅ丘ｃＲＥ丘ｃ６０ＰｍＷ６，

６８



１９９４ｒ．ｃＴｐ．７４．

５６＝ケだガ方Ｈ脇謂７岬…ｙⅨａ３リＣＴｐ．２１１．

５７）鞄ｍ喝ｙⅨａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．１７１－１７４．

５８）Ｊ通好Ｈ肋間．．．ｙＲａ３．，ＣＴｐ．２１０．

連行したドイツ人に対する約半年間の〈観察〉の結果、ドイツ人だけではロケット開発はできない

ことが明らかとなった。最終的には彼らのうち、１３名の教授、３２名の博士号取得者、８５名のディプ

ロマ取得技術者を含む約１５０人（家族を含めると約５００人）が「８８研」に組み入れられ、その「第

１支部（支部長、エフ・ゲ・スホムリーノフー◎．ｒ．ＣｙｘｏＭ＝刀ＨＨＯＢ－）」として隔離生活を強いられる

こととなる。このような扱いにもかかわらず、ドイツ人集団を維持する目的で、グレトルップはドイ
ゲー

ツ人だけの手で独自に新しいロケット＝ｒ－１を開発する計画を「八八研」側にもちかけるという積

極的な協力姿勢を見せている。もっとも、この提案は１９４７年９月、「開発をいそがない」として、

後回しにされている。抑留期間中ドイツ人専門家は秘密保持と「自分たちで成し遂げたい」とするコ

ロリョフらの強い反対でゴロドムーリ島に隔離され、個々に質問が寄せられるだけであった（鞄刑喝

ｙｘａ３．ＣＯｔＩリＣＣ．１９８，２０１－２０７．）。

５９）ＭａＪＩｅｌＩＲＯＢ，ＢｙＪＩｒａＨＨ＝，ｙＣＴＨＨＯＢ，Ⅹｐｙ＝刑ｅＢ，５ＩＲＯＢＪＩｅＢ，ｒＩａＢＪｌｅＨＲＯＨＲＨＰⅡ椚ＨⅡＲＯＢ，ｎＯＲＪＩａ卿ａ５Ｉ

３ａＩＩＨＣｌ（ａＨ・Ｂ・ＣＴａＪＩⅡＨｙＯＴ３１月ｅＲａ６ｐ５Ｉ１９４６ｒｏＲａ，／ＡⅢＰ◎，◎．３，ＯｒＩ．４７，ｎｅＪＩＯ１８３／（Ⅱｙ６ＪＩＨＲａ岬５Ｉ

ＢＭ肋王招），（（ＢｏｅＩ王ＨＯ・ⅡＣＴＯＰ椚ｅＣＲＨ最３ＥｙＰＨａＪＤ〉，Ｎ９３，１９９７，ＣＣ．３８・３９．

６０）鞄７喝ｙＲａ３・ＣＯⅦ．，ＣＴＰ．２４７．，Ｊ７ｉ７ＥｍＨＭｏ３３ＫＯＰⅡＨ，．．．ｙＲａ３．，ＣＴＰ．２１２．

１９４８年、いわゆる「レニングラード医師団事件」など、再び粛正の嵐が吹き荒れた。ユダヤ人で

あったゴノールは「シオニズム」、「コスモポリタニズム」の疑いで同年逮捕され、１９５０年所長を解

任され、「８８研」はこのため一時的に混乱を経験している（『ｅｐＴＯⅨ，肋∂．ＣＯ吼，ＣＣ．１９９，２４５．）。また、

ここに登場した人物では、ヤコグレフ、シヤフーリンなども逮捕されている（のち、スターリンの死

後、名誉回復。Ｂ＝ＰＨＭｅＴｅｑａＨＨ５ＩＸ ＥＨ物（（ＢｏｅＨＨＯ・ＨＣＴＯＰ椚ｅＣＲⅡ最３ＲｙＰＨａＪＤ〉，Ｎ９３，

１９９７，ＣＣ．４０，４１．）。

６１）鞄ｍ喝ｙＸａ３．ＣＯⅦ．，Ｃ叩．２４７．

６２）Ｊ加圧好Ⅱ肋御…ｙⅨａ３．，ＣＴｐ．２１４．

６９



Ⅵ・旧ソ連邦におけるジェット機開発とドイツの技術

［１］第二次世界大戦終結以前における自主開発の経過

１・　ターボ＝ジェット・エンジンの開発

１９２９年、『航空隊の技術（乃馳才だ∂即ネ耶江甜αｒ℃如０四）』誌に中央流体力学研究所
ツマーキ、

（ｑＡｒＨ）のモーター部長ステチキン（Ｂ・Ｃ・ＣＴ開ＲＨＨ）の論文「航空用反動機関の理論

（“ＴｅｏｐＨ月＝ＢＯ３月ｙＩＩＩＨＯ・ＰｅａｍＨＢＨＯｒＯ井ＢⅡｒａＴｅｍＩ”）」が登場した１）。そして、１９３０年代な

かば、ハリコフ航空専門学校学生イェレメンコ（Ａ．Ｉｌ．ＥｐｅＭｅＨＲＯ）が初のターボ＝ジェッ
ハイ

ト機を構想した。ハリコフ航空専門学校のロシア語表記の頭文字をとってⅩＡＨ－２と命名さ
ニル・テー・丁－

れた。同校の熱機関研究室技師リューリカ（Ａ・Ｍ・ＪＩＭｂＲａ）がそのエンジンＰＴｎ－１（牽
ハイ

引力５００ｋｇ）を設計した２）。設計作業に入ったのは１９３７年であったとされる３）。ⅩＡＨ－２

は設計最大速度５００ｋｍ仇、常時速度１２０－１３０ｋｍ瓜、重量１．５ｔとされていたが、今では紙

のうえに残るだけである（図Ⅴ・１参照）。リューリカはさらにレニングラードのキエロフ
ニル・テ一

工場で新たなエンジン＝Ｐ升１の製作を試み、１９４１年夏には７５％が完成した状態にあっ

た。１９４２年１０月、ラヴォチキン（Ｃ・Ａ・ＪＩａＢＯＴＩＲⅡ＝）、ゴルブゥノフ（Ｂ．Ⅲ．ｒｏｐ６ｙＨＯＢ）と

ともに戦闘機の開発にあたっていたグウドコフ（Ｍ・Ｈ．ｒｙ卿０丑）は航空機工業人民委員部
ニルイ‾　　　　　　　ラグ　　　　　　　　　　　　ニル．テ＿

でその設計図を眼にし、Ｐ且・１を搭載した刀ａｒｒ－３（図Ⅴ－２）を構想した。Ｐ皿・１の設計

能力は牽引力５３０ｋｇ、最大速度７００ｋｍ瓜であった。しかし、文献７の著者で、旧ソ連邦

におけるジェット機開発史を研究しているスルターノフ（Ｔ．ｒ．Ｃｙ刀ＴａＨＯＢ）によれば、この

計画上の性能見積もりはあまりに楽観的で、非現実的なものであった４）。さらなる研究の

深化が必要であったが、戦局が悪化し、リューリカはいわゆる「レニングラード封鎖」下

のなかにあって、研究を発展させることができなかった。１９４３年中にはリューリカに実験

工場を委ねる政府布告が出される５）が、彼がレニングラードから運び出されて、４年ぶり

に研究に復帰するのは１９４４年のことであり、しかも彼は病気になっていた６）。

出所）ｑｐＴＢ郡βＨＴ，《ＨｃＴＯＰＨ兄ＣＯ３ＪＴａＨＨ兄＝ｅＰＢＬＩＸＯＴｅⅦｅＣＴＢｅＨｌ｛ＨＸＴｙＰ６０ＰｅａＲＴＨＢＨもⅠⅩＣａＭＯＪＴｅＴＯＢ，，Ｍ．：

Ｂｙ３０ＢＣ∝ａ兄ＲＨⅡｒａ・１９９８ｒ・ＣＴｐ．７．

７０



ラグ

図Ⅴ－２　ＪＩａｒｒ－３

出所）伽ＴａＨＯＢＨＴ，く＜ＨｃＴＯＰⅡ兄ＣＯ３ＲａＨⅢ兄ⅡｅＰＢもⅠⅩＯＴｅｔＩｅＣＴＢｅＨ＝ＨもⅠⅩＴｙＰ６０ＰｅａＲＴＨＢ恥ⅠⅩＣａＭ＝ＯＪＩｅＴＯＢ〉〉Ｍ．‥

Ｂｙ３０ＢＣＩは兄ＲＨＨｒａ．１９９８ｒ．ｃＴｐ．９．

ドイツから“戦利品”として獲得したエンジンが利用できるようになる以前は、自国で

開発されたエンジンを利用しなければならなかった。１９４４年初め、ミコヤン（ＡｐＴ６Ｍ
ミグ　　　　　　　イー

Ｈ．Ｍ壬ＩＲＯ５ＩＨ）とグクレーヴィチ（Ｍ．Ｈ．ｒｙｐｅＢＨｔＩ）が率いるＭＨＩｌチームはＨ－３００
イストレビーチエリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

（ＨｃＴＰｅ６ＨＴｅＪｔｂ＝戦闘機＝・３００）を、スホイ（Ⅲ．０．Ｃｙｘｏｆｉ）・チームはスホイ（Ｃｙと略称）

－９を開発するよう命じられるが、リューリカのエンジンの未完成性がネックとなり結果は
イー

不首尾であった７）。しかし、このうちＨ－３００のデザイン、制御系、装備類などの基本設計
ミグ

は、のち旧ソ連邦初のジェット機となるＭＨｒ－９にそのまま転用されることになる。

２．　その他の反動機関の開発

各国でシリーズ生産の対象となった軍用機の最高速度は戦争の最初の４年間で約

１００ｋｍ仇上がり、５００～５５０ｋｍｎｌから６００～６５０ｋｍ／ｈとなった。エンジンの馬力は約１，０００

馬力から２，０００馬力にほぼ倍加した。しかし、ソ連邦は馬力不足から高度と速度の両方で

遅れをとっていた。直流式ラムジェット・エンジン（空気取り入れ口、燃焼器、ノズルで

構成される単純な形式のジェット・エンジン。コンプレッサーを欠く。）を戦闘機に搭載す
イー　　ビス　イー

る試みは１９４０年にはじまっている。Ｈ－１５６ⅠＩＣとＨ－１５３には主力となるプロペラ・エンジ

ンのほかに翼の下に２基の直流式ラムジェット・エンジンがとりつけられていた。また、
ラ　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤク

試験的にｎ ａ ｒｒ・３とヤコヴレフ（Ａ．Ｃ．５ＩＲＯＢＪＺｅＢ設計事務所の開発した軍用機：５Ｉ元と略
ベー

称）－７Ｂにもこうしたエンジンがとりつけられた。これにより速度は３０・５０ｋｍ仏上昇した

ものの、ラムジェット・エンジンを稼動させていない場合の速度はかえって遅くなり、稼

動時は莫大な燃料消費（６０－７０ｋｇ／ｍｉｎ．）に悩まされることになった８）。

プロペラ・エンジンと単軸コンプレッサーをつけたジェット・エンジンを同時に作動

させることで、通常のプロペラ・エンジンと当時未成熟であったジェット・エンジンの原

理を組み合わせた別のタイプ（イタリアのカプローニ社が１９４０年８月開発した９００馬力

“イゾッタ・フラスキーニ”型ターボ＝プロップ・エンジンが最初）の開発が追求された。

ホルシチェフニコフ（Ｒ．Ｂ．ＸｏＪＴ叫ｅＢＨⅡＲＯＢ）率いるチームは１９４３－４５年、この種のエンジ

７１



イー　　　　　　　　　　　ス

ン開発に取り組み、１９４５年３・４月、こうして開発されたＨ－１０７型エンジンをＣｙ－５機に、
イー　　　　　　　　　　ミグ

Ｈ－２５０型エンジンをＭⅡｒ－１３機に搭載し、それぞれ試験飛行を試みた。しかし、ピストン・

エンジンの重量と高速飛行時におけるプロペラ・エンジンの効率低下に悩まされ、ターボ

＝プロップ・エンジンの研究開発は打ち切られた９）。

液体燃料ロケット・エンジンを補助的に取り付ける試みも、ペトリャコフ
ヘ　　　　　　　　　　　　ヤク

（Ｂ・Ｍ・ⅢｅＴ皿兄ＲＯＢ設計事務所‥Ⅲｅと略称）－２爆撃機、５ＩＸ・３、ラヴォチキン（Ｃ・Ａ・ＪＩａＢＯⅦ竺Ｈ
ラ　　　　　ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェル・デー

設計事務所‥刀ａと略称）－７、Ｃｙ・７戦闘機を対象におこなわれた（牽引力３００ｋｇのＰ刀－１

エンジン）。速度は７０～１８０ｋｍ仏上昇したが、酸化剤として液体硝酸を蓄えておかなけれ

ばならなかったこと、燃料消費が約９０ｋｇ／ｍｉｎ．と莫大であったこと、ロケット・エンジン

の信頼性に欠陥があったこと、操縦が難しかったことなどから、決して芳しい成果を収め

たとはいえなかった１０）。

ドイツがロケット飛行機開発に成功し、日本でも開発の努力が行われていることを知る

と、ボルホヴィティノフ（Ｂ．◎．ＢｏＪＩＸＯＢＨＴ斑ＨＯＢ）は政府に液体燃料ロケット・エンジンだ
ベー・イー

けを搭載した戦闘機の開発を進言。こうして、ロケット飛行機＝ＢＨはベレズニヤーク

（Ａ・５Ｉ・Ｂｅｐｅ３Ｈ５ＩＲ）とイサーエフ（Ａ．Ｍ．ＨｃａｅＢ）の手で研究開発が行われることとなった
ベー・イー

１１）。ＢＨは通常の形状をした木製翼をもつ機体に、牽引力１，１００ｋｇの液体燃料ロケット・
デー　アー

エンジン刀－１Ａ－１１００を搭載したものであった。戦局がたいへん深刻であったので、珍し

く試作段階から２０ｍｍ航空砲２門を装備していた。しかし、工場の「東方疎開」のために

製造は停滞し、初の試験飛行は１９４２年５月１５日に実施された。たった３分間ではあった

が、ロケット飛行の初の記録となった。その後も試験研究が続いたが、何十という欠陥が

明らかになり、そのうえ、７０５ｋｇの燃料と酸化剤を積載しなければならず、それでも２分

間しか飛ばないという効率の悪さから、１９４３年３月２７日の事故を契機にその開発研究は

中止された１２）。

［２］．占領下ドイツにおける研究開発

当時の航空機工業省次官でもあったヤコグレフの回想１３）によれば、１９４５年２月にクレ

ムリンで開催された会合でスターリンは自主開発路線の承認をもとめるヤコヴレフらの異

論を制して、ドイツの技術習得、ドイツ製エンジンの利用を命じた。

１９４６年３月、ヤコグレフを長とする政府特別委員会がドイツの有力な航空機メーカー

の工場に査察旅行をおこなった。１９４６年４月２日、ヤコグレフと航空機工業大臣フルニ

チエフ（Ａ・Ⅲ・ⅩｐｙＨＩｍｅＢ）はスターリンにソ連邦の航空エンジンの将来像につき、審議す

るよう要請をおこなった。同時に、ヤコヴレフはドイツ視察旅行の報告をおこなった１４）。

ヤコグレフ委員会の報告は閣僚会議で検討され、４月１７日付で次の１０項目に関して、
＝ス・ニス

ドイツで試験研究を行うことを命じる決定が下された（閣僚会議決定‰．８７４・３６６。Ｃ）。すな

わち、①Ｊｕｍｏ・００４Ｆエンジン（牽引力１，２００ｋｇ）の製作、②Ｊｕｍｏ－０１２エンジン（同３，０００ｋ∂

の製作、③ＢＭＷ・００３Ｓエンジン（同１，０５０ｋ∂の製作、④ＢＭＷ－０１８エンジン（同３，４００ｋｇ）
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の製作、⑤低空戦闘爆撃機Ｊｕ・１２６（最大速度７８０ｋｍ瓜）の製作、⑥爆撃機Ｊｕｔ１３１（同

８６０ｋｍ瓜）の製作、⑦実験機“ジペルー３４６”（同２，５００ｋｍ仏）の製作、⑧高速ジェット爆撃機

Ｊｕ・１３２（同９５０ｋｍ仇）の設計、⑨強力な航空ディーゼル・エンジンＪｕｍｏ－２２４の設計、⑩操

縦士なしでも機能する自動操縦装置の設計、以上である１５）。

オー・カー・′、一

１．　第１特別設計ビューロー（ＯＲＢ１６）－１、デッサウ）

デッサウのユンカース工場を基礎に開設された。５月１４日現在、シャイベ（Ｓｃｈｅｉｂｅ、・

名不詳・）博士率いるエンジン設計ビューローに４０２名（博士号取得技師１０名、ディプロ

マ取得技師２２名、技師４７名、技士・設計士９０名、詳細設計図の製図工８８名、職長＝マ

イスター８名、労働者・職員１６６名）が在籍しており、バーデ率いる飛行機設計ビューロ

ーには４３３名（博士号取得技師２名、ディプロマ取得技師３１名、技師１６４名、設計士１０６

名、詳細設計図の製図工３３名、労働者・職員９５名、パイロット２名）が在籍していた。

エンジン生産職場には２５４名、飛行機生産職場には６３５名、共通生産職場には１９１名、計

１，０８０名（うち技術者は４７名）が働いていた。また、このほか、工場技術課には技術者

６６名、労働者・職員１０６名が、生産サービス部門、ガレージ、財務課、会計課、人事課、
オー・カー・へ～－

警備といった補助的諸部門に計８５１名が在籍しており、０Ⅰ〈Ｂ－１全体では２，９９２孝一であっ

た１７）。

ここで、ドイツ人専門家の“協力”の経過について、例をしめしておこう。ブランドナ

ー（ＦＩ Ｂｒａｎｄｎｅｒ）はライブツイヒ近郊のムルデンシュタイン工場の課長であった。同工

場は１９４４年１２月からＪｕｍｏ－００４エンジンの製造をはじめていた。彼はソ連軍に捕らえら

れ、混乱した状況のなかで散り散りになった製造チームのメンバーを再度集めることに協

力させられたのち、モスクワに連行され、クリモフ（Ｂ．兄．Ｒ刀ＨＭＯＢ）に紹介され、カンフ

ァレンスでユンカース社のジェット機開発状況について報告させられた。そして、クリモ

フの副官、グズネッオフ（Ｈ．几Ｒｙ３ＨｅｑＯＢ）に従ってレニングラードで働かされることに

なる。アルブレヒトは、旧ソ連邦は彼のような企業のヒエラルキーの３番目、４番目に位

置する人物を好んだ、としている。ブランドナ一について言えば、彼は１９５３年になって

解放された１８）。

以下、主要な課題、すなわちジェット・エンジンＪｕｍｏ・００４Ｆ開発、ターボ＝プロップ・

エンジンＪｕｍｏ－０１２開発、航空用ディーゼル・エンジンＪｕｍｏｔ２２４開発、ジェット機Ｊｕ・１２６、

Ｊｕ－１３１、およびＪｕ－１３２の設計製造、ロケット飛行機の研究開発の過程を１９４６年秋の移

転までの非常に短い間になされた報告類から見て行こう。

《Ｊｕｍｏ・００４Ｆ》

５月８日Ｊｕｍｏ－００４Ｆの設計を変更し、①空気取り入れ口を二重構造にし、②噴流のス

タビライザーへの安定板の取り付けを強化し、③冷却装置の改善にともないガス圧縮器に

２重壁をもたせ、④同じ理由でジェット・ノズルの先端部を改善し、⑤ジェット・ノズル
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に空気取り入れ量を変化させる構造をもたせた。多くが高熱でジェット・ノズルが過熱し、

故障が続出したためであった１９）。ジェット機にふさわしい耐熱性の確保は、後述するよう

に、その後も大きな問題であった。

７月２５日現在、Ｊｕｍｏ－００４Ｆはすでにシャイベ博士らの協力により計２５時間の稼動実験、

性能測定試験まで終了している２０）。

《Ｊｕｍｏ－０１２》

Ｊｕｍｏ－０１２第１号機は１９４６年６月２５日に組立が終了、７月６日初めて試験されたが、

構造の弱さからタービン車相互の間の軸部にはめられていたリングが破損し、ガス凝縮器

の内壁が歪み、設計ミスからタービンのガイド部に直径の縮小と歪みが見られた２１）。

《Ｊｕｍｏ・２２４》

Ｊｕｍｏ・２２４航空ディーゼル・エンジン開発はシャイベ博士が指導していたが、ゲルラッ

ハ技師（原綴不詳）を指導者とするグループ（技師、及び設計技師２９名、技士１０名、製

図工１２名、複写要員４名の計５５名）を独立させ、ディーゼル・エンジンを専管させるこ

ととした２２）。

《Ｊｕ－１２６機》

５月１０日現在、Ｊｕ－１２６（別称はＥＦ－１２６）はその飛行試験用試作機が完成し、地上試験

と仕上げが行われている。第２号機の製造が完了、３号機～５号機は製造途上にあった２３）。

６月にＪｕ・１２６の試作機２機が完成し、曳航試験は成功した。しかし、①離着陸に用いる

スキー型滑走装置の出し入れが緩慢であったり、②昇降舵の後退角が不充分であったり、

③パイロット・ランプに歪みを生じたり、④昇降舵の差動ギヤが小さいなどの欠陥が発見

された。３号機、４号機はソ連領内で準備することが予定されており、続く５号機には可

能な変更を施す予定であった２４）。

《Ｊｕ－１３１機》

Ｊｕ・１３１（別称はＥＦ・１３１）は５月１０日現在、飛行機本体の設計を終了した段階にあるが、

１号機の製造のためにはまだ①射撃・爆撃照準装置、②ロケット推進によるスターター１２

基、③自動操縦装置とレーダー、④個別的制御装置、および電気測定装置が不足していた
２５）

Ｏ

Ｊｕ－１３１は６月にモデル製作委員会が設置され、すでに設計は最終段階にあった。しかし、

この段階で航空軍はＪｕ・１３１の性能の大幅な拡張をもとめる内容の「戦術的・技術的要求
丁‾●丁－’Ｔ‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　打・カー・へナー

（ＴＴＴ）」を航空機工業省に突きつけたようである２６）。ＯＲＢ－１は（このままでも、）「９月

に飛行場に登場する１３１機は航空軍にとって利益となり、研究と習得のために利用しうる

もの、つまり高速、高高度における操縦法、戦闘用装備、さらにジェット爆撃機操縦の経
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験になると考える」として、拒否の姿勢をとった２７）。

《Ｊｕ－１３２》

７月２５日現在Ｊｕ－１３２については資料収集を完了し、モデル製作委員会でバーデ博士が

報告した。ソ連邦に規格がない銅材、非鉄金属を使うため設計ビューローのいくつかの部

署で仕事が停滞していた２８）。

《“ユリア（Ⅸ）刀Ｈ兄）計画”》

“ユリア（Ｄ刀Ｈ兄）計画”とはロケット・エンジンを搭載した航空機開発を目的とする。

これは高高度に高速で到達し、そこから爆撃機を急襲するためのもので、カタパルト発進

を必要とした２９）。
ニス

カタパルト設計のために３月１０目付の人民委員会議布告‰．６０６－２４９ｃ、及び次官指令‰．
ニス

１／１９５ｃにもとづき、７月“ハインケル”社から１４９名の専門家を動員して専門のビューロ

ーが開設された３０）。

ト・カー・へ、－

２．　第２特別設計ビューロー（０ⅨＢ・２、ウナゼブルク）

ウナゼブルグのＢＭＷ工場を基礎に開設された。開設当初は生産部門に職員５名、労働

者９５名（うち、直接人員６０名）、設計ビューローに職員２８名、労働者５名、管理部門に

職員５名、労働者２０名の計１５８名にすぎなかったが、１９４５年１２月３１日には生産部門

に職員６５名、労働者２６３名、設計ビューローに職員７８名、労働者２２名、管理部門に職

員４０名、労働者９０名の計５５８名にまで補強された３１）。

１９４６年５月２７日現在の全従業員数は１，７２３名、うち開発部門に３０８名、生産職場に

４９０名が従事していた。ロシア人専門家は１２名であった３２）。

７月１７日現在、全従業員は２，１０７名。設計部門に３９２名、生産労働者５７７名、工程・

工具部門に１５７名、補助労働者４００名、建設部門に３０４名、管理部門に８７名、運転手、

警備、消防などの補助部門に１９０名である。ロシア人専門家は１１名、設備は３４２台でと

なった３３）。

ここでの主要課題であったＢＭＷ－００３、ＢＭＷ－０１８両ジェット・エンジンの開発過程の

特徴を見てみよう。

《ＢＭＷ・００３》

ＢＭＷ－．００３エンジンは牽引力８００ｋｇのものが残されていたので、１９４５年末までに試験

台２基、始動モーター試験台と噴射ノズル試験台をつくり、稼動実験を繰り返してデータ

をあつめ、牽引力１，０５０ｋｇを目指した改良研究にまわした３４）。

１９４６年７月初めに行われたＢＭＷ－００３エンジン第１号機の燃焼試験開始から１時間５

分後、タービン翼が３枚ちぎれた。温度は８５０℃もの高温であった。７月１５日に完成した

７５



第３号機には設計上の変更を加え、慎重に音速、牽引力８００ｋｇというレジームを越えない

ように燃焼試験を実施した。光学ピロメ一夕ーで計測したタービン翼の温度は７５０℃で、

１時間５０分後の点検でもタービン翼にたった１カ所取るに足りないガタつきがある以外

の欠陥は見いだせなかった３５）。

改良型のＢＭＷ－ＯＯ３Ｓ第１号機は６月１５日組立が完了、１時間３９分の稼動試験を行っ

た。１時間を越えると中心部のタービン翼の変形が見受けられた。第２号機でも４０分を

越えるとタービン翼が破断した。また、タービン翼に大きな振動があらわれ、さらに燃焼

室の過熱のためタービン直径が拡大した。このため、タービン翼の先端部とタービン室内

壁の間の間隙は２・８ｍｍから０．８ｍｍと、危険な水準にまで縮まったと報告されている３６）。

《ＢＭＷ・０１８》

ＢＭＷ－０１８エンジンのほうはまったく新しくすべての資料をつくらなければならなかっ

た３７）。

１９４６年５月２７日現在、ＢＭＷ・０１８エンジン製作に必要とされる詳細作業設計図のうち

完成したものは１５％、約３００枚になり、部品製作も１０％へと前進したが、ＢＭＷ・００３が

優先され、脇に追いやられている感があるとされている。また、熱加工のためのキューポ

ラがなく困っている様子であった３８）。

７月１７日現在、ＢＭＷ－０１８エンジンの詳細作業設計図作成は９０％、部品の準備は２５％

の達成率にまで前進した３９）。

設計作業は急速に進み、ＢＭＷ－０１８は７月２５日現在、詳細作業設計図が９０％完成した

段階にあった４０）。

３．　第３特別設計ビューロー（６紘一３、ハレ）

ハレの「ジベル」工場を基礎に開設された。１９４６年５月１日現在、７８８名が勤務してい

た。うち、技術者は１３１名であった４１）。
ト・カー・へ㌧－

９月３１日現在の報告によれば、超音速飛行機の開発を最終目標としていたＯＲＢ・３の中

心的な部門であるエンジン開発部門のテーマは①“ワルター”１０９・５０９（牽引力１，７００ｋｇ）、

②“ワルター”１０９・５１０（牽引力２，０００ｋｇ）、③ＢＭＷ・３３９５（ジェット・エンジンである

００３の補助用ロケット・エンジン。牽引力１，２００ｋｇ）、④ＢＭＷ－３３９０Ｓ（同。牽引力４，０００ｋｇ）、

⑤“ワルター”エンジン、ＢＭＷエンジン、ポンプ、およびタービンの試験台８基、燃焼

プロセスの研究、⑥燃料タンクの組立、⑦液体燃料ロケット用燃料関係であった４２）。
オー・か－・へ、－

しかし、０ⅨＢ－３はいくつかの点で困難な状況にあったようである。その最大のものであ

る燃料の確保の問題は後述することにして、まず５月１７日の報告から彼らが直面した困

難を列挙してみると、①ソ連人専門家の不足のため、統率がとれず、②優れたドイツ人専

門家ジンゲルマン（原綴不詳）がアメリカに連行されたほか、ソ連邦占領地区に住んでい

るものでもここで働くことを嫌い、ドイツ人専門家の確保がむずかしく、③自動車輸送部
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１一・カーり、一

隊をＯＲＢ－３に配備するという決定の実践が滞っていて、資材や設備の入手に困難があり、

④資材や設備を見つけて来ても、それらを運び出す許可を貰うのに、官僚主義的秩序のも

とでたいへんな手間がかかる、という諸点である４３）。

資材、設備の件については、５月１７日現在、試験台、および燃料タンク関係設備、資材
オー・か－・へ．－

のほとんどがバスドルフにあり、ハレの０ⅨＢ－３に漸次輸送しているが、一部がモスクワに

送られてしまい、因っていると報告されている４４）。
オー・カー・へ小一

また、人材不足はとくに深刻で、０ⅠくＢ開設当初からエンジン、および高高度用キャビン

の設計技師、特殊なジェット燃料に関する化学者が不足していた４５）うえに、ソ連邦占領地
ぅー・カー・へ、一

区で確保できる人材は限られていた。５月１７日の報告では、専門家の選定は０Ⅰ〈Ｂ・３の将

校グループが担当しているが、一連の専門家は他の連合国占領地区にいるので「対応する

諸機関の速やかな援助が必要」と述べられている。他の連合国占領地区から何らかの方法
オー・カー・へ、－

で、０Ⅰ〈Ｂ－３にドイツ人専門家を連れてくることもあった。たとえば、ジベル・３４６開発に

携わる集団のなかには、セロフ（ＣｅｐｏＢ、一名と父称不詳－）将軍を通じて他の連合国占領地

区から連れてこられた専門家集団が働いていた４６）しかし、ジンゲルマンの例で見られるよ

うな価値ある人材の流出はより一層問題であった４７）。

ここでは、主要課題であった“ワルター”・エンジンの開発とそれを搭載する予定の超音

速飛行機“ジペルー３４６”の開発の過程、および、燃料確保の問題について見ておこう。

《“ワルター”・エンジン》
オー・か－・へー

“ワルター”・エンジンについては、０ⅠくＢ－３開設当時すでに、マルクリスから届けられ

た半製品ストックに加えて、アイレンブルク、ブランディフの飛行場とストック・ヤード

から補助的な部品、ユニットが集められていた。それらを修理し、いくつか不足している

部品を補うと１４基のエンジンができると見積もられていた４８）。

“ワルター”１０９・５０９については４つあるヴアリアン卜すべてをモデルのかたちで入手

した。これらのうちＡ２型は２基組み立てられ、７月１日と３日それぞれ試験された。し

かし、Ｔ物質（過酸化水素水）とＳ物質がないために本格的な燃焼実験は行われていない

“ワルター”１０９・５１０は“シベル・３４６”用として準備され、これまでに３基が仕上がって

いるが、燃料がないため燃焼試験は行われていない４９）∩

《ジベル．３４６》

７月２５日現在、超音速実験機“ジペルー３４６”は製作途上であった。設計ビューローは現

在トレーニング用のグライダーの設計をすすめている。操縦性と安全性の向上が目的であ

った５０）。
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《燃料問題》

１９４６年５月１７日現在、燃料の確保については、ブルク近郊のストック・ヤードに過酸

化水素水１５０トンを発注しているところである。ブランディフ飛行場でＳ働質を発見した

が、警備司令部の妨害で運び出せずにいた５１）。

“ワルター”用燃料にはＨ２０２８２％コンセントレートとＳ物質が、ＢＭＷエンジンのため

には硝酸９８％コンセントレートと特殊な燃料が必要である。２５トン入手できたＳ物質は

水分が多く、《ブ・ナ》工場に蒸留を依頼しているが、それでも量が不足すると見積もられ

ていた。３０トン入手できたＢＭＷ用燃料はメチル・アルコールを多く含んでいた。Ｓ物質、

およびＢＭＷ用燃料はソ連邦占領地区では生産できなかったので、代替案として、他の連

合国占領地区にあるⅠ・Ｇ・社工場などで水和ヒドラジン、キセリジン、トリエチル・アミン

などの原料を購入することが望ましいとされたが、同時にソ連邦占領地区でも入手できる

代替原料、たとえば、水和ヒドラジンのかわりにフェニール・ヒドラジン、トリエチル・

アミンのかわりにジメチル・イソプチル・アミンなどを利用する方法の開発も追求されて

いる５２）。

４・　第４特別設計ビューロー（も．青首∴４、ベルリン）

ベルリンの“アスカーニヤ・ヴェルゲ工場を基礎として開設され、おもに自動操縦装

置の研究・開発を担当した０１９４６年３月２５日現在、実働５６名であった。他の企業で働

いていた専門家も動員されつつあった。１９４６年３月２５日現在、ソ連人技術者はたった３

人０所長レオンチェフと次長ソコロフ（ＣｏＲＯ丑ＯＢ、一名と父称不詳・）、補佐官レズニコフ

（Ｐｅ３ＨⅡⅨＯＢ、ｔ名と父称不詳・）大尉だけであった５３）。
オー・カー・へ、－

０Ⅰ〈Ｂ・４はベルリンとフリードリッヒスハーゲンに設計事務所（図Ｖ－３）、試験工場区、

実験室（その第１工場‥１，５００ｋｍ２。工作機械４５台、図Ⅴ－・４）を１９４６年７月１日まで

に開設した。ひきつづいて３，０００ｋｍ２、工作機械４８台の第２工場が設置された。７月１日

現在、博士４名、ディプロマ取得技師６名、技師３３名、技士１６名、職員３９名、有資格

労働者１４３名、補助労働者１２９名、計３６７名が勤務していた５４）。

設計ビューローは１９４６年３月２５日現在、すでに約３５０枚の詳細作業設計図を作成し

ていた。ここでは、①中央ジャイロスコープ・ステーション（フエラリス・モーターを装

備した３ジャイロスコープ機構、管制用ジャイロスコープ、電子増幅器）、②制御装置、③

自動信号装置、④３恥５００Ｈｚ・３相交流電流を供給するための電動発電機、⑤３種の操縦

装置、⑥電波高度計の開発が目指されていた。３ジャイロスコープ機構など詳細設計図が

残されているもあるが、ほとんどが失われていたり、“アスカーニヤ・ヴェルケ”自身がま

だ設計していなかったりであるうえに、管制用ジャイロスコープやムッター・コンパスの

モデルなどはセニロフ（ＣｅＨⅡ刀ＯＢ、－名と父称不詳．）少尉という人物がモスクワに持ち帰

ってしまったので、出発時点で参考となる資料はきわめて少なかった５５）。
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図Ⅴ－３　第４特別設計ビューロー（オ６．諒’占∴４）：設計事務所

出所）ｎｏＩＣＪＩａＪＴＨａ兄３ａＩＩＨＣＲａＪＩｙＲＨＨｙ Ｍ．Ｍ．ＨａｔＩａＪＩＨＨＨＲａ ＯＩ岱・４ＪＩｅｏＨＴｈｅＢ，ＴａＭ３髭ｅ．／

ｍｏｃｃＩ戒ｃＲＨ丘ｒｏｃｙ丼ａＰＣＴＢｅＨＨもⅠ丑ａｐｘＨＢ３ＲＯＨＯＭⅢＲＨ（ＰＦＡ〔））．◎ｏＨＦＥ（◎．）８０４４０ⅢＨＣｂ（０．）

Ｎ９１Ｅ礼Ⅹｐ．６６７６／皿．５０‥

図Ｖ－４　第４特別設計ビューロー指諒．占∴４）：連続生産職場の機械部門

出所）ｎｏＲＪＩａＲⅡａ５Ｉ３ａⅡⅡＣＲａＪＩｙＲＨＨｙＭ．Ｍ．ＨａｔＩａＪＩＨＨＩＩＲａＯＩ〈Ｂ・４ＪＩｅｏＨＴもｅＢ，ＴａＭ＝３Ｒｅ．伊ＦＡ９．◎．

８０４４０．Ｎ９１Ｅ礼Ⅹｐ．６６７６／皿．５２．

オー・カー・へ、－

ＯＲＢ・４において開発・製造を目的とした具体的な課題は１９４６年７月２５日の報告に

よれば、１５項目、すなわち、①３ジャイロスコープ・ステーション、②誘導コンパス指示

器、③中央コンパス航路指示器、④中央操縦装置（計器類の表示器など）、⑤平衡航路指示

器、⑥信号装置、⑦操縦梓、⑧変速装置、⑨滑空度調整装置、⑲無線式絶対高度計、⑪ブ

イ型無線受信機、⑫無線式距離計、⑬離着陸自動計算・決定装置、⑭プロペラの自動レギ

ュレーター、⑮５００Ｈｚ．交流電流を自動操縦機器類へ送るための変圧器、以上であった５６）。

また、試験研究用機器類の開発にも責任をもっていた。すなわち、①マッハ計のための空
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気力学研究用錘、②操縦梓による飛行機のコントロールに働く諸力の測定指示器、③機体

への翼の取り付けユニットに働く諸力の測定指示器、④プロペラ羽根の旋回角自動記入装

置、⑤各部における気圧の自動記入装置、⑥気密室（測定機器設置用の）、⑦襲撃角決定装

置、⑧－７度から＋１５度までの荷重倍数決定装置、以上であった５７）。

開発研究のすすめかたについては、７月３日の段階で、６紘一４での仕事を４つの課題

群に分類し、第１の課題群から段階を追って進められるべく計画されていた。第１の課題

群はコントロール用諸装置やゾンデ・コンパスの開発などであり、この時点ですでに終了

していた。第２の課題群は電動式操縦装置（図Ⅴ・５）と３ジャイロスコープ・ステーショ

ン（図Ⅴ・６）に用いられる管制用ジャイロスコープの設計と製作などであり、その完了予

定期日は１９４６年１２月３１日であった。第３の課題群は３ジャイロスコープ・ステーショ

ンを構成する残り２つのジャイロスコープなどの設計と製作、絶対高度計などすでに試験

に付された装置類の飛行機への取り付け、組み合わせによるシステムとしての自動操縦装

置１式（図Ｖ－７）の開発であり、完成予定期日は１９４７年５月１日であった（試験飛行の

予定は含まない）。最後の課題群は最も困難が予想された自動離着陸装置の開発であり、完
オー・カー・へ、†

成予定期日は１９４８年４月１日頃とされていた。０ⅨＢ－４所長レオンチェフ（刀ｅｏＨＴもｅＢ、一
オー・カー‥、、一

名と父称不計）は０ⅠくＢ・４のソ連邦領内への移転を「それ以前だと望ましくない中断があ

りうる」５８）として、第３の課題群が完了する１９４７年５月１日以降の時期に延期するよう

進言している５９）。

図Ⅴ－５　第４特別設計ビューロー指茂．占‾－４）‥実験室の操縦装置試験台

出所）ｎｏⅨＪｌａ問ａ兄３ａ＝ⅡＣＲａＪＩｙⅨＨＨｙＭ・Ｍ・＝ａｑａＪＩＨＨＨＲａＯＲＢ・４ＪＩｅｏｍｅＢ，ＴａＭ３Ｒｅ．伊ＦＡ３．◎．

８０４４０．Ｎ９１Ｅ刀：．Ｘｐ．６６７６／皿５４．
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図Ⅴ－６　第４特別設計ビューロー（も．諒’占‾－４）‥熟練試験工による３ジャイロスコープ装

置の調整

出所）ｎｏＲＪＩａＺｔ＝ａ５Ｉ３ａⅡＨＣＲａＪＩｙＲＨ＝ｙＭ・Ｍ・＝ａｑａＪＩＨＨＨＲａＯ壬くＢ・４ＪＩｅｏｍｅＢ，ＴａＭＸｅ．ｍＩＩＡ３．◎．

８０４４０．Ｎ壷１Ｅ礼Ⅹｐ．６６７６／皿５４．

図Ⅴ－７　第４特別設計ビューロー（オ６．諒．占∴４）‥自動操縦装置の点検のための試験台への

据え付け

出所）ｎｏＲＪＩａＲＨａ兄３ａＩＩⅡＣＲａＪＩｙＲＨＨｙＭ・Ｍ・＝ａｑａＪ＝Ｈ＝耶ａＯＩくＢ－４ＪＩｅｏＨＴもｅＢ，ＴａＭＸｅ．伊ＩＩＡ３．◎．

８０４４０．Ｎ９１Ｅ礼Ⅹｐ．６６７６／．皿５６

［３］．研究開発拠点の移転

１．機械設備とドイツ人“協力者”の移送

１９４５年８月２日のポツダム協定によりドイツ領内での軍需生産は禁じられていた６０）。
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このため、本格的な“軍需生産”段階にはいる前に拠点をドイツ領外へ移転させる必要が
オー・か－・′、－

あった。４つの０ⅠくＢのソ連領内移転を指示したのは１９４６年４月１９日の省令第２２８号で

あるらしい。８月にはいってそのために取り外し・移送する設備のリスト（数量、最大寸

法と重量、輸送に要する荷造り用資材の量と貨車、あるいはトラックの台数）づくりと準
ニス

備状況の報告を指示する次官指令第０２／１９５ｃ号が発令されている。これによると、旧ソ連
オー・カー＝、－

邦領内で新しく研究センターとなるふたっの試験工場のうち、「第１試験工場」へＯＲＢ－１

からは①機械職場にあるプレス機のすべて、②大型研磨盤、フライス盤、研削盤、③ユニ

ット部品職場、飛行機職場のすべての設備、④被覆材職場の機械、据付台、⑤非鉄金属鋳
オー・か－・′、、一

造設備、⑥鍛造プレス機、０Ⅰ〈Ｂ・３からは⑦研究用設備、計測制御機器・装置類、⑧計測制

御機器を装備した静止実験用機体試験台、⑨計測制御機器を装備したエンジン試験台、⑲

飛行機部品用スタンプ・プレス機、⑪特殊設備、⑫飛行機、およびユニット部品組立台、
オー・か－・へ、－

⑬０ⅠくＢ・３の写真室、⑭予備燃料保管庫、⑮飛行機製造用製品ストック、半製品、資材、取
オー・か－・′、■－

り付け具、器具類、⑯ＯＲＢ－３の捲き揚げ・運搬装置が送られることになっていた。また、
オー・炉・′＼－　　オー・カー‥、－

「第２試験工場」には０Ⅰ〈Ｂ・１、０ⅠくＢ・２より、①高度な研究用設備、計測制御機器・装置

のすべて、②原動機実験用の計測制御機器を装備した格納庫、③ジェット・エンジン実験

用の計測制御機器を装備した試験台、④ジェット・エンジン用資材、ユニット部品試験用

研究設備、⑤大型旋盤、中ぐり盤、正面旋盤、⑥大型フライス盤、ボール盤、研削盤、研

磨盤、⑦鍛造プレス設備、⑧可変ピッチ・プロペラの軸受函試験用装置、および単シリン
オー・プト・へ■－

ダー据え付け装置付き試験台、⑨０Ⅰ〈Ｂ－１の捲き揚げ・運搬装置運ばれることになっていた
６１）

⊂〉

こうした研究設備だけではなく、本格的な工業生産化に必要と思われる生産設備につい

ても、大胆な移送作戦が展開された。ソ連邦占領地域におけるドイツ企業機械設備のソ連

領内への移送は航空機工業省管轄分だけでも、①金属切削工作機械：３０，５６５台、②プレス

機‥４，９２１台、③ハンマー‥７９台、④電動機‥５，４６７台、⑤その他種々の設備：２７，９２８台、

計６５，９６０台が計画された６２）。ソ連邦領内への機械設備の移送が決まったあと、航空機工

業省駐独代表部は搬出元となるドイツ企業ごとに搬出対象設備台数の報告を５月１０日付

で行うように命じ、さらに６月１日付で再確認の結果を報告するように指示している。筆

者のもとにはこのうち、６月１日付報告のまとめがあるが、それによると航空機工業省管

轄下の移送作戦の対象となった工場は３０カ所である６３）。下記の表は、それら工場名を、

搬出対象設備数など（具体的な事項が記載されている場合に限り）とともに列記したもの

である。
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表Ⅵ－１航空機工業省管轄下の設備移送作戦対象企業一覧

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

（１）“アルグス”社工場‥１，４９７台の金属切削工作機械、２０台のプレス機、

２台のハンマー、２，０如台の種々の設備、１，０２２ケ

ースの機器・工具類が鉄道貨物車両部隊９隊に積

載完了。

（２）“ヒルト”社工場（ノイケルン州ヴァルタースドルフ）：設備２３５台。

（３）“クルト・へ－デルマン”社工場‥設備２３６台。

（４）“テーヴェツ＝ヴェルゲ社工場（ヴィテナウ）：設備７８３台、

うち２３４台が金属切削工作機械。

（５）“デフアウェル”研究所‥６，６８３機、うち４３６台が金属切削工作機械。

（６）“ＢＭＷ”社シュパンダウ工場：後日報告。

（７）“ヘンケル”社ロストック工場‥設備２、３３７台（うち、金属切削工作機

械は９３８台）、貨物列車１７両とトラック部隊１

隊で運び出し完了。

（８）“ヘンケル”社オラニエンブルク工場。

（９）“アラド”社ラーテノフ工場：すでに１，０２４台（うち、金属切削工作機

械は４２４台）、すべてソ連に向けて発送済み。こ

れらには衛生関連設備、計測制御機器も含まれ

る。

（１０）“アラド社へノーフェン工場。

（１１）“アラド”社ポツダム工場。

（１２）“シュレーゲル”社ゴルソン工場。

（１３）“ＢＭＷ”社バスドルフ工場：設備１，２２９台。

（１４）“メメフア”社ヴァーレン工場：１１４台が非鉄金属工業人民委員部へ、

６９台が重建設業人民委員部へ譲渡されたため、

移送対象設備９６７台中７８４台だけ航空機工業省

分として、輸送部隊２０隊の力で移送。

（１５）“アスカーニヤ＝ヴェルケ”社工場‥第１２２工場へ設備１，２４０台移送。

（１６）“ＢＭＷ”社ハルバーシュタット工場：設備７５５台。

（１７）“アイゾ”社アイスフェルド工場：設備２４２台＊。

（１８）“クストロフ＝ヴェルケ”社カラ工場：設備６８２台。

（１９）“ジベル・フリュクツオイヒ＝ヴェルケ”社ハレ工場‥試験研究継続中

につき、発送台数未確定。

（２０）“ユンカース”社デッサウ工場：同上。

（２１）“ＢＭＷ”社シュタスフルト工場：同上。
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（２２）“ユンカース”社シェーネペック工場。

（２３）“ラオタール＝ヴェルケ”社ヴェルニへロデ工場。

（２４）“ミッテル・ドイツチェ＝ヴェルゲ社ヘルツへロデ軽合金工場。

（２５）“ェルスター”社ベルステンドルフ工場。

（２６）“ダイムラー・ベンブ，社ベルステンドルフ工場。

（２７）“ユンカース”社オーバースバッハ工場。

（２８）“ヴェーヌス＝ヴェルケ”社ヴェーヌスベルク工場。

（２９）“ユンカース”社マクレンブルク工場。

（３０）オーバールンクヴィツ発電所‥タービン１機、タービン発電機１台、

電動機１台、ポンプ１機、コンデンサー１機、

変圧器１機、蒸気ポンプ１機をイルクーツク

の第３９工場へ移送。

●●‥‥●●●●‥●●‥‥●●‥‥‥‥‥‥‥●●

＊うち、金属切削工作機械３１３台と記載されているが、これは明らかに誤記であろう。外数であるか、

数字の誤りであるかは不明（市川）。

出所）Ⅲ０月ＣＨＨＴｅｍｈＨａ兄３ａＨＨＣＲａＲＯｍｅＴｙｙⅡＯｍ＝ＯＭＯＶｅＨ＝ＯｒＯＭⅡＨＨＣＴＰＣＴＢａａＢＨａ＝ＰＯＭａＢｒｅｐＭａＨＨＨＯ

ＸＯＥｅＲｅＭ。ＨＴａ３ＥａＨＯＴＩＰ”ＲｅＨｅＭｅ耶ⅡⅩ３ａＢＯＡＯＢＨａｌＨＸ）如１９４６ｒ・，ＴａＭ３Ｅｅ・ｒＰＦＡ３．◎．８０４４０．

地１Ｅ乱写ｐ・６６７１／皿皿５５・５７より作成。

機械設備とともに、ドイツ人“協力者”も必要数移送された。ドイツ国内に研究開発拠

点が置かれていた時点でその数は約鋤００人であったが、閣僚会議決飢．８７４－３６６ｃｃ
ニス・ニス

（１９４６年４月１７目付）により、ここから移送対象者として１，４００～１，５００人が選別されなけ

ればならなかった０この選別作業は当初１０月に完了する予定であった６４）。しかし、早く

も、８月７日にはドイツ人専門家・労働者１，４００名、家族含めて３，５００人の連行が決定さ

れ６５）、１９４６年１０月２日、一夜のうちに１，０００人単位の専門家が列車に詰め込まれ旧ソ連

邦領内に連行された。デッサウのユンカース社員はクイブィシェフ（現サマラ）北方のウ

ブラフレンチェスキに、ケづン工場のメンバーはチェルニコフスクにあるクリモフの設
計事務所に連れて行かれた６６）。

２・ドイツでの研究活動の継続と「コイネ事件」

しかし、せっかくソ連邦内にドイツ人専門家を送っても彼らは暇をかこっているだけで

ある場合が多かったらしい。省で用いる研究設備製作の進捗状況と省購入委員会による研

究設備の発注が満足の行くものではないからである０その基本的な原因は有資格専門家、

労働者の不足、組織化された生産基盤の欠如であった０それゆえ、ドイツに常駐していた

次官ルーキン（Ｍ廟ⅡＨ）は大臣フルニチエフに「現在ある生産拠点（デッサウ、ハレ、
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ベルリン、シュタスフルト）での試験研究」の再組織・継続を進言している。その際、「こ

れらの生産拠点に研究用設備、その他のための設備を備え付けることは、第１、及び第２

試験工場の装備をほとんど損なうことなく、現在あるものを利用すれば可能となるかもし
ト・カー・へ、－

れない」６７）として、各ＯＲＢごとに具体的な転用可能な施設を提示している。しかし、この
オー・か－・へ～－

進言は結局容れられなかったようである。１９４６年１１～１２月、４カ所の０ⅠくＢは完全にソ連

邦領内に移転された６８）。

他方、航空機工業省駐独代表部で、一連の多くはそれほど重要でない技術問題の解決に
二言・テー・オー

あたっていた工務課が、１９４６年末に航空機工業省駐独科学・技術課（ＨＴＯ）に再編され、

航空機工業省、政府直属のドイツ科学技術達成物研究管理部、および国家計画委員会（ゴ
二言・テー・ナー

スプラン）に同時に属することとなった。ＨＴＯは１９４７年から活動を開始したが、独自の
オー・カー・′、－

０Ⅰ〈Ｂや科学技術ビューローをもたず、ソ連邦が株式を取得したドイツ企業＝“ソヴィェト

株式会社”諸企業、ドイツの諸企業、個々のドイツ人専門家と契約を締結し、研究を委嘱

することによって研究課題を遂行しようとした。研究開発拠点の移動に伴って、残存課題

を効率よくこなすために、コスト低減、ドイツ人担当者の責任感の向上、数少ないソ連人
オー・か－・′、、－

専門家の０Ⅰ〈Ｂ運営に関する非本革的業務からの解放を目指した措置であった。初年度

（１９４７年）のテーマは当初２４件であったが、２件がドイツには専門家がいないとして早々

と除外され、かわりに新しいテーマがいくつも年度途中で付け加わった。また、テーマは

しばしば拡大し、あるいは他のテーマと融合しつつ、１９４７年末には総数４２件に落ち着い

た。新しく加えられたもののうち、１４件が流体力学に関係したテーマであった。そのなか

でも、超音速実験のための空気力学実験用風洞装置と空気力学的重量計のための自動装置

類を設計するという課題は重要だがたいへん複雑なものであった。また、空気力学の理論

に関するテーマも１１件あり、その多くが超音速に関連した複雑なものであった。テーマ

のうち３０件については、５５件の契約が“ソヴイエト株式会社”（２１件）、ドイツの諸企業
ニス・テー・ト

（２４件）、個々の専門家（１０件）との間に締結された。ＨＴＯとその地方組織にソ連人専門

家が配置された。当初６名であったが、１９４７年末には１１名となった。また、定員外の在

ドイツ専門家も動員された。全４２テーマにわたって総数３４３名のドイツ人専門家が確保

された。しかし、補足的に組み込まれたテーマのうち、上述のような複雑な課題１３件に
ニヌ・テー・オー

ついては、やはり安定した研究基盤が必要との観点から、変則的ながらＨＴＯのなかに科
三文・キー・へ、－

学・技術ビューロー（ＨＴＢ）“プリボル（ⅢｐＩＩ鮎ｐ：機器類、通常は計測制御機器のこと）”

を設置した。１９４７年におけるテーマの達成率は計画上の数値、６７．３％をやや上回る６７．６％
ニヌ・テー・オー

であり、全体で４５４種の試作品が製作された６９）。しかし、ＨＴＯ課長シュニットマン

（ⅠⅡＨＨ：ＴＭａＨ、一名と父称不詳－）の眼にはけっして満足の行くものとは見えなかった。彼は

９点にわたって「困難と欠陥」を挙げている。すなわち、①初発のテーマ別計画の不充分

な準備と思慮不足による混乱、②本省による技術的条件（仕様、定格など）の確定の遅延
ニヌ・テー・オー

（５月末）による初期の活動の停滞、③ＨＴＯ勤務員の一部に専門性と資格の点でテーマの
エヌ・テー・へ。一

要求に合致しない人々がいたこと（たとえば、レーダー、無線通信の専門家は皆無で、ＨＴＢ
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＝“プリポル”には空気力学関係のソ連人専門家がいなかった等）、④ソ連人専門家の決定
ニヌ・テー・ナ一　三ヌ・テー・′、、－

的な不足、⑤ＨＴｂとＨＴＢ＝“プリボル”にソ連人の文民通訳官、秘書＝タイピストがおら
ニス・テー・ノ、’－

ず、秘密が守れないこと、⑥ＨＴＢ＝“プリボル”におけるドイツ人空気力学専門家の不足
ニヌ・テー・オー

（後述）、⑦ＨＴＯ独自の確固とした年間支出予算が欠如していること、⑧“ソヴィェト株

式会社”への適切でない指導部人事（“ジーメンス・シュカート”社、“ジーメンス・プラ

ニア”社、“イゾラートァ”社などでは納期と完成品供与に責任をもたない幹部がいる）、

⑨配給のまったくの不足、以上である７０）。

こうした「困難と欠陥」に加えて、ドイツにおける研究活動の継続を困難にする事態が
＝ま・テー・へー

出来する。１９４７年末、ＨＴＢ＝“プリボル”で中心的な役割を担っていた数少ない空気力学
三叉・テー・へ、－

の専門家、コイネ博士が失綜したのである。ＨＴＢ＝“プリボル”は超音速における空気力

学実験用風洞装置の設計、自動式空気力学重量計の設計、空気力学理論に関する研究を課

題としていた０所長には適切な専門家がソ連邦から派遣されるまでの間、仮にシュメレフ

（Ｂ・Ａユ江Ｍｅ皿ｅＢ）が就任し、ドイツ側の指導者はコイネ博士が務めた。度重なる現地から

のソ連人専門家派遣要請は実現されず、ソ連邦占領地区内にはドイツ人専門家も不足して

いた。コイネ博士はソ連側に英国占領地区のゲッチンゲン市に在住する専門家数人を説得
ニヌ・手一・′＼、一

して、ＨＴＢ＝“プリボル”に引き入れる、と約束し、通行証を貰って１１月２８日ゲッチン

ゲンに向けて出発した０１２月２～４日には帰任するとの約束にもかかわらず、彼は帰らな

かった。家族はそれに先立っ１１月４日には居なくなっていた。ＨＴＯ課長シュニットマン
ニヌ・テー・オー

二言・テー・′＼、－

は、「ＨＴＢの活動を秘密にしておく可能性は失われた。それゆえ、ＨＴＢにドイツ領内で活
ニヌ・テー・へー

動を継続させることは不適切である」とソ連邦ドイツ軍政部人事部長に進言している７１）。

この進言がどのように処置されたかはわからない。しかし、筆者が見た限り、国立経済文

書館別館に保管された文書資料のなかに１９４８年２月以降の日付をもつドイツからの報告

は少なくなり、ドイツにおける研究開発活動は終息に向かったものと考えられる。

イ［４］・旧ソ連邦初期の軍用ジェット機

１・ドイツ製エンジンとその改良

１９４４年末から１９４５年初頭にかけて、ミコヤン，ヤコグレフ，ラヴォチキン、スホイ、

イリユーシン（Ｃ・Ｂ・ＨＪＩＫ＞Ⅲｍ）、トウボレフ（Ａ・Ｈ・Ｔｙ＝ＯＰｅＢ）ら有名な航空機設計技術者

たちは一斉にジェット機の開発をはじめた０先述のようにリューリカらの国産エンジンの

信頼性が低かったために、かれらはエンジンにはドイツからの“戦利品”を利用するよう
ニル・ト　　　　　　　　　　　　　ニル・ト

になる。牽引力８５０ｋｇのＪｕｍｏ・００４はＰｎ・１０として、牽引力８００ｋｇのＢＭＷ－００３はＰｎ

・２０として活用された７２）。Ｊｕｍｏ－００４とＢＭＷ・００３は航空機工業省の第一研究所（Ｈ蕗打１）

と中央航空機械研究所（亜嵐）で試験研究がすすめられ、第２６工場（ウーファ）と第

１６工場（カザン）でシリーズ生産にうつされた７３）０チェトヴェリコフ（Ⅶ汀ＢｅｐＨＲＯＢ、・

名と父称不詳－）の設計事務所では、血ａｄｏ・２銅をベースに、ＢＭＷ－００３エンジン４基搭載
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の爆撃機、Ｊｕｍｏ・００４を２基搭載した爆撃機の設計をすすめた。第８２工場、第４５８工場

ではＡｒａｄｏ・２３４とＭｅｓｓｅｒｓｃｈｍｉｔｔ（Ｍｅ）－２６２を再現した。１９４６年、第３８１工場（モス

クワ）と第２９２工場（サラトフ）ではＭｅ－２６２を１２０機製造した７４）。

しかし、アー・エス・ヤコグレフの回想では、当初Ｍｅ・２６２をコピーする方法が目指さ

れたが、コントロールが複雑で、シリーズ生産に失敗したため、この路線は挫折したと説

明されている。そして、Ｊｕｍｏ－００４、ＢＭＷ－００３などドイツ製エンジンを利用しつつも、“国

産”機を開発する路線がとられた７５）。
ミグ　　　　ニル・テー

１９４６年４月２４日に試験飛行し、旧ソ連邦初のジェット機となったＭ五「９はＰヱト１０
ヤク　　　＝ル・デー　　　　　　　　　　　　　　ミグ

を２基、その直後に試験飛行を実施した兄元一１５はＰヱトｌＯを１基搭載していた７６）。ＭＩ打は
ヤク

ＢＭＷエンジン、５ＩＲはＪｏｍｏエンジンを搭載したが、ＢＭＷエンジンはリューリカが同機
ミグ

のために製作した先述のエンジンより小さく、ＭＩ打ｒチームは機体フレームを縮小しなけ

ればならなかった７７）。１９４７年のメーデーのパレードではじめてジェット機が公開された
ラ　　　　ス　　　ス　　　エル・デー

７８）。つづいて、ＪＩａ－１５０、Ｃｙ・５、Ｃｙ－９はＰｎ・１０を基礎に完成した７９）。

また、ターボ＝プロップ・エンジンのＪｕｍｏ－０１２の製造はブランドナーやシャイベらド
ニヌ・カー

イツ人の手によってクイブィシェフで行われた。Ｊｕｍｏ－０１２はＨＫ－４と改称され、ただち
二丈・カー

にクズネッオフ（Ｈ．ｎ．Ｉ（ｙ３ＨｅＩｌＯＢ）の手で改良が加えられ、ＨＫ－６としてアントーノフ
アン

（０・Ｒ．ＡＨＴＯＨＯＢ設計事務所：略称、ＡＨ）．８に搭載された８０）。
ニル・デー

ドイツの「ワルター」エンジンはＰ且－１の改善に役だった細。リューリカの設計による
テー・ニル　　　イ／レ

ソ連初の国産エンジン、ＴＰ－１はＨ皿・２２爆撃機に４基搭載され、１９４７年７月２４日試験飛
ス　　　　　テ▼－・・・二ぎし

行を迎えた８２）。また、Ｃｙ－１１はＴＰ・１（牽引力１，２５０ｋｇ）を搭載していたが、これはシリ
テー・コ１　　　テー・エル　　　ナーり、－

レズ生産には移されなかった。つづいて、リューリカのもとで、ＴＰ・２、ＴＰ－３（Ａｘ－５、
７一・ニー　　　７一・エリ　　ェ７

牽引力５，１００ｋｇ）、つづいてＡｎＬ７とＡＪＩ・７¢（９，６００ｋｇ）がおもにスホイ機のシリーズ生

産に移された。彼につづいて、クリモフが国産エンジン開発に乗りだし、１９５１年、ミクー
７一・ニム　　　　　　　　　ニル・デー　エム

リン（Ａ・Ａ・ＭⅡＲｙＪＩⅡＨ）は牽引力８，７５０ｋｇのＡＭ－３、５２年にはＰｎ・３Ｍ（１，１２０ｋｇ）を開発。
ニル・デー　ベー

トウマンスキー（Ｃ・Ｒ・ＴｙＭａＨＣＲＨｉｉ）は１９５３年、戦闘機用のＰｎ・９Ｂ（３３００ｋｇ）を開発

した８３）。

党と政府の指導部は極めて早く成果が上がることを期待していたようである。早くも

１９４６年中には、“遅延”にたいするスターリンの怒りが、エヌ・デー・ヤコグレフ

（Ｈ・ｎ・５ＩＲＯＢＪＩｅＢ）砲兵総本部長、シヤフーリン（Ａ．Ｈ．ＩＨａｘｙｐＨＨ）航空機工業大臣、およ

びノヴィコフ（Ａ．Ａ．ＨｏＢＨＲＯＢ）航空軍総司令の「官僚主義」、「縄張り主義」にたいする批

判のかたちで噴出している８４）。先に指摘したように、ソ連邦の技術者たちは“国産機”開

発途上、耐熱性の確保にたいへん苦労した。のち科学アカデミー総裁となるケルドゥイシ

ユ（Ｂ・Ｍ・Ｒｅ刀仲ⅠⅢ）もこれについてはエンジンを機体からやや離すこと以外の解決しめす

ことできなかった８５）。また、速度の上昇とともに、どのような翼型を採用すべきかが問題

となるが、この設計研究では、スヴィシチェフ（ｒ．Ⅲ．ＣＢⅡ叫ｅＢ）、セベブリツキー

（５Ｉ・Ｍ・Ｃｅｐｅ６ｐＨＴＣＲⅡｉｉ）らが新しい翼型の開発を、ストルミンスキー（Ｂ．Ｂ．ＣＴＰｙＭＨＨＣＲⅡｆｉ）
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ミグ

が理論研究をおこなっている。これらの開発努力はＭⅡｒ－１５（牽引力４，８００ｋｇ、最大速度

１，０５０ｋｍ仏、３７ｍｍ砲と２３ｍｍ砲２門装備）に結実し、同機は朝鮮戦争で大活躍した。１９４８
ラ

年１月に試験された刀ａ－１７４ははじめて音速の壁を突破した。また、１９５０年、ＭＨｒ－１７は
ミグ

マッ′、　　　　　　　　　　ミグ　　　　　　　　ニル・テ．

Ｍｌ・０５を達成した。１９５２年、ＭＨｒ－１９はトウマンスキーのＰ且つ古エンジン（牽引力

３，２５０ｋｇ）を２基搭載、機体重量７・５ｔで、３０ｍｍ砲３門を装備、最大速度１，４５０ｋｍｎｌを達
＝ル・デー　　　　　　　　　　　　　ヤク

成し、シリーズ化された。同じ年、Ｐ月－９（牽引力２，６００ｋｇ）を２基搭載した月元－２５は

１，０９０ｋｍ／ｈで３，０００ｋｍを飛行した。機体重量９・２ｔ、３７ｍｍ砲２門装備。しかし、より重

要なのはこの機がレーダーを内装していたことである８６）。

２・イギリスからの技術導入とトウボレフ、イリユーシン

ドイツからの技術の“収奪”とならんで、極めてタイミング良く実現されたライセンス

生産も旧ソ連邦へのジェット・エンジン技術の移転に大きな役割を果たした。

イギリスの労働党政権は対ソ技術輸出を解禁し、１９４６年９月、ロールス・ロイス社の

ジェット・エンジンをソ連邦に輸出することを許可した。３０基のＤｅｒｗｅｎｔ型エンジン、

２５基のＮｅｎｅ型エンジンの船積みは１９４７年３月にはじまり、翌年まで続いた。また、ク

リモフは戦後パリの航空ショーを見学したのち、ロンドンでジェット・エンジン製造に関

するライセンス交渉を行い、その結果、１９４７年、ロールス・ロイス（Ｒｏｌｌｓ－Ｒｏｙｃｅ）社か

らライセンスをえた８７）。これにより、牽引力１，６００ｋｇのＤｅｒｗｅｎｔエンジンはロシア名Ｐｎ
ニル・デー

エル・テー

・５００として、２，２００ｋｇのＮｅｎｅエンジンはＰｎ－４５として利用された８８）。

他方、１９４６年末の閣僚会議布告によりトウボレフはジェット・エンジンを搭載した爆撃

機の開発研究を開始し、１９４７年夏には設計図を完成した０これがＴｙ・１２である８９）。トウ
トウ

ボレフはこの段階でイギリスのエンジンを期待していたとされている９０）。ジェット・エン
トク　　　　　エル・テー

ジンを装備した最初のソ連邦製爆撃機であるＴｙ・１２は、ＰヱⅠ－４５を搭載していた（シリー

ズ化はされず）９１）。その最大速度は７８３ｋｍ瓜、高度は１１ｋｍであった。さらに、政府と党

中央委員会はイリユーシンとトウボレフにジェット・エンジンを搭載した前線爆撃機の開
イル　　　　　トク

発を指示。これはＨ皿－２８、およびＴｙ－１４として実現するｏＴｙ・１４は第３のエンジンを機体

後部に取り付けたユニークな設計で知られ、１９４７年末の試験で良好な成績を収めた９２）。
トラ　　　　　　　　ニＪいデー

１９４８年に初飛行を行い、シリーズ生産化されたＴｙ・１４は、はじめＰ月・４５、のち、クリモ
ワ．ニ・か－　　　　　　　　　ニル・㌻－

フによるその改良型ＢＫ－１を搭載していた。Ｐ月う００はトウシノ（現在はモスクワ市の－
ニル・デー

部）の第５００工場で生産され、Ｐ月・４５はモスクワの第４５工場で生産された。後者はただ
がニ・か－　　　　　ミグ

ちにクリモフの手によって改良され、ＢＫ・１の名でＭⅡｒ・１５にも搭載された。同機は５，０００

機も製造されることになる９３）。

イル　　　　　　　ニル・テ㌧　　　　　　ヮ、二車

１９４６・４７年、イリユーシンはＨ皿・２８を設計した。当初Ｐ月・４５を２基、のちＢＫ－１を搭

載していた。牽引力２，０００ｋｇ、９００ｋｍ瓜で航続距離２，４００ｋｍ。機体重量２１・２ｔで、１，０００ｋｇ

積載が可能で、２５ｍｍ砲を４門装備し、３人乗りであった。ただちに標準前線爆撃機に指
ト→

定された。１９４８－４９年、Ｔｙ・１６の設計がはじまった。ミクーリンによる、牽引力８，７５０ｋｇ

８８



了・－・・ニム

のＡＭ－３エンジンを３基搭載し、最大速度１，０００ｋｍ／ｈで航続距離は３，７００～５，７００ｋｍ、

２３ｍｍ砲を装備し、６人乗りであった９４）。１９５２年に試験飛行を遂げるやいなや、シリー

ズ生産へ移された。問題は９００ｋｍ瓜あたりで操縦性が低下すること。中央流体力学研究
ツアーギ

所（ＩｔＡＩＩＨ）ではフリステイアノヴィッチ（Ｃ．Ａ．ＸｐＩ王ＣＴＩａＨＯＢ椚）を責任者とするグルー
ニトイー・イー

プが、航空研究所（ＪＩｅＴＨＯ－ＨＣＣＪＩｅＦ（ＯＢａＴｅＪＩＬＣＲＨ滋：ＨＨＣＴＨＴｙＴ，－ｎ日日）ではオストスラフ

スキー（Ｈ．Ｂ．ＯｃＴＯＣＪＩａＢＣＲＨ丘）と　ガイツ（Ｍ．Ａ．ｒａ軸）らのグループが並行して研究をす
へ、－

すめた。また、バーデ（Ｂ．ＷＢａａｄｅ）率いるドイツ人グループは爆撃機「６１４０」の設計

を１９４９年完了した。最大速度は１，２３０ｋｍ他に近づいた９５）。
ヤク

こうして、先に述べた兄元一２５の登場とともに、最初の旧ソ連邦空軍“主力４機種”（主
ミグ　　　　　　　　ヤク　　　　　　　　　　　イ／レ

力戦闘機ＭＩ打・１９、主力迎撃機兄元一２５、主力近距離爆撃機Ｈ皿－２８、そして、主力長距離爆撃

機屯・１６である）が出揃うこととなった９６）。
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３７）ＨｃａｅＢ，ＯＴ。ｅＴＯＰａ６０ＴａＸ，…ｙＲａ３・・・・ｍｍ３・◎・８０４４０・Ｎ９１ＥＲ．ＸＰ．６６７８／．ｍ．２４．

３８）ＴａＭ：Ⅹｅ，皿２９．

３９）ＨｃａｅＢ，ＯＴｑｅＴＮ軋‥ｙⅨａ３…・仲ｍ３・◎・８０４４０・恥１耳礼叩．６６７８／皿８３．

４０）刀作間Ⅸ０田町・・・ｙⅨａ３…・伊ｍ９・◎・８０４４０・恥１Ｅ胴ｐ．６６８３／皿１９．
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４１）ｏＴｑｅＴ Ｏ Ｐａ６０Ｔｅ Ｏｃｏ６０ｒＯ ＴｅＸＨ胴ｅＣＲＯｒＯ６ＩＯＰＯ Ｎｇ３．１９４６ｒ．Ｂ《ＣＢｅＪＴｅＨＨ５Ｉ Ｏ ＢＨＩＩ。ＪＩＨｅＩＩＨＨ

Ｃ＝ｅＩ１３ａ刀β－ＨＨＨＯＴＢ・３・ｒ・ｒａＪＩＪＩｅ〉〉・ｎ？ＦＡ３・◎・８０４４０．Ｎ９１ＥＲ．ＸＰ．６６７７／．ＪＩ．３．

４２）ＯＴｑｅＴ Ｏ井Ｂ即ａＴｅＪＩｂＨＯＭ ＯＴ耳ｅＪＩｅ ＯＲＢ－３Ｈ ＲＰ．】Ｂ《ＣＢｅＡｅＨⅡ５ＩＯ ＢｈＩⅢＯＪＩＨｅＨ逝‖旺ＣⅡｅｑ３ａＲａＨＨＨ

ＯＴＢ－３・ｒ・ｒａＪＩＪ＝ｅ〉〉・ｎＦＡ（）・◎・８０４４０・Ｎ９１ＥＲ・ⅩＰ．６６７７／．ＪＩ．７３．

４３）ｏＴｔＩｅＴＯＰａ６０ＴｅＯｃｏ６０ｒＯＴｅＸｌ＝ＨⅦｅＣＲＯｒＯ６Ｋ）ＰＯＮ９３．．．ｙＲａ３…．ｎＦＡ（）．◎．８０４４０．Ｎ９１ＥＲ．ＸＰ．６６７７／．

皿．１０．

４４）ＴａＭＸｅ，皿６．

４５）ＴａＭＸｅ，皿４．

４６）ＪＩｙＲＨ＝，Ｉ（ｏＴｔＩｅＴｙ・・．ｙＲａ３…．伊ＩＩＡ（）．◎．８０４４０．Ｎ９１ＥＲ．ＸＰ．６６８３／．ＪＺ．２３．

４７）ｏＴｔＩｅＴＯＰａ６０ＴｅＯｃｏ６０ｒＯＴｅＸＩＩＨｔＩｅＣｌ｛ＯｒＯ６１０ＰＯＮ９３・‥ｙＲａ３…・ｎ？ｒＡ（）．◎．８０４４０．Ｎ９１Ｅ札ⅩＰ．６６７７／．

几．７．

４８）ＴａＭＸｅ，皿５．

４９）ＯＴｔＩｅＴＯ耶ＨｒａＴｅＪＩｂＨＯＭＯ叩ｅＪＩｅ…ｙⅨａ３…．仲ｒＡ３．◎．８０４４０．Ｎ９１Ｅ４．ＸＰ．６６７７／．ＪＩ７３．

５０）ＪＩｙＲＨＨ，ＲｏＴｔＩｅＴｙ．．．ｙＲａ３…．仲ＦＡ３．◎．８０４４０．Ｎ９１ＥＥ．ＸＰ．６６８３／．ＪＩ．２３．

５１）ＯＴｔＩｅＴＯＰａ６０ＴｅＯｃｏ６０ｒＯＴｅＸＨＩ円ｅＣⅨＯｒＹ）６Ｋ｝ＰＯＮ９３・・・ｙＲａ３…・伊ｒＡ∈）・◎．８０４４０．ＮＱＩＥＲ．ＸＰ．６６７７／．

刀．７．

５２）ｏＴｔＩｅＴＯＰ［ＢⅡｒａＴｅＪＩｈ＝ＯＭＯＴＡｅＪＩｅ…ｙＲａ３…．ｎＩＩＡ３．◎．８０４４０．Ｎ９１Ｅ札ⅩＰ．６６７７／．ＪＩ７５．

５３）ｎｏｍａ茜Ｈａ５Ｉ３ａＩＩＨＣＲａ Ａ．Ｃ．５ＩＲＯ６ＪＩｅＢｙ ＨがＩａＪＩＨＨＨＲａ ＯＲＢ－４ＪＩｅｏＨＴｂｅＢａ，Ｂ（くＣＢ印ｅＨＨ，Ｉ。

ＢＨⅡＯＪｔＨｅＨＩⅢＣⅢｅＩ１３ａＪＴａＨＨＨＯＩ〈Ｂ・４・ＢｅｐＪＩＨＨ”．ｍｒＡ（）．◎．８０４４０．Ｎ９１Ｅ外ⅩＰ．６６７６／．ＪＩＪＴ．１２１，１２３．

５４）ｎｏＲＪＴａ井Ｈａ５Ｉ３ａＩＩＨＣＲａＪＩｙ㍑ＨｙＭ．Ｍ．ＨａｔＩａＪＩⅡＨＨＲａＯＲＢ－４ＪＩｅｏＨＴもｅＢａ，ＴａＭＸｅ．／ＰｒＡ３．◎．８０４４０．

Ｎ９１Ｅ礼Ⅹｐ．６６７６／．皿４５．

５５）ｎｏＲＪＩａ井Ｈａ５Ｉ３ａ＝ＨＣＲａＡ・Ｃ・５ＩＸＯ６ＪＩｅＢｙ・・・ｙＩＣａ３…・ｎ？ＦＡ３．◎．８０４４０．ＮＱＩＥＡ．ＸＰ．６６７６／．ＪＩＪｔ．１２１，１２２．

５６）刀ｙ氾Ｈ，ＲｏＴｑｅＴｙ…ｙＲａ３…．仲ｒＡ３．◎．８０４４０．恥１Ｅ外Ⅹｐ．６６８３／．Ⅲ．３０・３５．

５７）ＴａＭＸｅ，皿皿３６，３７．

５８）ｎｏＲＪＩａＪｔＨａ５Ｉ３ａ＝ＨＣＲａＪＩｙＲＨＨｙ…ｙＲａ３…．伊ＦＡ３．◎．８０４４０．Ｎ９１ＥｚＩ．ＸＰ．６６７６／．ＪＩＡ９．

５９）ＴａＭＸｅ，乃皿４８，４９．

６０）ＡｌｄｒｅｃｈもＯｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．３３．

６１）ＩＩｐ耶ａ３３ａＭｅＣＴＨＴｅＪＩ５ＩＭ＝＝ＨＣＴｅＰａａＢⅡａｑＨＯ＝ＨＯ丘＝ｐＯＭ迅ＨⅡＪＩｅ＝＝ＯＣＴＨＣＣＣＰＮ９０２．１９５ｃ．ａＢｒｙＣＴａ１９４６．

Ｂ｛くⅢｐＨｌ｛ａ３もちＰａＣＣＩＩＯＰＪＩ兄ⅢｅＨＨ兄ⅡｙＲａ３ａ＝ⅠはＴＯＢ・ＪＩｙＲⅡ＝ａ》・仲ＦＡ（）・◎・８０４４０・Ｎ９１Ｅ４．ＸＰ．６６６７／．ＪＩＡ５．

６２）ⅢｐｅＲｒＩＰＨ５ＩＴＨ５ＩＪｔｅＭＯＨＴＨＰＯＢａＨⅡもＩｅ　ⅡＩＩＯＪＩＨＯＣＴｔＪＯ ＯＴｒＰｙ３Ｅｅｌ｛Ｈ（Ｔａ６ＪＩＨＩｌａ），Ｂ　《ＯＴ．ＩｅＴｈＩ

ｙ＝ＯＪＩ＝ＯＭＯｔＩｅ＝ＨＯｒＯＭⅡａＢＨａＩＴＰＯＭａＣＣＣＰＢＩ．ｅｐＭａＨ壬ＩＨＯＪＴｅＭＯ＝Ｔａ３ＲｅＨＯＴＩＰｙ３ＲｅＯ６０ＰｙＦ［ＯＢａＨＩ王５ＩＣ

ⅡｅＭｅＩ岬ＨＸ３ａＢＯＪｔＯＢ ＨａⅡＰｅＲⅡｐ月：ＴＨ５Ｉ ＭＩＩⅡⅡＣＴｅＰＣＴＢａ３ａ１９４６ｒ．》ＴｏＭ２．仲ＦＡ３．◎．８０４４０．ＮＱＩ

Ｅ月．Ｘｐ．６６７１／．皿１１６．

６３）Ｉｌｏ兄Ｃ＝ＥＴｅＪＩｂ＝ａ兄３ａＨＨＣＩＣａⅨＯＴｔＩｅＴｙｙＴＩＯＪＴＨＯＭＯｔＩｅＨ＝ＯｒＯＭⅡＨＨＣＴＰＣＴＢａａＢＨａⅡＰＯＭａＢｒｅＰＭ：ａＨⅡＨＯ

ＸＯＺｔｅＪｌｅＭ：ＯＨＴａ３ＲａＩＩＯＴｒＰｙ３ⅠくｅＨｅＭｅ叫ＲＨＸ３ａＢＯＪＴＯＢ ＨａｌＩ王Ｅ）Ｈ５Ｉ１９４６ｒ．，ＴａＭ３Ｋｅ．／ＰＦＡ（）．◎．８０４４０．も

Ｎ塁１Ｅ外Ⅹｐ．６６７１／．皿丁．５５－５７．

９１



６４）ⅢＨＣもＭＯＭ・ＪＩｙＲＨ＝ａＭⅡＨＨＣＴＰｙａＢＨａ叩ＯＨＨＯ負ｒＩＰＯＭもⅠⅢＪＩｅ＝＝ＯＣＴＨＣＣＣＰ，Ｔ．ＸｐｙＨ椚ｅＢｙＭ．Ｂ．

２５・０７・４６・，Ｂ　《Ⅲｅｐｅ＝ＨＣＲａ Ｃ ＭＨＨＨＣＴｅＰＯＭ ａＢＨａ岬０＝ＨＯ丘　ⅢＰＯＭＬＩⅢＪＩｅＨＨＯＣＴＨ ＣＣＣＰ ｏ６

０ＰｒａＨＨ３ａＩＩＨＨｒＩＰＯＩ王３ＢＯＩＥＣＴＢａＰｅａＸＴ＝ＢＨＨＸ耶ＨｒａＴｅＪＩｅ最〉〉仲ＦＡ３・◎・８０４４０・Ｎ９１ＥＦ［・ⅩＰ．６６８９／．ＪＩ．６．

６５）ＩｈｃもＭＯＭ・ＪＩｙＲＨＨａＭⅡＨＨＣＴＰｙａＢＨａｑＨ。Ｈ＝０丘ｒｑ）ＯＭもⅠⅢＪＩｅ＝＝ＯＣＴⅡＣＣＣＰ，Ｔ．ＸｐｙＨＨｑｅＢｙＭ．Ｂ．

（０７・０８・４６）・，ＴａＭ＝３Ｒｅ・ｒＰＦＡ３・◎・８０４４０．油１ＥＲ．ＸＰ．６６８９／．ＪＩ．１２．

６６）ＡｌｄｒｅｃｈもＯｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．３３．

６７）ⅢＨＣｂＭＯＭ・ＪＩｙＲⅡＨａＭⅡＨＨＣＴＰｙ・・・ｙＲａ３…・伊ＦＡ３・◎・８０４４０．恥１Ｅ耶Ｐ．６６８９／．ＪＩＪＩ．６，８．

６８）ⅢＨⅡＴＭａＨ（ＨａｑａＪＩⅡＨＨＲ＝ａｙ電ＨＯ・ＴｅＸＨＨｑｅＣＲＯｒ。ＯＴｎｅＪＩａ），ＯＴｑｅＴ。Ｐａ６０ＴｅＨａｙⅦＨＯ・ＴｅＸＨＨⅦｅＣＲＯｒＯ

ＯＴＪｌｅＪＩａ ＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢａ ａＢＨａｑＨＯ＝ＨＯ丘ＩＩＰＯＭＬＩＪＩｅ＝ＨＯＣＴⅡＣ・Ｃ・Ｃ・Ｐ・ＢＩｌｅｐＭａ＝ⅡⅡ３ａ１９４７ｒＹ）Ｐ［．

３０・０１・４８，Ｂ《ＯＴｔＩｅＴＨＴＯＢＩ．ｅｐＭａ＝ＨＨＯＨａｙＴＩＨＯ・ＨＣＣＪＩｅ属ＯＢａＴｅＪｌｂＣＲＯ丘ｐａ６０Ｔｅ３ａ１９４７ｒ．〉〉，ｒＰｒＡ９．◎．

８０４４０・娘１Ｅ礼Ⅹｐ．６６９０／．皿２．

６９）ＴａＭ鑑ｅ，∬几２・６．

７０）ＴａＭＸｅ，几皿１１－１３．

７１）ⅢＨＣもＭＯＨａｑａ刀ⅡＨ耶ａＨＴＯ，ⅢＨ＝ＴＭａＨａ＝ａｑａｍＨＨＨＲｙⅢＴａ６ａＣＢＡｒ，ｒｅＨｅＰａ∬ＪＩｅａＴｅＨａＨＴｙ

ＴＯＢ・ＪＩｙ私見＝ｑｅ＝ＲＯｌｌ・１２・４７・，Ｂ（（Ⅱｅｐｅ＝ⅡＣＲａＣＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢＯＭ】旺３ａＢＯＡａＭＨＭⅡＨａＢＨａⅢｐＯＭａＣＣＣＰ

ｒＩＯＨ二３ｙｑｅＨＩ‡抑ＨｅＭｅＩＩＲＯ最ａＢＨａＩＩＨＯ＝Ｈ＝０丘ＴｅＸＨＨＲＨ・〉〉，ｍｒＡ３・◎・８０４４０・Ｎ９１Ｅ４．ＸＰ．６６９５／．ＪＴＪＩＡ５－４７．

７２）ｃＴｐＯｅＢ，ｙＸａ３．Ｃ肌．，Ｃ叩．２７１．

７３）アルブレヒトはＢＭＷ・００３の生産はレニングラードの第４６６工場「赤い１０月」で１９４７年に生産

が開始され、Ｊｕｍ。・００４はカザンの第１０工場で生産されたとしている（ＡｌｄｒｅｃｈもＯｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．３６）が、

これは訂正される必要があろう。

７４）ＣＨＭＯＨＯＢ，ｙＲａ３．ＣＯ可．，ＣＴｐ．２３６．

７５）ＣｙｐＴａＨＯＢ ｙ元ａ３．ＣＯ可．，ＣＣ．１０・１１．

７６）ＣＴｐＯｅＢ，ｙⅨａ３．ＣＯ電．，ＣＴｐ．２７１．

７７）Ａｌｄｒｅｃｈｔ，Ｏｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．４４．

７８）ＣｙｐＴａ＝ＯＢ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＴＰ．５．

７９）ｃＴｐＯｅＢ，ｙＲａ３．ＣＯⅦ．，Ｃ叩．２７２．

８０）ＡｌｄｒｅｃｈもＯｐ．ｃｉｔ．，ＰＰ．３５，３６．

８１）ｃ重工ＭＯＨＯＢ，ｙⅨａ３．ＣＯⅦ．，ＣＴｐ．２３６．

８２）ｃｏ６０ＪＩ蝕，ｙＸａ３．ＣＯⅦ．，ＣＴｐ．５８．

８３）ｃＴＰＯｅＢ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．２７１・２７２．

８４）ｃＨＭＯＨＯＢ，ｙＲａ３．ＣＯ可．，ＣＴｐ．２３８．

シヤフーリンは１９４６年１月５日に大臣を解任され、３月には党中央委員会からも追放され、とう

とう４月４日逮捕された。最高裁判所は「深刻化する状況での権力濫用と越権」、「規格にあわない、

質の悪い、不揃いな製品の製造」の廉により７年間の自由剥奪を宣告した（Ⅸ・Ａ・３ａ刀ｅＣＣＲＨ丘《ＨＭⅢｅＰＨ兄

ＣＴａＰＨ＝ａ：ＢＨＯＩＶａＯ椚ｅＣＲＨ丘３Ｈ岬ＲＪＩＯ＝ｅ脚ⅦｅＣＲⅡ最ｃＪＩＯＢａＰｂ》Ｍ・：ＢＥｔＩＥ・２０００ｒ．ｃＴＰ．４８８）。ノヴィコ

フもほぼ同時に逮捕され、監獄に収監された（ＴａＭ＝蹴ｅ，叩・３３８）。エヌ・デー・ヤコヴレフはその場
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は免れるものの、１９５１年になって解任されている（ＴａＭ鑑ｅ，ＣＴｐ．５１４）。

８５）Ｃｏ６０ＪＩｅＢ，ｙＩ（ａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．２８，２９．

８６）ＣＴＰＯｅＢ，ｙｌ（ａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．２７２・２７９．

８７）ＡｌｄｒｅｃｈもＯｐ．ｃｉｔ．，ＰＰ．１９，２６，３７．

８８）ｃＴＰＯｅＢ，ｙＩＣａ３．ＣＯｑ．，ＣＴｐ．２７１．

８９）Ｉ（ｅｐ６ｅｐ，ｙＩは３．ＣＯｑ．，ＣＴＰ．２５０．

９０）Ａｌｄｒｅｃｈｔ，Ｏｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．２６．

９１）ＣＴｐＯｅＢ，ｙＩは３．Ｃ粥．，ＣＴｐ．２７１．

９２）Ｉ（ｅｐ６ｅｐ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＣ．２５０，２５３．

９３）Ａｌｄｒｅｃｈｔ，Ｏｐ．ｃｉｔ．，Ｐ．３８．

９４）ＣＴＰＯｅＢ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＴＰ．２７２．

９５）Ｃｏ６０ＪＩｅＢ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＴＰ．６０．

９６）ＣＴＰＯｅＢ，ｙＩは３．ＣＯ電．，ＣＴＰ．２７９．
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Ⅶ．旧ソ連邦におけるレーダー開発の最初期

［１］．戦中・戦後初期における種々のレーダー開発

トウハチェフスキー（Ｍ．Ｈ．ＴｙｘａｔＩｅＢＣＲⅡｉｉ）元帥はすでに１９３０年代前半からレーダーに

関心を抱き、１９３３年のはじめには防空管理部にたいし、飛行機監視のための電磁波利用法

研究に適切な研究所、設計ビューローの選定を命じている１）。しかし、この構想はトウハ

チェフスキー失脚のため展開されることがなかった。

旧ソ連邦ではじめて製作されたレーダーは１９３９年４月から１９４０年４月にかけて開発
レドゥート

された範囲１００ｋｍの自動車搭載型レーダー・ステーション＜（ＰｅｚｔｙＴ〉〉であった。（（
レドゥート

ＰｅＥｙ Ｔ〉〉は折からのフィンランド戦争で試験利用された。この試験結果をうけて、砲兵
エ／レ・ウー・エス　エル・ウー・エス　エス

総管理部のもとで地上の研究開発がすすめられ、１９４１年５月にはＰ ｙ Ｃ・２、Ｐ ｙ Ｃ－２Ｃ
レドクート

の２種が完成した。また、第２次世界大戦開戦直前の時期には船舶用レーダー（くＰｅｚｔｙＴ
カー

．Ｋ〉〉が完成し、黒海艦隊の巡洋艦に搭載された。さらに、１９４２年７月には航空機用レーダ
グ　ネ　イ　ス　　　　　　　　　　　　　　　へ＿

－・ステーション（（ｒ＝ｅ鎮ｃ－２〉〉が開発されて、さっそく口ｅ－２機に搭載された。こうし

た一群のレーダー開発には数多くの科学者が動員された。なかでも、ヴヴエデンスキー

（Ｂ・Ａ・ＢＢｅ卿＝ＣＲⅡ丘）、コブザレフ（Ｘ）．Ｂ．Ｒｏ６３ａＰｅＢ）、ポンチ＝ブルーエヴィチ

（Ｍ・Ａ・Ｂｏ＝ｔＩ－ＢｐｙｅＢＨⅦ）、トレホーヴァ（Ｍ．Ｔ．ＴｐｅｘｏＢａ）、デヴヤートコフ（Ｈ．ｎ．ｎｅＢ５ＩＴＲＯＢ）、

ティホミーロフ（Ｂ・Ｂ・ＴＨＸＯＭＨＰＯＢ）、ミレル（◎．Ａ．ＭⅡＪＩＪＩｅＰ）、マレーロフ（ｎ．Ｅ．ＭａｐｅｐｏＢ）

らの活躍はめざましいものであったとされる２）。

高性能レーダーの開発は第２次世界大戦中における軍事技術開発の焦眉の課題となり、

１９４３年７月４日付国家防衛委員会（＝臨時の最高戦争指導機関）布告によってレーダー

開発・製造・前線配備の抜本的強化を目的とした国家防衛委員会付属「レーダー関係会議」

の設置が決まり、議長には副首相マレンコフ（ｒ．Ｍ．ＭａＪＴｅＨＲＯＢ）が就任した。副議長に就

任し、事実上この分野における研究開発活動をリードしてゆくのがベルク（Ａ．Ｈ．Ｂｅｐｒ）で

ある。優れた電波工学者であった彼は同年３月に海軍アカデミーから電子工業人民委員部

次官に転身したばかりであった。ほかに、同会議にはウスチーノフ（凡◎．ｙｃＴＨＨＯＢ‥装備

人民委員）、フルウニチェフ（Ｍ．Ｂ．ＸｐｙＨＨⅦｅＢ：航空機工業人民委員）、ゴレグリヤド

（Ａ・Ａ・ｒＯＰｅｒｍＩｎ）、カバーノフ（Ｈ．Ｒ．Ｉ（ａ６ａＨＯＢ）といった官僚層、軍部から参謀次長アン

トーノフ（Ａ・Ｈ・Ａ＝ＴＯ＝ＯＢ）大将、学界からコブザレフ、シチクーキン（Ａ．Ｈ．ＩｑｙＲＨＨ）、工

業分野からショーキン（Ａ．Ｈ．ⅢｏＲⅡＨ：のち２７年間にわたり電子工業相をつとめる）が常

任委員として参画していた３）。

１９４３年７月国家防衛委員会はその第３６８６号布告によって、レーダー開発の組織化を指

示した。全連邦レーダー研究所のほか、全連邦真空管研究所、中央設計ビューローなどが

組織された４）。

こうした施策によって、戦争中、地上レーダー・ステーション（苛．㌃．ぎー２とＰ ｙＣ－２
エル・ウー・エス

エス　　　　　　　　　　　ソーン　　　　　　　　　　　　　　グネイス

Ｃ）６５１基、砲兵用レーダー装置（ＣＯＨ・２タイプ）１２４基、航空機用レーダー（ｒＨ。益ｃ
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型）２５５基、さらに若干の船舶用レーダーが製造された５）。

これら“ソ連製”レーダーの構想はどこから生まれてきたものであろうか。ひとつ考え

られるのは対英米諜報活動の成果である。１９４１年６月国家防衛委員会名の司令によって

「ウラン利用計画」をはじめとする科学技術７分野における対英米諜報活動の強化・系統

化がニューヨークとロンドンを中心に追求されることとなった。レーダーはミリ波装置や

ポータグル無線機とともにその第２項目にあげられていた。その結果、１９４４年までの段階

でベルクのもとには報告が１，２３６件、写真５，３８３葉、図１６５葉、部品仕様７８件が届けら

れていたという６）。

レーダーの構想があらわれてくるもうひとつの経路はその英米からの直接的な支援であ

った。とくに、ジェネラル・エレクトリック社、ウェスティングハウス社両社の手になる

ＳＣＲ－５８４は旧ソ連邦の研究者の関心を呼んだ。同機は１９４４年末ソ連邦に供与され、さっ

そくヴィリニュスの西部防空システムのレーダー試験場で試験に附された。アメリカへは

レーダー技術の提供をもとめて、ポドベリスキー（Ｂ．Ｈ．Ｈ叩６ｅ皿Ｃｍ粛名称通信専門学校

軍事部聴講生となっていた士官グループが派遣されている。そのなかにはのち、国防次官

をつとめるトロフィーモフ（Ⅸ．Ｈ．Ｔｐｏ如ＭＯＢ）も含まれていた７）。

戦後も、外国貿易省はアメリカのＲＣＡ社にたいし２０００万ドル規模の技術援助協定締結

をもとめ、戦後にはなったが、１９４６年３月専門家を派遣しようとした。しかし、すでに

激化しつつあった冷戦機運にはばまれ、入国ヴィザ発給を拒否されてしまった８）。

このため、ソ連邦政府は自主開発に路線を転じ、同年７月１０日付の閣僚会議布告をも

って、装備省（陸上ステーション）、農業機械製作省（レーダー近接信管つきロケット砲、

巡航ミサイル弾）、航空機工業省（航空機用レーダー・システム）、および造船工業省（海

軍用レーダー・システム）の４省にレーダー開発を指示するとともに、従来の「レーダー

関係会議」を改組して閣僚会議付属レーダー委員会を設置することを決定した。同委員会

は議長に副首相マレンコフ、副議長にべルク、委員にはショーキン、ブルガーニン

（Ｈ・Ａ・ＢｙＪＩｒａ＝Ｈ＝）、サブーロフ（Ｍ．３．Ｃａ６ｙｐｏＢ：国家計画委員会議長。のちレーダー委員

会の議長となる）、キルピチニコフ（Ⅲ．Ｈ．ＲＨｐⅢⅡⅦＨＩ王ＲＯＢ）がいた。この委員会のもとには

新たに中央レーダー科学研究所と新技術ビューローが設置されるとともに、通信手段工業

省の科学研究所３カ所、設計ビューロー６カ所、装備省の設計ビューロー３カ所、航空機

工業省の設計ビューロー７カ所、農業機械製作省の科学研究所２カ所、設計ビューロー３

カ所と国防省の若干の研究機関、砲兵機器科学研究所や赤旗空軍国立研究所などがレーダ

ー開発に動員されることとなった９）。

さらに、１９４９年８月１５日付の閣僚会議第３５１６－４６５号布告は、レーダーの開発・製造

態勢づくりのため、通信手段工業省その他の５４工場と１９の科学研究所を早急に再編する

よう指示した。注目すべきは、この再編作業の実際を内務省が担当したということであろ

う。さらに、同省は閣僚会議から１９５０年、２５のレーダー関連企業の新設を指示されてい

る。以降、内務省、およびその大臣ペリヤは、その失脚にいたるまでの期間、この分野で
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圧倒的な影響力を発揮することになる。こうした作業は１９５０年から１９５５年にかけて５４

億１５００万ルーブリを要した大がかりなものとなった１０）。

１９５０年におけるレーダーの生産台数は４９種１７，４００台、総額９億４３００万ルーブリであ

ったが、第５次５カ年計画では、管区レーダー基地２８カ所、航空監視用レーダー１，９９５台、

警戒用地上装備２，３４４０台、ナヴィゲーション用レーダー基地３１２カ所の建設・製造が予

定されていた。造船工業省だけでも、１９５１～５５年に２，１４１台の発注を受けていた。生産

規模拡大の障害になっていたのが、半導体素子生産技術の低い水準であった。１９５０～５４

年の間、ゲルマニウム素子はトミーリン電子管工場と機械・計測制御機器製作省第２４５特

別設計ビューローで生産されていたが、１ｇの精錬に３４ルーブリもかかって串り、その改

善が要請されていた。このため、１９５４年１月２６日付閣僚会議布告で無線工業省（事実上、

通信手段工業省を引き継ぐものとして省庁再編の過程で誕生）は半導体素子の飛躍的な増

産（１９５５の２５０万個から１９６０年には３，０００万個へ、ちなみに真空管は７９４０万本から２

億１０００万本へ）を命じられた０また、１９５５年にはサイバネティクス研究のための政府委

員会（いわゆるベルク委員会）が設置され、１９５７年１２月１４日付ソ連邦最高会議幹部会

令で設置された無線技術国家委員会に当該分野の全業務の管理が一元化されることとなっ
た１１）。

［２］・初のレーダーによる防空システムの構築

１９５０年８月、スターリンは第３総管理部の設立を指示した。長官にはリャピコフ

（Ｂ・Ａ・Ｍ・ＰＥ６ＨＲ。Ｂ）少将が、副所長にはヴェトーシュキン（Ｃ・Ｈ．ＢｅＴ。ＩＨＲＨＨ）が、科学技

術協議会議長には科学アカデミー会員シチューキン（Ａ・Ｈ・叫ｙＲＨＨ）が、主任設計技師に

はカルムイコフ（Ｂ几貼皿もＩＥＯＢ）がそれぞれ任命された。同総管理部の設計開発部門、
カー・ベー

第１設計ビューロー（Ｋ６・１）はもともと内務省の機構を移したもので、その所長には内

相ベリヤの女婿エリヤン（Ａ・Ｃ・ＥＪＩ兄Ｈ）、主任設計技師にはクークセンコ（Ⅲ．Ｈ．ＫｙＲＣｅＨＲ。）

とともにベリヤの息子セルゲイ（Ｃ皿ＢｅｐＨ月）が就いていた１２）。

このようにして、戦略防衛態勢づくりは内相ペリヤの圧倒的な影響力のもとですすめら

れてゆくことになる。セルゲイ・ベリヤはモスクワ航空専門学校の卒業生で、１９４８年にす
カー・ベー　　　　　　ベ′レクート

でに戦略防衛システムの構想を提案していた。ｔ｛６－１の研究課題は６ｅｐＫｙＴ（ゴール

デン・イーグルの意味）というコード名を与えられた。このコード名はセルゲイ・ペリヤ

とクークセンコの姓を合成したものであった。父ベリヤのおかげでＫ６－１は恵まれた研究
力ー・べ一

条件を与えられ、そのライヴァルとなる機関は権力の側から制約をうけた。すなわち、１９５０

年、ロケット開発の中心であった第８８科学研究所由＝ム・８８）の防衛ミサイル開発は内

務省からの干渉で大きく停滞した。１９５１年１２月にはミサイル開発に消極的とされた砲兵

総管理部長官ヤコヴレフ（Ｈ皿鮎ｏＢ皿ｅＢ）が逮捕された。また、１９５２年には３カ所のミ
カー・ベー

サイル設計ビューローが強権的に閉鎖され、これによりＫ６－１は対艦巡航ミサイル開発を
独占することになった１３）。
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ベルク　ート

６ｅｐＫｙＴ・レーダーの指標は３５ｋｍの範囲、高度２５ｋｍ以内の領域を１，２００ｋｍｎｌ

以内の速度で飛ぶ２０機以内の目標を捕捉するものとされた。このレーダー開発には戦後

占領地内で無償で獲得したドイツ製技術が活用されることとなったが、それらは英米の到
ベルク　ート

達に比べてすでに時代遅れとなっていたものであった。６ｅｐＫｙＴシステムの根幹とも
ベー　　　　カー・ベー

いえる射撃管制用レーダー＝６－２００はＫ６・１において開発がすすめられ、１９５１年１０月

には１号機が完成したが、仕様に合致しなかった。ドイツ人“協力者”のグループが独自

に並行して設計をすすめていたレーダーがあり、その技術を転用するかたちで２号機の設

計をおこなった。２号機は１９５２年６月完成し、６月２４日から９月２０日にかけて試験が
／→ミー・・・・

実施された。６－２００に伴う誘導システム開発には第１０８科学研究所（豆Ｈ元一１０８）のラス

プレーティン（Ａ・Ａ・ＰａｃｒＩＪＩｅＴⅡＨ）らが援助した。長距離目標捕捉レーダー＝Ａ－１００開発は
アー

第２４４科学研究所（豆＝ム・２４４）のレオーノフ（几Ｂ．刀ｅｏＨＯＢ）・グループが担当した。ほ

かに、ミサイル発射装置はパルミン（Ｂ・Ⅲ・ＢａｐＭＨＨ）らの運輸機械設計ビューローが、管

制用電子計算機は科学アカデミー精密機械・計算機器研究所が、そして、迎撃ミサイル＝Ｂ
ヴェー

オー・カー・ベー

．３００はラヴォーチキン（Ｃ・Ａ・刀ａ丑０Ⅶ∝ＨＨ）率いる第３０１特別設計ビューロー（ＯＫ６－３０１）

が、その管制用電子機器類は豆＝＝－８８から移ったパパーキン（ｒ．Ｂａ６ａ∝ⅡＨ）ら旧Ｐ－１０１／
二⊂／レ

Ⅵもｓｓｅぬ１１のエンジニアたちがそれぞれ担当した。この過程で興味深いのは、高射ミサイ

ルをどのようなものにするかについて、ドイツ技術を信奉するグループと自主開発を主張

するグループの間に論争があり、これが解決されず、２案が並行して研究されたことであ
べ′レクート　　　　　　　　　　　　　　ヴェー

る。最終的に６ｅｐＫｙＴシステムに採用されたラヴォーチキンらのＢ－３００はドイツ製
エ／レ

ミサイル＝Ｐ－１０１の液体燃料エンジンをそのまま利用したもので、豆Ｈわー８８のイサーエ
カー・ベー

フ（ＨｃａｅＢ）・チームが設計したものであった０これにたいし、Ｋ６－１でトマセヴィチ
ヴュー

（ｎ・ＪＩ・ＴｏＭａＣｅＢＨⅦ）らが設計した３２ＬＢ・ミサイルは固体燃料をつかうものであったが、
ベルク　ート

設計開始がそもそも１９５１年と出遅れ、６ｅｐＫｙＴシステムには間に合わなかったもの
エス　　ド　ヴィ　ナ

の、その後継システム＝Ｃ－７５月Ｂ＝Ｈａには活用されることとなった１４）。

スターリンの死後、１９５３年６月、ペリヤは逮捕され、セルゲイらペリヤ・ファミリー
カー・ベー　　　　　　　　　カー・ベー

はＫ６．１から追放された。Ｋ６・１は農業機械製作省に管轄が移され、正目Ｈ・８８からラ
エス

スプレーティンが移籍して、その主任設計技師となり、新たにＣ－２５とコード名がかわっ
べ／レク　ート

た６ｅ ｐＫｙＴ開発を指導することとなった１５）。
エス

Ｃ・２５を基礎とした首都モスクワの防空網建設は１９５８年に完了する。それは、内外２重

に走る環状道路にそってミサイル発射サイトを展開したもので、内側の環状道路沿いに２２

カ所、外側の環状道路沿いに３４カ所、計５６カ所が設置されていた。それぞれのサイトは

ミサイル発射エリア、誘導ミサイル・エリア、管理／住居／技術サービス棟、および変電
ヴュー

所の４区画をもち、約３０名の士官と４３０名の兵卒が常勤していた。Ｂ－３００ミサイルは第

８２国立航空機工場で月産１００基のペースで、１９５６年までに計３２，０００基が製造された。６
／ミー

．２００レーダーはモスクワ郊外クンツェヴォの第３０４レーダー工場で製造された。１９５４年

８月、建設途上の防空網はモスクワ「防空管区」として編成された。史上名高いアメリカ
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アー

の偵察機Ｕ－２こそこの「防空管区」のＡ・１００レーダーがはじめて捕捉した敵機であった
１６）

○

１）Ｂ・Ｂ・ＣｏＭＯＢ，《ＭＨＸａ玖任ＴｙｘａｑｅＢＣＲＨ最：３ＲＨ３Ｈも＝ＫＣＭｅＰＴも“Ｒｐａｃ＝ＯｒＯＭａＰⅢａｎａ”》，ＣＭＯｎｅＨＣＲ，

‘ｐｙｃ椚’，１９９９・ＣＴｐ・３１８∴著者によれば、１９３４年１０月７日付の彼のキーロフ（Ｃ．Ｍ．ｍ叩ＯＢ）宛

書簡で確認できるとのことである。

２）Ａ・Ⅲ・ＰｅｙＴＯＢ，“９・Ｐａ卿０∂ＪＩｅＸＴＰＯＨＨＯｅＢ。ＯＰｙ３ＥｅＨＨｅ”，ＢＲＨ・《ＣｏＢｅＴＣＲａ月トＢＯｅＨＨａ５ＩＭＯⅢ刀♭ＯＴＣＴａＪＴＨＨａ

ＲＯＩ．ｏｐ６ａｑｅＢａ〉〉（，Ⅲｏｎ・ＯＴＢｅＴ・ＰｅＺｔ・Ａ・Ｂ・ＭＨ＝ａｅＢａ）ＭｏｃＲＢａ，‘ＢｏｅＨＨもⅠ丘ｒＩａＰａＦ［，，１９９９．ｃ．ｃ．４８６－４８８．

３）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．４８９．

４）Ｈ・Ｃ・ＣＨＭＯ＝ＯＢ，《ＢｏｅＨＨＯ－ＩＴＰＯＭＬＩＩＩＩＪＩｅＨ＝ＬＩ丘ＲＯＭＩＩＪＩｅＲＣ ＣＣＣＰ Ｂ１９２０・１９５０－ｅ ｒＯ卯Ⅰ‥ＴｅＭⅢｈＩ

∂ｌ（ＯＨＯＭ椚ｅＣＥＯｒＯ ＰＯＣＴａ，ＣＴＰｙＲＴｙＰａ，ＯＰｒａ＝Ⅰ王３ａｒ［Ｈ５ＩＩＩＰＯＩ王３ＢＯＡＣＴＢａＩ‡ｙ＝ＰａＢＪＩｅＨＨｅ》，ＭＯＣＩＣＢａ，

ＰＯＣＣⅢ３Ｈ，１９９６．ｃＴｐ．２５３．

５）ｃｏＲＯＪＩＯＢ，ｙＲａ３．ＣＯｔＩ．，ＣＴＰＡ９０．

６）Ｂ・Ｂ・ＢａｐＲＯＢＣＲ鴎“ＨａｙⅦＨＯ－ＴｅＸ＝椚ｅＣＲａ兄Ｐａ３ＢｅＲＲａＨａＣＪＩ”Ｒ６ｅＣｏＢｅＴＣＲ。Ｉ℃．ｒＯＣｙＡａＰＣＴＢａ”，

《ＢｏＩＴＰＯＣもＩＨＣＴＯＰⅡＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ５ＩＨＴｅＸＨＩ王ＲＨ）〉Ｎ９２１９９５．ｃ．ｃ．８６・８７．

７）ｃｏＥＯＪＩＯＢ，ｙＸａ３．ＣＯⅦ．，ＣＴｐ．４９１．

８）ｃＨＭＯＨＯＢ，ｙＲａ３．ＣＯⅦ．，ＣＴｐ．２５３．

９）ＴａＭＸｅ，Ｃ．Ｃ．２５４，２５５．

１０）ＴａＭ鑑ｅ，ＣＴｐ．２５７．

１１）ＴａＭ‖蹴ｅ，Ｃ．Ｃ．２５８・２６１．

１２）ＴａＭ＝獣ｅ，ＣＴｐ．２３６．

１３）◎・ｎＯＲⅦａｅＢ，“ＩｌｏｐＲａ兄Ｔａ最ＨａｄＪＩＭａ３ａ》”，｛｛Ｉ｛ｐａｃＨａ兄３Ｂｅ３月ａ”，１２ｃｅ＝Ｔ兄６ｐＥ１９９２ｒｏＲａ，ＣＴＰ．５．

１４）Ｓ・よＺａｌｏｇａ，“ＤｅｆｅｎｄｉｎｇｔｈｅＸ托ｍｌｉｎ：ＴｈｅＦｉｒｓｔＧｅｎｅｒａｔｉ。ｎｏｆＳｏｖｉｅｔＳ址ａｔｅｇｉｃＡｉｒＤｅｆｅｒｎｃｅ

Ｓｙｓｔｅｍｓ１９５０－６０”，ｈｔｔｐ‥／／ｈｏｍｅｐａｇｅｓ′ｎケ′ｍ／ｎｙｍａｓｌ′ｄｅｆｅｎｄｉｎｇｔｈｅｋ托ｍｌｉｎｎｌｔｔｍ／（ａｐｐｅａｒｅｄ

ＯｒｉｇｉｎａｌｌｙｉｎｔｈｅＪｏｕｒｎａｌｏｆＳｌａｖｉｃＭｉｌｉｔａｒｙＳｔｕｄｉｅｓ）．ｐ２．

１５）Ｉｂｉｄ．，ｐ．３．

１６）Ｉｂｉｄ．，ｐｐ．３・５．
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Ⅷ・旧ソ連邦初期の電子計算機開発について－「第２４５特別設計ビューロー（竃．青首

・２４５）」と科学アカデミーー

エス・カー・へ－

［１］．ｃ Ｋ６・２４５とその活動

エス・カー・べ－

１．Ｃ Ｋ　６－２４５の設立

機械・計測制御機器製作省「第２４５特別設計ビューロー」は、１９４８年１２月１７日付閣

僚会議布告‰・４６６３－１８２９ｃｃにもとづき、ロケット、ジェット機開発にともなう一連の力学

計算のための電動式アナログ計算機開発、目的別訓練用計測指示器の設計、既存の特殊用

途用計算装置の製作と改良を目的に設置が決まり、翌年１月２名の技術者の配置をもって

その活動を開始した。高等教育機関を新たに卒業した若い専門家を次々と吸収し、同年１２

月には技術者９７名、管理要員等その他４７名、計１４４名の規模に成長した１）。活動が最

盛期を迎えっっあった１９５１年には技術者、管理要員その他、全員で３７８名を数えた２）。
サ　ム

１９５３年４月の段階で１２の専門研究室をもち、モスクワに専属工場（“ｃＡＭ‥計算＝分析

機”工場）を擁していた３）。また、のちこの工場に総員５０名、うち技術要員３５名からな
サ　ム

る「付設第二部」を設けるほか、ペンザ“ｃＡＭ”工場も傘下に収めることとなった４）。
エス・カー・ノ＼－

１９４９年、国家予算からＣ Ｋ６－２４５に配分された試験・設計活動費は約７００万ルーブ

リであったが、支出は４，６３６，６００ルーブリに止まった。著しく急速な組織拡張にもかかわ

らず、定員が充足できなかったことにもよるが、期待された発注者からの仕様書が届くの

が大幅に遅れたためでもあった。ロケット開発を担当していた装備省は２月１５日の予定

期日から５ヶ月、海軍第４管理部は７ヶ月遅れて仕様書を提出した。このことは計算機開

発という課題が発注者の側でも最優先課題ではなかったか、あっても仕様を指定できるだ

けの予備的な知識を欠いていたか、あるいはその両方であったかを意味している５）。
エス・カー・べ－

さらにＣ Ｋ Ｂ・２４５の発注者との関係という点で注目すべきことは、その財政構造であ

ろう。１９５２年における総予算額３０９５万ルーブリ中、国家財政からの割り当てはおよそそ

の半分の１６１５万ルーブリであり、残りの１４８０万ルーブリは契約にもとづく発注者からの

支払いに依拠していた。発注者のうち大口は軍事省（のち，国防省）の１，０９１，６００ルーブ

リ、モスクワ国立大学の３，２０１，６００ルーブリ、航空機工業省第２９３工場の６２３，３００ルーブ

リなどであった６）。

２．特殊用途用計算装置の開発・製造
エス・カー・ベー

１９５１年、Ｃ Ｋ６・２４５は積分機を４基装備した小型解析機＝「インテグラルⅠ
エス・カー・ベー

（ＨＨＴｅ叩ａ刀Ⅰ）」を製作した７）。また、同年、Ｃ Ｋ６・２４５はディスクリート型階差解析

機関の原理に関する研究と特殊用途用アナログ計算機盲昔・８０・３機の開発に取り組んでい
カー・ベー

る。後者は「第１１設計ビューロー（Ｋ６－１１‥核兵器開発の拠点のひとつで、いわゆる“ア

ルザマス．１６”のこと）」所長ゼルノフ（口・Ｍ・３ｅｐＨＯＢ）名での発注によるものであった８）。
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エリ　　　　　　　　ィー・へ－・テー

１９５２年には電動式積分機∋…・６を、さらに電子式積分機＝。丁一４、Ｈ口Ｔ・５、および

Ｈ口Ｔ－６を次々と開発し、これらはペンザＣＡＭ工場でシリーズ生産に移されていった９）。

１９５３年になると、この方面の活動はますます盛んになり、自動高速）数値計算機Ｃ－１、Ｃ・２、
エス

ー般階差方程式用特殊電子計算機、航空機の自動操縦装置の試験台用計算機＝「ポリョー

ト（Ｈｏ皿ｅＴ‥“飛行”の意）」、可変計数をもつシステムのモデル化用アナログ計算機「オペ

ラートル（ＯＨｅＰａＴＯＰ：“オペレーター”）」、積分機を６基装備した「インテグラルⅣ

（ＨＨＴ叩ａ刀Ⅳ）」、ディスクリート型階差方程式用アナログ計算機などがその年の前半に

開発され１０）、後半は新たに積分機２４基を装備した強力な階差解析機＝Ｍ月Ａ、高性能
エム・デー・アー

の電動積分機、高速リレー式計算機、積分機＝口Ｔ・９、高抵抗ゲルマニウム・ダイオー
イー・へー・テー

ド２種などの課題に取り組むことが決まっていた１１）。そのうえ、１１月になると一般階差方
エス・ツェー・エム

程式用特殊計算機＝ＣｕＭ、天気予報に関わる複式積計算機＝「ポゴーダ（Ⅲｏｒ岬：“お

天気”の意）」、Ⅹ線構造解析用計算機＝「クリスタル（恥ｃＴａ皿‥“結晶”）」、高性能リ

レー式計算機、コンパクトで性能がよい一般階差方程式用計算機の開発研究を新たに請け
エス・カー・ベー

負うこととなり、ＣＫ６－２４５は繁忙を極めることとなった１２）。

さらにその後も、「弾道計算」等砲兵術関連の軍事目的に利用される階差解析機など、

多数の特殊用途用計算装置の製造は盛んにおこなわれた０１９５５－５７年の試験・科学研究活

動計画によると、８種類の特殊用途用計算機、すなわち、国防省砲兵総管理部が発注した

４機、大気の弾道学的特徴計算用特殊計算機＝「コルンド（‰ｐｙ耶‥“コランダム”の意）」、

地形測定用特殊計算機＝「プリュート（Ⅲｐ珊Ｔ‥“隠れ家”の意）」、相関関数計算の検算

用特殊計算機＝「グラニツト（ｒｐａＨ耶‥“花崗岩”の意）」、命中確立積分計算用計算機＝

「ウダール（ｙ脚ｐ‥“一撃”の意）」、および、発注者の記載はないが、「国防省砲兵総管理

部の合意が必要」、との記述がある３機、すなわち、対地上・海上目標地上砲の火力制御用

特殊計算機＝「アガート（ＡｒａＴ‥“囁璃石”の意）」、地上砲発射装置の計算装置の研究と

可能性の分析装置＝「ポーロス（恥刀０３‥“滑り木”、あるいは“コロ”の意）」、計算結果

の現実的条件への加工用特殊計算機＝「ポリゴン（口０皿ⅡｒＯＨ‥“試射場”の意）」、および

「国防省海軍造船総管理部第２７１７７部隊との合意にそって」開発する、との記述のある超

低周波域の相関分析機＝「ムラーモル（ＭｐａＭＯｐ‥“大理石”の意）」の開発・研究課題の

遂行が予定されていたのである１３）。
エス・カー・ベー

こうしたＣＫ６－２４５の活動内容は、後述するように高価でしばしば納期が遅延した汎

用電子計算機よりも、手頃な価格で操作の容易な特殊用途用計算機を重視した発注者の側

の姿勢にも根拠をもつものであったと考えられよう０たとえば、１９５５年になっても
ツァーギ　　　　ミグ　ペー　　トクー

ＵＡｒＨはジェット機ＭＨ「・１９口、およびＴｙ・１６の航行に関する複合的なシミュレーシ

ョン用の計算機にアナログ計算機構をもつ計算・決定機を推薦していたのである１４）。
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［２］．科学アカデミーによる汎用電子計算機開発

１．科学アカデミーにおける“ブルーエヴィチ失脚”と路線転換

１９３６年から科学アカデミー・エネルギー研究所では６つの積分機をもつ階差・解析機の

開発に従事していた１５）。このうち、初めて実用に成功したのは１９３８－３９年にセストレツク

兵器工場で製造されたもので、それは戦後までエネルギー研究所で活用されていた１６）。同

研究所は戦後にいたる総計１０年間にわたって、階差方程式用電子式積分機の開発に取り

組んだ。また、１９４８年から５２年にかけて、科学アカデミーでは小型電子式アナログ計算

機の開発に取り組んでいる１７）。

ラヴレンティエフの回想記によれば、科学アカデミーの工学部内に電子計算機の将来性

に対する過小評価が根強く存在していたと言う。「アメリカに電子計算機が登場したのち、

わが国数学者、電気工学者、機械技師たちの間で意見の分岐が見られるようになった。多

数派は電子計算機を展望のない宣伝だとみなし、アナログ計算機、機械式計算機の生産に

努力すべきだと提案した。まさに、科学アカデミーではこの方向に新しい研究所＝精密機

械＝計算機器研究所が設立された」１８）のであった。

科学アカデミー・精密機械＝計算機器研究所は１９４８年７月１３日の科学アカデミー幹部

会で設立が決定し、９月１６日、３つの既存の研究所、すなわち、機械学研究所（ＨＨＣＴＨＴｙＴ

ＭａＩＩＩＨ＝ＯＢｅｎｅ＝Ｈ５Ｉ）、エネルギー研究所（３ＨｅＰｒｅＴⅡｔＩｅＣＲⅡ丘ＨＨＣＴＨＴｙＴ ＨＭ．Ｉｌ．Ｍ．

ＲｐｘＨＸａＨＯＢＣＲＯｒＯ）、および数学研究所（ＭａＴｅＭ＝ａＴ玉川ｅＣＲＨ歳ｍｃＴＨＴｙＴ五重Ｍ．Ｂ．Ａ．ＣＴｅＲＪＩＯＢａ）

から移籍した研究者等約６０人で発足した１９）。その所長には１９４８年７月２３日付科学アカ

デミー総裁ヴァヴィロフ（Ｃ．Ｈ．ＢａＢセＵⅦＤＢ）名書簡で爆撃メーターの専門家ブルーエヴィチ

（Ｈ．ｒ．ＢｐｙｅＢ椚）が推薦された２０）。ブルーエヴィチは１９４９年初頭の同研究所におけるセ

ミナーで初めて汎用電子計算機開発の課題を取り上げたが、所内から一斉に反対の声があ

がった。①真空管の信頼性が低く、しかも、需要超過で供給が逼迫しており、これを多用

する機械の開発は時宜をえていない、②開発研究に莫大な資金が必要である、③このよう

な機械を使いこなす経験が必要である、というのがその理由であった２１）。このため、同研

究所は１９４９年次の研究計画にも汎用電子計算機開発の課題を含めていない２２）。

この研究計画にたいして批判の声があがり、科学アカデミー工学部ではケルドゥイシュ

を長とする精密研の活動を検討する委員会が組織され、同研究所の活動計画に汎用電子計

算機がふくまれていないことを激しく批判する「委員会の結論」２３）がまとめられ、それに

はブルーエヴィチらを不適格者とする「参考意見」２４）が附された。科学アカデミーでコン

ピュータ開発が真剣に議論されるようになったのは、この委員会「結論」が濫鰻であると

見なしてよい。１９４９年１０月１９日付党中央委員会扇動・宣伝部長代理、および同部科学

課長名党中央委員会書記マレンコフ（ｒ．Ｍ．Ｍａ皿ｅⅡＲＯＢ）宛書簡ではブルーエヴィチの所長

就任の願いは取り下げられたと報告されている２５）。約１年後に解任されるまでの間、彼は

正規の就任にはいたらず、所長職務代行のまま業務に従事した。１９５０年秋、「必要とされ
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る事業（卿０）と政治的要請にこたえていない」として、ブルーエヴィチは精密機械＝計

算機器研究所所長職務代行職から、彼とともに機械学研究所から派遣されていた数名の研

究員とともに解任され、かわってラヴレンティエフ（Ｍ・Ａ・刀叩ｅＨＴもｅＢ）が正規の所長に

任命された２６）。また、副所長職務代行コプリンスキー（Ｈ・Ｅ・恥６脚ＣＲⅡ点）にかわる、新

しい副所長には新たにモスクワ大学教授パノフ（几敗ⅢａＨＯＢ）が推薦され２７）、おそくと

も彼は１９５０年１０月末までに就任をおえている２８）。長年、権力への密告者として恐れら

れてきたブルーエヴィチ２９）も汎用電子計算機開発の障害として、計算機開発の事業から追

放されると同時に、決定的なかたちで科学アカデミーでの権威を喪失することになる。

１９５０年１１月５日付の内相ベリヤ（几Ｈ・ＢｅｐＨ兄）の指示で、１０日、科学アカデミーが機

械学研究所精密力学・機械部（ＯＴ卿ＴＯⅦＨＯｒＯＭｅＸａ＝Ｈ３ＭａＨ→ⅦａⅢＨＨ）における機密保持

状況を点検すると、ブルーエヴィチらが不用心にも１９４４～４５年にバクーで実施された海

軍からお要請による爆撃メーターの精度に関する実験試料を机の上に広げていたことが判

明し、ブルーエヴィチほか５名が科学アカデミーから重詰責処分、上級研究員コプリンス
キーは解任処分を受けた３０）。

副所長パノフは、同職に推薦されるとただちに、今後の計算機開発の指針をしめした閣

僚会議布告案に対する意見を求められた。彼は、わずか１時間のうちに下書きなしの手書

きで意見書を書き、そのなかで、布告案の「高速数値計算機」の内容が曖昧であること、

課題が多く、力の分散をもたらす怖れがあること、従来は科学アカデミーの側が機械・計

測制御機器製造省にたいして補助的な役割を果たしていたが、もはや同省にこの課題は難

しすぎることなどを指摘した３１）。この意見は取り入れられ、１９５０年１１月１日付の閣僚会

議布告で科学アカデミーは自動高速計算機の開発の責任を負わされることになる。そして、

翌５１年５月１１日付の布告で具体的に科学アカデミー・精密機械＝計算機器研究所が１９５３

年４月までという期日付きで担当することとされた３２）。

このように、科学アカデミー工学部における精密研の活動を検討する委員会の組織とそ

の結論は、ラヴレンティエフ、ケルドゥイシュ、パノフら「少数派」の反撃の開始を意味

した０１９４６年、『数理科学の成功（ｙｃ＝ｅＸＨ∴ＭａＴｅＭａＴ椚ｅＣＲＨＸＨａｙＲ）』誌は合併特集号で

数学機械を特集した。Ⅴブッシュの階差解析機関も同号で紹介されていた。１９４９年にな

ると、同誌上にプログラム内蔵方式の概略を解説する記事が登場している３３）。彼らは、こ

のようにして英米における計算機開発の情報を入手し、自国の立ち後れを痛感するに至っ

た。また、ラヴレンティエフやケルドゥイシュは核兵器開発に関連して必要となった膨大

な計算業務を依頼されており、その多くはケルドゥイシュが在籍した数学研究所で１００人

を超えるオペレーターからなる８時間交替制の“計算部隊”がドイツ製“メルセデス

（Ｍｅｒｃｅｄｅｓ）”計算機を駆使して行っていたが、限界が近づきっっあった３４）。必要とさ

れた計算はきわめて高度で、弾道計算など現代砲兵術が要求する水準からはかけ離れてい
た。

こうして、彼らは汎用電子計算機の必要性を痛感するようになったが、当時、「対外拝
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脆主義」、「コスモポリタニズム」批判キャンペーンが繰り広げられ３５）、サイバネティクス

が「反啓蒙主義の科学」、「エセ科学」として批判されていた３６）ために、慎重な対応が必要

であった。だが、彼らは光を見いだしつつあった。ある地方で旧ソ連邦“オリジナル”の

汎用電子計算機開発への努力が続けられていたのである。「キエフでは事情が違った」３７）。

レーベジェフ（Ｃ．Ａ．ＪＩｅ６ｅＪＴｅＢ）はもともと電力技術者であったが、高圧送電網運営の研

究の途上、複雑な計算の必要に迫られ、計算機開発に関心をもつようになった。１９４６年

１０月、ウクライナ科学アカデミー・エネルギー研究所所長に迎えられると、彼はここでセ

ミナーを開催した。セミナーでは、たとえば、ポグレビンスキー（Ｈ．Ｂ．Ⅲ０叩ｅ６ⅠⅢＣＲＨ釦

が旧ソ連邦と外国のアナログ計算機、リレー式計算機の開発動向を紹介するなど、若い同

僚たちも複雑な計算を一瞬に処理する機械への関心を深めていった。１９４７年５月、同研

究所が熱エネルギー研究所と電気工学研究所に分割されると、レーべジェフは後者の所長

となり、当時ウクライナ科学アカデミー副総裁であったラヴレンティエフの支持のもと、

この新しい研究所内に計算機開発の拠点となる「第１研究室」を設置した。この研究室に

はポグレビンスキーなど９～１０名の若い研究者が集まった。１９４９年８月、レーベジェフ

は彼らの前で、デジタル計算機開発計画を発表した。この計画は深刻な物資不足のなかで

の作業となった。資金確保にはラヴレンティエフが奔走した。１９４９年末、旧ソ連邦初の汎
メ　ス　ム

用デジタル電子計算機のフレーム・ワークが完成した。同機はＭ∋ＣＭ（「小型電子計算機」

の頭文字）と命名された。しかし、機械のカバーにしばしば漏電がおこること、約６，０００

本の真空管の規格がまちまちでフリップ・フロツプ回路ひとつひとつを点検しなければな

らなかったこなどの不具合が多く、約１年間の改善作業が必要であった。１９５１年１月５

日、ついに、ウクライナ科学アカデミーの幹部を対象とした「ヨーロッパ大陸初の」電子
メ　ス　ム

計算機＝Ｍ３ＣＭのデモンストレーションが行われた３８）。先述の精密機械＝計算機器研究

所をめぐる“ブルーエヴィチ失脚”劇と路線転換はその間のことであった。
メ　ス　ム

ラヴレンティエフはＭ３ＣＭが完成すると早速、これをのちに科学行政家としての彼の

パトロンとなる当時のウクライナ共産党中央委員会書記で、まもなくモスクワ市委員会書

記として中央に凱旋することになるフルシチョフ（Ｈ．Ｃ．ＸｐｙＩＩＩｅＢ）と当時のウクライナ軍

管区司令で、のちの国防相グレチコ（Ａ．Ａ．ｒｐ関ＲＯ）に見せ、彼らの支持をえる。そして、

事態の根本的な転換に立ち上がった。その前年の秋から精密機械＝計算機器研究所所長と

なっていた彼は研究所の事務機構のトップであった学術書記を解任し、指導部を入れ替え、

キエフから有能な人材を同研究所に迎え入れた。この強引な改革はさすがに強い反発を呼

び、一部は裁判沙汰となり、下級審では学術書記の解雇不当の判決が出されるほどであっ

た３９）。

その頃のことであるが、機械・計測制御機器製造省大臣パルシンの招きに応じて、科学

アカデミー総裁ヴァヴィロフ（Ｃ．Ｈ．ＢａＢＨ刀ＯＢ）はラヴレンティエフを伴って同省に出向く。

彼ら自身も機会があれば同省の協力を必要だと考えていたのである。しかし、パルシンの

応対は冷たいものであった。彼はラヴレンティエフらに「機械は自分が作ります。私のと
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ころにはその可能性がある。私はあなたがたが権威でもって私を助けてくれるように、つ

まり、必要なら論文を公表して、学術的な見かけを取り繕ってもらうように、科学アカデ

ミーをお呼びしたのです」４０）とだけ述べたという。ラヴレンティエフは、このため、「ある

強力な官庁に関心をもたせる」必要を感じ、第１総管理部長官ヴァンニコフ

（Ｂ皿ＢａＨＨＨＲＯＢ）に個人的に接近する方途を模索しはじめた。また、党中央委員会と閣

僚会議宛に研究所の優遇方を依頼する報告メモを執筆している４１）。

こうした権力の要路への働きかけは功を奏し、１９５１年５月１１日付閣僚会議布告‰．

１５８３・１９９１ｃｃでラヴレンティエフの研究所は高速汎用電子計算機開発を下命されることに

なったのである４２）。

／ヾ　ス　ム

２．６３ＣＭ－１開発
ヘ　ス　ム

６９ＣＭ（「高速電子計算機」の頭文字）開発は、レーベジェフのチームがまだキエフ
メ　ス　ム

にいた頃、Ｍ３ＣＭ完成直後の１９５１年初めには計画されていた。レーベジェフ自身、
メ　ス　ム

Ｍ３ＣＭの不確実性や西側におけるモデル・チェンジの早さに鑑みて、記憶容量を飛躍的

に拡大した新機種開発の必要性を痛感していたようである。しかし、そのために必要とさ

れた磁気ドラム開発を依頼したウクライナ科学アカデミー・物理学研究所のハルケヴィチ

（Ａ・Ａ・ⅩａｐＲｅＢⅡｔＩ）・グループの事実上のサボタージュやウクライナ科学アカデミー総裁

パラディン（Ａ・Ｂ・Ⅲａ刀刀ａ卿Ｈ）からのモスクワ移転要請のために、彼らはしばしば困難
／＼　ス　ム

に陥り、結局６３Ｃ棚はキエフでは完成しなかった４３）。
ベ　ス　ム

１９５２年秋、モスクワで６３ＣＭ試作機はようやく完成の域に達した。しかし、期待して

いた電子ビーム管の入手難から水銀遅延回路を記憶装置に用いたため、そのスピードは計
ベ　ス　ム

画を大幅に下回った４４）。このため、実際は６∋ＣＭ実用化の展望がえられるまでに長い期
ベ　ス　ム

間が必要であった。１９５３年次の精密研活動計画では「Ｂ３Ｃ∧利用の経験を蓄積してゆく」

ことが課題の中心に掲げられ、「原理面等で多数の課題」が残存していることを正直に告白

している４５）。ライヴァルであった機械・計測制御機器製造省の記録では、１９５３年の段階

でベスム試作品は水銀遅延回路による記憶装置を装備し、その速度は１秒間にわずか６００
スト　レ　ラ　ー

～８００オペレーションであったとされている（後述のＣＴｐｅｎａは約２０００オペレーシ

ョン）４６）。しかし、１９５４年同省と無線工業省が開発した特殊電子ビーム管を１９５５年３月
べ　ス　ム

に装備すると、新たに任命された６∋ＣＭ評価のための国家委員会による試験で１秒間
ベ　ス　ム

７，０００～８，０００オペレーションを実現した４７）０６３Ｃ肝１は真空管約５，０００本を装備した、

当時ヨーロッパで最高速の電子計算機で、小数点切り替え可能で２－３２～２３２の範囲の数字を

扱うことができ、１秒間８，０００～１０，０００オペレーションの速度で１０進法１０桁の数値計算

が可能であった。記憶装置は電子ビーム管記憶装置とフェライト製磁気コア・メモリーに

よるもので、これを磁気ドラムと磁気テープによる記憶装置が補完していた。６３Ｃル評
ベ　ス　ム

価のための国家委員会は、１９５４年製のアメリカ機＝ＩＢＭ社製Ｎｏｒｋに比べ、水準はいま

だ劣る、とりわけゲルマニウムを利用していない点を本質的な欠点としながらも、その改
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善を機械・計測制御機器製造省に指示するようもとめると同時に、１９５５・５６年に工業化す

るように勧告している４８）。

ベ　ス　ム

図－１　　６３ＣＭ－１

出所）Ｐｏｃｃ感ｃＲａ５ＩＡｎａＲｅＭ＝Ｈ兄＝ａｙＲ，ＯｐＲｅＨａＪＩｅ＝Ｈ＝ａＣⅡ６叩ＣＲＯｅＯＴＡｅＪＩｅ＝Ｈｅ，《ＢｅＲＪＩａＢＰｅｍｅＢａ》，

ＨｏＢＯＣＨ６ＨＰＣＩＣ，Ｈ３ｎａＴｅＪＩｂＣＴＢＯＣＯＰＡＨ，２０００ｒ．ｃＴＰ．６１．

ベ　ス　ム

６３ＣＭ・１の詳細については、開発責任者レーベジェフその人による解説が残されてい

る４９）ものの、ベスム機そのものが西側の専門家の目に触れる機会が極端に少なかったため

にそのオリジナリティーに関する客観的な証言は得られていない。

エス・カー・べ－

［３］・Ｃ Ｋ６－２４５による汎用電子計算機開発とその後の経過

スト　レ　ラ　ー

１．“Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＩａ”開発
エス・カー・べ一

計算装置の製造をほぼ独占していたＣ Ｋ６－２４５は、上述した科学アカデミーの“内紛”

を傍観したわけではなかった。全体の流れを把握した彼らが率先して電子計算機開発に取

り組みはじめるのは、１９５０年１月の大臣パルシン（Ｈ．Ｈ．ⅢａｐⅢⅡＨ）の通達により「自動
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高速計算機」開発が指示されてからである５０）。１９５１年５月１１日付閣僚会議布告‰．

１５８３・１９９１ｃｃで科学アカデミー・精密機械＝計算機器研究所とともに機械・計測制御機器

製造省にも汎用電子計算機開発が下命されると、５月１９日付同省省令‰．１７９ｅｃでＣＫ６
エス・カー・へー

ス　Ｌ　レ　ラ　ー

・２４５は後日“ＣＴｐｅｎａ（「矢」の意）”と称されることになる大型汎用電子計算機の開

発に責任をもつこととなり、翌５２年７月８日付の閣僚会議布餌・３０８８・１２０２ｃｃで１９５３年

第１四半期に据え付け・調節をすませ、第２～３四半期に発注者に引き渡すこととされた

５１）。“ごＴ卜ｐレｅ㌔云”開発は竃・青首・２４５所内の第３課（課長＝リトヴィノフー

Ａ・Ｍ・刀ⅡＴＢⅡＨＯＢ－）がおもに担当した５２）。

しかし、１９５０年におけるその開発予算の当初案を財務省と国家計画委員会が認めず、た

ったの２０万ルーブリに減額されたことは記憶される必要があろう５３）。
エス・カー・べ－

１９５２年１０月７日付ＣＫ６－２４５所長の書簡によれば、このときまでに基本設計、作業

設計を完了していた「ストレラー」の基本構成は①キーボード・ユニット、パンチカード

装置、モニタリング計数器、および磁気テープへの記入装置からなる外部入力機構、②磁

気テープ式外部記憶装置、③磁気ドラム式内部記憶装置、④整数演算機構、⑤制御・信号

装置、⑥出力用パンチカード装置と印字・解読装置からなる外部出力機構、および⑦電力

供給システムからなるものであった５４）。

しかし、開発設計は順調に進展したわけではなかった。上述のような基本構成の設計作

業と並行して、おもにアメリカにおける技術進歩を睨んでの新たな設計上の要請が加えら

れ、もとより高度な知識をもつ専門家の不足などに悩むＣＫ６－２４５はますます繁忙に追
エス・カー・べ－

い込まれていった。おもな新課題は、①記憶装置の記録部に電子ビーム管を利用すること、

および、②ゲルマニウム検波器を利用することであった５５）。また、１９５３年になっても発

注者から仕様の追加が届けられることもあった５６）。

電子ビーム管の製造は通信手段工業省第１６０科学研究所に依頼されたが、同研究所は「経

験不足」を理由に一時契約の調印を拒否したので、ＣＫ６－２４５はマルイシェフ
エス・カー・べ－

（Ｂ・Ａ・Ｍａ皿ⅠⅢｅＢ‥原爆開発でも重要な役割を果たした軍人・行政家）副首相に同研究所

にたいする早期納入の指示を要請している５７）。また、ゲルマニウムの利用に関しては、そ

もそも高純度ゲルマニウムの確保が必要であり、機械・計測制御機器製造省は１９５３年２

月１６日付大臣名書簡の草案で閣僚会議にたいして非鉄金属工業省に１０ｋｇのゲルマニウ

ムの年内供給を義務づけるよう要請することを検討している５８）。そのためもあり、ＣＫ６
エス・カー・ペー

スト　レ　ラー

・２４５による“ｃＴｐｅｎａ”設計・製造は遅滞し、すでに１９５２年２月の段階で省幹部か
ら批判されていた５９）。

結果的に１号機の完成は１９５３年末にずれ込み、その試験は翌１９５４年３月１７日から４

月１０日までの間、科学アカデミー・数学研究所においてケルドゥイシュを長とする国家

委員会の手で実施された。同委員会は首相マレンコフ（ｒ・Ｍ・Ｍａ皿ｅＨＲＯＢ）への報告のなか

で、ト連の物理分野からの複雑な数学的課題で試験がおこなれた。そのうち積分・階差方

程式のひとつは、その解答に約７０００万回の計算が必要であり、人間がやれば１０万日かか
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ス　ト　レ　ラ　ー

るが、“Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＩａ”はこれを１０時間で解いた。・・・新しい要素は内部記憶装置の高

速記録部の電子ビーム管、外部記憶装置のための１２５ｍｍ強磁性体テープ、ゲルマニウ

ム・ダイオードなどである。電気系統は真空管の真空部の軽快な活動条件を保障するもの

で、その耐用年数を多くの場合、１０～１５倍にひきのばすものであった。・・・委員会は
ス　ト　レ　ラ　ー

“Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＩａ”が成功裏に導入試験に合格し、恒常的な使用が可能であるとみなし、予

定されていた導入に関する諸条項を確認するよう依頼する」６０）と高く評価している。

１０進法で１０－１９～１０１９桁の数字１，０２３語を４３本の特殊電子ビーム管で記録させる内部記

憶装置、約２０万語を１秒８５０語の速度で記憶する外部記憶装置、４５６語の指令を記憶す

るプログラム装置をもつ同機は１秒間に整数演算２，０００オペレーションをこなす能力を有

していた６１）。

しかし、この“成功”は見せかけだけのものであった。開発研究にあたって指導的な役

割を果たした技術者のひとり、ミヤムリン（Ａ．Ｈ．Ｍ兄Ｍ刀ＨＨ）は、数学研究所に備え付け

られた同機が「たいへん働きが悪かった」ことを証言している６２）。そのため、同研究所で

は、約１年後、整数演算機構を除くほとんどすべての装置をとりかえなければならなかっ

た６３）。また、旧ソ連邦におけるコンピュータ・サイエンスのパイオニアのひとり、シュウ

ラ＝ブウーラ（Ｍ．Ｐ．Ⅲｙｐａ－Ｂｙｐａ）は、より生々しく、「計算をすると、間違いをやらか

し、『故障で停止』との表示が現れる。これでたくさんの努力と時間が失われた」６４）と証言

している。

より重要なのは、同機が核兵器開発上必要とされた課題にこたえることができなかった

ことである。ザブローディン（Ａ．Ｂ．３ａ６ｐｏｚｔⅡＨ）は、核爆発反応の研究と核爆発性物質の
カー・ベー

爆弾・弾頭への組み上げを担当していた「第１１設計ビューロー（Ｋ６－１１）」の“学術指

導者”＝ハリトン（Ⅲ．Ｂ．ＸａｐＩ汀ＯＨ）がケルドゥイシュのもとを訪れ、ハリトンらが必要

としていた２次元計算式の解法について深刻な議論をしていたこと、１秒間２，０００オペレ
スト　レ　ラ　ー

ーション、記憶容量約２，０００語の“Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＩａ”ではこうした計算が不可能であったこ

とを証言している６５）。同様の証言を、先述のシュウラ＝ブゥーラも残している６６）。

では、なぜそれを“成功”に見せかけなければならなかったのだろうか。シュウラ＝ブ

クーラは、「ケルドゥイシュがゴスプランの課長たちをたくさん引き連れて、動いている機

械を見せないといけないので、不具合を調べる仕事のかわりに、デモンストレーション用
ス　ト　レ　ラ　ー

のテストが行われ、機械は動いていた。・・・Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＴ ａは見栄えのする見せ物の機械、

何百というランプがともり、その多くが点滅している、美しいホールに置かれた美しい機

械であった」６７）と述べている。ラヴレティエフとともに、路線転換のために懸命の努力を

したケルドゥイシュにとって、旧ソ連邦１号機が失敗作であるとは、到底認めることがで

きなかったのであろう。
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図－２　“ｅＴトｐレｅ㌔云”－１の開発者たち（第１列中央がミヤムリン・Ａ．Ｈ．Ｍ兄Ｍ皿ＨＨ・）

出所）Ⅲｏｚｔ・ＯＴＢｅＴ・ＰｅＲ・Ａ・Ｂ・３ａ６ｐｏＡⅡ＝ａ，《Ｍ・Ｂ・Ｉ｛ｅＪⅥＬＩⅢ：ＴＢＯＰⅦｅＣＲＨ丘ⅡＯＰＴＰｅＴＨＯＢＯＣⅢＯＭｍａＨⅡ５ＩＭ

ＣＯＢＰｅＭｅＨ＝Ⅰ王ⅩＯＢ〉〉，Ｍ・：ＨａｙＲａ，２００２ｒ・ＣＴＰ．３４４．

ス　ト　レ　ラ　ー

さらに、次のような事情も関係していたのであろう。“ＣＴｐｅｎａ”の“成功”の１年

前、１９５３年４月の段階ですでに６カ所の「計算機センター」設立の計画が進行していた。

国防省砲兵総管理部、国防省海軍アカデミー、科学アカデミー・精密機械＝計算機研究所、
ツァーギ

国防工業省（中央流体力学研究所＝ｕＡｒ＝）、および資料ではその名前が消されている２
エス・カー・ベー

カ所である。このうち、精密機械＝計算機研究所をのぞく５カ所の設計をＣ Ｋ６－２４５が

担当することになる。また、専門家養成を目的にモスクワ・エネルギー専門学校など６カ

所の高等教育機関に計算機関係の講座を新設する計画も作成された６８）。そのため、試験“成
エス・カー・ペー　　　　　　ストレラー

功”の段階でＣ ｆ（６－２４５はすでに“ＣＴｐｅｎａ”計８機の発注をうけていたのである。

それぞれの発注者と計画上のひきわたし年次は、①中型機械製作省第１設計ビューロー

（１９５４年）、②科学アカデミー（１９５５年）、③砲兵アカデミー（１９５５年）、④中央流体力

学研究所（責Å戸品、１９５６年）、⑤モスクワ国立大学（１９５４年）、⑥海軍（１９５６年）、⑦

海軍アカデミー（１９５６年）、⑧水文気象学観測所（１９５４年、ただし特殊仕様）であった
６９）

○

ただし、現実には納期の遅延が一般的で、たとえば中型機械製作省、モスクワ大学への

納入は１９５５年となった７０）。発注者のひとり、国防省では、１９５４年８月２０日付で計算機

センター設立にむけて、省科学技術協議会内で電子計算機問題を検討することを決め、メ
ェス・カー・ベー　　　　　　　ェス・カー・べ－

ンバーの一部の推薦をＣ Ｋ６ｔ２４５に依頼し、Ｃ Ｋ６・２４５はこれに応えている７１）。検討

の場となった第１４セクションは国防次官にして科学アカデミー会員で無線工学の権威で

あったベルク（Ａ・Ｈ・Ｂｅｐｒ）を長として電子計算機の軍事利用の方途を検討し、旧ソ連邦の
エス・カー・べ－

著しい立ち後れを指摘するにいたった７２）。そして、１０月７日にはＣ Ｋ６・２４５がまだ受
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スト　レ　ラ　ー

け入れ態勢がとれていなかったモスクワ国立大学用に製造した“ｃＴｐｅＪＩａ”をまず優

先的に国防省にまわすように要請している７３）。
ス　ト　レ　ラ　ー

こうした納期遅延の傾向とともに、“ＣＴ ｐ ｅＪＩａ”の予算原価（１９５４年７月現在）は

９，８００ルーブリと、アナログ機が１，３５０ルーブリ、特殊用途用計算機が１，０００～３，０００ルー

ブリであったのに比べるとかなり高価であった７４）ことを指摘しておかなければならない

だろう。

図・３
スト　レ　ラ　【

“Ｃ Ｔ ｐ ｅＪＩａ”・３の全体像

出所）Ｉｌｏｚ１０ＢＯ負ｏＴｑｅＴＣＩ〈Ｂ－２４５０Ｐａ６０Ｔｅ３ａ１９５５ｒ．ｎＦＡ９◎．８１２３０Ⅱ．８ｎ．６１９／，Ｉ．２１８．
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ストレラー　　　　　ェス・カー・べ－　　　　　　　　ゥラ′レ

“ＣＴｐｅｎａ”の開発と並行して、ＣＫ６－２４５では小型汎用電子計算機＝“ｙｐａｎ”

の開発もすすめられた。同機は所内の第３１研究室（主任＝ツイガンキン．１．Ｈ．恥ＩｒａＨＥＨＨ

－）と第９課（課長＝ラメイエフーＢ・Ｈ・ＰａＭｅｅＢ－）が担当し、基本的なプログラムにつ
スト　レ　ラー

いては、技師リンスキー（Ｂ・Ｃ・ＪｈＨＣＲＨｉｉ）率いるチームが“ｃＴｐｅｎａ”用プログラ

ムづくりと並行して、そり作製にあたった７５）。同機は試作品試験ののち、１９５４年８月３

日付閣僚会議布告によってそのシリーズ生産化が勧告され、１９５５年中にペンザ“ｃＡＭ”
サ　　　ム

ウ　ラ　ル

工場でその準備がすすめられた７６）。この“ｙｐａ・刀”については、アメリカの専門家によ

る観察記録が残されている。１９５０年代に訪ソした管理工学専門家ノーマン（Ｒ．Ｓ．Ｎｏｒｍａｎ）

は同機をＩＢＭ機の完全なコピーであると証言していたのである７７）。

アメリカにおけるトランジスターの成功をうけて、１９５３年６月４日付閣僚会議布告に
エス・カー・べ－

よって、Ｃ Ｋ６－２４５は新たに点接触型トランジスターの基礎研究と製造に単独で、接合

型トランジスターの開発にウクライナ科学アカデミー・物理学研究所と協同で責任をもつ

こととされたが、これらの課題は１９５５年１月までには完了している７８）。Ｃ Ｋ６－２４５所
エス・カー・べ－

内ではツイガンキンらとともに、第７３研究室（主任＝ティモフェーエフｒＡ・Ａ・ＴＨＭＯ如ｅＢ

－）と第２３研究室（主任＝ペトロフ→「・Ｍ・ⅢｅＴｐＯＢ－）が担当していた７９）。

こうして、１９５５年４月３０日には、ゲルマニウム・トランジスターを能動素子に、フェ

ライト材料による磁気コア・メモリーを記憶装置に用いた旧ソ連邦最初の「第２世代コン
ヴォプレガ

ビュータ」＝“Ｂ ｏＪＩｒ ａ”
エ　レク　ト　ロ　ン　　エス・カー・べ－

と“３ＪＩｅＫＴｐＯＨ”のＣ Ｋ６・２４５による開発計画がま

とめられたのである８０）。

しかし、“音０オ刀１芸”と“∋刀ｅＫＴｐＯＨ”の開発計画が実践に移されることはな
エ　　レ　　ク　　ト　　ロ　　ン

ストレラー　　エス・カー・べ－

かった。それどころか、“ＣＴｐｅｎａ”はＣ Ｋ６－２４５自身が１９５６年次分発注者にたい
スト　レ　ラ　ー

して“ＣＴＰｅｎａ”から他の機種への変更を要請するかたちで、突然生産打ち切りとな
ったのである８１）。

ベスム　　　　　　　　　　ストレラー

２・６３ＣＭとの競合、対抗とその結末～“ＣＴｐｅＪＩ。”の退場
スト　レ　ラー

上述のように、“ＣＴｐｅｎａ”・１の“成功”後、各地で「計算機センター」設置のう
エス・カー．・＋・べ－

ごきが活発化する。Ｃ Ｋ６・２４５はこれを機会にみずからの組織の大幅拡大策（１，３００人
工ス・カー・べ－

規模）を計画した。そもそもＣＫ６－２４５の規模はそれほど大きくなかったうえに、他の

特殊用途用アナログ計算機開発の課題が繁忙を極めていたため、彼らの組織拡張要求は一

定の合理性をもつものであった。しかし、同時に彼らは科学アカデミーにたいする対抗心

をむきだしにしていた。彼らが準備した閣僚会議布告草案には、他省庁からの工場や施設
エス・カー・べ－

のＣ Ｋ６－２４５への移譲、科学アカデミーからの電子計算機関係研究室と設計ビューロー

すべての人員、設備ぐるみの割譲、科学アカデミー物理学研究所、レニングラード物理工

学研究所、ウクライナ科学アカデミーに対する半導体機器・材料関係資料の提供などが含

まれていた８２）。

ストレラー　　　　　　　　ベスム

“ＣＴｐｅｎａ”のライヴァルとなる６３ＣＭに関しては、１９５４年８月９日付で科学
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アカデミーがインドの学術代表団への公開をもとめてきたのにたいし、これに反対し、対
ベスム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベスム

外的な６９ＣＭ宣伝の機会を失わせた８３）。そして、ケルドゥイシュの委員会が６３Ｃル＝こ

高い評価を与えると、痛烈にこれを批判する「特別意見書」を上記国家委員会に送付した）。
・へこ　ス　ム

まず、６３ＣＭのオリジナリティーに疑問を附し、「アメリカ、およびソ連の計算機の焼き

直しにすぎない」としたうえで、「新しい物理学的元素（ゲルマニウムやフェライトのこ

と・‥引用者）」に留意していない点での将来展望の欠如、自動プログラミングの未解決

など問題を列挙している８４）。

先述したように、１９５５年６月２９日、国防省科学技術協議会第１４セクションで電子計

算機分野における旧ソ連邦の著しい立ち後れが指摘された。同会議において国防省計算機
エス・カー・べ－

センターのキトフ（Ａ．Ｈ．ＲＨＴＯＢ）将軍とＣ Ｋ６－２４５から派遣されていたバジレフスキー

（Ｄ・兄・Ｂａ３丑Ｌ任ｅＢＣＲ斑丘）名で「勧告」がつくられ、そこで科学アカデミーの責任が挙げられる

８５）と、機械・計測制御機器製造省はこれに乗じて科学アカデミーの責任を追及する大臣名

文書を閣僚会議宛に提出している８６）。それとほぼ同時に、同省技術管理部の名で、自分た

ちが「真空管のない」電子計算機を開発中であるとして、精密研から技術者グループを「工

業の側」に引き渡すよう要求する書類も提出している８７）。
エス・カー・べ－

以上のようなＣ Ｋ６－２４５の側からの攻撃にたいし、科学アカデミーの側でコンピュー

タ開発をすすめた科学者たちはより大きな権威を抱き込むことで対応しようとした。ラヴ

レンティエフらは第１総管理部長官ヴァンニコフとソ連における“原子力の父”として大

きな権威をもっていたクルチャートフ（Ｈ．Ｂ．ⅨｙｐⅦａＴＯＢ）の動員に最終的に成功する。ヴ
エス・カー・ペー　　　　　　　スト　レラー

アンニコフとクルチャートフは連名で、Ｃ Ｋ６－２４５による“ＣＴ ｐ ｅ刀ａ”関係論文公

表の差し止めをもとめる書簡を副首相ベルグーヒン（Ｍ．ｒ．ⅢｅｐＢｙＸＨＨ）宛に送った。論文中

に、核反応における熱学的プロセスの研究を含む「不必要な引用」が見られること、狭い

お役所的立場にとどまり、「他の組織のこの分野での仕事」が省みられていないことが理由

であった８８）。

さらに、科学アカデミー全体がラヴレンティエフらの支援に回った。１９５５年６月、科
スト　レ　ラ　ー

学アカデミーは自身の「計算機センター」への“ＣＴｐｅＪＩａ”導入を正式に中止した８９）。
ウ　ラ／レ

また、エネルギー研で開発されたものの、“ｙｐａ刀”機との競合が心配された小型電子計
ア－ー・＋・ツェー・ヴェー・エム

算機Ａ ｕ Ｂ Ｍ－３のシリーズ化を閣僚会議に要請し、機械・計測制御機器製造省の偏狭
アー・ツェー・ヴェー・エム

さを非難しつつ、新たにＡ ｕ Ｂ Ｍ・３の製造担当官庁として無線工業省を指名している
９０）

○

そして、７月になると、科学アカデミー「測定機器研究所（原爆開発の初期のセンター

＝“第２研究所”の後身、現在の“クルチャートフ研究所”の前身）」用の電子計算機とし

て、クルチャートフと高名な数学者ソボレフ（Ｃ刀．Ｃｏ６０ＪＩｅＢ）の連名で機械・計測制御機器
ベ　ス　ム

製作省に６３ＣＭ製作が依頼されるにいたった９１）。
エス・カー・ベト

ここにいたって、Ｃ Ｋ６・２４５と科学アカデミーとの間のコンフリクトは、科学アカデ

ミーの側に有利なかたちで決着がつく。すでに述べたように、機械・計測制御機器製作省
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はストレラーの生産継続を断念し、発注者にたいして別の機種への切り替えを承認するよ
う要請するのである。

１）０６も兄ＣＨｅ＝ＨＴｅ皿Ｈａ兄３ａＨＨＣＲａ，Ｂ《ＣＢ。ＥＨＨｅ ｒｑｏＢＨｅ。ｍｅＴもＩＨａｙ。ＨＯ・ⅡＣ。嘲ＯＢａＴｅ皿ＣⅨＨＸ

ＯＰｒａＨⅡ３ａｑＨ最ＨａｐｘｏＭａＴａⅢ００Ｃ＝ＯＢ＝０丘４ｅＥＴｅ皿ＨＯＣＴセ【１オ＝ＲａⅡＨＴａ刀も＝ＯＭｙＣＴＰＯｍｅＪＴＢＣＴＢｙ．１９４９ｒ．》

ｍｏ∝ＨＢｃＲＨ最ｒＤＣｙ４ａＰＣＴＢｅ＝＝Ｈ丘ａｐｘＨＢ∂ＲＯ＝ＯＭｍ（ＰＦＡ３）◎０耶（◎・）８１２３０ⅡＨＣｂ（ＯＨ．）８

月ｅ刀０（几）３０８／皿３１．

２）ｒＩｐＨＲａ３ｒ几ａＢＣ電ｅＴＭａ叩ＭⅡＨⅡＣＴｅＰＣＴＢａＭａⅢＨＨＯＣＴＰＯｅＨⅡ５ＭｒＩＰＨ６０ＰＯＣＴｐ。ｅＨＨ兄ＣｏⅢ３ａＣＣＰ

Ｎ９３・１４１ｃｃｘ）・，Ｂ（（ｆＩｐｍｏ３ＲｅＨＨＨｅ Ｒ ＣＢＯＡ＝ＯＭｙ ｒＯＡＯＢⅧｙ ＯＴｑｅＴｙ Ｈａｙｑ＝０・ＨＣＣｎｅＲＯＢａＴｅ刀もＣＲＨＸ

ＯＰｒａＨ耶ａ叩丘ＭｍＨＣＴｅＰＣＴＢａ＝００ＣＨＯＢＨＯ丘ＲｅＥＴｅ皿ＨＯＣＴ刀∴Ｈ＝ＲａⅢⅡでａ刀もＨＯＭｙＣＴＰ。ｍ皿ＣＴＢｙ１９５２

ｒ・》仲ｒＡ３◎・８１２３０Ⅲ．８凡４０２／皿１．

３）ｃＨｅｑＨａｍⅦＯｅ ＲＯＨＣＴＰｙｍＰＣＲ。ｅ６叩Ｏ Ｎ９２４５ＭＨＨＨＣＴｅＰＣＴＢａ ＭａⅢⅡＨＯＣＴＰＯｅ＝Ｈ兄Ｃ．Ｃ．Ｃ．Ｐ．，

《恥ａＴＲ嘘０６３０ＰＨＯＭａＴｅＭａＴＨｑｅＣＸＨ湖＝ＭａⅢⅡＨａＭ・》ＡⅡｐｅ皿１９５３ｒＤ４・／ＰｒＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８ｎ．５２４／

刀．２７．

４）ｏＴｑｅＴ。ⅡＰ。卿ａ＝＝０丘ｐａ６０冊４ｙ６ｎｅｐａＣＩＣＢ－２４５ＨａⅢｅ＝３ｅＨＣⅨＯＭ３ａＢＯＲｅ“ＣＡＭ”３ａ１９５２．Ｂ

《ＭａＴｅＰＨａｎＬＩⅢＯＨａｙｑ＝０－ＨＣＣｍｅＲＯＢａＴｅ皿Ｃｍ二圧０ⅡｍＯ・ＲＯ＝Ｃ耶ＴＯＰＣＲＨＭＰａ６０ＴａＭ（ⅡＨＣｈＭａ，

ＯｍｅＴもＩＩｌｅＰＩ７ｒＩＨＣＲａ）・１９５３ｒ・》ｎＦＡ９◎・８１２３０Ⅲ．８　ｎ．５２３／ＪＩ．１１．

５）０６も兄Ｃ＝ｅＨＨＴｅｍＬＨａ兄３ａＨ署ＣＲａ・・・仲ＦＡ３◎・８１２３０Ｈ．８ｎ．３０８／皿２９－３１．

６）ⅢｐｏＴＲＯ刀［二ＲＰＯＢｅＰＸ朋［】ⅦａＴｅＰＨａ００ＢⅢＯＣＨＯＰＰｅｍＰ。Ｂａ＝ＨＯＭｙⅡｎａＨｙＣＲＢ－２４５＝ａ１９５２ｒｏ礼Ｂ

《Ⅲｅｐｅ工＝旺ＣＥａＣｒｎａＢ＝ＨＭⅡｙＩＴＰａＢ刀ｅＨＨ兄Ｍ朋＝Ｈ＝ＲＯＨＣＴＰｙｍＰ㍑ⅡＭＨ６ｘ）ＰＯⅢ０＝ＰＯｅｍＰＯＢａｍ）：斑

オ３ｒＯＴＯＢＪＩｅＨｍＯＣ可ｅＴＨＯ・ａＨａＪＩＨＴ椚ｅＣＲⅡⅩＭａⅢＨ＝・》仲ｒＡ９◎・８１２３０ｒＩ．８　ｎ．４８２ｈ．８５．

７）ｒＩｐＨＲａ３ｒ皿ａＢＣ。ｅＴＭａＩ町ＭｍＨＣＴｅｐＣＴＢａ・・・ｙＲａ３・仲ｒＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８ｎ．４０２／ｍ．１．

８）ＩｈｃｈＭＯ３ａＭｅＣＴ耶ｅ刀兄ＨａｑａｎＬ＝ｍ｛ａ ＣｆＣＢ－２４５，ＡｎｅＲＣａ＝ＡＰＯＢａＨａｑ∽劇鱒ｙＴｅｘＨ刑ｅＣＲＯｒＯ

ｙＩ叩刀ｅＨＨ兄ＭＭ咄瓜。即ⅧｙＢ・Ｈ・鈍５９６ｃｃ・ＯＴ５ＨＤ乃兄１９５２ｒ・，・・ｙＸａ３・仲ｍ３◎．８１２３０Ⅱ．８

几４８１／∬皿４３，４４．

９）ｏＴｑｅＴ。ⅡＰＯＡｅｍａ＝ＨＯ丘ｐａ６０ＴｅＲｙ６ｎｅｐａＣＲＢ・２４５・・・，Ｂ・・・ｙＥａ３…・ｎＦＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８ｎ．５２３

／几１１．

１０）ｏｍｅＴＢＨⅢ０皿＝ｅＨ月朋［二ｍ刀ａ＝ａＨａｑ＝０・ＨＣＣｍｅ４０ＢａＴｅ皿ＣＲⅡⅩⅡ０＝ｍＯ．ＲＯＨＣＴＰｙｍＰＣＲⅡⅩＰａ６０Ｔ

ＣＩくＢ・２４５３ａⅡＯＪＴｙｒＯ脚ｅ１９５３ｒｏＲａ，ＴａＭ３Ｅｅ，ＪＴＪＩ．９４・１０９．

１１）ＭｍⅢＣＴｅＰＣＸ文鎮＝刀ａＨＯＣＢＯｅＨＨ…ＯＢＨＸＭａＴｅＭａＴ椚ｅＣＲⅡⅩＭａⅢⅡＨ＝ＯｒｍａＢＴＯ。ＭａⅢｙＨａ１９５３

ｒｏ，ＴａＭ＝獣ｅ，乃皿１５３・１５６

１２）ｃ＝ＥＣＯＲＢａＸＨｅ政江ＨＸ狐らｅＭａＴ壬円ｅＣＲＥＸＭａⅢＨＨｒｍａＢＴＯⅦＭａⅢａ，３ａＰａ３Ｐａ６０ＴＲｙⅡＨ３ｒＯＴＯＢｍｅＨＨｅ

。ＨＬＩＴＨもⅠⅩ０６ｐａ３ｑＯＢＲＯＴ。ＰＺＪＸＢＣＯＯＴＢｅＴＣＴＢＨＨＣＩＴＰｍ３０Ａ４Ｎ９５１５０Ｔ２０Ⅸ・４８ｒ・，ＴａＭ３Ｒｅ，皿１６１・１６３．

１３）Ⅲ∬ａＨ

０ⅡｈＩＴＨＬＩＸⅡＨａｙ可ＨＯ－ⅡＣＣＪＩｅＲＯＢａＴｅＪＩＬＣＲⅡⅩＰａ６０Ｔ＝ａ１９５５－１９５７ｒｒ・ⅢＯ ＣＩＩｅ叩ａＪＴｂＨもＩＭ

ＭａＴｅＭａＴ椚ｅＣＲＨＭＭａⅢ玄ＨａＭ（３Ｒ３・），・・・ｙＲａ３…・伊ＩＩＡ３◎・８１２３０＝・８ｎ．６２９／ＪＩＪＩ．１８１・１８８．
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１４）ｃＩ（Ｂ・２４５，ⅢｐｅＡＢａＰＨＴｅＪＩＬ＝ｂＩｅ ＣＯＯ６ｐａ３Ｅｅ＝Ｈ５ＩｒＩＯ Ｐａ３Ｐａ６０ＴＲｅ∂ＪＩｅｌ｛ＴＰＯＨ＝もⅠⅩＣⅦｅＴＨＯ・ＰｅⅢａＸ）ＩＩＩＨＸ

ｙｃＴＰＯ丘ｃＴＢ卯月ＯＩＩＨＴ＝もⅠⅩ０６ｐａ３ＩｌＯＢⅨＯＭ＝ＪＩｅＩくＣＨもⅠⅩＴＰｅ＝ａ３ＲｅＰＯＢ ＣａＭＯＪＩｅＴａ王王ＨＯ ＢＯ３ＭＯＸＨＯＣＴＨ

Ｏ６ｅｃＩ７ｅｔＩｅ＝Ｈ５ＩＩＩＰＯｅｌ｛ＴａＴｅＸ＝脚ＩｅＲⅡⅩＴＰｅ６０Ｂａ＝Ⅱ丘＝ａ∂ＴＨｙＣＴＰＯ丘ｃＴＢａ，ｎＩＩＡ３◎・８１２３０Ⅲ・１１Ｅｚｔ．ｘｐ．

１１．／几刀．１８１－１８８．

１５）《ＲｐａＴＲＨ丘０６３０Ｐ…．》ｙＲａ３．…ｒＰＦＡ３◎．８１２３０ｒＩ．８ｎ．５２４／ＪＩ．１９．

１６）ＴａＭ‖艦ｅ，皿２３．

１７）ＴａＭＸｅ，皿１９．

１８）ｐｏｃｃ感ｃＩＣａ５ＩＡＲａ月ｅＭ＝Ⅱ兄ＨａｙＲ，ＯｐＡｅ＝ａＪＩｅＨⅡＨａ ＣＨ６ＨＰＣＸＯｅ ＯＴＺｌｅＪＩｅＨＨｅ，《Ｂｅｌ（ＪＩａＢＰｅⅡＴｂｅＢａ〉〉，

ＨｏＢＯＣＩＩ６ＨＰＣＲ，Ｈ３ＪＴａＴｅＪＩもＣＴＢＯＣＯＰＡＨ，２０００ｒ．ｃＴＰ．５４．

１９）Ｇ・Ｄ・ＣｒｏｗｅａｎｄＳ・Ｅ・Ｇｏｏｄｍａｎ，“Ｓ・Ａ・ＬｅｂｅｄｅｖａｎｄｔｈｅＢｉｒｔｈｏｆＳｏｖｉｅｔＣｏｍｐｕｔｉｎｇ”，ＩＥＥＥＡｎｎａｌｓ

ＯｆｔｈｅＨｉｓｔｏｒｙｏｆＣｏｍｐｕｔｉｎｇ，Ⅵ）１．１６Ｎｏ．１（Ｓｐｒｉｎｇ）１９９４，Ｐ．１４．

２０）ⅢＨＣｂＭＯＣ・Ｈ・ＢａＢＨＪ＝ＯＢａＨＨ・０・Ａｘａ属ｅＭⅡＲａ－ＣｅＲＰｅＴａＰ兄ＡＨＣＣＣＰ，Ｂ・Ｈ・＝ＨⅨＨＴＨｌ｛ａＣｅ叩ｅＴａＰＩＯＩ印

ＢＩ〈Ⅲ（６），Ａ・Ａ・ｌ（ｙ３＝ｅｑＯＢｙ ＯＴ　２３　Ⅱ１０ＪＩ５Ｉ１９４８ｒ・，ｆＰｏｃｃⅡ丘ｃＲ＝ｆｉ ｒｏｃｙ脚ＰＣＴＢｅＨＨもⅠ丘　ａｐｘＨＢ

ＣＯ工ＩＨａＪＩもＨＯ’＝ＯＪＩＨＴＨⅦｅＣＲＯ丘ＨＣＴＯＰＨⅡ（ＰＦＡＣＩＩＨ）◎０耶（◎．）１７０ＨＩ壬Ｃも（ＯｒＩ．）１３２　月ｅＪＴ０（ｎ．）３６／几２９．

２１）Ｃｒｏｗｅ，Ｇｏｏｄｍａｎ，Ｏｐｃｉｔ．，Ｐ．１４．

２２）ＣＭ・（（ＨｐｏｅＲＴもⅠ＝ＪＩａＨＯＢ＝ａｙｑ＝０・ＨＣＣＪｌｅＪｔＯＢａＴｅＪＩｂＣＲⅡⅩＰａ６０ＴＯＴＪｔｅＪＩｅＨＨ兄如３ⅡＲＯ・ＭａＴｅＭａＴＨｑｅＣＲＨＸ

ⅡＴｅＸ＝肌ｅＣⅨＨＸ＝ａｙＲＡＲａＲｅＭⅡＨ＝ａｙＲＣＣＣＰｃ３ａＲＪＩＫ＞ｑｅ＝Ⅰ王ＭＣｅＲＴＯＰａ＝ａｙＲＨ）〉・ＣｅＨＴ５Ｉ６ｐｂ１９４８ｒ．

仲ｒＡＣⅢＨ◎．１７０Ⅲ．１３２　月．３７／．

２３）３ａＲＪＩＸ”ＩｅⅡＨｅＩ〈ｏＭＨＣＣⅡＨＯＴＨＩＩＯＯ６ｃＪＩｅＦ（ＯＢａｌ＝ＨＫりＴｅ５ＩＴｅＪＴｈＨＯＣＴＨＨＨＣＴⅡＴｙＴａＴＯｔＩＨＯ丘ＭｅＸａＨⅥ欄朋［Ｈ

ＢもＩｑＨＣＪＩＨＴｅＪＩもＨＯ最ＴｅＸＩＩＨＲＨＡＨＣＣＣＰ，ＴａＭ３Ｋｅ，ＪＴＪ１３４・４４．

２４）ｃｒＩＰａＢＲａⅡＯ ＨａｙｑＨもＩＭ】髄昭ⅢａＭ ＨＨＣＴＨＴｙＴａ ＴＯｑＨＯ丘ＭｅＸａＨＩＩＲＨ Ｈ Ｂも円ＨＣ，ＩＨＴｅ，ＩもＨ。歳ＴｅＸＨＨＲⅡ

ＡＩ（ａ属ｅＭⅡⅡＨａｙＩＣＣＣＣＰ，ＴａＭ３Ｋｅ，ＪＴ．４７．

２５）ⅢＨＣもＭＯＢ・Ｒｐｙ３ＲＲＯＢａＨＩＯ・鞄Ｉａ＝ＯＢａＣｅＲＰｅＴａＰＩＯＩｌＩ｛ＢＩ｛Ⅲ（６），ｒ・Ｍ・ＭａＪＩｅｍくＯＢｙＯＴ１９Ⅹ．４９，ＴａＭ

Ｘｅ，皿５１．

２６）３ａＢ・ＣｅＲＴＰＯＭ ＯＴ７ｔｅＪＩａ ＥａｙＲＨⅡＢ最ＣⅢⅡⅩｙＴＩｅ６ⅡＨＸ３ａＢｅＲｅ＝Ｈ［ＩＩＫ ＢＲＩｌ（６），Ｈ．ｒＪｔａＩＹ）ＪＩｅＢ，

ＨＨＣＴＰｙＲＴＯＰＯＴＪｌｅＪＩａ，ｎａＨＨＪＩＯＢ，ＣｅＲＰｅＴａＰＩＯＩ郡ＢＩくＩｌ（６）ＴＯＢ．ＭａＪＩｅＨＲＯＢｙｒ．Ｍ．ｏＴ２９ＭａＰＴａ１９５１ｒ．

Ｂ　《Ｃ＝ＰａＢＲⅡ　ＯＴ井ｅＪＩａ　Ⅱ　ＣｅＲＴＯＰａ ｅＣＴｅＣＴＢｅⅡ＝もⅠⅩ　＝ａｙＲ　＝０　３ａ＝ⅡＣＲａＭ，ｒＩＯＣＴａＨＯＢＪＩｅＨＨ５ＩＭ，

ⅡＨ＊ｏｐＭａ叩兄Ｍ，＝ＥＣもＭａＭ，３ａＲＪＩＸ）ｔＩｅＨＨ５ＩＭ］旺ＯＴ３ＬＩＢａＭ ＯＴ卿ＪＩａ ＭａＩＩＩＨＨＯＣＴＰＯｅＨＩは□Ｒ ＢＩ〈Ｉｌ（６），

ＡＲａＺＩｅＭＨＨ＝ａｙＲＣＣＣＰ，＝ａｙｑ＝０－ＨＣＣＪＩｅＲＯＢａＴｅＪＩｂＣＲⅡⅩＴｅＸ＝椚ｅＣＲⅡⅩＨＨＣＴＨＴｙＴＯＢ，ｙｑｅ＝もⅠⅩ，ＨａｙｌＨもⅠⅩ

ＣＯＴＰｙ井ＨⅡＲＯＢＩＩＡＰ・Ｏ Ｈａｙ電＝０歳月ｅ５ＩＴｅ恥ＨＯＣＴＨ］旺Ｐａ６０ＴｅｙｑＰｅＸ用ｅＨＨ負ⅠＩＨ＝ＣＴ五重ＴｙＴＯＢＯＴＦＥｅＪＩｅｌ｛Ｈ５Ｉ

ＴｅＸ＝胴ｅＣＲＨＸ＝ａｙＲ ＡＨ ＣＣＣＰ，Ｏ ＣＯＣＴＯ５１＝＝Ｅ ＨａｙＲＨ Ｂ Ｏ６ＪＩａＣＴＩＩ∂ＪＴｅＲＴＰＯ＝ⅠＩＲＨ，ＯＰｒａＨＨ３ａ叩Ｈ

ⅡＨＣＴＨＴｙＴＯＢ　∂ＪＩｅＩ（ＴＰＯＨＨＲⅡ　Ｈ ＰｅａＲＴＨＢ＝０最ＴｅＸⅡⅡＲＨ，Ｏ ＰｅａＪＩⅡ３ａＩＩＨⅡ　＝ａｙｑ＝ＨＸⅡ３０６ｐｅＴｅＨ斑点，

ＭｅＡＪｔｅＩ王ＨＯＭ：ＢＨ印ｐｅⅡＨＥ ＴｅＸＨⅡ可ｅＣＩＣＨＸ　ⅢｐＯｅＲＴＯＢ，ＣＪ＝ａ６０丘ＴｅＸＨＩ王ｔＩｅＣＩＣＯ丘　ｒＩＯＭＯⅡ叩　３ａＢＯＡａＭ ＣＯ

ＣＴＯＰＯＨもⅠ：江ＨＣＴＩＩＴｙＯＢ ｒＩＯ ＯＰｒａＨＩＩ３ａＩｌⅡＨＩＴＰＯ工手３ＢＯ丼ＣＴＢａ　Ⅱ　Ｏ ＭｅＰａＸ ｙＪＩｙＴＩⅢｅＨＩ相　Ｐａ６０ＴもⅠ∂ＴＨＸ

ⅡＨＣＴＨＴｙＴＯＢ，０ⅡＪＩａｒＨａＴｅａＭｅＰＩＩＲａＨＣＲＯｒＯｙｑｅＨＯｒＯＩＩＨＯ月ＰｙｒＩＩＭＢＯＨＰＯＣａ丸正．兄ＨＢａＰＬ１９５１ｒ．－ＨＸ）Ｈも

１９５２ｒ・〉〉・仲ｒＡＣⅢＨ◎．１７０Ⅲ．１３３　月こ．１７４／．刀７１．
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２７）ｒＩＨＣもＭＯＩＯ・鞄ａＨＯＢａ３ａＭｅＣＴＨＴｅ皿氾３ａＢｅＲｙｑｅｒＯＯＴＲｅｎＯＭⅡＰＯＨａｒａ＝卿ＨａｒＨＴａ叩ＩＩＲＢＲⅢ（６）

ＲｐｙｘⅨＯＢｙＢ・Ｃ・，仲ＦＡＣⅢＨ◎・１７０＝・１３２ｎ・３５４／ＪＩＪＴ．１８５，１８６．

２８）Ａ・ＭＨＴⅡＨ（３ａＭｅＣＴ耶ｅ皿３ａＢｅＪＷ叩ｅｒＯＣｅＲＴＰＯＭＯＴＲｅｎａｒＴＰＯⅡａｒａ叩ⅠⅡａｒｍｌａ叩ＩｌｆＣＢＲⅢ（６），

ＣⅢｐａＢＲａＢＴｅｘｃｅＲＰｅＴａＰⅡａＴＯＢｑｆＣＢＲｒＩ（６）ＨａＮ９８２４７２，ＴａＭ㍊ｅ，ＪＩ．１８７．

２９）ＢｐｙｅＢⅡｑ，３ａＭ・ⅢｐｅＲＣｅＡａＴｅｎ兄ＣｏＢＨａＰＲＯＭａＣＣＣＰＴ。ＢａＰｍ和上Ｍｏ皿ＯＴＯＢｙＢ・Ｍ・。Ｔ７ａＢｒｙＣＴａ

１９４３ｒ・Ｂ《ｒＩｐｏｅｍＩⅡＯＣＴａ＝ＯＢ刀ｅ＝Ｈ丘Ｈ ＰａＣＨＯＰ兄３ＥｅＨＨ丘ＣＨｆＣ ＣＣＣＰ，３ａⅢＨＣＲＨ，ＴｅｍｅＩＰａＭＭＬＩ，

Ｃｒｑ）ａＢＲⅡ，ＲｏＭＨＣＣＨＨＩＩＲＢＩ（Ⅲ（６），ＡＲａＲｅＭⅡⅡＨａｙＲＣＣＣＰ，Ｉｌ。ｃｙＲａＰＣＴＢｅ＝ＨＯ丘ⅢＴａＴⅡ０最ＥＯＭⅡＣＣＨⅡ

ＨＰＨＣＨｆＣＣＣＣＰ，ＭＨ＝如ａＣＣＣＰｏⅡ刀ａＨａＸＣｅＲＰｅＴ＝ＨＸＨ＝ｅＣｅＲＰｅＴ＝以Ⅹｐａ６０ＴＡＨＨａ１９４３ｒｏ４；

０６０ＰｒａＨＨ３ａｑＨｍＣＯＣＴａＢｅＡＨＣＣＣＰＨ。ＢＨＸＨＨＣＴＨＴｙＴＯＢ，ＯＴ］Ｔｅ刀ｅＨ鴫ｃｅ叩丘；ｏｃｏｃＴａＢｅ

Ｂｃｅｃｏ１０３＝ＯｒＯＣＯＢｅ呵ａ＝Ｈ兄＝ＯＩ７ＰＯ６ｍｅＭａＭｒ耶ＰＯ６ＨＯｎＯｒＨオＢＨｙＴＰｅ＝ＨⅡⅩＢＯＡＣＣＣＰ叩Ｐ．ＨＭｅ１０ＴＣ兄

ｐｅ３０ＪＴＸ）ｑＨＨⅡⅢＯＭ＝ｅＴＲＥＢ・Ｍ・ＭｏＪ７０ＴＯＢａ・５５ＩＨＢａＰ５Ｉ１９４３ｒ・一２４兄ＨＢ・１９５１ｒ・〉〉・仲ＩＩＡＣⅢＨ◎．８２０Ⅲ．２

几９３０／皿４９－５６・：第２次世界大戦中、科学アカデミーの書記役アカデミー会員

（Ａｘａ茜ｅＭＨＲ・ＣｅＲｐｅＴａＰＬ）をつとめたブルーエヴィチは副首相モロトフ（Ｂ．Ｍ．ＭｏｎｏＴ。Ｂ）宛のこの

書簡で、ランダウ（刀・月・刀ａ耶ａｙ）は「政治的に好ましくない（几５０）」、クズネッオーフ

（Ｂ・ｒ・恥３Ｈｅ耶）は「ゼロ（何も役に立たない…引用者）」（皿５１）、ドイツと闘っているのにアカデ

ミー幹部会にドイツ系が２人のはおかしい（皿５３）等とアカデミー会員候補にたいする中傷的密告を

おこなっている。戦後でも、彼は党中央委員会書記クズネッオーフ（Ａ・Ａ・Ｈｙ３ＨｅｑＯ３）宛の書簡

（ＢｐｙｅＢ椚，ＣｅｘｐｅＴａＰ）。ＩＩＲＢＩ｛ｒＩ（６）ＴＯＢ・Ｉ｛ｙ３ＨｅｑＯＢｙＡ・Ａ・ＯＴ２６・１・４８ｒ・ＴａＭ３Ｒｅ，ｍｎ．１４１－１４８．）で科

学アカデミー・歴史学研究所、物理学研究所、アカデミー生物科学部などで働く研究者の政治的経歴、

出身民族を暴き、一連の人事的措置を進言している。彼の果たした役割は旧ソ連邦科学史上興味ある

課題であり、これについては今後研究が深められなければならないであろう。

３０）ＢＨｑｅ・ＩＩｐｅ３叫ｅＨＴＡＨＣＣＣＰ，Ｈ・ＢａｐＲ＝＝，ｒｍａＢＨｈＩ最ｙｑｅＨＬＩ丘ｃｅＲＰｅＴａＰもｒＩｐｅ３ＨＥＨｙＭａＡＨＣＣＣＰ，

Ａ・Ｂ・ＴｏⅡ。ⅡｅＢ，０＝ａＰｙⅢｅＨⅡ兄ⅩＢＯ６ｅｃⅡｅｑｅＨⅡオＣＯＸＰａ＝ｅ＝Ｈ兄ｒＯＣｙＲａＰＣＴＢｅ＝ＨＯ丘Ｔａ最ＨもＩａＲａＲｅＭⅡⅩＯＡｑ

Ｈ・ｒ・ＢｐｙｅＢｍｅＭ ｎＰⅡⅩＰａ＝ｅ＝ＨＥ ＭａＴｅＰⅡａ刀ＯＢⅡ０《ＯＨＬＩＴａＭ Ｔ。ｑ＝ＯＣＴＨ６０Ｍ６０ＭｅＴａＨＨ兄》，

３ａＢｅＲｙＫ＞ｑｅＭｙＯＴＲｅｍＯＭ＝ＨａｙＲⅢⅡＢｙ３０Ｂ畔ＢＲＩｌ（６），ＴＯＢａＰⅡ叩ＩＯ・Ａ・鞄ａＨＯＢｙＯＴ９ｄ）ｅＢＰａｍ兄

１９５１ｒ・Ｂ《ＣⅢＰａＢＲⅡＯＴ７１ｅＪＴａⅡＣｅＸＴＯＰａｅＣＴｅＣＴＢｅＨＨＨＸＨａｙⅨⅢ０３ａⅢＨＣＲａＭ，・・・ｙＲａ３…．》ｍ）ｒＡＣｒＩＨ◎．

１７０Ⅱ．１３２凡３５４／皿ＪＬ６４・６９．

３１）ＭａＴｅＰⅡａ刀。濾ⅡＯＢＯＨＰＯＣｙＯⅢＯＡＴＯＴＯＢＲｅＰｅⅢｅ＝ＨＥｒＩｐａＢＨＴｅ皿ＣＴＢａＯＣＯ３月ａＨＨＨ６ＬＩＣＴＰＯＡｅ最ｃＴＢｙｎＩｑⅡⅩ

叩＊ｐｏＢ以ⅩＣⅦｅＴ＝もⅠⅩＭａＩＩＩＨ＝，ＨｃⅡＯＪＩＨ・ｎ・ⅢａＨＯＢＬＩＭ；４・１０・５０，Ｔａ加【３Ｒｅ，ＪＴＪＩ．１８８・１９１．

３２）《ＲｐａＴＲＨ丘０６３０Ｐ…・》ｙＲａ３…・ｎＦＡ９◎・８１２３０Ⅲ．８月．５２４／ＪＴ．２０．

３３）ｓ・Ｇｅｒｏｖｉｔｃｈ，ＦｒｏｍＮｅｗｓｐｅａｋｔ。Ｃｙｂｅｒｓｐｅａｋ：ＡＨｉｓｔｏｒｙｏｆＳ。ｖｉｅｔＣｙｂｅｒｎｅｔｉｃｓ，ＴｈｅＭＩＴＰｒｅｓｓ，

２００２，ｐｐ．１３２・１３３．

３４）ⅢｏＲ・ＯＴＢｅＴ・ＰｅＲ・Ａ・Ｂ・３ａ６ｐｏ脚ａ，《Ｍ・Ｂ・Ｉ｛ｅＪＬｑＬＩエ：ＴＢＯＰｑｅＣＲ＝丘ⅡＯＰＴＰｅＴⅡＯＢＯＣⅢＯＭⅡＨａＨＨ兄Ｍ

ＣＯＢＰｅＭｅＨＨＨＲ。Ｂ》，Ｍ・：ＨａｙＲａ，２００２ｒ・ＣＴＰ・３４４・：なお、“Ｍｅｒｃｅｄｅｓ”機とは、ハマン（ＣｈｒｉｓｔｅｌＨａｍａｎｎ）

が１９０５年にドイツのツェラ＝メリス（Ｚｅｌｌａ・Ｍｅｈｌｉｓ）というところで開発した機械銅則計算機で、

１７世紀に登場したライプニッツの計算機以来改良されつづけてきた四則計算機の伝統を引き継ぐも
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のであった。この計算機については、永瀬ライマー桂子氏と氏を通じてベルリン工科大学のルートヴ

ィヒ（Ｍ．Ｌｕｄｗｉｇ）教授にご教示をいただいた。両氏には感謝したい。

３５）市川　浩「開催されなかった『物理学会議』（１９４９年）一冷戦期旧ソ連邦における科学者にたいする

思想動員－」（『イル・サジアトーレ』第３０号、２００１年、９～１９ページ）参照。

３６）Ａ・Ｈ・Ｍ兄ＭＪＩＨ＝，“Ｍ．Ｂ．Ｒｅ刀刃ＨＩＩＩセ【ＢＬＩｔＩＨＣＪＩ正ＴｅＪＩもＨａ月二ＴｅＸＨⅡＲａ”，Ⅲｏｎ．ｏＴＢｅＴ．ＰｅＲ．３ａ６ｐｏ脚Ｈａ，

ｙＩは３．ＣＯｔＩ．，ＣＴＰ．３４３．：なお、Ｇｅｒｏｖｉｔｃｈの前掲書はソヴィヱト・イデオロギーのサイバネティクス

導入への影響と反作用を追求した労作である。

３７）くくＢｅＩくＪＩａＢＰｅｌ｛ＴｂｅＢａ〉〉．．．ｙＲａ３…．，ＣＴＰ．５８．

３８）Ｃｒｏｗｅ，Ｇｏｏｄｍａｎ，Ｏｐｃｉｔ．，ＰＰ．４－８．なお、レーベジェフは一時、同機を「電子計算機のモデル（やは
メ　ス　ム

り頭文字を集めるとＭ９ＣＭとなる）」と命名しようと考えた。西側の到達に比べて著しく見劣りす

るためである。しかし、そのまま実用化されることを知り、「小型電子計算機」と命名することにし

た（Ｉｂｉｄ．，ｐ．８）。

３９）くくＢｅＲＪＩａＢＰｅＨＴもｅＢａ〉〉，ｙＲａ３…．ＣＣ．５９，６０．

４０）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．５９．

４１）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．６０．

４２）ⅢＨＣもＭＯＣＩ岱・２４５ＭⅡＨＨＣＴＰｙＭａⅢⅡＨＯＣＴＰＯｅｌ｛Ⅱ５ＩＨＩＩＰＨ６０ＰＯＣＴｐＯｅＨⅡ５ＩＣｏＩＯ３ａＣＣＰ，ＩｌａｐⅢⅡＨｙⅢ．Ｈ．

ＨＴＯＢ・Ｂａ＝ＨＩＩⅨＯＢｙＢ・ｎ・ＯＴ７０ＲＴ５１６ｐ５Ｉ１９５２ｒ・Ｂ｛（ＭａＴｅＰＨａＪＩもＩＩ１０ＨａｙｑＨＯ・ＨＣＣＪＩｅＪＴＯＢａＴｅＪＩｂＣＩ引旺Ｍ］旺

ＯＩＩＬＩＴＨＯＴＲＯ＝ＣＴＰｙＲＴＯＰＣ壬ＣＨＭＰａ６０ＴａＭ：（ｏＴｑｅＴ，ⅡＪＩａＨ，３ａＩＣＪＩＤ電ｅＨⅡ５Ｉ，ＴｅＸＨ椚ｅＣＩＣＨｅＴＰｅ６０ＢａＨＨ５Ｉ）３ａ

１９５２ｒ．》伊ｒＡ３◎．８１２３０Ⅲ．８　月．４８１／几８９．

４３）Ｃｒｏｗｅ，Ｇｏｏｄｍａｎ，Ｏｐｃｉｔ．，ＰＰ．８，９．：レーベジェフはけっしてモスクワ移転を望んでいたわけではな

べ　ス　ム

かった。彼は移転作業のため６３ＣＭ完成が５ヶ月は遅れる、としてこれに反対していた。ウクライ

ナ科学アカデミーが彼らのモスクワ移転を望んだのは、ラヴレンティエフらの働きかけに応じたとい

うよりも、厄介払いを欲したためであろうと考えられる（Ｉｂｉ＆，Ｐ．９）。

４４）Ｉｂｉｄ．ｐ．１７．

４５）Ⅱｐｏ６ＪＩｅＭ＝Ｈ丘　ⅢＪＩａＨ ＨａｙｑＨＯ・ⅡＣＣＪＴｅ属ＯＢａＴｅＪＴｂＣＩ｛ＨＸ Ｐａ６０Ｔ ＨＨＣＴＨＴｙＴａ ＴＯｔＩＨＯ負＝　ＭｅＸａＨＨＲⅢ　Ｈ

ＢｂＩｔＩＨＣＪＩＨＴｅＪｔもＨＯ丑ＴｅＸＨＩ王ＲⅡＡＨＣＣＣＰＨａ１９５５ｒ．Ｂ…ｙＩは３…‥ＲＩＩＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８　ｎ．５６０／

ＪＬ２３９．

４６）ＭⅡＨＨＣＴＰ Ｍ＝ａⅢＨＨＯＣＴＰＯｅＨＨ５ＩⅡ＝ＰⅢ６０ＰＯＣＴＰＯｅＨＨ５ＩＣＣＣＰ，ｒＩ．ＩｌａｐⅢＨⅡ，Ｉｌｏ ＢＯＨＰＯＣｙ：ｐａ３ＢⅡＴＨ５Ｉ

ＯＴＰａＣＪＩⅡＭａＴｅＭａＴＩ円ｅＣＲＯｒＯＭａⅢＨＨＯＣＴＰＯｅＨＨ５Ｉ，Ｂ．．．ｙＩは３‥．ＪＰＩＩＡ９◎．８１２３０Ⅱ．８ｎ．６２３／ＪＩ．１３８．

４７）ｒｏｃｙＲａＰＣＴＢｅ＝＝ａ５ＩＲＯＭＥＣＣ‡Ⅰ５Ｉ，ＡＩ（ＴＯＨＰＨｅＭＲｅ３ⅨＣⅡｅＰＨＭｅＨＴａＪＩもＨＯ丘＝ＭａⅢＨⅡＨＢ３ＣＭＡｎａＪＴｅＭＨ玄

＝ａｙＲＣＣＣＰ，２５ａⅡＰｅＪＩ５Ｉ１９５５ｒ．，ＴａＭ３Ｒｅ，ＣＴＰ．１１２．

４８）ＴａＭ３Ｅｅ，ＣＣ．１１３，１１４．および、Ｓ．Ｐ Ｐｒｏｋｈｏｒｏｖ；‘‘ＣｏｍｐｕｔｅｒｓｉｎＲｕｓｓｉａ‥Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄ

Ｉｎｄｕｓｔｒｙ・”，ＩＥＥＥＡｎｎａｌｓｏｆｔｈｅＨｉｓｔｏｒｙｏｆＣｏｍｐｕｔｉｎｇ，Ⅵ）１．２１Ｎｏ．３（Ｊｕｌｙ－Ｓｅｐｔ．）１９９９，Ｐ．４．

４９）ＣＭ・Ｃ・Ａ・ＪＩｅ６ｅＪｌｅＢ，《９ＪＴｅＲＴｐＯＨＨもＩｅ Ｂ肌ＨＣＪＩＨＴｅＪＩもⅡＨｅＭａⅢⅡⅡＬＩ〉〉，Ｍ．‥Ｈ３井ａＴｅＪＩもＣＴＢＯＡＨ ＣＣＣＰ，

１９５６ｒ．５５ｃｃ．

５０）０６Ｔも５ＩＣＨｅＨＨＴｅＪＴｈＨａ兄３ａⅡＨＣＲａ．．．ｙＲａ３．．．ｍＦＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８　ｎ．３０８／皿２８．
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５１）ⅢＨＣｂＭＯＣＩ〈Ｂ・２４５‥・ｙＲａ３‥・仲ｒＡ９◎．８１２３０Ⅱ．８凡４８１／皿８９．．

５２）Ｉｈａ＝Ｐａ６ｍＩ ＨａｙｑＨ。－ＴｅＸ＝椚ｅＣＲＯｒＯ ＣＯＢｅＴａ ＣｆＣＢ・２４５　＝ａ１９５５ｒ・Ｂ《ＭａＴｅＰａ月島Ｉ ＨＯ

ＨａｙＴＩＨＯ．ⅡＣＣＪＴｅＪｔＯＢａＴｅＪＩｂＣＥＨＭ ＨＯⅡｂｍＯ－ＲＯＨＣＴＰｙＲＴＯＰＣＲＨＭＰａ６０ＴａＭ（０でｑｅＴもちＣ叩ａＢｌ（Ｈ，ⅢＨＣＬＭａ，

３ａＲＪＩＸ）ｔＩｅＨＨ５Ｉ，ｒＩｅＰｅⅡⅡＣＲａ）・１９５５ｒ．〉〉ｍＦＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８ｎ．６２３／ＪＩＡ５．

５３）０６も兄Ｃ＝ｅＨⅡＴｅＪＩＬ＝ａ兄　３ａⅡＨＣⅨａ・Ｂ　＜（ＣＢＯ脚Ⅰ最　ｒｏＲＯＢＯ丘　ｏＴ電ｅＴ ＨａｙｑＨＯ・ⅡＣＣＪＴｅ４０ＢａＴｅ∬ｂＣＲⅡⅩ

ＯＰｒａＨＨ３ａ叩最ＭＨ＝ⅡＣＴｅＰＣＴＢａⅡ００Ｃ＝ＯＢＨＯ軸ｅ５ＩＴｅＪＴｈＨＯＣＴＨＨＲａⅢⅡＴａＪＩｂＨＯＭｙＣＴＰＯＨＴｅＪ７もＣＴＢｙ．１９５０ｒＤ

仲ｒＡ９◎．８１２３０Ⅱ．８几３４５／几８１．

５４）Ｈ五ｃもＭＯＣＩくＢ－２４５・・耶ａ３…仲ｒＡ３◎．８１２３０Ⅱ．８几４８１／几８９‥

５５）ⅢｐＨＲａ３ＦＪ＝ａＢＣｑｅＴＭａＩ町ＭＨＨⅡＣＴｅＰＣＴＢａ…ｙＲａ３・伊ＦＡ９◎・８１２３０Ⅲ．８ｎ．４０２／ＪＴＪＩ．１・２．

５６）ｒＩＨＣｈＭ。３ａＭｅＣＴＨＴｅ刀刃Ｈａｑａ刀もＨＨⅨａＴｅｘ＝Ｈ。ｅＣＲＯｒＯｙⅡＰａＢ刀ｅ＝Ⅱ兄，Ｐ血ⅡＨ，Ｈａｑａ皿Ⅱ批ｙＣｆＣＢ・２４５，

ＪＩｅｃｅⅦＲＯＭ・Ａ・，Ｂ《ＭａＴｅＰＨａＪＩＨ Ｈ。＝ａｙⅦ＝０－ⅡＣＣＪｌｅＲＯＢａＴｅＪＩＬＣＲＨＭ二旺ＯｒＩｂＩＴ＝０・ＲＯ＝ＣＴＰｙＲＴＯＰＣＲＨＭ

Ｐａ６０ＴａＭ（ｒＩⅡＣもＭａ，ＯＴｑｅＴもＩＨｅＰＩＩⅡＨＣＲａ）・１９５３ｒ・〉〉ｍＦＡ３◎．８１２３０Ⅱ．８　ｎ．５２３人ｎ．８４．

５７）ⅢＨＣＬＭＯＩｌ・ⅢａｐⅢＨ＝ａＭａｎＨⅢｅＢｙＢ・Ａ・＝ａＮ９Ｃ・３１４０２０Ｔ２３′Ｘ－１９５２ｒ明ａ，Ｂ（（ＭａＴｅＰＨａ刀任濾ⅢＯ

ＨａｙｑＨＯ．ＨＣＣＪＩｅＲＯＢａＴｅＪＩもＣＲⅡＭＨＯⅢＨＴＨＯ－ＲＯＨＣＴＰｙＲＴＯＰＣｌ｛ＨＭＰａ６０ＴａＭ（ｏＴｔＩｅＴ，ⅡＪｌａＨ，３ａＲＪＩＸ）ｑｅＨＨ，Ｉ，

ＴｅＸＨ由ｅｃＲ斑ｅＴＰｅ６０Ｂａ＝Ｈ５Ｉ）３ａ１９５２ｒ．》ｍＦＡ（）◎．８１２３０ＩＩ．８　ｎ．４８１／几１０２．

５８）ⅢＨＣｂＭＯⅢａｐⅢⅡＨａＨａｌａ刀もⅡＨＲｙＴｅｘ＝ＨｑｅＣＲＯｒＯｙ＝ＰａＢｍｅ＝Ⅱ兄ＭＭⅡⅢＣＣＣＰ，ＪＩｏｃＲｙＴＯＢｙＢ．Ｈ．，Ｈ

ＨがＩａＪ＝ＬＨ耶ｙｒＪＩａＢＣｔＩｅＴＭａⅢａ，ＨＰⅡＪＩＪＴ０ＢｙＢ・Ｒ・ＯＴ１６０ｅＢＰａＪＩ兄１９５３ｒ．，Ｂ．．．ｙｍ３…．ｒＰＩＩＡ３◎．

８１２３０Ｈ・８　凡５２３／皿皿２６，２７．

５９）ⅢｐＨＲａ３ＩＩＪＩａＢＣｑｅＴＭａⅢｙＭⅡＨＨＣＴｅＰＣＴＢａ・・・ｙｍ３・ｎｒＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８ｎ．４０２／ＪＩ．２．

６０）Ⅲ弧ＭＯ Ｍ・Ｂ・Ｒｅ叩Ⅲａ Ｈ Ｍ・Ａ・ＪＩｅｃｅｑＲＯ ｒＩｐｅＲＣｅＲａＴｅ刀ｎＯ ＣｏＢｅＴａ ＭｍＨＣＴＰＯＢ Ｃｏ船３ａ ＣＣＰ，

ｒ・Ｍ・ＭａＪＴｅ＝ｌｅＯＢｙ　（３ｘｃ・），　Ｂ　《ＭａＴｅＰａＪＩＬＩ　＝Ｏ ＨａｙＴＩＨＯ－ＨＣＣＪＩｅＺｔＯＢａＴｅ．ｎｂＣＲＨＭ Ｈ

ＯⅡもＩＴＨＯｒＲＯＨＣＴＰｙＸＴＯＰＣＲＨＭＰａ６０ＴａＭ（ＯＴｔＩｅＴｂＩ，０６も５ＩＣ＝ＨＴｅＪＩｂ＝もＩｅ３ａ＝ＨＣＲⅡ，ａＨＨＯＴａ叩Ⅱ，ＩＴＰＯＴＯＲＯＪＩＬＩ，

ⅡＨＣもＭａ，ａＲＴもちⅢｅＰｅ電ＨⅡ，ｒＩｅＰｅＩ７ⅡＣＲａ）・１９５４ｒ・〉〉仲ＩＩＡ〔）◎．８１２３０Ⅲ．８　ｎ．５６０／，Ｉ，Ｉ．２００－２０２．

６１）Ｔａ加Ⅰ貰Ｒｅ，刀皿２０５・２０８．

６２）Ｍ兄鳳汀ⅡＨ，ｙⅨａ３…．ＣＴｐ．３４４．

６３）ＴａＭＸｅ，

６４）Ｍ・Ｐ・Ⅲｙｐａ・Ｂｙｐａ，“Ｍｏ丑ＲｅＪ卿Ⅲ”，ＢＩｌｏＡ・ＯＴＢｅＴ・ＰｅＲ・３ａ６ｐ岬Ｈａ，ｙＸａ３・ＣＯⅦ．，ＣＴＰ．３５９．

６５）Ａ・Ｂ・３ａ６ｐ。卿＝，“ＢＨａｑａＪｌｅ６０ＪＩｂⅢＯｒＯＩＷＴＨ”，ＴａＭ３Ｒｅ，ＣＴＰ．３７０．

６６）Ⅲ汀ａ・Ｂｙｐａ，ｙⅨａ３…．Ｃｅ．３５８，３５９．

６７）ＴａＭＸｅ，ＣＣ．３５９，３６０．

６８）《Ｉ（ｐａＴＲＨ丘０６３０Ｐ…・》ｙⅨａ３…・ｍｒＡ３◎．８１２３０Ⅱ．８ｎ．５２４／ＪＩ．２５．

６９）ｒＩＥＣもＭＯｆＣｅ叩ⅠⅢａⅡＪＩｅｃｅｑＲＯｒ・Ｍ・Ｍａ刀ｅＨＲＯＢｙ（３Ｒ３・），…ｙⅨａ３…・伊ＦＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８ｎ．５６０／

皿．１９２．

７０）ｒｏｎ。ＢＯ丘ｏＴｑｅＴＣＩ｛Ｂ－２４５０Ｐａ６０Ｔｅ３ａ１９５５ｒ・ｍＩＩＡ３◎・８１２３０Ⅱ・８ｎ．６１９／ＪＩＪＩ．９，１１．

７１）ⅢＨＣｂＭＯＨａｑａ皿＝ＨＲａＴｅｘＨＨｑｅＣＲＯＩ℃ｙｒｑ）ａＢ刀ｅＨＨ兄ＭＭ＝ｒＩ，ＪＩｏｃＲｙＴ。Ｂａ３ａＭｅＣＴＨＴｅｎＸ）ＭＨⅢＣＴＰａ

Ｏ６０ＰＯＨＨＣＣＣＰ，ＢｅｐＩＡ・Ｈ・Ｂ・・・ｙＲａ３……仲ＦＡ３◎・８１２３０Ⅱ．８　ｎ．５６０／ＪＩ．２５９．
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７２）ⅢｐｏＴＯＸＯＪＩＮｂ３３ａＣｅＦ［ａＨＩＩ５ＩＣｅ叩ＨＨ Ｎ９１４ＨａｙＴＩＨＯ－ＴｅＸＨＨｔＩｅＣＲＯｒＯ ＣｏＢｅＴａＩ７０Ｐａ脚０３ＪｌｅⅨＴＰＯＨ壬ⅠⅨｅ

ＭＩＩ＝Ⅰ王ＣＴｅｐＣＴＢａ Ｏ６０ＰＯ＝ＬＩＯＴ２７Ⅰ王Ｘ）ＪＩ５Ｉ１９５５，Ｂ（（ＭａＴｅＰａＪｔもＩＩ７０＝ａｙＴＩ＝０－ＨＣＣＪＩｅＺＴＯＢａＴｅＪＩもＣＩＣＨＭＩ‡

０＝ＨＴＨＯ・Ⅹ０＝ＣＴＰｙＲＴＯＰＣＲⅡＭ Ｐａ６０ＴａＭ（ｃⅢｐａＢＲＨ，ⅡＰＯＴＯＲＯＪＩＬＩ，ＴｅＸ３ａＪＴａＨＨ５Ｉ，ｒＩｅＰｅⅢＨＣＩＣａ）．

ｑ・２・１９５５ｒ．〉〉．．．伊ｒＡ（）◎．８１２３０Ｈ．８　月．６３０／皿ＪＬ１８－２４．

７３）ＩＩＨＣもＭＯ ｒｅＨｅＰａＪＩａ－Ｍａ丘ｏｐａ ａｐＴＨＪＩＪＩｅＰＩⅢ，ＢｏｃＲＰｅＣｅＨＣＲＯｒＯ，ＭⅡＨＨＣＴＰｙ ＭａⅢＨＨＯＣＴｐＯｅＨＨ５Ｉ‥Ｈ

ⅢｐＩＩ６０ＰＯＣＴＰＯｅＨＩ兄ＣＣＣＰ，Ⅲ・Ｈ・ＩｌａｐⅢＨＨｙＮ９００２５８０Ｔ７０ＲＴ５Ｉ６ｐ５Ｉ１９５５ｒ…・ｙＩａ３‥・．／ＰＦＡ〔）◎．８１２３

０Ⅱ．８　月．６３０／皿５０．

７４）ⅢＪＩａＨＭ壬ＩＨＩ王ＣＴｅＰＣＴＢａＯＰａ３ＢＨＴＨＨ］ほ∵ＢＨ印ｐｅＨ五重ＨＨＯＢＯ最ＴｅＸＨＩ王ＲⅡＨＯＴｔＩｅＴもⅠⅡＯＨＩＩＭ．１９５４ｒ．仲ＦＡ〔）◎．

８１２３０Ⅱ．８　月．５５１／皿２９．

７５）ＨＪＩａ＝ｐａ６０ＴもⅠ…ｙＸａ３…．仔ｒＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８几６２３／叫４４．

７６）ｒｏ月ｐＢＯ丘ｏＴｑｅＴ…ｙＲａ３…．伊ｒＡ９◎．８１２３０Ｈ．８　凡６１９／皿５．

７７）ＣｏｎｔｒｏＩＥｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｎｏｖ．１９５８，ｐｐ．７２・７７／

７８）ＩｈｃｂＭＯＭ・ＪＩｅｃｅｔＩｌ（０３ａＭ＝ｅＣＴＨＴｅＪＩＸ）ＭＨｌ｛ＨＣＴｐａＰａＡＨＯＴｅＸＨ椚ｅＣＥＯ丘ⅢｐＯＭＨＩＩＩＪＩｅＨＨＯＣＴＨ，ＣＨ４）ＯＰＯＢｙ

Ｂ・Ｈ・，Ｂ　くくＭａＴｅｐａＪ＝もＩ ＨＯ ＨａｙｑＨＯ・ⅡＣＣＪｌｅ井ＯＢａＴｅＪＩｈＣｌ｛ＨＭ＝托ＯＩＩＨＴＨＯ－ＲＯ＝ＣＴＰｙＩ汀ＯＰＣｌ（ＨＭ ｐａ６０ＴａＭ：

（ｃ＝ＰａＢＸＨ，ｒｑ）ＯＴＯＲＯＪＩｈＩ，ＴｅＸ３ａＦ［ａＨＨ兄，ｒＩｅＰｅⅡＨＣＲａ）．Ⅶ．１．１９５５ｒ．》仲ＦＡ３◎．８１２３０Ⅲ．８　ｎ．６２９／ＪＩ．２．

７９）ＩＩＪＩａｌＺＰａ６０ＴＬＩ．．．ｙＲａ３…．伊ＦＡ３◎．８１２３０ｒＩ．８ｎ．６２３／ＪＩＡ５．

８０）Ｔｅｘ＝ＨｔＩｅＣＲＯｅ３ａ脚．ＨＨｅＨａＸＸＸＸＸｐａ６０ＴｙⅢＯＣＯ３ＪｌａａＨＩＸ）０６ｐａ３ＩＩａｙＨＨＢｅｐＣａＪＩもＨＯ丘ａＢＴＯＭａＴ肌ｅＣＲＯ歳

６もＩＣＴＰＯＪＴｅ丘ｃＴＢｙＸ）町ｅ丘叩ゆｐｏＢＯ丘Ｂも円ＨＣＪＩＨＴｅＪＩｈＨＯ丑：ＭａＩＩＩＨＨＨＩⅢＨＰＯＩＣＯｒＯⅢＰⅡＭｅＨｅＨＨ５ＩＨａＯＣＨＯＢｅ

ｒｅｐＭａｌ＝ⅡｅＢｂＩＸⅡ¢ｅｐｐＨＴＯＢもⅠⅩ∂ＪＩｅＭｅＨＴＯＢ（ⅢＨｄ）Ｐ“ＢＯＪＩＦＡ”），．．．ｙＲａ３…．ｒＰＩＩＡ３◎．８１２３０ＩＩ．８ｎ．

６２９／刀ＪＬ１９７，２０４．

８１）ⅢＨＣＬＭＯ ＨａｔＩａＪＴＢＨＩＩＲａ ＣＩ（Ｂ・２４３５ＭＭＨＩｌ，ＡＪＩｅＲＣａＨＲＰＯＢａ Ｂ．Ｂ．Ｈ３ａＭｅＣＴＨＴｅＪＴ５ＩＨａｑａＪＩＬＨⅡＲａ，

Ｂａ３ＨＪＩｅＢＣＲＯｒＯＩＯ．５Ｉ．ＨａｑａＪ王ＬＨＨＲｙＴｅｘＨＩ門ｅＣＲＯｒＯｙⅡｐａＢＪＩｅＨＨ５ＩＭＭ：ＨⅢ，ＪＩｏｃＲｙＴＯＢｙＢ．Ｈ．ｏＴ７ⅠＩＸ）ｍＺ

１９５５ｒ．，Ｂ．．．ｙＩＣａ３…．仲ｒＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８月．６２３／皿２６１．

８２）ⅢｐｏｅⅨＴⅢｏｃＴａＨＯＢＪＩｅＨＨ５ＩＣｏＢｅＴａＭ壬ＩＨＨＣＴＰＯＢＣｏＩＯ３ａＣＣＰ，１９５４ｒ．，Ｂ．．．ｙＲａ３……仔ＩＩＡ〔）◎．８１２３

０Ⅲ．８　月．５６０／皿２９５．

８３）ＩＩＨＣもＭＯＭ．ＪＩｅｃｅ可ＲＯＩ壬．０．Ⅲｐｅ３耶ｅＨＴａＡｎａ茜ｅＭ＝ＨⅡＨａｙＥＣＣＣＰ，ＯｃＴｐＯＢＨＴ５ＩＨＯＢｙＩく．Ｂ．Ｎ９１２８－１２３１ｃ．

ＯＴ２１ⅥⅠⅠ５４ｒ．ＴａＭ＝蹴ｅ，几２６３．

８４）Ｍ・ＪＩｅｃｅ可ＩＣＯ，Ｂ・ＪＩｏｃＲｙＴＯＢＨｌＯ．Ｂａ３‡王ＪＩｅＢＣ旭丘，ＯｃｏＢＯｅＭＨｅＨＩＩｅＲＡＲＴｙｒＯＣｙＲａＰＣＴＢｅＨＨＯ丘ＲＯＭⅡＣＣＨＨ

Ｏ鱒ｐⅡｅＭＲｅ∂ＲＣＩＩｅＰＩＩＭｅＨＴａＪＩｈＨＯ五ＭａⅢＨⅡＨＢ３ＣＭＡＲａ属ｅＭＨＨＨａｙＲＣＣＣＰ，Ｂ．．．ｙＲａ３…．／ＰＦＡ３◎．

８１２３０Ⅲ．８月．６２３／刀皿８９・９１．

８５）ⅢｐｏｅＲＴＰｅＩくＯＭｅ耶ａ叩意ＣｅＲＩｌⅡＨＮ９１４ＨＴＣＭＯ，ＴａＭ３Ｋｅ，ＪＩ．２５３．

８６）Ⅲ．ⅢａｐＩＩＩＨＨ，ⅢｏＢＯⅢｐＯＣｙ：．．．ｙＲａ３．，ＴａＭ３Ｋｅ，ＪＴＪＴ．１３８・１４２．

８７）ＨａｑａＪＩも＝ⅡＲ Ｔｅｘ＝椚ｅＣＲＯｒＯ ｙⅡＰａＢＪＩｅＨⅡ兄，Ｂ．ＪＩｏｃＲｙＴＯＢ，ＣⅡｐａＢＲａ Ｏ ＨｅＯＴＪｌＯ３ＥＨｂＩＸ ＢＯ叩ＯＣａＸ

Ｐａ３ＢＨＴＩ王５ＩＯＴＰａＣＪＩＨＭａＴｅＭａＴＨ。ｅＣＩＣＯｒＯＭａⅢⅡＨＯＣＴＰＯｅｌ｛Ⅱ５Ｉ，ＴａＭ３Ｅｅ，ＪＴ．１９７．

８８）ⅢＨＣもＭＯ Ｂ．ＢａＨＨＨＲＯＢａＩ：Ｈ．ＲｙｐｔＩａＴＯＢａ ＭａＪＩＨⅢｅＢｙ Ｂ．Ａ．Ｎ９ＣＴ・２２７／ｌ ｏＴ１７ⅠⅠ・１９５５ｒ．，

Ｂ…ｙＲａ３…．仲ｒＡ（）◎．８１２３０Ⅱ．８几６２３／皿．３７，３８．
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８９）ⅢⅠＩＣもＭＯＨａｑａＪＩｂＨＨＩＣａＣＩ〈Ｂ・２４５，ＡｎｅＲＣａ叩ｐＯＢａＭＨＨＩＩＣＴＰｙＭａⅢＨＨＯＣＴＰＯｅＨＨ５ＩＨＩｔＰＩ王６０ＰＯＣＴＰＯｅＨＨ５Ｉ

ＣｏＥ）３ａＣＣＰ，ｒＩ．Ｈ．ⅢａｐｌⅡⅡＨｙＮ９４９８ｃ．ｏＴ９壬Ⅰ抑Ｈ５Ｉ１９５５ｒ．，ＴａＭ３Ｅｅ，ＪＩ．１８１．

９０）ＢＨＩＩｅ・ＩＩｐｅ３耶ｅＨＴ ＡＲａＦ（ｅＭＨＨ ＨａｙＲ ＣＣＣＰ，ＨＪＩ．Ｂａｐ脚ＨＩＩ ｒＪＩａＢＨもⅠ丘　ｙｑｅＨＬＩ丘　ｃｅＲＰｅＴａＰＬ

Ｈｐｅ３耶ＨｙＭ：ａＡＩくａＪＩｅＭＩＩＨＨａｙＩＣＣＣＣＰ．Ａ．Ｂ．ＴｏＩＴｑⅡｅＢ，ｒＩＨＣもＭＯＢＣｏＢｅＴＭＨⅡＨＣＴＰＯＢＣｏＩＯ３ａＣＣＰｏ

ＭａＪＩＯｒａ６ａｐ重工ＴＨＯ最ａＢＴＯＭａＴＥｔＩｅＣＲＯ負ＩＩＨｄ）ＰＯＢＯ五＝別ｕ電ＨＣＪＩＨＴｅ．ＴＩもＨＯ丘ＭａⅢＨＨｅ－ＡＩＩＢＭ・３．，ＴａＭ：３Ｅｅ，

几刀．１８・２２．

９１）ＩｈｃもＭＯ玉Ⅰ．Ｂ．Ｉ（ｙｐｔＩａＴＯＢａＩ王Ｃ．ＪＩ．Ｃｏ６０ＪＴｅＢａⅢａｐⅢＨＨｙｒＩ．Ｈ．Ｎ９ＪＩ－＝１９３ｃ．ｏＴ９Ⅰ王Ｋ）ＪＩＳＩ１９５５ｒ．，ＴａＭ∴濫ｅ，

刀刀．２７１・２７２．

Ⅸ．むすび

本報告書冒頭の【研究課題】欄に掲げた本研究の総括的な４つの課題に即して、研究の

結果明らかとなった諸点を見てみよう。

［１］まず、戦後冷戦初期における軍事技術開発の実態をまず事実そのものに即して明ら

かにするという課題との関連では、実に多くの事実資料に裏付けられた発見が続いた。本

報告害そのものが、このようなファクト・ファインディングの成果であり、ここでそのひ

とつひとつを繰り返すことはできない。ただ１点、旧英米からの技術情報の吸収、ドイツ

の「敵性」企業からの設備“移管”などの影響についてジェット機開発を素材に検討して

おきたい。

膨大な数の設計図、設計データのみならず、約８，０００人のドイツ人技術者、労働者を動

員し、さらにそのうち約１，４００人（家族を含めると約３，５００人）を自国領内にまで連行し、

ついには６５，９６０台（計画）もの機械・設備を工場３０カ所から接収してすすめられた旧ソ

連邦最初期のジェット機開発は、歴史上類を見ないほど大規模な技術の“収奪”の過程で

あった。

しかし、このような大規模な技術移転の企てにもかかわらず、また、スターリンの厳

命にもかかわらず、分割占領ゆえの設備・原材料確保の困難や人材確保の困難、旧ソ連邦

軍政関係者間の連絡体制の欠如や官僚主義などによってドイツ領内における研究開発活動

は中途半端なまま、旧ソ連邦領内への研究開発拠点の移転が強行されたのであり、そこで、
ミグ

Ｍｅ－２６２やＭ五「９の例に典型的にしめされたように、ドイツのジェット・エンジン技術な

どと旧ソ連邦の機体設計がしばしば“結合”された、より正確に言えば、妥協的方策とし

て相補的に組み合わされざるをえなかったのである。
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［２］軍事技術開発のための大がかりな組織態勢を構成する政策主体、研究開発主体とし

ての諸組織，諸集団間に働く利害の問題に関しては、何よりも、ロケット開発に挑む装備

省の対応が示唆的であろう。

第２次世界大戦で旧ソ連邦は直接その国土が戦場となり、約２千万人もの犠牲者をだし

た。生産施設の破壊も著しく、鉄冶金工場３７、炭坑１，１３５、大規模発電所６１、高圧送電線

１万ｋｍ、機械製作工場７４９、窒素生産能力の５０％、硫酸設備の７７％、無水炭酸ソーダ施

設の８３％などが失われた１）。しかし、工業生産の復興のテンポは速く、１９４８年には戦前

（１９４０年）の水準を回復する。

この過程で、かつて戦争勝利を支えた軍需工業関連諸官庁も戦後の経済復興への貢献を期

待されていたことは言うまでもない。しかし、本稿で検討したように、装備省によるこの

ような試みは不首尾に終わっている。装備省傘下諸工場の危機的な経営実態は当該省の存

廃の問題すら浮上させかねないものであった。また、１９３７年、３８年の「大粛正」のあと

の巨大な〈空白〉　＝人材不足ゆえに大抜擢を受けた少壮官僚であるウスチーノフ（月．◎．

ｙｃＴＩＩＨＯＢ）にとっても、省の経営問題は自身の将来にかかわる問題であったはずである。

他方、ドイツのⅤ－２ロケットはコントロールの不正確性などの欠陥をかかえており、た

とえこうした問題が克服されても、通常弾頭ではその高価格にふさわしい効果を持ちえず、

核弾頭の運搬手段として核戦略に組み入れられる１９５０年代半ばまではその将来性に確信

を持ちえるようなものではなかった。しかし、装備省にとって、展望の有無はともかく、

ロケット開発は「干天の慈雨」となるべきものであった。

同省は全力をあげてこのプロジェクトに取り組み、やがて冷戦とともにふたたび軍需工

業監督官庁としての実態を取り戻してゆき、活発に兵器研究を展開するようになる。１９５０

年、同省は①地上軍砲兵装備、②高射砲、③海軍砲兵装備、④歩兵装備・航空機装備、⑤

弾薬・薬英、⑥軍用計装機器・光学機器生産、⑦レーダー・砲兵高射火砲制御機器・同調

監視機器、⑧反動技術、⑨冶金と金属精錬の復興、⑲機械技術・機械工場の復興、の計１０

の、それぞれ８～１０名の常任メンバーと４～５名の非常任メンバーからなるセクションか

らなる省「科学技術協議会（議長は省次官、常任メンバーは１５～２０名、非常任メンバー

は８～１０名）」を常設し、定期的に省の研究・設計機関による兵器研究の進捗状況を点検

していたのである２）。

装備省の戦後「民需転換」の経営的失敗とそこからの起死回生策としての新兵器開発と

いうここでの検討の結果こそ、冷戦への「絶対国防」の確立という政治的要因とならんで、

旧ソ連邦における著しい経済の軍事化＝軍需工業の膨張の背景を理解する鍵となるものな

のではなかろうか。

この点では、ジェット機開発の過程における失敗と停滞によって厳しい叱責を受けた航

空機工業省も同様にその開発の成功が省の発展の画期となっていることが指摘できる。

航空機工業人民委員部には開戦前の１９４０年、ちょうど１００カ所の工場（約４１０００台の

金属切削工作機械）に３７０，２００人の労働者を雇用していたが、その数は最大時の１９４５年
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には１７１工場、９３，０００台、７１５，０００人に膨れ上がった。１９４６年には１５８工場、６２３，３００

人に減ったが、工作機械台数だけは増加し、１０６，０００台となった３）。航空機工業人民委員

部は１９４１年１２月にいきなり２１，８０００人（うち資格者１３，７０００人）の求人をおこなった。

全軍需工業関係求人４７万人中、ひとっの省としては最大の数であった（弾薬人民委員部：

１３，６０００人、装備人民委員部‥６４２００人、戦車人民委員部：４、５０００人）４）。

戦後の“民生転換”措置により一時、エネルギー設備、電力設備、バス、オードバイの

供給を拡充したものの、１９４６－１９５０年の「第５次５ケ年計画」では、軍用機２５，７６５機（う

ちジェット機５，７００機）の生産が計画５）され、同省は軍需工業官庁としての性格を取り戻

して行く。１９４６年次計画では航空機工業省の民生品生産の割合は５０．２％、１９５０年次の計

画でも４６・８％とたいへん高い比重を占めていたが、同年の実績では２５．１％（つまり、軍需

生産が７４・９％）となった６）０１９５２年１０月、１９回大会直前、党中央委員会機械製作工業課

作成の「１９３８～１９５０年ソ連機械製作工業の発展に関する資料」では、航空機工業省はこ

の期間中２０機種の飛行機を製作、うち９機種をシリーズ化し、３０種のエンジン、ジェッ

ト・エンジンを開発し、ジェット・エンジンでは２機種をシリーズ生産に移した。航空機

の総生産台数にしめるジェット機の割合は、１９４６年には１％にすぎなかった７）が、１９４８

年には６，５３０機の生産計画中、７５０機がジェット機であった８）。そして、１９５０年には早く

も６５％になったのである９）。

また、汎用電子計算機開発の初期における科学アカデミー内部の“内紛”と軍部、と

くにそのロケット科を含む砲兵の要求と機械＝計測制御機器製造省第２４５特別設計ビュー
エス・カー・ベー

ロー（Ｃ Ｋ６ｔ２４５）の対応は、誰がコンピュータを要したか、という根本的な問題とも

関連して、極めて興味深い事例であった。軍部（砲兵）の計算への需要はＣ Ｋ６－２４５な
エス・カー・ベー

どが提供する機械式計算機やアナログ計算機で満たされていたようである。汎用電子計算

機を必要としたのは、ケルドゥイシュ（Ｍ・Ｂ・Ｒｅ叩ⅠⅢ）ら核反応関連の計算に従事して

いた数学者たちであったが、彼らの要求が満たされるためには、科学アカデミー内部にお
エス・カー・ベー

いて砲兵やＣ Ｋ６・２４５と結びついた勢力を追い落とさなければならなかった。科学アカ

デミーにおける路線転換はラヴレンティエフ（Ｍ・Ａ・ＪＩａＢＰｅＨＴもｅＢ）らがより高い権威の後

ろ盾をもとめるという権威主義的な方法で追求された。科学アカデミーの路線転換を目の
エス・カー・ベ一

当たりにしたＣ Ｋ６－２４５も汎用電子計算機開発に乗り出し、科学アカデミーより早く
スト　レラー

“ＣＴｐｅｎａ”を開発するが、その“成功”後、過度の自己拡張熱をしめし、それは科

学アカデミーの側にとって大きな脅威となった０この角逐は科学アカデミーに有利な結末

を迎えた０しかし、ここには、権力に媒介をもとめることで、著しく行政家的な性格を強

めつつあった科学者の集団の思惑と冷戦を機会に自己拡張をはかろうとする準軍事官僚制

的な組織との間の不健全な競争関係が作用していたのである。

［３］こうして展開された種々の研究開発が、研究過程論の立場から見たときに、どのよ

うな特徴と問題点を有していたのか、また、それらのその後への影響についても問われな
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ければならない。この論点に関しては原子力潜水艦用の原子炉開発過程がもっとも特徴的

であろう。

旧ソ連邦における舶用原子動力装置開発は原子炉に黒鉛減速炉を利用することを想定し

てスタートした。同時に、当初から液体金属冷却材を利用した原子炉の開発も有望なヴア

リアントとして追求されていった。

彼らが黒鉛減速炉の本来的な不適切性に気がつくのに、それほどの時間は必要ではなか

った。しかし、にわかにクローズ・アップされた軽水炉に関して、彼らは必ずしも充分な

準備を有してはいなかった。軽水炉開発計画はグウレヴィチ（Ｈ．Ｈ．ｒｙｐｅＢＨⅦ）などの手に

よって一旦は着手されながらも、なんら具体的な成果をまたずに中断していたし、上述の

ような経過でふたたびその研究開発が必要とされるようになった時点でも、なぜかグクレ

ヴィチやフェインベルク（Ｃ．Ｍ．◎ｅ丘Ｈ６ｅｐｒ）が責任ある指導的な役割をはたすことはなか

ったのである。

このように軽水炉開発に充分な自信をもてないスタートに加えて、アレクサンドロフ（Ａ．

Ｉｌ・ＡＪＩｅＲＣａ鞘ｐＯＢ）ら開発責任者たちは、プロジェクトが始動してからわずか３年間程度

のきわめて短い期間にすべての技術的課題を解決する必要に迫られた。できあがった原子

炉は、結局１００％出力を実現できない未完成性を引きずったままの登場となった。そのう

え、政府はその試験結果を待つことなく、すでにシリーズ化を決定していたのである。

舶用液体金属冷却炉はアメリカにおいても頓挫した感がある１０）。そもそも冷却材となる

合金の製造とその品質維持に手間がかかり、１次冷却材回路のなかでそれが液状を保つた

めの加熱器その他補助装置群の制御に慎重さが要求され、液体金属を循環させる循環ポン

プやパイプなどの強度や耐食性の一層の強化が必要であり、これらの条件を狭い空間で実

現しなくてはならないがゆえに、一般に液体金属冷却炉は輸送機関には不向きであるとし

て良い１１）。しかし、旧ソ連邦の開発当事者たちは当初の実験結果の良好さに眩惑されたの

か、この計画実現に拘泥していった。ようやく炉が完成したあとも、スラグ、マグネシウ

ム酸化物、鉄や鉛が炉内に付着する事態に遭遇したにもかかわらず、さらに、液体金属の

加熱器など補助装置群の設置により重量が増え、当初予想されたメリットが急速に失われ

つつあったにもかかわらず、液体金属冷却炉を利用した原子力潜水艦の建造は続けられ、

ついに破局的な結末を迎えることとなった。

以上のように、旧ソ連邦における舶用原子炉開発は研究過程論の立場からこれを見た場

合、多くの拙速を指摘することができるものなのである。

最後に、けっして看過することのできない旧ソ連邦における舶用原子炉開発の経験とし

て、原子力砕氷船＝《レーニン（刀ｅＨＩⅢ）号》について触れなければならない。ドレジャ

ーリ（Ｈ・Ａ・ｎＯＪＩＪＩｅ３ＲａＪＩも）の証言１２）によれば、《レーニン号》用の舶用原子炉製作はプ

ロジェクト‰・６２７型の原子炉開発の「経験を活かす」かたちですすめられた。つまり、若
ペー・ペー・ウ一

千の指標の違い１３）はありつつも、‰．６２７艦用蒸気発生装置群（Ｈ ｎ ｙ）がほぼそのまま
へー・ベー・ウ一

応用されたものと見てよい。彼らにとって、主たる目的は原子力潜水艦用のｎＨ ｙ開発
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であり、《レーニン号》の開発は原子力“平和利用”をアピールする政治的な副産物と見る

べきであろう。しかし、この《レーニン号》も、たった７回の航海ののち、故障等から“全

面改修”が施されなければならなかったのである１４）。

［４］各種の研究開発計画に動員された科学者の動向を調べ、このような大規模な動員態

勢がなぜ可能となったのかを明らかにしつつ、その事実が提起する倫理的・社会学的問題

についても考究してゆくという課題については、ついに開催されずに終わった「全連邦物

理学会議（１９４９年）」の顛末がたいへん示唆的である。

原子爆弾開発計画に参加した物理学者のなかには、すでに確立した体制のなかで新しい

教育を受けた若い世代に属し、ソ連国家による核兵器開発・保有の根拠付けを素直に受け

入れることができたものも多い１５）０しかし、「物理学会議」の準備過程で批判にさらされ

た物理学者たちのなかには比較的年長者が多く、彼らは１９３６年３月の科学アカデミー「３

月総会」、同年８月のジノヴィェフ・カーメネフ事件以降の大「粛正」のなかで、自身逮

捕されるか、同僚に対する逮捕・迫害を目の当たりにした世代である１６）。権力には恐怖心

とともに根深い不信感を抱いていたであろう。彼らの代表者ともいうべきフォツク（Ｂ．Ａ．

◎ｏＲ）やヨッフェ仏・◎・Ｈｏ的ｅ）は、今やみずからの科学と政治の立脚点をマルクス主義の

用語で語り始めたのである。もし、クリヴォノーソフ氏（臥Ｈ・均闇丑ＯＨＯｅＯＢ）の言うように

１７ｅ）、科学研究のさまざまな分野における一連の“討議”の目的が、科学者の自律的権威の

否定＝党の権威が上位に位置するこ上の科学者たちによる承認、より一般的には科学者の

権力によるイデオロギー的包摂にあるとするならば、「産湯とともに赤子まで流す」危険を

冒してまで「物理学会議」の本会議を開く必要などさらさら無かったのではないだろうか。

シェピーロフ乱Ｔ・肋ⅡＨ皿ＯＢ）は準備会議だけで所期の目的を果たしたのであり、しかも、
アバラーチク

科学アカデミーの事務機構の党機関員による掌握という成果までも生み出したのである。
＊＊＊

核弾頭・核爆弾を中核とする現代兵器体系の研究開発は、彩しい量の資金、研究資源（研

究者と研究手段）、および生産資源がっいやされた、科学史・技術史上の卓絶した経験であ

り、その実態の解明は２０世紀における技術の展開全般の理解にかかわる意義を有している。

本研究は、資料的条件の改善を背景に、核爆弾・核弾頭製造とそれらをささえる関連諸領

域（その運搬手段としてのミサイル、ジェット機、原子力潜水艦、および、管制手段とし

ての軍用コンピュータなど）からなる現代核兵器体系の構築過程全体を、旧ソ連邦を対象

として、その最初期における研究開発の実像と問題点に焦点をあわせて解明したものであ

る。報告者は、本研究が、今後にいくつかの問題を残してはいるものの、２０世紀後半の人

類に重くのしかかる「冷戦型」科学・技術の展開の問題性とその後への影響の評価といっ

た点で少なくない意義を有するものであると確信している。
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３０１１６／３ｃｃ／皿８１（ｃＴｐ．１）．
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∂ＲＯＨＯＭＩＩｔＩｅＣＩくＯｒＯ ＰＯＣＴａ，ＣＴＰｙＩＣＴｙＰａ，ＯＰｒａＨＩ王３ａＩＩＨ５ＩＩＴＰＯＩ３ＢＯ井ＣＴＢａ壬ＩｙｒＩＰａＢＪＴｅＩＩＨｅ》Ｍ．：ＰＯＣＣⅢＥＨ

１９９６ｒ．ｃＴｐ．１５６．

４）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．１７４．

５）Ｔａ朋‖蹴ｅ，ＣＣ．１９５，１９６．

６）ＴａＭ嵩ｅ，ＣＴｐ．２０４．

７）ＴａＭＸｅＣＴｐ．２０２．

８）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．２３８．

９）ＴａＭＸｅ，ＣＴｐ．２０２．

１０）１９５５年、ニューヨーク州ウェスト＝ミルトンにおいて液体ナトリウムを冷却材とした試験炉＝

く（ＭａｒｋＡ〉〉の地上実験がはじまり、１９５７年には、その結果をうけて、アメリカ２隻目の原子力潜水艦

《ＳｅａＷｏｌふ用のナトリウム冷却炉Ｓ－２Ｇの実験がはじまった。しかしながら、パイプに高熱の負担がか

かり、また、ナトリウムの腐食作用で裂け目が生じるなど、不具合が多く、ついに出力の急低下ととも

に放射能を帯びたナトリウムが炉の外部に噴出するにいたった。このため、アメリカでは液体金属冷却

炉の応用を断念、《ＳｅａＷｏｌ鋸こは軽水炉が装備されることとなった（Ａ．Ｍ．ＡＨＴＯＨＯＢ，“ＡＴＯＭＨａ５Ｉ

ＩｔＯＦ［ＢＯ井Ｈａ月∴汀０卿ａⅡＰ・６４５”，《ＣｙＪＴＯＣＴＰＯｅＨⅡｅ〉〉Ｎ９１０１９９５ｒ．（Ｎｂ６９５），ＣＴＰ．５８）。

１１）ロシア国立理論・実験物理学研究所のキセリョフ博士（ＡＯⅨＴＯｐｒｅＨＨ叫Ⅱ最鮎叫ＨＭ鱒匹Ｂ椚ＲＨＣｅ刀６Ｂ）

の口頭による教示（於、モスクワ、２００２年９月１２日）による。

１２）Ｈ・Ａ・ｎＯＪ＝ＪＩｅ３ＲａＪＩＬ・《ｙⅡＣＴＯＲＯＢＰｙＲＯＴＢＯＰ＝ＯｒＯＭＨＰａ（３ａ＝ＨＣＲⅡＲＯＨＣＴＰｙⅨＴＯＰａ）〉〉．２・ｅＨ３Ｄ；ａＨＨｅ，ＭｏｃＲＢａ，

Ｈ３月ａＴｅＪＩもＣＴＢＯＩ．ｙⅢＨＩＩＩ（Ｈ〇Ｔ，１９９９ｒ・，ＣＴＰ．１５３．

１３）《レーニン号》の原子動力装置については、Ａ・Ｉｌ・ＡＪＩｅＲＣａ＝ＡＰＯＢⅡＲＰ・，ＡＴＯＭ＝Ｈｈ通ＪｔｅｎＯＲＯＪｔ《ＪＩｅＨⅡＨ”，

（ⅢｏＡＰｅＲ・Ｈ・Ａ・ｎＯＪＩＪｌｅ３ＥａｍＩＨＲＰ・，《５ＩＲｅＰＨもＩｅＰｅａＸＴＯｐもＩＨ５ｑｅＰ＝ａ５Ｉ∂＝ｅＰｒｅＴＨＲａ－Ｔｐｙ脚ＩＢＴＯＰＯ丘

Ｍｅ和ｙＨａＰＯＡＨＯ最ＲＯＨ４）ｅＰｅＨ岬Ⅱ＝ＯＭｑ）＝ＯＭｙＨＣ＝ＯＪＩも３０ＢａＨⅡＸ）ａＴＯＭＨＯ丘３旧ｅＰｒ重工Ｈ，ＸｅＨｅ１３ａ，１９５８：

ｎｏＲＪＩａ卯ＩＣｏＢｅＴＣＲⅡⅩｙＴＩ６＝ＬＩＸ》ＭｏｃＲＢａ，１９５９，ＣＣ．６０・８６．）に詳細な記述がある。これによると、原子炉

の熱出力は９０ＭＷ価・６２７は７０ＭＷ）、タービン出力は計４４，０００馬力（Ｎｏ．６２７は３９，０００馬力）とやや

高くなっており、速度も１８ノットであるが、それぞれ個別の蒸気発生器をもつ２基の原子炉を並列に

した配置など、原理的にはＮｏ・６２７用原子動力装置と同類のものであることが理解できる。
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１４），Ａ・ＭＪＩｅＴＰＯＣも呵，《ＣｏＢＰｅＭｅＨＨＨｅ叩０６ｍｅＭＨａＴＯＭＨ。卓ＨａｙＲＨＨＴｅＸＨｍＢＣＣＣＰ》Ｍ・；ＡＴＯ鳳”旺３ＲａＴ，

１９７６，ＣＣ．２７６・２８２．

１５）ｃＭ・Ｂ・Ⅲ劫３ｒｍ，ＨｐａＢＣＴＢｅＨＨもⅠ丘ＢＬＩ６０ＰＨＯＴＢｅＣＴＢｅＨＨＯＣＴもｙｑｅＨ。ｍⅦｅＰⅡ粗ＢＨＣＴＯＰＰＨ

ＣＯＢｅＴＣＲＯｒＯ ａＴＯＭ＝ＯｒＯⅢＰＯｅⅨＴａ，《ＢｏＩＴＰＯＣもＩ ＨＣＴＯＰＨＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３ＨａＨＨ…ＴｅＸＨｍ》Ｎ９３１９９８，

ＣＣ・１０４・１１４・佃皿Ⅲ・ヴィズギン、市川浩訳、「ソ連原爆開発計画史における核物理学者の道徳的選択

と責任」、日本科学史学会技術史分科会『技術史』第１号，２００１年，５３・６８ページ、を参照のこと）。

１６）この時期逮捕されたおもな物理学者には、ランダウ、フォツクのほか、プロンシュティン（Ｍ．Ⅲ．

ＢｐｂＨⅢＴｅｉｈ）、レイプンスキー（Ａ・Ｈ・ＪＩｅ良Ⅲｙ＝ＣＲＨａ）、ルーメル伽・Ｂ・ＰｙＭｅＰ）、シュービン（Ｃ．Ｉｌ．

Ⅲｙ６ＨＨ）、ヴィッテ（Ａ・Ａ・ＢＨＴＴｅ）、シュづニコフ（ｎ・Ｂ・Ⅲｙ６ＨⅡⅨＯＢ）、フレデリクス（ＢＩＣ．

◎ｐｅＲｅＰＨＲＣ）、ブルシアン（Ｂ・Ｐ・Ｂｙｐ∽ａ＝）、ルキルスキー（Ⅲ・Ｈ・ＪＩｙＲＨＰＣＲＨａ）、オブレイモフ（Ｈ．Ｂ．

０６ｐｅＨＭＯＢ）、ロゼンケーヴィチ（ＪＩ・Ｂ・Ｐｏ３ｅＨＲｅＢｍ）、クルトコフ（Ｘ）・Ａ・ＲｐｙＴＲＯＢ）らがおり、物理学

に精通した哲学者のなかでは、ゲッセン（Ｂ・Ｍ・ｒｅＣＣｅＨ）、ヴァシリェフ（Ｃ．Ｂ．ＢａｃｍもｅＢ）、ゴルンシ

ュティン（Ｔ・Ｈ・ｒＯＰⅢＴｅ最Ｈ）らが逮捕されている（ＢｍＪ１ＢＨ３ｒｍ＝，５ＩＲｅＰＨＨ最叩ＴＢ“ＴＰ叫ｑａＴＨ皿ｅＴＨｅ歳

ＢＯｉｈｅ”如３ⅡＥＯＢＣ＝ｅＢｅ３ＲｅＣＴＢｅ＝ＨＯ丘ＲＰｍＲＯ丘ｃｏＢＰｅＭｅＨ＝もⅠⅩ如３椚ｅＣＲＨＸＴｅＯＰ鳴く（ｙＣⅢｅＸＨ

如３隅ｅＣＲⅡⅩＨａｙ抑〉ＴｏＭ１６９Ｎ９１２，脚・１９９９ｒ・ＣＴｐ・１３６９・）。彼らのうち、グッセンは銃殺されており、

ロゼンケーヴィチは監獄で命を落としている（ロゼンケーヴィチについては、１９４３年８月１２日、脳

内出血で死亡とのウクライナ共和国ハリコフ市カガノーヴィチ地区の１９５７年１月１３日付「死亡証明

書」と１９７３年１０月１５日付のソ連邦最高裁判所軍事参事会名による名誉回復「証明」が科学アカデ

ミー文書間サンクト＝ペテルブルク支部に残されている‥‘ｃ昭ｅＴｅｎＬＣＴＢＯＯＣＭｅＰＴⅡ１２ａＢｒｙＣＴａ

１９４３ｒ・ＨＣｒｑ）ａＢＲａＯＰｅａ６Ⅱ刀ＨＴａ叩鳳，ＩＩＯＡＰＡＨ，Ｐａ３Ｐ５ＬｑⅣｏＨＨＣも・８６ＲｅｍＯｌ）。また、ランダウ逮

捕の事情と経過、ランダウの“確信犯的な”反スターリン主義については、Ｇ・ゴレリク、成定薫訳、

「天才物理学者ランダウの真実」（『日経サイエンス』１９９７年１２月、９２－１００ページ。原論文は

Ｇ・Ｇｏｒｅｌｉｋ，ＴｈｅＴｂｐ－ＳｅｃｒｅｔＬｉｆｅｏｆＬｅｖＬａｎ血ｕ，Ｓｃｉｅｎｔｉ丘ｃＡｍｅｒｉｃａ，Ａｕｇｕｓｔ１９９７・）を参照されたい。

なお、ここではシュづニコフ、ロゼンケーヴィチは処刑されたとされている。

１７）Ｋ）・Ｈ・Ｒｐ＝Ｂ。＝ＯＣＯＢ，ＣｐａｘｅＨＨｅＨａ如ｏｃｏＯｃＲＯＭＯｐ。ＨＴｅ‥如ｏｃｏＯｃＲａ兄脚ｙＣＣＨ兄１９４７叩ａ

－ＨＰＯＪＺＯｒ叩ｅＯ・ｎＯｒ駅ｅＣＲＯｒＯｒＩＯＩＰＯＭａＨａｙ和，《ＢｏＨＰＯＣもⅠⅡＣＴＯＰⅡＨｅＣＴｅＣＴＢＯ３Ｈａ＝Ｈ兄ＨＴｅＸＨＨＲⅡ〉〉恥３

１９９７，ｅＣ・６３，７１，８３．
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